‘-V 


Digitized  by  the  Internet  Archive 
in  2016 


https://archive.org/details/gendaisekainoshiO 08800 


：A 


察觀的 史の界 世代 現 

士博學 文 


.本 蓮 著者が 戰嗤 ■灌 紙, 2 i 文說 話の 中 力ら 

• ' ■ ■ 111 1 iv..  In.  . i MMIO r ,kf  L) _ 15-』 ト p 

■ . ’ . . .，■一 , :. '.; .. 

■ f 漏. の—— する 史的 

觀 察と 見られる。# の 史的 觀 察』 とした 

ので あ。。  ^ .、：•：•  •• ;:. ベげ. V" 一 

著者は 本書 中 到み 篆七龄 35 汸. 

•.ての 立脚地を 大に 

さる ことながら、. 日本は. まづ國 家と して 覺と 力， 4 •へ 2 

一 

. . 

序 


療麗 _史0 界 世代 理 

十 博. 學 .交 


著 ^ .伸  ：夂 


K 叙 

駄 儒 天 

發年八 一九 一 


本書は 著者が 數年來 雑誌 新聞紙 等に 載せ /: 論文說 話の 中から、 
世界の 現勢に 關する 分 二十 三篇を i 錄して 一書と なした もので あ 
る。 内容は 種々 樣 々であるが、 主として 世界の 現勢に 對 する 史的 
観察と 見られる。 依て 本書の 命題を 『現代 世界の 史的 觀 察』 とした 
ので ある。 

著者は 本書 中 到る 處に 於て、 現代に 於け る國家 主義の 價 値を 力 
說し た、 蓋し 多事多難の 現代に 處す るには、 日本が その 國家 とし 
ての 立脚地を 大に 固めねば ならぬ 必要が ある。 世界主義の 理想は 
さる ことながら、 日本は ま づ國 家と しての 覺と 力と を備 へねば 


ならぬ と 云 ふの が 本書の 精神で ある。  ^ 

現代 戰爭の 一大 經驗を 經た世 界 列強の 努力は、 將來 必ず 目覺し 
いものが あるに 相違ない、 殊に 新興の 世界的 勢力た る 米國の 活動 
は 吾人に 取つ て 殊に 注意せ ねばならぬ ものである。 現代 戰爭の 著 
しい 現象は 獨 逸の 誤算と 米國の 勃興と である、 而 して 露國 の解體 
である。 米 露 支 三國に 近接して 居る B 本は 以ヒの 形勢から 考へて 
も、 國家 としての 基礎を 固める のが 急務で なければ ならぬ。 

大正 七 年 十月 十五 日 
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f 割據 主義 


歷史 を讀ん で 居る と、 その 如何なる 時代に 於ても、 統一と 割據 との ニ大 傾向が 歷史 
の 大勢を 動かしつ、 ぁる ことを 看過す る こと ♦か 出來な い。 統一と 云 ふ 言葉は 如何にも 
堂々 と 立派に 聞え るが、 之に 反して 割 據と云 ふ 言葉は 何となく 惡ぃ 意味に 解釋 される。 
例へば封建割據の世など、云ふと、如何にも固陋偏執な狹ぃ量見の人々が各々狹隘の 
統一 主義と 割據 主義  一 


I 


現代伥界の史的觀察  ニ 
天地を固守して、此の廣い世界に互に反目對立した時代の樣子 *> 想起せられる、され 
ば多くの場合、統ーの時代 *> 破れて割據の世となることは、時代が墮落したかの如く 
に 考 へられる、 又 小 邦 や 群雄の 割據 しれ 世の中が、 一度、 或る 大勢 力の 下に 統一され 
ると恰も暗黑の夜が明けて晝となつた如くに之を歡迎し謳歌するのが常である。これ 
は歷 史を讀 む 人々 に 先天的に 備は つた 感情 かと も考 へられる、 併し それは 要するに 
「統一」 と 云 ひ 「割 據」 と 云 ふ 言葉の 外形に 捉はれ た 觀念 であつ て、 決して その 言葉の 內 
容を 理解した 上の ことでは ない ので ある、 恰も 「戰爭 J と 云へ ば 其の 戰爭と 云 ふ 言葉 ^ 
けで 旣に 全く それを 呪 ふべき ものと し、 「平和」 と 云べば 一 も ニ もな く渴 仰して 已まぬ 
と 同一の 弊が あるので ある。 想 ふに 「統一」 はしかく 賞讃 すべき もので あり、 「割據 J は 
しかく 批難すべき もので あらぅ か。 抑 も、 人事の 作用には 普遍的 方面と 特殊 的 方面と 
が ある、 普遍的とは 或る 範圍に 共通の 事柄で、 之を 大きく 云へ ば 古今東西 あらゆる 人 
類に 共通の 現象と も 見られる し、 更に 狹く 解釋 すれば 一時 代、 ー國 民、 1 階級 等 それ ぞ 


れに 共通の 事實 ともなる ので ある。 特殊 的とは 普遍的に 比すれば 遙か に狹 い範圍 に 於 
て其のものが特有して居るもので、他と區別せらるべき點を栺して云ふ、其の最も狹い 
場合に 於て は 一個人の 有する 特性で、 卽ち 個人性と 云 ふべき ものである。 例へ ば 吾等 
は人間として世界 © 諸國民と共通の點を有して居る *> 、日本國民として亦他國民と異 
つた 特殊 的 方面を も備 へて 居る。 要するに この 普遍性と 特殊性とは、 人間 活動の 二方 
面で あつて、 古 往今來 歴史を 動かしつ、 ある ニ 大勢 力で ある、 而 して 兩者相 共に 缺く 
V からざる ことは、 恰も 車の 兩 輪の 如き 趣が ある、 人類の 發 達、 世界の 進步は 常に 此 
の兩 勢力の 交涉關 係に 依て 遂げられる ので ある。 嚮に 述べた 統一なる ものは 此の 普遍 
的 作用の 發現 である、 割據な る ものは 特殊 的 作用の 結果で ある。 

ニ 

元 來 人間 或は 人間が 組織した 幾多の 團體 、すべて 其 等は 相互の 間に 相違の 點を 有す 
.銃 一 主義と 割據 主義  三 


現代 世界の 史的 觀察  四 
ることが多いので、其等のすべてを徹底的に統ーすることは非常に困難である。古來 
幾多の 大帝 國が 史上に 出現した けれども、 間もなく 衰滅に 陷っ たのは 如何に 統一の 困 
.難なる かを 語る ものである。 是に 於て か大な る 統一を 維持せ ん爲 めには、 勢 ひ 極めて 
不徹底なる 又 寬濶な る 方針に 依らねば ならな かった。 古代 支那の 例を 看ょ、 支那は 古 
くから 自から 中華を 以て 任じ、 四隣の 國 々はみ な 自 國に來 貢すべき ものと して 臣 M 視 
して 居っ た、 併し 其の 帝國 思想は 頗る 漠然たる もので、 國家 組織は 近代 國 家の 如き 緊 
張した もので なかっ たこと 固ょり である。 古代 東洋の 大帝 國は 多く 此 種の もので あっ 
た、 其の 永續 しな かった のも怪 むに 足らない、 則ち 徹底的なる 統治を 行 ふことは、 當 
時の 交通 機 關其他 一般に 文明の 幼稚なる が爲 めに 到底 不可能で あり、 且又 屬國 の叛亂 
を招き易いのである、そこで勢ひ寬濶なる隙の多い組織に賴るのであるが、此の方針 
では 中央の 勢力が 少しく 不振の 情況に 陷 ると、 帝 國內諸 地に 動搖を 生じて や ♦かては 分 
裂を 來す のであった。 西洋史 上の 大帝 國た る羅馬 帝國は 確かに 史上の 一 偉觀で あるけ 


れ ども、 其の 統一を 維持す る ことは 甚だ 困難で あつた、 是は 風土 や 人情 や 歷史や 更に. 
利害を 異にした 幾多の 國家 民族を 征服して 建國 した 結果で ある、 國 *> 大にな ればな る 
程不純不統一、の分子を益多く抱擁すること、なり、而して之を統御すべき中央勢カた 
る少數 者は、 他の 異分子に 化せられて 自家 本來の 特質を 央ひ つ、 あつた。 此くな つて 
は大な る 統一 組織を 維持す る ことが 困難な のは 當然 で、 分裂は 避くべからざる 結果で 
ある。 しが も羅 馬は 領內 各地の 繁榮に 努力す るょりは、 寧ろ 力を 中心地た る羅 馬に 集 
中して、全國を擧げて羅馬に奉个るが如き方針 5: 執つた、その結果地方は疲弊し紊亂 
して、名は大統ー國であつた *> 、實際その統ーは甚'た慘儋たるものであつた。此の如 
き內容 の充實 しない 統一に 代つ て玆 に割據 分立の 時代を 現した のは 自然の 勢で、 內容 
の 勝れた ものなら ば、 統一ょりも 割據を 歡迎す るのは 怪むに 足らない ので ある。 

三 

統一 主義と 割 據 主義  五 
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羅踔帝國が滅びて其の文明が野蠻未開のゲ,マン族に蹂躪されてから約ー千年の 
間、則ち西曆第五世紀炉ら十五世.紀に亙る年代を史家は中世と呼んで居る、而して< 
は 屢- 中世の 初期を 暗 黑诗 代と 云って 居る。 成程、 羅馬 大帝 國が 倒れて 領內 は蠻 族の 
割據す る 所と なり、 文明の 上に 何等の 看る もの も 無い 時代を 暗黒時代と 呼ぶ のは 尤も 
である ,0 併し 暗黑 であり 小 民族 割據の 世で あるから とて、 直に 之を 惡 しき 時代と 解釋 
しては ならぬ。 近代の 歐 洲諸國 家は 殆どみ な 此暗黑 や 割據の 間から 生れた ので、 その 
暗黑 をして 開明なら しめんとの 彼等 •の 努力は、 實に 近代 歐 洲の發 達した 文明を 生み出 
したので ある。 又 中世 時代の 割據の 勢 ひは 今 U にまで 繼續 しっ、 あるので、 近代を 風 
靡し つ、 ある 國家 主義は 實に 中世に 端を 發す るので ある。 要するに 名のみ 壯大に して 
實質 の遙 かに 劣っ て 居る 「統一」 に 代 ふるに、 狹く とも 力 ある 徹底した 組織を 建設し 
たいとの 努力は、 中世の 「割 據」 を 生み 更に 近代の 國家 主義と なる に 至っ た。 こ： の 「割 
據」の趨勢は千四五西年來益進みっ、あるので、今日と雖も決して衰へたのではない。 


寧ろ 益 盛に なりつ、 ある。 

固よ b 中世以 來歐洲 の 歷史を 動かした ものは 單に 「割 據」 の 力の みでは なかっ た， 
其の 一方には 「統一」. の 力が 存在して 偉大な 作用を なした ことを 忘れて はならぬ。 則 
ち 中世には 基督 敎 •か 特に 大なる 勢力を 有して これが 「統一」 の 理想を 代表しっっ 割據の 
趨勢に 對抗 して 精神 界 のみなら す、 政治 上にまで も 統一の 作用を 及ぼさん とした。 固 
より 政治 上には その 作用は 全然 失敗した けれども、 而 して 諸 國家對 立の 形勢は 益 明確 
となつ たけれ ども、 精神 上に 於け る 「統一」 の 力は 決して 衰 へたので はな かった。 殊 
に 中世は 封建 割據の 世で あるとは 云へ、 それは 唯 封疆の 上の みの 問題で、 社 會 的には 
決して 分裂で も 割據で もな く、 全歐に 共通の 感情 風習 等は 行 はれて 居った。 中世の 分 
立 主義 ば 十七 八 世紀に、 各國の 主權が 發達 する に從 って 色彩は 漸 々鮮明を 加へ た、 固 
より 當時 の國家 主義は 國荇を 中心とした もので、 王室の 家權 主義に 基いた ものである、 
而して 十九 世紀に 入って 民 權の發 達と 共に、 國家 主義は 單に 王室 や 或ろ 特殊 階級の 爲 

統一 主義 こ 割 據 主義  七 
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めの みで なく、 全國民 的と なった のであった。 現代 戰爭は 實に國 家 主義 時代の 最も 雛， 
著な 産物で ある、 今次の 大戰が ある 特殊 階級の みの 戰爭 でな く、 全國民 的の 戰爭 であ 
ることは"如何に現代が國家主義の時代であるかを語るものであらぅ。 

H 

固ょ り近代の分立主義は中世の割據主義に比すれば遙かに大規模である、恰も軍艦 
の 艦 型 ♦か 年を 逐ぅ て大 、となり、 又 陸軍の 組織の 單位が 益 大とな るに 似て 居る、 併し 軍 
艦に も 或は 艦隊 組織に も、 又 陸軍の 組織に も、 其の 時代に 應 じて ほ > 或 程度の 制限が 
ある 如く、 國 家の 上に も ある 限界がなければ ならぬ。 則ち 國 家の 境域は 統治の 力の 徹 
底し 得る 範圍に 止まらねば ならぬ、 現代の 國家 主義なる ものは 此の 適 當の範 圍內に 於 
て 國家國 民の 能力を 能 ふ 限り 發 揮し 行かん とする ものに 外ならぬ、 國家 經濟の 自給と 
云 ふが 如き 皆 それで ある。 併し 數 百年 來 分立の 形勢は 益顯 著で あるとは 云へ、 其の 一 


面に 「統一」 の 普遍的 作用が 働きつ、 あつた ことは 忘れて はならない 則ち その 作用は 
政治的 方面には 及ばな かつた けれど 各、 精神的、 經濟 的、 社 翁 的 方面には 著しく 働い 
て 居た ので ある。 十八 世紀は 民權が 未だ 發 達せす、 時代の 傾向は 尙 貴族的で あ. つたが 
爲 め、 (怫蘭 西の 文化は 能く 之を 語る) 普遍的 作用 も 主として 精神 界に 限られて、 學問 
の 進步は 偉大で あつた けれども、 近代の 如き 社會的 運動は 起ら なかつ た。 十八 世紀の 
學 者には 純 知識 的の 問題に 力を 傾注して、 學 問の 爲 めには 國 家の 差別を 顧みない と 云 
ふ態度が認められるのは、國家分立に對する反對の趨勢を代表したものと考へられね 
ばなら ぬ。 

.更に 十九 世紀に 入つ ては 普遍的 作用は 經濟的 社會的 方面に 著しく 發 揮され た、 而し 
て 分立 主義が 國家對 抗の必 要 上 戰爭の 手段を 是認す るに 對 して、 統一 主義 (國 家の 統 
一に あらす) から 生れた 諸 傾向は、 いづれ も 平和主義に 左袒 して 國家が 境域を 立て、 
其の 分界を 守る に 汲々 たるを 批難した。 要するに 近代の 戰爭 論と 平和 論とは 分立と 統 
統一 主義と 割據 主義  九 
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一との ニ大 傾向から 生れた ものと 認められる 。又 十九 世紀に 英國に 行は れ而 して 世 ^ 
に少か らぬ 感化を 與 へた マン チヱ スタ ー 派の 自由貿易 主義と、 十九 世紀末に 著しく 行 
はれた 保護貿易 主義、 更に 現代に 喧しく 論せられ つ、 あろ 自給 經濟 主義の 如き、 其の 
前者は 統 I の 傾向に 屬し 、後の 二者は 分立の 根本 精神に 基いた ものである。 而 して 一 
方に 國家 S 向が 强 くなる に從 ひ、 一方 S 的 方面には 統一 普遍 Q 作用が 行 はれて、 
互に 調節の 妙 用を 遂げる こと、 なつた、 社 會 主義の 如き 其の 最も 顯著 なる ものである P. 

五 

現代 戰爭 は國家 主義 則ち 分立の 傾向から 生じた 一大 結果で あるが、 この 戰爭 に對し 
そ も 統一 普遍の 作用は 決して 働く ことを 怠らな かつた。 現代 戰爭に 際して 备國 とも 社 
會黨、 勞働黨 の 人々 が、 戰爭を 裏切る 如き 行動に 出で つ、 あるのは 注意を 要すべき 點 
で、 露西亞 の 如きは 旣に 其の 先例を 開いた、 戰 場に 於て 幸に も 勝利を 占めつ、 ある 獨 


逸には、 此種の 作用が 著しく 認められない けれども、 併し 內 部に 於て 漸次 熟しつ、 あ， 

ね 

る ことは 事實 であらぅ、 其 他 英怫 諸國い づれ も非戰 分子の 運動を 見ない ものは ない。 
現代 戰爭は 經濟 上には 分立 作用を 普及せ しめて、 能く 軍國 の經濟 策を 樹立せ しめる こ 
とが出來た、而して國家の要求や利害は決して經濟上から左右せられるものでないこ 
とを 示し、 戰 前の經 濟學 等の 說を 破る ことが 出 來た 。併し 社會 主義 的 思想に 對 しては 
未だ 分立の 作用を 及ぼす ことが 出來な いで、 軍國の 破綻は 一に 其の 方面から 起らん と 
する ので ある 

戰後以 上の 統一と 分立との 兩 傾向は 如何に 消長 變遷 する であらぅ か。 假令現 時の 社 
會 主義 的 運動は 巧みに 國 家の 分立 作用 i 同化され て 行く としても、 統一の 作用は 別に 
何等の形式 5: 採て此世に現れて來るに相違ない、要するに統；作用は永久其の跡を絕 
たないものである。併し千有餘年の鼠史を按すれば、國家分立の趨勢が大河の海に朝 
するが如く、滔々として史上に流れて居つたことは明白で、しかも今尙其の流れは澎 
統 一 主義と 割據 主義  一 ! 
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湃 として 天地を 席捲す るかの 如き 觀が ある。 想 ふに 國家 分立の 趨勢は 現代 戰宰に 依て 
も尙 極限に 達する に 至らす して、 其の 形式には 多少の 差 こそ あらう が、 今後 益 繼續さ 
れて 行く ので あらう。 固ょり 統一 普遍の 作用 も 決して 衰 へはし まい。 現代の 國家 分立 
に反對の諸運動も其の思想に於て又其のカに於て決して侮るべきものではないが、併 
し 其 等の 運動は 主として 國家 主義に 對する 反動と して 起つ たので、 其の 價値は 反動と 
しての 點に存 する。 則ち 或る 一の 大傾 向に 對して 調節 緩和の 作用に 止る もので、 世界 
の 動力と しては 本 系の もので なく、 單に 傍系の ものに 過ぎない がと 思は れ る。 假令將 
來 或る時 代に 於て 分立 主義が 破れる こと ♦かあつた としても、 之に 代て 歷史を 指導し 行 
くべき 力は 現今の 如き 社 會的國 際 的の 諸 運動では あるまい と 思 ふ。 恐らく 國家分 立の 
趨勢が今後幾多の變遷を經た後でなければ、將來に起るべき全く新しい傾向を想像す 
る ことは 困難で あらう。 


六 

要するに 近代は 國家 主義の 時代で、 分立 割 據のカ は遙か に 統一 普遍の 力を 壓 して 居 
る。 固ょ トノ 統一 普遍の 力 も 明白に 存在して 居る けれども、 時代は 依然として 分立に 傾 
いて 居る。 かくして 統一的 傾向 も 分立を 根本と して 立脚して 居る、 現代の 幾多の 國際 
的 施設は 孰れ も 左樣で ある。 一九 〇 八年獨 人フリ ー ドの 調査に 依れば、 世界に 存する 
國際的圑體(郵便、電信同盟の類1も含む)の數は七十八である、而して其の內獨逸 
が 加盟して 居る のは 六十 三で、 英佛と 伯仲の 間にある (日本は 僅か 二十 七に 過ぎない)。 
併し如何に此種の傾向が盛になっても、遂に今次の大戰を避けることは出來な炉つた。 
是 則ち 時代の 本流は、 か、 る 方面に 流れて 居な かつた ことを 證する ものである。 固ょ 
り國家 主義が 今後 幾度 か 變 改を餘 儀な くされる ことは あ & ぅが、 依然として 時代を 支 
配す る こと、 信す る。 

統一 主義と 割據 主義  ：一 三 
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抑 も 古代の 帝國 主義は 或 一の 優越なる 勢力を 假 想した る もので、 諸 國家諸 民族は 之 
に 對 して 臣屬 の關 係に 立つ ので ある。 國家 主義は 幾多の 伯仲した 勢力の 對立關 係に 立 
脚す る もので 特に 或る) 勢力の 優越を 許さぬ ものである。 されば 國家 主義の 時代に 於 
ては、 或ー國 家の 世界 支配と 云 ふ 如きは 到底 實 現される もので ない。 假令 一時 實現さ 
れた としても、 それは 不自然に 不條理 に 行 はれた もので、 間もなく 破壤 されて しまは 
ねばならぬ。 世界は 漸次 大なる ものに 統一され て 行く とは、 屢 人の 口にする 所で ある 
が、 予は 之を 信じない。 た > 或 程度の 集中 作用は 行は れる であらぅ が、 それは 相應の 
大さに 止るべき もので、 而 して 其 等の 大勢 力が 多く 對 立して 世界の 歷史を 形成す る こ 
と、 思 はれる。 但し 各國が 互に 負けす 劣らす 帝國 主義を 奉じて、 國 勢の 伸張に 努めつ 
つ あるのは 近代史 上の 著大の 事實 であるが、 それは 各國が 存立の 基を 固めん 爲 めの 努 
力で、 世界的 覇業と 云 ふ 如 t 壯大な 空名に 隨 喜しての 結果では ない、 自立 自存の 必要 
に 迫られた 結果で ある。 


近代の 帝國 主義は 古代の 帝國 主義とは 異なり、 いづれ も國家 主義に 基いた もので" 

.た  > 外的 發展を 必要と する 國 家の 要求に 應 ぜん 爲 め、 假に帝 國と云 ふ 名稱を 胃した も 
ので、 實は國 家 主義の 變形 に過ぎない。 眞 の帝國 主義は 或る 優越なる 一勢 力が 世界を 
支配す る ことで なければ ならぬ。 現代 戰爭も 對立關 係に 立脚して 居る 國家 主義が 各自 • 
の 存立を 安固に せん 爲め 採用した 帝國 主義 或は 世界政策の 衝突と も 見られる。 戰 後は 
恐ら ぐ此 種の 國家 的帝國 主義に 整理が 行 はれる 時代で あらぅ。 而 して 其の 結果 十八 世 
紀に 於け る英國 の 海上 權獨 占と 云 ふ 如き 事實は 認められないで、. 幾何 かの 殆ど 相似た 
大勢 力が 對立 する こと、 なる であらぅ。 換言すれば 世界的 國家 主義の 對立で ある。 吾 
人 も 亦 時代の 趨勢が 依然 分立 割 據に存 する ことを 確認して、 徒らに 統一 普遍の 美名に 
醉ふ ことなく、 國 家の 自立 的 存在の 基礎 ？: 安固に すべく、 あらゆる 力を 此の 目 びに 集 
中せ しめなければ ならぬ ので ある。 

統一 主義と 割據 主義  一 五 
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エリッヒ* マルクスの 帝 國 主義 論. 

„ • 

獨逸 ミュンヘン 大學の 敎授工 リツ ヒ * マ， クス (Erich  Marcks) は、 ビス マ， ク硏究 
の 史家と して 知られて 居る が、 又 年 來帝國 主義に 關 しても 硏究を 積ん •た 學者 である。 
マルクスは 一九 〇 三年ド レス デンで、 『現代の 帝國 主義の 思想』 (Imperklistische  Id 
ee  im  Gegenwart) と 云 ふ 講演を 遺つ たこと が あるが、 今 囘の開 戰後も 矢張り ドレス， 
デンに 於て 『帝國 主義と 世界 戰爭』 ( u er  Impe d. alismus  §d  der  weltkneg) と 云 ふ 
講演を 試みた。 此 講演は 一九 一 五 年 十月 九日に 遺つ たもので、 翌 一九 一六 年に 小冊 
子と して 出版され た、 而して 一讀 の價値 ある 議論で あるから、 抄譯 して 玆に 紹介す 
る こと、 した。 

マノ A クスの 所說は 大體に 於て、 英國 の帝國 主義を 世界的 侵略的、 無制限 膨脹 的なる 
舊帝國 主義と し、 獨 逸の 帝國 主義を 以て、 國家 的、 防衞的 限定的なる 新帝國 主義と 


解した ので ある、 而して この 舊帝國 主義の 世界的 壓 迫に 對 して 新 帝 國 主義は その 地步 
•を 主張せ ん爲 め奮鬪 せねぱ ならぬ こ 4を說いて居る。マ\クスは中歐同盟論者のー*人 
と 見え、 彼は 獨逸 新帝國 主義は 其の 立脚の 基礎を 中歐 同盟に 定むべ しと 主張し、 國 
家連盟の形式に依て帝國主義を樹立せんとして居る、彼 *> 獨逸帝國主義は侵略的支配 
的にあらずと云 ^- のは、此の國家連盟の形式を指す次第なのである。固ょりそれは』 
の辭柄に過ぎないので、事實上は舊帝國主義と何等の異なる所がないであらぅ。併し 
言論の 上の みで も國家 連盟 的の 帝國 主義を 說 くのは 興味の ある 點で 、新時代の 趨勢を 
語る ものと 考 へられる、 大 英帝國 組織 ♦の 問題は 戰後 非常に 面倒な こと、 なる であらぅ 
が、 是も 矢張り 聯邦 化せら る、 か、 或は 場合に 依て は 將來國 家 連盟の 形を 取る に 至ら 
ぬで あらぅ か。 則ち 獨逸. s 中歐 連衡 策と 英國 の帝國 統合 策とは 互に 類似して 行く ので 
は あるまい か。 孰れに せょ 世界の 各國 家が 發 達した 現代に 於て は、 侵略的 帝國 主義の 
實現は 甚だ 困難で ある、 是に 於て か マ， クスの 帝國 主義 論は 帝國 主義の 將來に 一道の 

H 3、ソヒ.マかクスの帝國主義論  一 七 
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光明を 與へ； i かの 感が あるので ある。 

但し 其 他の 點に 於て は マルクスの 所說 は、 戰爭氣 分に 支配され た 議論で、 獨 逸の 立 
場を 辯 護せ ん爲 めの 議論と も考 へられる。 依て 讀者は た V 論文 ^ 一部分に 就て 批評せ 
.ら る、 ことなぐ、 た>論文の底に流れて '@ る大體の傾向を看取せられん，ことを望セの 
である。 尙 原文の 間には 往 々名句が な' いで もない。 例へ ば 『世界史 的 大勢は 必 しも 各 
き 代の あらゆる 存在を 左右す る ものに あらす』 ( OJ S ギ 么贫 沒 0 ^ a & s- r ^ dr sllemebe r 
eicht  nicht  das  Dasein  V ぎ N eiEtes^^ 

した もので、 世界に 於け る獨 逸の 立場を 明かに しれ 面白い 文句で ある。 以下は 卽ちマ 
ルクスの 論文の 要領で ある。 

ニ 

現代の 大戰爭 は 如何なる 戰爭で あるか、 或 人は 之を 民族の 戰爭だ と 云 ふが、 それは 


|一 田つ て 居ない、 實際 現代の 交 戰國は R 族に 分れて 戰 つて 居ないで はない か。 又 或 者は 
之を 文明の 戰： rr と 云 ふ、 而 して 英 佛ニ國 の 如きは 專制 主義に 對 する 自由主義の 戰 とし 
て 解して 居る、 固ょり 中歐 諸國は 西 歐諸國 と 異なつ た 政治 組織を 有して 居. る。 併し 露 
國の專制主義.が聯合側に加つて居ること $: 見れば、この戰爭は決して主義の戰爭では 
ない。 『自由 對軍國 主義の 爭』 と 云 ふ 如きは、 要するに 標語に 過ぎない、 此等の 語は た > 
交 戰國が 都合の ょい 武器と して 使用して 居る のみで ある。 民族 や 主義な どは 敢て數 ふ 
るに 足らぬ が、 た > 見逃すべからざる 一事が ある、 それは 中央 歐羅 巴に 對する 敵意で 
ある。 今や 東歐 及び 西歐の 諸國は 等しく 戈を 中歐國 家に 向けた。 中歐國 家は 民族に 於 
て、 文化に 於て、 又 政體に 於て 互に 合致して 居る、 彼等の 結合は 地理 的 地位と 國家の 
カとに基くので、あらゆる方面ょり觀察するも歸する所は此のニ點に外ならぬのであ 
る 0 

併し それの みでは 充分で ない、 現代 戰爭は 眞の 意味に 於け る 世界 戰爭 である、 地上 

エサ ッヒ •マシ クスの 帝國 主義 論 一九 
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の國 家に して 之に 干與 せざる 者は 殆ど 無い、 この 世界的 大 問題は 東方に 在る ィスラム 
敎 徒を も關係 者たら しめたので ある。 さて 帝國 主義が 現代の 標章で ある ことは 能く 人 
の 知る 所で あらぅ、 世界に 雄飛し、 世界を 占有 せんとす る 大帝 國は 、今でも 互に 睨み 
合つ て 居る、 十九 世紀末 以來 吾人の 周圍 には 其 等の 壯大な る 勢力が 活躍して 居る i は 
動かすべからざる事實である。我等が帝國主義の時代に生きて居る$は、もはや毫も 
疑 ふの 餘地が ない、 ある 社會學 者は 帝國 主義の 國家に 次の 如き 定義を 下した、 世界的 
支配を求むる大國家は、其の全世界統一なるとー部分の支配なるとを問はす、等しく 
帝國 主義の 國家 である、 而 して 其の 力を 欲求す るのは ft 會的 欲求と 同一で、 自己の 性 
を世界に推し擴めるに存するのであると。此の如き大國家は現代にも確炉に存在して 
居る、 併し 是 形式に 捉はれ た 見解で、 實 際に 迂遠で ある。 吾人は 須 らく 事實に 立脚 
すべきで ?) る。 


吾人の 所謂 帝國 主義とは 何ぞ や、 則ち 帝國の 建設、 帝國 たるの 努力に 外ならぬ、 而 
して その 帝國は 實に 世界的 帝國な ので ある。 併し 現今に 所謂 帝國 主義なる ものは、 其 
由來は 新しい ので あつて、 一八 八 〇 年來 或は 著しい 場合を 云へ ば 一八 九 〇 年來 世界を 
風靡した ので あつた。 從來 世界的 帝國 としては 英 露の ニ 國が あつた、 露國は 歐 亞兩洲 
に 跨つ た 陸國 であり、 英國は 之に も 勝る 大海 國 であつ た、 この 兩大國 は 一八 一四 年 か 
ら 一九 〇 五 年まで 常に 睨み合つ て 居た、* 當 時の 世界史は 之に 依て 支配され た 1 *> 多い 
ので ある。 固ょ b 吾人 も 一八 二 四 年から 一八 六 四 年まで 英國 *> 世界的 支配を 行つ たこ 
を 認めて 居る、 併し 各 時代の あらゆる 存在は 決して 世界史 上‘ の 大勢の みに 依て 左右 さ 
れる もので ない。 されば こそ 一八 八 〇年以 來 そこに 新しい 時代 か 生れた 卽ち 英露兩 
國の外更に世界に雄飛すべき幾多の國家を生じたのである〇其等の.國家はー八六 0 年， 
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頃から 發 達し 來 つて、 一八 七 〇年來 世界史 的 徑路を 踏 ひこと、 なり、 一八 八 Q 年以 來， 
愈 其の 著しき を 認める ので あ-る、 米獨佛 日伊の 五國は 則ち それで ある。 嘗て 英國は 世 
界 政策を 遂行す る 上に 於て、 露國以 外の 對敵を 有せな かつた、 此 時代 こそ 英國の 自由 
主義の 時代で あつたので ある。 此 時代には 英國は 自由主義を 振 翳して 自由なる. 活動を. 
世界に 試みる ことが 出來た 、併し 上述の 如き 新しい 勢力が 勃興す ると、 英國は 忽ち 自 
由 主義 的の 世界政策を 一擲し 去つ て、 力と 爭とを 根本 方針と して 奉じた ので ある。 か 
くして 一八 八 〇年以 來大英 帝國は 緊密な、 力 ある ー體 として 固められつ、 あつた。 英 
帝國 は實に 新興 諸國の 標本と なつた もので、 新時代の 世界的 努力に 帝國 主義の 名を 與 
へたのも英國である。而して他の諸國家が續々勃興し來つて、世界は今ゃ共通の _ 體 
となり、 又 其 通の 戰場 となつ た。 此の 如き 新形 勢は 一九 〇〇 年頃に 於て 熟した ので あ 
る 0 

世界的 經濟の 主義は 全世界を 風靡した、 商工業に 次で 資本は 續 々國 外に 注 出された > 


大工 業者 や大 富豪は 國 家に 迫つ て 彼等の 大勢 力を 扶養せ しむる に 至つ た。 國家も 亦自‘ 
甶 主義 時代の 自制 抑 損の 態度を 放擲して、 全力を 競爭に 傾注し、 植民地 や、 販路 や、 
原料 地 や、 勢力 範圍を 獲得す るに 務めた、 又 之に 伴って 新しい 武器 や軍鑑 大規模 
な 外交 策が 採闬さ れ た。 チ H ンバレ ン や， 1、、 ス 、グェ \ トや 、ゥィルへ， ムニ 世は 此の 如 
き 新 精神の 宣傳 者で あつたので ある。 蓋し 此 等の 世界政策の 背後には 一の 强い 力が あ 
る、 則ち 著しく 增 大した 國 家の 力で ある。 併し 其 等の 國 家には 依然として 舊 時の 國 K 
的國 家の 觀念が 離れない ので ある、 かくして 自己に 集積 さか 充溢され た 力 ?: 、 國外に 
流出せ しめんと して 居る。 

但し玆に注意を要するー事 *> ある、世界の國家は各自ーの個人に等しいものである^ 
ことは吾人も承知して居气而して現今では各國間に差異のあることが觉視される， 
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則ち分化が肝要なのである。世界に於ける最も廣大なる國家は英米露の三國である、 
而 して 自己の 內に數 多の 差異を 抱藏 して 居る。 海上 的なる 英國 は經濟 力の 基礎の 上に 
世界的 組織を 建設 しれ、 恰も 世界的の グ工ネ チヤで ある、 英國が 海の 支配に 努力して 
居る のは 勿論の ことで、 彼は 海上に 於て 一の 敵手な からん ことを 欲 じて 居る、 從て彼 
0- 海上 支配は、 停止す る 所を 知らざる 世界 支配に 外なら ない。 英國は 此の 目的の 爲 、ダ 
には あらゆる 手段を も辭 せす、 自 國に危 かるべき 新興の 勢力に 對 しては 常に 之を 壓迫 
する に 躊躇せ す、 すべての 新 勢力の 進路を 狹む る. に 努めた。 而し て自か らは往 々分裂 
の 危機に 瀕しつ、 も、 間もなく 又覺醒 して 以前に も增 した 攻撃力を 發 揮し來 るので あ 
る 0 

英 國に對 して 好對 照を なす. ものは 露國 である、 彼は 全然 大陸 的で ある、 數 世紀を 通 
じて 彼は 海へ 向つ て 發展を 企てた、 而して 常に 其の 計 劃を 止めた ことが 無い O H 露戰 
役の 際 露國は 日英 兩國 の爲 めに、 極東への 發展を 挫かれた、 そこで 再び 舊 時の 方針に. 


歸つて 、土 耳 古 や バルカンへ 南下を 企てた、 而して それは 澳匈に も獨 逸に も 戈を 向け， 
て 居る ので ある。 其の 向 ふや 恰も 洪水の 如く、 到る 處の國 民を 威嚇して 已まな い。 露 
國は 固ょり 海上の 植民 國 家では 無い けれども、 其の 欲求は 實に 無制限な ので ある。 米. 
國 の大國 家は 新しい ものでは あるが" 。矢張り 自意 のま、 に 膨脹 侵略を 續 けて 來 た、 彼 
自身の 範圍內 に 於て 彼は 矢張り 併呑 者で あつた。 彼 も 恐らく 東半球の 大國 家の 如く 攻 
擊 的に 傾く であらぅ。 

以上 英露 米の 三 大國は 孰れ も自國 內に經 濟的滿 足を 得ん との 希望を 有して. 居る、 卽 
ち 自立 自足の 國 家を 建設 せんとして 居る。 此の 外尙 小なる 國 家を 擧 ぐれば、 まづ 日本が 
在る。 日本は 最も 變化の 著しい もので、 英國の 如く 島國 であり 又海國 であるが、 同時. 
に 又 奮の 如く 陸國 である" 而し て强い 膨脹の 野心を 抱いて、 將來 海外に 飛躍 せんとし 
て 居る、 やがて 彼が 支那を 支配すべき ことは 期待され ねばならぬ。 要するに H 本 も 亦 
無制限に 發展 せんとす る 帝國の 一に 屬す るので ある。 之に 反して 怫國 は本來 大陸 的で'. 
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ある、固ょり阿弗利加及び 55 細亞に植民地を有しては居るが本來は大陸的である、經濟 
上に 於て 人口に 於て 佛國は 不振の 狀況 にある けれども、 其の 政治的 氣分に 於て は 特に 
豐富で ある、 而 して 固く 自己の 存立を 主張して 已まな い、 是實 に佛國 の强味 である 0 但 
し彼は帝國主義的傾向には半ば參與して居るに過ぎぬ、決して無制限膨脹を事とせず、 
又 攻勢 的で もない。 た) 佛國は 獨 逸に 對 しての み 攻勢 的な ので ある。 次に 伊太利は 以 
上の 諸國に 比すれば 劣勢の 觀 が ある、 地理 上怫國 ょりは 海國 的で ある、 又 野心に も 富. 
んで 居る が、 確乎たる 趣が 無い。 政治 上に も經濟 上に も 根本的には 大國と 云 ふこと が 
出來 ぬ、 た >舊 來の歷 史に從 て 進みつ、 あるので ある。 從て英 怫 等の 諸國 と共に 地中 
海の勢カとして發展はしやぅけれども、其の東西 (: 驥足を伸べんとする態度は未だ尙 
甚だ不安に感ぜられる。但し伊太利はカぺ缺けて居るけれども、帝國主義の意向は有. 
して 居る、 彼 も 亦 かくして 攻勢 的と 云 はれねば ならぬ。 


五 

然らば 獨 逸は 如何。 彼は 大陸の 中央に 生れて 多年 敵 國の爲 めに 苦め られ た。 併し 一八 
七 ー年以 來始 めて 强固 となり、 自力を 以て 國家を 固める こと ♦か 出來 、次で 經濟 の發展 
も 著しく、 遂に 一八 八 〇年代 ょり 着々 として 國 外に 發展 する こと、 なつた。 ヒス マ， 
クや クィ， ヘルム 二世の 指導に 依て、 獨逸は 其の 存立を 中外に 明かに した、 而 して 之と 
共に 新時代 ♦か 始まる ので ある。 帝國主 義の あらゆる 特色は 獨 逸の 場合に も 現は れて來 
た、 併し この 帝國 主義は 領土 獲得の 點に 於て は 極めて 不幸で あつた、 世界は 旣 に他國 
に 分 取せられ て獨 逸の 得た 所は 甚だ 狹小な ので ある。 固ょり 彼と て も 多くを 望まない 
のでは ない。 併し 中央に 國した 結果 その 進路は 多く 塞がれて 居る、 是に 於て ヵ獨 逸は 
露を なさす して、 販路 s 獲得、 勢力 ,讓|1 放 8に依 赢 0 域の 擴大を 事と、 
する に 至つ たので ある。 かくして 彼は 阿弗利加、 小羅 ® 、メ ソボタ ミャに 向つ た 
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併し それは 併呑 や 支配では なく、 た > 經濟的 努力を 主と した、 而して 其の 爲 めには 政. 
治の 力 や 其 他の 力を 用ゐ たけれ ども、 目的と する 所は 世界に 於け る獨 逸の 地位を 確認 
せし むる にある ので ある。 而して 時には 激しい 言論を 用ゐた こと も あ. らぅが、 實行に 
於て は 其の 眞相は 明かに 平和的で あつた。 

獨逸は 東南に 力を 傾注 しれ、 是は填 匈と 土 耳 古と に 對す る關 係からで、 露國 の大 擊 
迫に 備 へん 爲 めで ある、 又 阿弗利加 及び 亞細亞 に 於て は 英國の 一大 壓迫が ある" か、. 
る 事情の 下に 於て、 獨逸の 帝國 主義は 決して 攻勢 的では なく、 明白に 防鐵 的で ある、 
彼は 英 、露、 日、 米 等の 如く、 無限の 膨脹を 夢み ては 居らぬ、 其の 態度は 終始 國民的 
であつて世界的でない？彼は能く自制の途を知る、た>自由の餘地を求めるのである0、 
か、 る帝國 主義は 新しい 部類に 屬す る、 新獨 逸は この 新しい 帝國 主義を 奉じて 居る の 
である。但し帝國 _4: 義の 11 は填匈國に適用することは出來ない、彼はあらゆる側から 
M 迫を 受け、 露國 や伊國 や、 バグ ヵンに 對して 自己を 防護す るに 急で ある。 獨逸は 之 


に反して 積極的に 行動して 居る、 彼は た > 世界から 疎外され るのを 恐れ、 世界に 參與 
する ことの 自由を 求めて 已まな い、 英國の 如き 舊大國 の 世界 獨占に 對して 奮鬪 する こ 
とは、 獨逸 自身の 爲め でも あり、 又 後進 諸 國の爲 めで も ある。 

以上の諸大國は互に世界政策を奉じて角逐す&に至つた、東亞に於ては英露の競爭 
*> あり、 更に 佛米 日獨も 之に 參 加した、 阿弗利加に 於て は 植民 國 家の 爭 •か あり、 地中 
海には 海軍 國の爭 が 起つ た。 殊に 地中海は あらゆる 反目の 燒點 となり、 あらゆる 勢力 
は そこに 衝突した" こ、 に 於ても 優勢を 振つ たものは 英國 である。 英國は 地中海から 
して、 又 埃 及から して、 阿弗利加、 亞細亞 への 交通路を 扼 制して、 海と 世界と を 支配し 
た。かくして獨逸が除け物にされてしまつたのは、能く人の知る所であらぅ。兎も角 
も英國 は獨 逸に 對して 著しく 攻勢を 執り、 之を 壓倒 する に 努めた。 是 に 於て か 不均衝 
なる 英獨兩 勢力の 間に 顯著な る大 反目を 生じた、 その 一方は 世界的 勢力で あり、 他の 
一方は 國家的 勢力で ある、 又 一は 世界的 大國 家で 一は 新興の 小國 である、 又 一は 攻勢 
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的で 一は 防 a 的で ある。 

六 

然らば 此の 一大 抗爭は 如何にして 起つ たか、 それは 英國が 獨逸の 發達を 許さない か 
らで ある。 兩國は 西 亞細亞 に 於て 對抗 した けれども、 開戰魏 に 妥協は 成立した、 之を 
考へて も 反目の 眞の 燒點は 歐洲 に存 する、 他の 方面では 無い。 獨 逸の. 經濟 力は 年來英 
國の勢カ圈を威嚇した、又其.の海軍カも發達した"之に依て英國.の本國は著しい危險 
を 感じれ。 併し 英國の 感じた 危險は 本質に 於て は、 歐洲的 問題で あつて 決して 世界的 
問題では ない。 然るに 史上. の 例を 見る に 英國は 常に 大陸に 於け る競爭 者を 壓 服し、 殲 
滅する ことを 根本的 方針と して 居. る。 獨 逸は 經濟 及び 海軍に 於て 一大 國家 であるが、 
併し 歐洲 的國 家で 又 陸軍 國で ある、 然るに 英國は 戈， を この 獨逸一 2 向けた、 若し 英國を 
威嚇すべき 世界的 帝國を 求める とせば、 をれ は獨 逸. でな くして 露國で あり、 又 米國で 


あり、 更に 日本で なければ ならぬ、 此 等は 確かに 英 國に對 する 大危險 である、 併し そ 
れは 將來 のこと で、 目前の 危險で はない。 要するに 獨 逸の 力と 活動と が 舊 時の 世界的 
國家に 比して 遙か に潑测 の氣に 富んだ が 爲 めに、 英國 との 反目は 增大せ ざるを 得な か 
つたので 2) る。但し獨逸は終始歐洲的、大陸的であつたことを忘れてはならぬ。 

又 獨佛の 間に も 反目は 存す る、 この 反目 ほ歷 史的の ものでは ある ♦か、 決して 帝國主 
義的ではない、大陸的で 3) る。又獨露の間には帝國主義的關係がある、獨逸が發達し 
，て 以來 露國は 之を 危險と 感じた、 燠 匈に 對する 露 國の壓 迫は 益 加は つた、 土 耳 古に 對 
しても 同様で ある。 獨逸は 埃 匈竝に 土 耳 古との 關係 上、 勢 ひ バルヵンょり 小 亞細亞 に 
對 して 利害を 感ぜざる を 得ない、 か^ > T 獨 逸は 露國と 反目す るに 至つ た、 但し この 
反目は 獨り獨 逸の みでは なく、 燠 匈 も 土 耳 古 も 等しく 露國じ 對して 抱いて 居る ので あ 
つ ^ 。 パ グダ ード鐵 道 問題 も 或は 帝國 主義 もこの 共同 危險の 感じに 比すれば 價値が 劣 
るので ある。 かくして 獨燠 土の 提携は 獨 逸に 取て は 全く 歐羅巴 的 見地から 成立した の 

?1リツじ.マ ;1/ 产ノスの帝國主義論  三 一 
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で あつた。 又澳匈 國の 對敵關 係は 全然 歐洲的 大陸 的で ある、 伊太利 も 亦 トリ H ント方 
面、 ァド リャ 方面 共に 其の 關 係は 歐洲 的で ある。 新しい 世界政策は 如上の 關係に 於て 
互に交涉して居るが、其の本質は舊の如く歐羅巴的に外ならぬのである。 

.予は 現代 戰爭を 以て 中央に 對する 仰 面ょりの 戰宰と 解す る、 この 帝國 主義の 戰爭 は、 
其の 區域が 非常に 廣大で ある 點に 於て 確かに 帝國 主義 的では あるが、 併し 其の 根本の 
原因或は目的に於ては全然歐羅巴的で 2) る、其の要點を占めて居るのは中央歐羅巴で 
あつて、 決して 世界的 勢力では ない。 

ir 

獨逸が歐洲の中央に存在したことは、歷史其他あらゆる方面に重大の意義を有して 
居る。 獨埃が 提携して 中歐 同盟を 形成した の も 地理 的 地位の 結果で ある、 而 して 又 實 
際 上已み 難き 必要に 迫られた 結果で ある。 しかも 此の 如き 趨勢は や ♦かて 現代の 戰爭を 


生み出した、 この 戰爭 は實に 中央 歐羅 巴に 對する 戰爭に 外なら ない。 中歐國 家の 間 •題 
は大陸的問題なのである *> 、英國は之を利用して巧みに帝國主義的なる世界勢カの戰 
爭 としてし まった、 而 して 戈を 連ねて 獨 逸に 殺到した、 是 こそ 實に 現代 戰爭 の實 相で あ 
る。 一七 五六 年に 普魯 西は 燠 太 利に 對して 七 年戰爭 を 試み 而して それを 成し遂げた、 
.現代 戰爭は 正に この 七 年 戰爭に 比較され 得る、 嚮に 列強は 普魯 西の 勃興を 以て 不利な 
b としたが、 今や 中歐國 家の 興隆は 等しく 列強ょり 不利と 目せられ て 居る。 要するに 
現代 戰爭 は獨 逸の 國民的 發展の 歷史か ら 生じた 成 行であって、 吾人は 毫も 之を 以て 意 
外と して 驚く 必要は ない、 其の 萠す 所は 古く 又 深いので ある。 

繰返して 云 ふ、 現代 戰爭は 大陸 的戰爭 である、 又實に 一八 七 一年 及び 一八 七 九 年の 
獨逸 建國の 偉業 則ち ビス マ， クの 業績を 固定 せんこと ょ、 り 起つ たので ある。 換言 すれ 
ば、 東西 兩 面に 對して 中歐國 家の 存立を 安せ ん *> 爲の 結果で ある。 その 目的は 侵略で 
もなければ、 膨脹で もない、 吾人の 國 家、 力、 而 して 國 民、 其 等の 存立の 爲めで ある。 

U V 、ソ，1^マ少クスの帝國主義論  三 三 


現代 世界の 史的 觀察  三 四 

固ょ b 吾人の 决心の 背後には、 全人 類に 對 する 中歐 文明の 價 値に 就ての 深い 確信が 橫 
はつて 居る。 吾人は 之を 以て、 自ら 誇と して 居る、 吾人は この 文明を 大いに 主張し 發 
揮せ ねばならぬ、 但し それは 世界の 侵略では なく、 自己の 宣明 であ b 發揚 である こと 
を 要する。 而 して 吾人は 益 ニ 致團 結を 固ぅ して、 中歐 に儼存 する 力を 扶養し 發 揮して 
，行かねば ならぬ。  * 

是に 於て 吾人は 問 ふ、 如上の 獨 逸の 態度は 帝 _ 主義で あるかと。 然り 、それは 英國 
の 場合に 於け る 如き 侵略的の 帝國 主義では ない が、 中歐國 家の 戰爭の 場合の 意味に 於 
.て 帝國 主義で ある。 中歐連 盟は 自衞の 目的から 成立した、 而 して それは 將來 益ノ必 要 
である。假令其の結合は緩くとも又固くとも各連盟は確固として存在せねばならぬ、 
是實に 益； 發展の 必要を 感ぜる 新世界に 於て、 自然 的に 發 達し 來つ たもので、 その 發 
達の 區域が 擴大 せらる ヽに 伴つ て、 各員は 孰れ も 其の 利益を 享受すべき ものである。 
獨逸の 帝國 主義と 云 ふ. のは、 上の 如き 意味の ものである、 而 して 其の 防衞 すべき 地域 


.は單 に 防衞 のみに 用ゐら るべき でない、 更に 之を 內 部ょり 创造 的に 發 達せし め、 其の 
力を 中外に 發揚 せねば ならぬ。 中歐 連盟は 經濟上 並に 政治的の 理由ょり して 成立した 
♦か、 將來 にも 永く 其の 效果 を存續 すべきで ある、 此點に 於て 吾人は 帝國 主義 時代の 傾 
向を認めることが出來やぅ。而してカの爲め、經濟の爲め、文化作用の爲め、發達を 
求める ことは 勿論で あるが、 それは 侵略で な く^ ^ て 自衞の 行爲に 外なら ない。 

八 

併し 玆に注 意すべき 一事が ある。 現代の 世界は 幾多の 反目 矛盾を 藏す るに も拘ら 
す、 倍 ニ體 となる の 傾向が ある。 現代 戰爭も 其の 本質 こそは 歐羅巴 的では あるが、 其 
間に 非常に 遠大なる 世界的 反目の 働いて 居る のを 看過す る ことが 出來な い、 英國の 世 
界的 手腕は あらゆる 事件、 あらゆる 地方に 働いて 居る ので ある、 かくして この 戰爭は 
世界 戰爭 として 吾人の 前に 現れて 來た 。か、 る 事實は 世界に いかなる 影響を及ぼ すで 

H サク ヒ ，マルクスの 帝國 主義 論 三 五 
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あらぅ か。 固ょり 決して 影響の 無い ことは 不可能で ある。 全世界に _ 漫 した 帝國 主義. 
は 世界 到る 處に 足跡を 殘さ すして 濟む もので ない、 勢力と 領土と、 資本と 文化との 配 
置關 係は 少から す 影響を 受ける に 相違ない。 現今の 大戰爭 は 決して 世界的 競爭の 精神 
を絕滅 する もので ない、 又 帝國 主義を も 消滅せ しむる もので ない。 この 戰爭に 依て 國 
家の 力と 組織と 團結 とを 非常に 重要視す る 傾向を 生じた、 あ ^ ゆる ものは 國 家の 力に 
依て 存立を 計る こと、 なつた。 この あらゆる 力の 集中は 軍國的 色彩を 帶び たる もので 
現代の 一大 特色で ある、 帝國 主義の 努力 も 亦 か、 る 方面に 注がれて 居る。 戰爭の 結果 
は豫言することは出來ないけれども、吾人が中歐國家存立の爲めに奮鬪すべきことは、 
動かすべからざる 將來の 決定で ある、 而し r 從來 進み 來つた 徑路を 濁 步すべ き ある、 
植民地に 海上に 經濟 に、 あらゆる 點に 於て 世界的 活動の 舞臺ょ 6 退いて はならぬ。 

戰後 世界の 國境は 如何に 變更せ ん とも、 現代の 國民 はは 其の 眼界を 遠大に せず んば 
生存す る ことは 出來な い、 成長した る國 民が 舊時の 如き 狭隘の 眼界に 滿足 する ことは 


到底 不可能で ある。 生きん， こする 經濟 上の 必要は 吾人を して 是非とも 廣く 世界に 發展 l 
せし むる ので ある、 將來 吾人は 此の 廣範圍 の 內面的 福利を 亭受 する を 希望すべき であ. 
る、世界が反目と統ーとに充滿して居る現代は、如何に多くの慘害と破壤とを實見し 
たとは 云へ、 それは 確かに カ强い 創始 力に 富んだ 時代で ある、 吾人は 之に 勝るべき 時 
代を求めることが出來なぃ。かくして吾人の決心は固められ、吾人の地步は益-堅固と，. 
なるべきでぁる、帝國主義の時代が五£人に與へた敎訓は寶に偉大と云はねばならぬ0 

(大正 七 年 四月 ニナ 日) 
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帝國 思想と 國家 思想 

近世 史が 帝國 主義の 趨勢に 依て 支配され つ、 ある ことの 事實 はょ く 人の 知る 所で あ. 
らぅ、而して又國家主義なるものが近來特に著しく高唱せられつ、あることも亦認め 
られ ねばならぬ。 帝 國と云 ひ、 國家と 云 ふ、 この 雨 思想の 間に 如何なる 相違が あるか、 
この 問題は 現代 人士に 取て 殊に 興味 ある 且 必要な 問題で あらぅ と 思 ふ。 元 來帝國 思想 
は 宇內統 一の 思想と 深い 關係が ある もので" 古代の 羅馬 帝國の 如き、 支那の 國 家の 如 
き 皆 それで ある。 羅馬 帝國の 如きは 其の 版圖は 主として 地中海 沿岸 諸 地に 限られて 居 
たけれ ども、 千 八 九 百年 も 以前に あつて は、 彼の 領土は やがて 當時の 世界を 統一した 
ものと 見て 宜しい、 古人の 「世界」 と 云 ふ 觀念. は 甚 だ 狹か つたので ある。 支那が 自ら 中 
國と稱 し、 昇 主が 天子と 稱して 四 夷に 君臨した の も" やはり 當 時の 世界を 統一した 觀 
念から 出た ので ある。 元來 天子と 云 ふ 語が 天の 子と して 此 土に 君臨す るの 意味で、 天 


と 地と 相對 した 思想の 產物 でなければ ならぬ、 從て 天子の 君臨す る國 土は 世界 全土を 
意味す る こと、 なる、 固ょ， 9 事實上 此の 如き ことは 不可能で あると しても、 根本 觀念 
は そこに 存する 、次第で ある。 西洋では 皇帝 (Emperor) の 語は 「命令 者」 (Impitor) と 
云 ふ. 語から 出た ので、 此の 義に從 へば 權 力の 普及と 云ふ觀 念が その 問に 認められる、 
更に その 義を 推し 擴 めて 行けば、 此の 語は 能 ふ 限り 廣い 版圖に 命令 せんとの 希望を も 
示して 居る ので ある。 卽 ち帝國 思想は 世界的 觀 念に 基いて 居る、 從て 事實は ともかく、 
その 理想は 世界 全土に 命令す る ことに 存す るので ある。 

帝國思想が世界的統ー的なるに反して、國家思想は確かに割據的である。人民が纒 
るに 便利な 或る 一 團體を 組織して 能 ふ 限り 强固な 團結 をな して 行く のが 國家 思想の 根 
本觀念で、帝國思想の如くあらゅるものを包括せんとするものでなく、同類相集つて 
異分子を排斥する傾向がある。帝國と國家との間には上の如き差違がある、卽」帝國 
の團 結は 種々 雜 多の 分子の 上に 樹立され たもので" 決して 緊密な もので ない、 之に 反 
帝國 思想と 國家 思想  三ナ 
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して 國 家の 團 結は 小規模では あるが 確かに 强固で 其の 力は 極めて 徹底的で ある、 而し 
て 又 それだけ 排他的なる ことを 免れは い。 この 國 家的圑 結の 更に 小なる ものは、 封建 
諸侯の 領土の 如き、 又 古代の 都市 國家 或は 未開人の 部落 乃至 血族の 團體 等で あるが、 
其の 本體は 殆ど 皆 同一な ので ある、’. 卽ち 時世の 進 運に 伴 ひ 小なる 圑體の 間に 漸次 集中 
*> 行 はれて、 國家な る 圑體が 成立した が、 近代に 於て は 其 集中の 範圍が 國 家の 程度に 
止つ て 居る 次第で ある。 固より 近來 民族主義の 聲 •か 喧しくな つて、 民族と 國 家の 關係 
は屢國際的紛糾の種子を蒔くのである *> 、併し現代に於ては民族主義は國康主義に對 
抗するにカが不足して居る、要するに現代は尙國家主義の時代に屬するものである。 

然らば 近代を 風靡して 居る 帝國 主義なる ものは 何 か。 それは 國家 主義の 立場より し 
て帝國 主義を 行 はんとす る もので、 換言すれば 國家 主義を 帝 1® 主義 的に 行 はんとす る 
ので ある。 蓋し 古代に 行 はれた 帝國 思想は 支那に 於て 最もよ く 示された 如く、 四方の. 
諸國が 支那に 對し て 臣下の 禮を 執つ て 朝貢す るのを 以て 滿 足し、 必 しも 支那の 主權を 


徹底的に 其 等の 國土 に勵行 せんとした もので ない、 蓋し 幾多の 異分子を 含んだ 國土 
は、 容易に 統一され る もので ないから、 强て 徹底的 統治を 行へ ば國上 は 分裂 解 體に終 
るの虞がある。但し支那が文化に於て著しく四周の民族に卓越して居れことは、砑謂 
帝國 思想の 實 現に 好都合で あつた、 實に 支那は 主 •として 文化の 力に 依て 自ら 中國 とし 
ての 地位を 保つ ことが 出來 たので ある。 羅 馬に 於ても 當時の 歐羅 巴に 卓越した 彼の 武 
力は ょく その 帝國 主義を 維持す る ことが 出來 た。 要するに 帝國 主義なる ものは 他に 著 
しい 競爭 者の 無い 場合に 行は れ得べ きもので ある。 西洋 古代の 末期に 羅馬 帝國の 統一 
•か亡びて、數多の國家が歐洲に對立すること、なつて以來、古來の帝國主義卽ち宇內 
統一 主義は 到底 實行 不可能と なつて しまつた 。固ょり 中世に 於て 統一 思想は 種々 の 形 
で 頭を 擡げて は 居る が、 時代の 大勢は 遂に 國家 主義に 傾く こと、 なつた、 近世に 於て 
國家 主義が 盛に なつた の も、 其の 端を 中世の 昔 英怫獨 等の 諸國が 起った 時に 發す るの 
である。抑、國家主義なるものは帝國主義に反して、相似た勢カが對立競爭しっ、 2) る 
帝 國 思想と 國家 思想  四 一 
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時代の 產物 で、 自國の 立場を 强固な る ものと したいと 云 ふ 努力から 生れる ので、 四方 
<: 號令 する ことは 其の 根本 觀念 ではない、 從て 帝國 主義の 理想は 積極的で あるが、 そ 
の 手段は 消極的で ある、 卽ち 徹底的で ない、 之に 反して 國家 主義は 理想は 消極的で あ 
るが、 手段は 極めて 積極的 卽ち 徹底的で あると 云っ て 宜しい。 然るに 近代に 至て 列强 
の對立競爭が激甚になった結果、國家の權勢を外に擴張するの必要が起った、而してそ 
の 權勢擴 張 運動を 帝 國 主義と 呼ぶ に 至った ので ある。 しかも 此の 帝國 主義の 根柢は 國 
家 主義で、 旣 に 始めから 矛盾が 存 して 居る、 元來 小規模な 排他的 團體の 思想の 上に 擴 
張運動を試みるのであるから、自から他に對して壓迫的となり、又權カ政策的(_§11ナ 
politisch) とならねば ならぬ。 此 種の 傾向は 近代 獨 逸の 帝國 主義の 上に 能く 示されて 居 
る。' ー體獨 逸は 國家 として 極めて 個人的で ある、 從て 其の 對內 及び 對 外の 活動は 甚だ 
徹底的で ある •か、 國際關 係を 結ぶ 列 强の一 員と しては 餘り に自恃 的で ある。 獨逸 ♦か 他 
國 人ょり して 常に 壓迫 的な ものと 感ぜられる のは" 彼が 徹底的なる の 結果に 外なら 


ぬ。獨逸.の植民地經營が充分の効粜を收め得ないのもその爲めであ 6 。英國も亦帝國 
主義の驍將であるが、其の權勢を世界に擴張した時代が、列强の尬|^が著しくなかつ 
た 時代で あ 0 亿 ©" は 非常に 幸福な ことで、 此點に ，於て は 羅馬帝 國の發 達 i 類似して 居 
る。 英獨 とも その 帝國 主義は 等しく 近代の 產物 であるが、 英國の それは 餘程 古代の 帝 
國 主義に 近似した 點が あつて、 獨逸の 如く 徹底的で ない ^ り、 又 著しく 包括的で ある。 
此點 から 見て 大 英帝國 は眞の 世界的 帝 國で あるが、 獨逸の 帝國 主義は 國说 的帝國 たる 
を 脫しな いので ある。 

要するに 帝國 主義なる ものを 徹底的に 行 ふことは 不可能で ある。 其の 理想が 擴大す 
れば する 程、 不純の 分子が 加は るので あるから、 それだけ 多く 不統一に 傾く ことを 覺 
悟せねばならぬ。徹底的なる統ー政治が帝國の上に行はれ難いことは、羅馬の例を見 
パても 明かで ある。. されば こそ 其の 不徹底な 統一 政治の 弊を 救は ん爲 め、 中世に 幾多の 
國 家が 分立して 互に 自國の 版 圖內を 統治す るの 形勢と なつた ので ある： 併しながら 獨. 

帝國 思想と _ 家 思想  四 三 


現代 舟 •界の 史的 觀察  四 四 

逸は 如上の 趨勢を 餘り 露骨に 代表した 嫌が ある" 卽ち 彼が 得意 然と 吹聽 する 所の 組織 
(organisation) は帝國 主義を 行 ふに 餘 り に窮窟 である。 此點に 於て 英國の 遣 方は 隙が. 
多く、 又屢 その 隙に 乘ぜ られ て痕狽 する の 缺點は あるけれ ども、 確かに 又 餘裕綽 々た： 
るもの *> ある。 

然るに 玆に 注意すべき ことは、 近來獨 人の 帝國 主義の 思想に 變 化の 認められる とで. 
ある。 つまり 從來の 如き 壓迫 的な 帝 國 主義が 現代の 如き 民主化の 傾向 著しい 時代に 行 
はれ 難， V ことは 明白で あるから、 彼等 U その 帝國 主義を 更に 自由な ものと し、 一種の 
國家大 同盟の 形に 變せ しめんと する ものである。 獨人が 近來 頻りに 唱 へつ、 ある 中歐' 
大同 盟說は 卽ち その 一端で、 彼等は 獨 、填 匈、 巴 爾幹諸 邦 竝に土 耳 古が 大 同盟を 結ん 
で、 他 國に對 立す ると 共に 東方に 發展を 企 V ん ことを 期して 居る、 固ょり 其の 大同 盟 
の 性質 形式 等に 就て は、 幾多の 議論が ある、 而して 又 其の 實現 如何 も 甚だ 覺束な い 
♦か、 併し 言論 上の みで も中歐 大同 盟說は 中 歐諸國 の 將來に 取つ て 極めて 意味の 深い も‘ 


の ♦か ある。 但し 獨逸が 中 歐東歐 の 諸國を 併合す ると 云 ふ 批難を 避けん 爲め 、特に 大同 
盟と稱して、各獨立國家が自衞の必要と利害關係を同ぅする點からして相團結すべき 
由を說いては居るが、事實上はやがて獨逸の意志に依て左右されることとならぅ、從 
て 中歐大 同盟 も 事實に 於て は 全獨逸 主義と 餘り 異なる 所がない かも 知れぬ" され ども 
名義 上 だけで も 中歐大 同盟と 稱 して、 能 ふ 限り 併呑、 壓迫 或は 威嚇と k r 解釋 されな 
い 樣に 努めた のは 注意すべき こと、 思 ふ。 英國に 於ても 近來 彼の 海外 領土を 糾合して 
一大 帝國の 組織を 固めん とする 運動が 起り つ、 ある、 而 して その 大英 帝國は 本國 M に 
答 植民地から 成る 聯邦 的 性質の もので、 其の 實現 如何は 中歐大 同盟と 等しく 戰 後の 大 
問題で あるが、 其の 根本 觀念は '同一で あると 云つ て 宜しい。 要するに 兩者 とも 民主化 
されたる帝國主義である。前揭のマルクスの_意見は其のー例である。 

想 ふに 帝國 思想と 國家 思想との 間には 矛盾が ある、 從て國 家 主義の 立場ょり して 帝 
國 主義を 行 はんとす る 近代. の 所謂 帝國 主義は、 現代の 如き 列 强競爭 S 激甚なる 時代に 

帝國 思想と 國家 思想  四 五 


現代佾界の史的觀察  四 六 
は、 必ず 何等の 破綻を 生ぜざる を 得ない ので ある。 是に 於て か 各國 家の 同盟を 政治的 
經濟 的の 結帶に 依て、 一種の 聯邦 的 組織の ものに 變じ て、 玆に新 意_の 帝 國 主義を 實 
現せん とする 傾向の 仄見ゆ るは、 時代の 民主化に 伴 ふ 自然の 結果で あらぅ。 要するに 
か、る帝國主義は各國家を單位とした民主政治であると云ふことが出來る。此して帝 
國 思想と 國家 思想とは 調和せられ ん としつ、 あるので ある。 かくして 吾人は 我 國と支 
那 との 關係に 就て 一言せ ざるを 得ない、 日本が 支那に 對 して 侵略 主義 或は 權カ 政策 的 
の 野心を 抱く 國家な る 如く 解 せらる、 のは 甚だ 不利で ある、 想 ふに 日 支 親善の 上に 帝 
國 主義を 樹立す る こ i は 不可能で あらぅ か 0 (大岳 ハ 年 五月) 


中世の 昔を顧みて 

今古 東西 いづれ の歷史 を讀ん でも、 統一と 割據 との ニ 大勢 力が 常に 消長 隆替し つ、 
あるのを 認めざる を 得ない、 要するに 歷史は 此の ニ 大勢 力の 交涉 に過ぎないと 云つ て 
ょろしい。 現代 開戰以 來 『平和 か 戰爭 か』 と 云 ふ 主題に 就て 諸 名士の 意見が 多く 世に 發 
表されて居るが、其の間にも此の兩勢カの對峙は認められると思ふ。世界主義對國家主 
義の爭 はや ♦かて 平和主義 對軍國 主義の 爭 である。 固ょり 軍國 主義を 以て 直に 戰宰 主義 
と解するのは不當であらぅが、カに依て飽くまでも國家の存立を主張しやぅとする點 
に 於て、 平和主義の 反對 とも 見る ベぎ である。 實際 現代が いかに 國家 主義の 色彩に 富 
んだ 時代で あるか、 殊に 其の 國家 主義が 現代の 大戰 亂と獨 逸の 目覺 しい 活動と に 依つ 
て、如何に深く世界9人心を動かしつ>あるか、此等は實に現代に生れたる吾人に取 
つて 極めて 意義 ある 問題で あ り、 特に 戰後に 於て 益々 緊切に なつて 來る 問題で あら 
中世の昔か顧みて四七 


現代 世界の 史的 觀察  四ァ 

5。 孰れに せよ、 爾今 軍事は 固より 經濟 上、 思想 上の 諸問題 或 ば 更に 民族 問題な ども、 
國家 主義の 立場から 論ぜられる 樣にな りは しまい か。 固よ 6 獨 立と 協同と を 調和せ し 
め、 國家 主義と 世界主義と を 握手せ しむる ことが、 人類 文化の 進步 、世界史の 發展の 
上に 111 要であるのは明白であるけれども、大戰亂の威カに怯えた(？)現代の人々は益 
々画家 主義の 麾下に 馳せ參 する に 至り •はしまい か。 卽ち 平和の 時代に 出來た 國際 法な 
る ものが、 砲煙と 共に 空に 消えて しまつた と 云 ふことは、 人を して 益 安心を 『國 家』 の 
祭壇に 祈り 求めし むる ので あらぅ か。 此の世界 史上 意味 深き 現代に あって 中世 歐羅巴 
の. 昔を顧み ると、 そこに 又淺 からぬ 感興を 覺え ざるを 得ない. ので ある。 

西洋 中世史は 羅馬 大帝 國の統 p か 破れた 時に 始まる ので あるが、 其の 要點は 統一に 
代 ふるに、 剖 據を以 てした ことに 存する と 思 ふ、 所謂 封建制度は 其の 割據を 代表した 
もので あある。 古代 羅馬は 武力に 依て 四方を 征服した。 是は 英國が 其の 海軍に 依って 
雄を 世界に 稱 したと 同じく、 羅馬が 武力に 於て 卓越して 居た と 云 ふよりは、 寧ろ 四隣 


の 民族 ♦か弱 かつた 爲めだ と 云 ふの が 適當で あらぅ と 說く者 も ある。 孰れに せょ 羅馬が 
武力 的 征服に 次ぐ に 文化的 統治を 以てし ^ のは 著しい 事實 で、 如何にもして 世界 統一 
を實現しょぅとした羅馬人の努カは、其間に充分に示されたのであるが、併し彼等が 
後世に 遺した 敎は 、要するに 統. 一は 不可能で あると 云 ふこと であつ た。 固ょり 統一に 
も種々の意味があるであらぅ、若しそれが極めて她緩した意味に於ける統ーであるな 
.らば 兎に角、 幾多の 異なつ た 性情と 風朁と 更に 歷 史的 背景と を 有する 民族の 上に、 徹 
底 的な 統一を 實現 する こは 不可能で ある。 武力の 征服は 一時的 成功に 過ぎない、 之を 
永久なら しめる には 勢 ひ 文化の 力を 借らねば ならぬ。 現代 獨逸が 軍國 主義を 振り 廻し 
ながらも、其の戰爭が文化の爲の戰爭であると唱へて居るのを見ても、人事がカのみ' 
でな される もので ない ことを 說 明して 餘あ るので ある。 されば こそ 文化的 統治の 必要 
も起るのであるが、羅馬人のなした如く征服地を自己の屬領として、其等の上に «1 ニ 
的なる 宗敎や 制度を 布 かぅ とする のは 甚だ 困難の 仕事で ある 。支那の 如く 自國は 中菡. 

中世の 昔を顧みて  四 九 


現代设界の史的觀察  五 〇 
として 中原 肥沃の 地に 據 り、 四隣の 諸蠻を 來朝 入貢せ しむる に滿 足す るなら ば 兎に角 
であるが、 此の 如きは 眞の 統一と 云 ふ もので ない。 古代 諸國の 統一と いふ もの、 多く 
は此種の朝貢主義と認められるが、其間にあつて羅馬が彼の大範圍に劃ー的統治を樹 
立 せんとした ことは、 確かに 世界史 上の 一大事 實に 相違ない。 少く I」 も 『統一』 の 意義 
を 後世に 敎へた 點に 於て、 羅馬 人の 偉大を 稱 せねば ならぬ ので ある。 

併し 其の 偉大なる 羅馬 人の 抱擁 力を 以てしても、 徹底的なる 統一を 實現 する ことは 
不可 態で、 帝國の 範圍が 擴大 する に從 つて 異分子の 混入は 益 著しく、 基督 敎が 世界に 
弘布 する に 伴つ て、 益異敎 化せねば ならな かつた 如く、 羅馬的 特色は 漸 々に 喪失して、 
もはや 在來の 『羅 馬』 と 云 ふ ものに 依て、 帝國を 維持す る ことが 出 來な かつた。 帝國が 
東西に 兩 分され、 更に 又 四 分され たことは 以上の 消息を 說明 する ものである。 斯 くし 
て 當時蠻 族で あつた ゲ， マン 人は 帝國に 侵入して 遂に 羅馬を 滅 してし まひ、 古代の 一 
大帝 國に代 つて 起つ たものは、 中世の ゲルマン 諸國 家で あつた、 近代 歐羅 巴の 諸國は 


殆ど 其 等 ゲルマン 諸國 家の 後# なので ある 卽 A 現代 歐洲は 端を 羅馬の 滅 C に發 すると 
云って 宜しい。 

此 くして 中世史は 『統一』 に替 ふるに 『割 據』 を 以てする ことに 依て 始められれ、 封建 
制度は 此の 割據を 基と した 統治で、 時代の 生活は 極めて 小規模な 範圍に 狭められた の 
であっ た。 要するに 羅 馬の大 統一 政治では、 公權が 弱くして 到底 全國の 住民に 生命 財 
產の安全を保證することが出來ない、しかも人がー日も安堵の思なくして生存するこ 
との不可能である限り、是非とも安堵の.保證を公權以外に求ねばならなぃ。そこで心 
央の 公權に 代っ て保證 者の 地位に 立った ものが 地方の 豪族 或は 大 官等の 有力者で あっ 
た。 卽ち 公權に 代っ て 私權が 勢力を 占めたので、 公私 兩權は 混淆して しまった ので あ 
る。 封建時代と. は 何 ぞ やと 云へ ば、 それ. は 此の 公私 兩權の 混淆した 時代に 外ならぬの 
である。 君臣の 間に 情誼 關係が 結ばれ、 國 君と 雖も諸 侠の 領土 竝び 臣下に 對し て、 直 
接に 命令す る ことの 出來な かった もの も 其の 爲めで あった。 所謂 封建制度なる ものが 

中泜の昔か顧みて  五一 
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成立した のは、 彼の チャ ー ルス 大帝の 歿後に 起つ た 紛亂 時代、 卽ち十 世紀 頃で あるけ 
れども、封建制度の由來を尋ぬれば、それは羅馬帝國の統てか動搖した時代から始ま. 
るで、 公權の 不安に 懼れた 人民が 漸 々私權 の 庇護を 仰ぐ. に 至つ た 時代、 卽ち第 四 世紀 
の 頃からで あつたので ある。 

封建時代を中心とした西洋の中世に於て、私權が公權に代つた事實は無數 (: 花在す 
るので、ー.々玆に數へ立てることは出來なぃが、其の一例を擧げて見れば、當時の武 
土には 決鬪の 特權が 與 へられ 代 0 卽ち 武士 相互の 間に 爭が 起つ た 時、 之を 法官に 訴へ 
て も •其の 裁判に 不服で ある 場合には 彼等は 劎を 執つ て 理非® を 自己の 腕力に 依て 決 

する ことが 出 來 炫。 これは 武士の 名 春を 尊重した 結果で あるが、 一面に 於て 確かに 司 

# 

法と いふ 國 家の 大權を 蔑視した ものと 云は ねばならぬ。 夫に も 拘らす 決鬪の 如き こと 
•か 名譽 ある 特權 として 許されて 居た のは、 如何に 公權の 微弱な b しかを 語りて 餘 ある 
であらぅ。 日本の 封建時代 にも 矢張り 公私 混淆 時代で、 江戶 時代の 如きは 純 封建の 時 


代では なく、 餘程 統一的 傾向 も强か った ものであるが、 それでも 尙 武士に 其の 私權の 
自由を 認めら る、 ことを 以て 名譽 として 居っ た。 彼等が 國 法の 處分を 受けす して、 切 
腹と 云 ふ自裁 手段を 執る を 名# とした 如きは 著しい 例證 であらぅ、 尙 又江戶 時代の 俾 
史小說 を 飾る 仇 討の 如き も、 か、 る 方法に 依て 武士た る 特權を 認めて 置かねば なら S 
必要が あった 程、 尙私權 の 尊重され ねばならな かった 事情を 說明 する ものである。 

上述の 如き 公私 混淆に 伴って、 割據の 傾向は 封建時代の 全 體に_ 漫して 居た が、 然 
らば 古羅 馬が 努力の 目的と した 『統一』 は 全く 泯び 去っ たので あるか ◊否、 羅 馬の 大統 
一と 云 ふ 如き 世界史 上の 大事 實は 、決して 何等の 影響を も 後世に 殘る ことなくして、 
幽靈の 如くに 消え去っ てし まふ もので ない。 成る 程 政治 上から 見れば 中世は 分裂 割據 
.の 世で ある、 I 諸侯の 領土は やがて 一 國の觀 を 呈し て、 領內の 住民は 濫りに 封疆を 越 
えることが出來す、下級農民の如きは全く其の住地を離れるこ.とが出來ないで、土地 
に， 縛り 附け られて 居った 程で ある。 併し 其の 割據的 傾向の 盛な 時代に 於て 基督 敎は 中. 

中世の 昔 ^ 顧みて  五三 
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世 生活の 統一を 維持した 唯一の 楔 子であった。 古羅 馬の 遺した 統一の 訓 は、 基督 敎に依 
て 精神 上に 尙 其の 權威を 失は なかっ た。 羅馬 法皇が 舊敎敎 曾の 主長と して、 諸 帝王の 
上に 勢力を 揮 ひ 得た の も、 統一の 遺訓 未だ 尙泯 びぬ 證據 であるが、 併し それと て も 法皇 
の權 力が 政治 上に 及んで、 帝王の 俗權 一一 干涉 すると 云 ふ 5 は 出來な か 0 た。 固ょり 中 
世に 於け る 敎權對 俗權の 衝突には 幾多の 波瀾 曲折が あった、 而 して 法皇の 權威 がょく 
帝王を左右し得た事もあつたが，要するに地方的に割據せんとする國家的運動に讓歩 
せねば ならな かった。 近世史 の始に 起っ た宗敎 改革 運動なる ものは、 宗敎界 の 統一 運 
動に 對 して、 時代の 趨勢に 乘じて 起った 國家 主義が 凱歌の 聲を 揚げた に 外ならぬので 
ある。 

要するに 中世を 通じて 僧俗は 益 分離し っ、 あった。 基督 敎は全 歐に弘 通した 爲に著 
しく 異敎の 分子を 混入して、 或 意味に 於て 墮 落した ので あるが、 其の 廓淸 運動は 十 世 
紀頃に於て非常に著しくなり、幾多の高僧は輩出して淸く尊き純なる基督敎の眞面 & 


に 還らん ことを 叫び、 敬虔の 風は 到る 處 (: 起つ たので ある。 日本で も 平安朝に 於て 政. 
權と相 結んで ^ 廷 化した 怫敎が 、鎌倉時代に 至つ て 有爲の 僧侶の 努力に 依て 信仰 ^ 主 
とした 社會的 怫敎 となつ た ♦か、 是は十 世紀の 歐洲に 起つ た宗 敎廓淸 運動と 比較 硏究さ 
るべき ものと 思 ふ。 此の 廓淸 運動は 基督 敎を して 全然 俗界ょり 分離せ しめ 超越せ しむ， 
るには 至らな かつた、 而して 政權 に容喙 せんとす る 敎會の 運動は なか <烈 しかつた. 
ので あるが、 基督 敎が宗 敎 としての 態度を 益 明瞭に 示して 來た のは 此時 代からで、 僧. 
俗 分離の 傾向 も 認められる ので ある。 

以上の 趨勢に 乘 じて 起つ たのは 封建制度の 成立と 去 ふこと で、 之に 依て 武士と 僧侶 
との 區 別は 益 明かと なつた、 卽ち此 時代から して 武士は 全然 一種 特別の 階級と なり、 
武士 生活を 中心とした 獨特の 文化が 發 達する こと、 なつた。 中世に 行 はれた 武士 物語. 
或は 武士 歌謠の 類は、 此の 武士 生活が 生んだ 獨特 の文學 である、 而 して 時代の 前後に 
依つ て 其の物 語 歌謠の 性質に も 多少の 差違が 認められる、 それは 早い 時代の もの 程宗 .. 

中泜の音を顧みて  五 五 
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敎的 分子が 多く 加つ て 居る が、 時代の 降る ほど 純 武士 的と なり 更にに 現世 的享樂 的と. ゝ 
なる ので ある。 チャ ー, ス 大帝の 征戰を 題材と した 歌 謠傳說 と、 十二 三 世紀に 行 はれ 
た ァーサー 王物 語とは 時代の 相違を 說明 すべき もので ク 後者を 前者に 比較して 見る' 
と、武士 *> 益宗敎と離れ行く有樣は窺ふこと *> 出來る。殊にァーサー王物語に出て來 
る 興 宴と 試合と 婦人と を 生命と 賴んだ 享樂 的な 武士は、 それ ♦か 必 しも 武士 生活の 全體 
を 示した もので ない にしても、 武士の 理想が 中世 初期の それに 比して 違つ て來 たこと 
♦か 解る。 殊に か、 る 武士が 居つ たと 同時に 聖 フランシスの 如き、 裸 頭 跣 足、 慈悲と 貧 
窮 とを 說きつ 、街頭を さまょ ひ、 路に 蟲に會 へば 爲 めに 其の 路を讓 り、 飛ぶ 鳥を 見 T 
は敎を說いたと云ふ蜜僧があつたことを思へば、中世史にも著しく予盾した兩面があ. 
つれのを 看過し 難いので ある。 

K 士と 僧侶、 それは 中世史の 重なる 役者で、 當 時の 社會は 彼等 兩 階級に 依て 維持 さ. 
れた ので あるが、 兩 者の 區 別は 益 著しく、 遂に 近世 史に 入つ て 封建 國家か ら國民 的國. 


/ 


家 ♦か 發 達する こと、 なり、 國 家は 強固なる 君主 權を 基礎と して 統一的に 組織され るに 
至っ た。 此時代 に 至って 僧侶 階級は 殆ど 武士階級に 屈服した ので ある。 嘗て 十二、 三 
世紀に 亙つ て 十字軍と 云 ふ 一大事 件が 起っ たが、 是は 武士と 僧侶 i が 協力して 一大 遠. 
征を 東方 聖地に 試みた もので、 人 も 知る 如く 其の 目的は 遂に 達せられす にし まつた。 
而 して 此の 十字軍は 武士と 僧侶と が 握手して 一大事 業を 企てた 最後の 例で、 以後 か、 
る ことは 再び 看られない ので ある。 要するに 十字軍は 中世史の •中心た るべき 大事 實 
で、 統一と 割據 との 兩精 神が 互に 消長し つ、 あつた 時代を 說明 すべき 好適 例と すべき 
である。 

十字軍の 遺 響 乃至 統一的 運動の 閃光は、 近世 史を 通じて 時々 認められる けれども、 
地方的に或は民族的に强固なる纒った國家、卽ち小規模ながら徹底的なる統ー的國家 
を 建設す る 運動は 益 盛と なって、 現代に 見る 如き 列强 角逐の 風は 十七、 八 世紀に 愈ょ 
箸し くな つて 來た 、『國 勢 均衝』 の 問題が 八 釜し く唱 へられる 樣に なり、 外交と か 固 際. 

中世の 昔， 一顧 み て 五 七 
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法と か 云 ふ 言語が 重ぜ られ る樣 U なつた のも此 頃からで ある。 戰 爭と條 約と を 除けば 
近世 政治 史は 無意味な ものと なって しま ふ 程各國 家の 關 係は 複雜を 加へ て來 た。 卽ち 
現代 列強の 對峙關 係は、 近世 國家 主義の 產物で 、其の 國家 主義は 又 中世の 割據 主義に 
端緖を 有する ので ある。 羅馬 帝國が 實際 上に 徹底的な 統一を 仕遂げ 得な かった 爲め 、安 
堵を 求めて 已まぬ 人心は 『統一』 を 棄て 、『割 據』 に 走つ てし まつ. た。 而して 其の 影響は- 
遠く 遠く 千 八 百年の 後に 至って、 現代 獨 逸の 如き 極めて 徹底的な 國家 主義を 現す るに 
至っ た。 『近代 獨 逸』 の 著者ユ リスム ー 力！ は 現代 戰亂を 指して、 『民主々 義對 封建制度 
の戰爭』と云った、勿論英國對獨逸の戰爭の意味であるが、現代獨逸を指して封建制 
'度の 國 家と 稱す るのは、 或 程度まで 確かに 眞實 である。 或 意味に 於て 獨逸は 中世の 昔 
を 現代的に 完成し つ、 ある ものと 云へ やぅ。 

併し 割據 的なる 中世に も 統一の 精神は 決して 泯な かった 如く、 國家對 立の 烈しい 現 
代に 於ても、 統一的 世界的 精神は 其の 光を 失って 居らぬ。 通信、 交通 其 他 救護 博愛 事- 


業に 於て、 幾多の 國際的 運動が 催された ことは 能く 人の 知る 所で あ G ぅ。 要するに 『割 
據』と『統ー.』とは、其のーを擇んで他を棄てることの出來ないもので'芥人生の半而を. 
示した ものに 過ぎぬ と 思 ふ。 固ょり 歷史の 流に 浮沈して 兩游の 間に 消 ^ 隆替は あるで 
あらぅ が、 兩者あ れば こそ 人生は 意義 ある 發展 を續 けて 行く ので ある' "平和と 戰爭 と" 
其の 孰れ か) 絕 對的價 値を 有する のでは なくして、 兩者 共に 人生に 缺くべ からざる も' 
のに 相違ない。 獨逸は 其の 國家 主義の 堅城に 據 つて 益 パ 軍國 主義を 鮮明に する も 宜し 
い、 併し 時代の 流は單 に獨 逸の 內に のみ 流れて は 居らぬ。 要すに 現 時の 大戰亂 は 益； 國 
家 主義の 發展に 便なら しむる と 北 〈に、 又 一面に 於て 世界的 精神の 價値を 鼓吹す るに 至 
ると 思 ふ。 蓋し 中世が 尙現代 に 生きて 居る 如く、 羅馬も 亦 決して 水泡の 如く 消えた の 

ではない ので ある。 (大正 五 年 三月) 


中进の 昔 ^ 顧みて  五 九 
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地中海と 伊太利 

地中海の 特色 —— 古代の 統一 ! 分裂と 列强 角逐 —— ビ，スマ少クの外交策 炉太 利と 三國 同盟 —— 形 
勢の 一變 —— 地中海の® 協 I 現 時の 戰亂と 伊太利の 態度 

ー九ー三年の舂"時の伊太利外相ジクリャノ伯が某處での演說中に、『地中海は公圈. 
の 海な り、 而 して 其の 主人た る ものは 伊太利な り』 との 意味 ある 語を 述べた。 當時 之を. 
聞いた英人の間には、伊太利の野心を疑つて不安の念 5: 起したものが尠くなかつたと、 
云 はれて 居る。 英 -A の 不安は 兎も角と して、 伊太利が 地理 上 其 他の 理由から して、 地中. 
海に 最も 重きを なすべき 地位に 立つ て 居る ことは 明かで ある、 又 地中海が 歐洲 列强之 
に對 して 孰れ も淺か らぬ 利害 關 係を 有する の も事實 である。 現に 歐洲の 大戰亂 に 際し 
て伊太利が屢開戰の噂を立てられながらも、未だに中立を守つて旗幟甚だ鮮明でない 
のは 其 間に 種々 の 事情の ある こ、 と 察せられる o( ■一 3 ■敵 销 5) 伊太利は 凡そ 五十 年 前 


統一 王國が 成立して 以來 、殊に 近年に 至つ て' 著しい 發展を 遂げた が、 爾今 益歐洲 乃至 世 
界の 史上に 重大なる 地位を 占める であらう し、 又 伊太利と 最も關 係の 深い 地中海の 形 
勢も、亦刮目すべきものがあらうと思ふ。此際地 ^ 海の昔を顧みて形勢の推移を尋ねる 
の も、 亦 興味 ある ことで あらう。 歐羅 巴の 文化は まづ 何の 邊炉ら 開けた と 云 ふに、 そ 
れは云 ふ 迄 もな く 地中海で ある。 埃 及の ことは 別と して、 文化は まづ 地中海の 東部 卽 
ち工 ー ゲ 海の 諸島 竝び浴 岸に 起つ た、 H 丨ゲ海 文化と 稱する ものは 是で 、實 じ 希臘の 
文化の先驅となつたものである。次に文化は希臘の半島に滎ぇ、更に西して伊太利半 
島に 精華を 發 輝した ことは 能く 人の 知る 所で あらう。 此 くして 羅馬 帝國に 至て 地中海 
洛岸全部と、歐洲大陸の.西部及南部とが統ーされるこ、となつた。此時代に於て西洋 
史の 中心は 實に 地中海で あつた。 而 して 其の 地中海の 中央に 位した 伊太利が、 其の 大 
帝國の 中心で あつた こと も 決して 偶然で ない。 卽ち 古代に 於て 歐洲の 表面は 地中海に 
濱 した 南部で、 今日の 獨逸其 他 北海 沿岸の 地は 裏面で あ. つた。 換言すれば 歐洲の 生命 

地中海と 伊太利  六 一 
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はすべ て 地中海に 集中され て 居た ので ある .0 又 地中海は •云 ふまで もな く內 海で ある 
*> 、 此の 大な る內 海の 爲めに 沿岸の 地方を 統一す るに 便で あ' つたことは 固ょり であ 
る。 內海は 其の 沿海 諸 地の 交通に 非常に 便利で ある のみでな く、 氣 候に 於ても 沿海 諸 
地の 間に 著しい 差を 生ぜし めない。 此の 氣 候に對 する 內 海の 調節 作用の 爲め 沿海 諸 地 
の關 係は 親密と ならねば ならぬ。 地中海の 沿海 諸 地も畧 同一 氣候 で、 歐羅巴 側の 諸 沿 
岸と小亞ー細の沿岸とは、所謂地中海氣候の圈內に屬して居り、阿弗利加側はー小部分 
を 除く 外、 みな 准 熱 帶氣候 の 土地で、 地中海の 南北 兩 部の 氣 候は まづ 相似た もので あ 
る。 其の上 古代に あつて 航海し 得る 唯一の 大海は、 地中海の みで あつたから、 氣 候の 
關 係と 相俟て 其の 沿岸 諸 地が、 各自 孤立 的關 係に 立つ ことは 不可能と 云は ねばなら. 
ぬ。 地中海 沿岸に 幾多の 民族 や國 家が 起つ たけれ ども、 彼等が 遂に 羅馬 帝國に 統一 さ 
れて しまつた のは、， 實 {: 地理 上の 關係が 然 らしめ たものと 云 ひ 得る。 

要するに 史上に 於け る 地中海の 任務は 統一 i 云 ふこと である。 而して 此の 地中海を 


■^ 命と賴んで起つた羅馬が、遂に統ーの任務を果したのも誠 (: 當然の事であつた。併 
し歐洲 大陸に' U 表面 のみでな く、 頗る 廣い 裏面が ある。 卽ち 西は ビレニ ー ス 山脈ょり 
ァ火 ブスの 連山に 及び、 更に ヵル パ チャ 山脈に 連つ て 居る 一大 山系は、 ほ V 歐洲を 南 
北に 二分して 居る、〜 氣候も 之に 依て ほ >南北ニ部に分たれて居る，0(|从|附鰂：^|以 
3 古代史は 主として 此の 南部の 歷史 であつ たが、 や？ 北部の 分子が 加は る、 に 
至て 古代史は 面目を ー變 した。 羅馬帝 國の減 亡は 種々 の 原因が あるが、 此 北部 歐羅巴 
が歷史の舞臺に上つたことは其のー因である。ゲ,マン族の活動は 4!) ちそれで、偉大 
なる 羅：馬 を 顚裰 した ものは 實に 彼等で あつた。 古代史に 次いだ 中世史は 此の 南北 兩分 
子の 抗爭史 とも 云 ふべき もので、 統一を 生命と した 南方 主義と、 割 據を重 じた 北方 主 
義との 勢力 消長の 歷史 である。 是に 至て 南方 主義は 單に 地中海を 己が 天地と 頼んで 居 
る ことが 出來す 、北方に 對 して 新しい 關係を 結ぶ こ，、 なつた。 此の 事情は 地中海を し 
て 從來の 如く 統一の 海たら しむる ことが 岀來す 、玆に 分裂の 形勢を 現す るに 至つ た。 

地中海と 伊太利  六 三 
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此の 勢に 乘 じて ィスラム 敎 徒は 阿弗利加 北岸を 席捲して、 西班牙に 據り 、又シ 、91 
島を も 占領した ので ある。 爾鑽 現今に 至る まで 歐洲 全土に 統一が # 現されな かつた と 
共に、 地中海 も 亦 『分裂』 の 海と なつて しまつた。 元 來宗敎 の 相違は 文化の 差別を 示す 
もので、 信仰を 異にする 民族が 相 融合す るのは 頗る 困難で ある。 中世に ィス  一 N ム敎徒 
♦か 地中海 沿岸に 勢力を 扶植した のは、 地中海の 形勢に 极 本的變 化を 輿へ たもので、 同 
海の 南北 兩部は 互に 疎隔す るに 至つ た。 

以上の 形勢に 伴つ て 伊太利は 北方 主義と 頻繁な 關係を 結ぶ こと、 なり、 獨佛 兩國は 
屢 此の 半島に 野心の 手を 伸ばした ので ある。 併し 古代は 『統一』 の 羅馬か 滅びる と共に 
去つ たけた ども、 其の 中世に 及ばした 感化は 偉大な もので、 『統一』 の 精神は 分裂 割據 
の 中世を 通じて、 依然として 人心を 支配した 一大 勢力で あつた。 而 して 地中海 も尙歐 
洲の 表面、 歴史の 中心 舞臺た る 意義を 失は なかつ た、 伊太利が 中世史 上に 重きを なし 
て居るのも此の爲めに外ならぬ。歐洲の交通路は多く伊太利に集中され、通商は其諸 


港を經て地中海沿岸諸地へと|呂まれた0獨逸の內地殊にラィン地方が著しく進步した 
の も、 伊太利との 別 係で ある。 ラィンの 下流 卽ち 後の 和 蘭、 白耳義 地方 ♦か 開けた の も、 
北海の 御蔭を 被 つれことは 無論で あるが、 背後に 伊太利を 控えた こと も 重要な 原因で 
ある。 又 中世 後期に 榮えた 北 獨のハ ンザ諸 市 も、 矢張り 伊太利 諸 市-との 關係に 負 ふ 所 
が 多い。 更に 伊太利から 見れば ァグ ブスの 連山を 踰え て、 背後に 獨佛 諸國を 控えて 居 
たのは、 實に經 濟上其 他の 諸點に 於て 伊太利の 後楣 となつ たもので、 此 等の 後 楣を利 
用して 尹 太 利は 自己の 地位を 固めた ので ある。 固ょり 此の 北方に 關 係を 結んだ が 爲 
め、 幾多の 政治的 紛 爭を釀 した ことは 事實 であるが、 伊太利の 强味も そこに あるので、 
羅馬 敎會が 統一 主義を 標榜して 列國の 帝王を 操縦し 得た の も、 南方 主義の 未だ 衰え ざ 
る證據 であらぅ。 又宗敎 改革 時代の 始に當 つて' 羅馬 敎會が 免罪符 ^ 買つ て 頻に獨 逸 
人から 金を 徵 集した の も、 矢張り 南北 相 倚る 方針に 出た ものと 認められる。 彼の 十字 
軍の 如きは 中世の 地中海に 起つ た 大事 # で、 地中海 中心の 時代 乃至 統一 主義の 時代を 
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說 明すべき 好適 例で ある。  . 

此く 統一 主義は 頗る 勢力が あった けれども、 大勢は 段々 割據 主義の 勝利に 歸 して" 
中世末から近世に懸けて國家主義が著しく盛になった。獨逸の君主が統ー主義に心醉 
して、 頻に 伊太利に 干渉した の も、 地中海が 未だ 尙 其の 意義を 失はなかった 證據 であ 
るが、 國家 主義の 風潮は 遂に 獨逸 をして 手を 伊太利から 收 めしむ るに 至っ た。 以後 十 
六 世紀に 西班牙は 頻に 舊敎的 統一 主義を 標榜して、 怫 國と覇 を 爭 ひ、 其の 抗爭は 伊太 
利 及び 地中海に 行 はれた •か、 其 後 佛國の 隆盛 時代には 北 阿 經營を 始めて、 西班牙に 對 
抗 したので ある。 其 間には 土 耳 古 族の 活動 も あり、. 又 十七 世紀からは 英人和 蘭人 相次 
で 地中海に 活躍を 試みた 爲め 、地中海は 列强 角逐の 海と なった。 併し 西洋史の 大勢は 
大陸主義や外洋主義に傾いて居た爲め、昔の如く地中海が歷史の中心となることは出 
來な かった。 其 後 十八 世紀末から 十九 世紀に 及んで 列 國も內 事に 忙しかった 爲 め、 地 
中 海には 目覺 しい 大事 件 もな く、 た) 露國が 屢土耳 古を 壓迫 したのと、 怫國が 再び 北 


阿經 略を 好めた 位な ものである。 處 •か 一八 六 九年ス H ズ 運河が 開通して、 地中海 ♦か 世 
界の 交通 上 重要な 意義を 有して 來 ると、 又もや 地中海は 世界史 的 地位を 占め 得る こ丨こ 
、なつた。 而 して 地中海が 從來の 不活動の 狀態 から 覺醒 して 來た 頃から、 其 中央なる 
伊太利 も 中世以 來 の紛亂 分裂の 不幸な 狀 態を 脫 して、 統一した 獨立國 家を 形成す る こ 
と、なつたのである。殊にスエズ運河の開通と伊太利の統ーとがほ>同年であつたの 
も、 偶然とは 云へ 面白い 事實 である。 

さて 上に 述べた 如く 近世の 地中海は、 もはや 西洋史 上の 本舞臺 ではなく、 たぃ 本 舞 
臺の餘波がそこに現はれたに過ぎなぃ觀がある。これは列强均勢の大陸主義や、拓地 
植民の 外洋 主義が 全盛であった からで、 又 統一の 精神は 著しく 衰え、 か尺》 各自の 彊域 
を 固める 國家 主義が 盛んで あった 結果で ある。 無論 此の 時代の 伊太利 半島は 分裂. 「據 
の有樣で、列强の勢カ消長に伴って多少の波瀾を揚げたに過ぎない。併し十九世紀中 
頃に 至て 伊太利は 漸く 統一の 目的を 達する ことが 出來、 - 又 之に 次いで 獨逸 帝國の 建設 
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.を 見る こと、 なった。 此の 以後 約 二十 年間 卽ち 七、 八十 年代は ビス マ v クの 全盛時代 
で、 歐洲 列國は 全く 彼の 願 使の 下に あったと 云って 宜しい、 恰も ナボレ ォン 沒落以 後 
填國 宰相 メッテ ，一一 ヒ が 保守主義を 標榜して、 歐洲 外交 界の樞 機を 握っ たに 比すべき 
であらぅ。 近代の 外交 關 係に 就て は屢 論せられ たこと であり、 就中 ビスマルクの 外交 
の 如きは、 現代 戰亂の 破裂以 來 殊に 能く 說かれ たので、 今玆に 繰 返す 必要がない と 思 
はれる が、 事の 順序と して 是非とも 一言す るの 必要が あり、 殊に 地中海の ことを 語る 
際には 論及せ ざるを 得ない 次第で ある。 ビス マ， クは獨 逸に 對す る佛國 の復警 心を 外 
に轉ぜ ん爲 め、 怫國 をして 阿弗利加に 向は しめた、 而 して 英 佛兩國 は 自然 阿弗利加で 
衝突す る こと、 なった。 一八 八 一年 佛國が チュー ースを 併合し、 更に 南進して 手を 中央 
阿弗利加に 加 へんと し、 遂に英 國と 衝突す るに 至つ たのは 著名の 事實 である。 又 伊太 
利は 佛國の 勢力が 北 阿に 伸張した のを 見て、 自ら 安す る ことが 出來 す、 遂に ビスマルク 
外交の 圈 内に 走っ て、 獨燠 兩國と 三 國 同盟を 結ぶ こと、 なった。 尙 伊太利は 佛 國の活 


動を 默視 する こと ♦か 出來す 、大に 東 阿弗利加の 經略に 着手した。 又 ビス マ, クは 一八 七 

八 年の 伯林 會議で 露國 南下の 野心を 抑へ、 彼を して 印度 國境に 英國 と爭は しめ、 更に 
^ 

其の 力を 極東に 轉向 せしめて 、パ， 力. ン 半島ょり 地中海 方面に 出 やぅと した 露 國の宿 
志を 挫いて しまった。 卽ち此 時代の 地中海は 阿弗利加に 於け る 英佛の 反目と 更に 怫伊 
の對抗 とに 依て 維持せられ た、 而して 露國が 去っ た 後のバ ，ヵンには. 燠國の 勢力が 除 
々として 伸張し っ.、 あったので ある。 此 くして 列國の 注意を 阿弗利加 乃至 亞細亞 に 向 
けしめ て、 ビスマルクは 歐洲に 於け る獨 逸の 地位を 固めた のであった。 英の ソー火 ス 
ベリ ー、 伊の クリスピ ー、 佛のァ ノト ー、 埃の ァンドラ ッシー 孰れ も當時 一流の 外交 
家で あるが、 ビスマルクなる 北斗星を 繞る衆 星の 如き ものに 過ぎな がっ た。 

伊太利は 地中海の 中央に 斗 出した 國で 、其の 發展が 海上に 向 ふべき ものであるは 明 
白で ある、 處 がー 衣帶 水を 隔てた 北 阿の チュニス' は 怫國 の爲 めに 取られて しまった。 
殊に 以前 伊太利が 獨立 戰爭を 起した 時、 佛帝 ナボレ オン 三世は、 表面は 伊太利を 助け- 
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て 置きながら、 や •かて 之を 賣る樣 な 極めて 不信な 態度を 取つ た。 此の 一事は 深く 伊太 
利、？ひニ銘じて、反佛感情はなか<强かったのである *> 、今怫國がチユー1スを領 
する に 至つ ては 切歯扼腕せ ざるを 得ない。 一八 八 ニ 年 伊太利が 敢然と して 獨澳と 同盟 
する に 至っ たの も、 以上の 事情に 基く ので ある。 併し これは 果して 自然の 現象で あら 
ぅか。獨埃伊三國の歷史的關係から考へて、.當然の結果と云ふことが出來やぅか。獨 
燠 兩國は 決して 地中海 主義の 國で はない。 燠國の 如きは ァド リャ 海の 東岸を 領 して、 
地中海に 活動すべき 根據 地を 持って 居り、 且又 近年 頻りに バ， ヵンに 南下を 企て、 居. 
る けれども、 未だ 地中海 主義の 國と云 ひ 得る までに 至らぬ と 思 ふ。 又獨 逸は 地勢 上 か 
ら 北海 主義の 國で ある ことは 當然 である。 從て 此の 三國が 眞に 利害を 同ぅ し、 互に 深 
く 中心から 固い 握手を したなら ば、 南方 主義と 北方 主義の 大 提携で あって、 中世の 神. 
S 羅馬 帝國を 實 現した 樣な ものと なる、 卽ち 地中海の 生命で あつた 大統ー 主義の 一端 
*> そこに發現したと云へやぅ。併し此の如き中世的思想は國家的對峙の著しい近世 1; 


は 到底 適合せ ない ものである、 南方 主義と 北方 主義との 握手は 近世には 不可能で ある。 

固ょ b 獨 逸の 側から 見れば、 彼が 地中海と 絕緣 されて 居る ことは 心細い 次第で、 填 
國を前 衞 として パル ヵンに 南下 させ. て 居る の も、 以上の 必要から 出た こと、 思 はれる 
又 ビスマルク 去つ て 後 現 帝. か 頻に土 耳 古を 懐柔した の も 同一の 理由に 由る もので あら 
う。 從 て三國 同盟に 依て 伊太利を 味方と する ことが 出來れ ば、 他 H 地中海に 活動す る 
に 非常に 便利で あり、 又 地中海の 何處 かに 极據 地を 設ける こと も 可能で あらう。 又 同 
盟 成立 當 時には ビス マ， クの 急務と しれ 佛國 孤立 策の 爲 めには、 伊太利を 味方に 弓 入 
れて 佛伊麗 S 目せ しむる SS で ぉつた に 相 管い。？ S は 三 醫盟に 依 
て 軍事上に も經濟 上に も、 地中海に 勢力を 扶植す る こと •か 出來 、或 意味に 於て は 北海 
ょり 地中海まで 、南北に 歐羅 巴を 縱斷 する こと も出來 やう。 獨 逸の 競 ^ 者た るべき 英 
佛雨國 が 此の 爲 めに 少から ぬ 打擊を 受ける のは 明かで ある。 又澳國 に 取て は ァド リャ 
沿岸の 領內に 居住す f 伊太利 人が、 頻に該 地方の 伊太利 本國に 合併され ん ことを 望ん 
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で、 本國の 人と 相應 じて 所謂 ィレデ ンチ ストの 運動を 企て、 居る が、 是は たぃさへ 民 
族 的 競爭に 惱され て 居る 燠國 3 苦痛と する 處で 、伊太利との 同盟に 依て 此の 紛紜を 有 
利に 解決し 得る 望がないでも ない。 尙又バ ルヵンに 侵入して 來る 露國の 勢力を 抑える  • 
爲 こも、 伊太利を 味方と して 置く のは 得策で ある。 殊に セ， ビヤ 其 他の スラ、 ヴ族 の國 
家が 發達 する ことは、 燠國 南下の 大 障害で、 澳國は 無論 之を 打破し なければ 止まぬ 決. 

心で ある •か、 伊太利 も 自國が アド リヤ 海竝に バルヵンに 勢力を 振 ふ 必要から して、 セ 
产ビヤを抑えることは或點まで燠國と一致して居る。燠國は此くして三國同盟を利用 
し 得べき ものである。 

併し 伊太利に 對す る三國 同盟の 意義は 何ぅ であらぅ。 此 同盟は 獨燠 兩國に 取て は、 

必 しも 國 家の 運命を 左右すべき 一生懸命の 問題で ないか も 知れない、 併し 伊太利に 取 
ては 國家の 前途 ^ 支配すべき 死活問題で あ る。 伊太利は 伯林 會議の 際に 何物を も 得な 
かつた、 合 も 列强か ら仲間 外れの 態で ある、 然も 當時 法王 黨の 運動は 尙盛で 國土 統一 


の上には、憂慮.せねばならぬー分子であつた。此の如き境遇に立つて彼妒最も心强く 
思つ たのは、 獨 逸の 武力を 借り 得る ことで あつたら ぅ、 殊に 年 來怫國 の 不信を 憤つ て 
居た 伊太利と しては、 尙更獨 逸に 倚る の 傾向を 生じた のは 疑む に 足らない。 恰も 是中 
世の初羅馬法王が敎會の安全を計らん爲め、西北の方フランクに助カを求めたと相似 
て 居る。 且又 伊太利は 燠國に 好意を 表する ことに 依て、 將來 活動の 舞臺た るべき バ， 
ヵン 方面に 於て、 利益の 分配に 與るべ き 機會を 促み 得る かも 知れない。 以上は 獨燠に . 
對する 關係 であるが、 尙 更に 英 、露 雨 國に對 しては、 ビス マ， ク 在職 中は 伊太利は 三. 
國 同盟に 加入した からと て、 別に 此等の ニ國と 敵視す る樣な 情況では なかつ た。 伊太 
利が 決然 北方 主義の 國と 握手す るに 至つ たの も、 以上の 事情からで あつたに 相違な 
い。併し元來地中海主義 1) 伊太利が、佛國を敵とし獨澳に走るのは危險のこと、云は 
ねばならぬ。 

併儸 兩國は 『ラテン 兄弟 』の間柄であると云ふ樣なことは別として、元來兩國人は感 
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情に 於て 信仰に 於て、 其 他 幾多の 民族的 關 係に 於て、 相 類似して 居る のみでな く、 伊 
太 利が 地中海に 活動す る 上に 於て、 佛國を 敵と する のは 甚だ 不利で ある、 固より 三國 
同盟 こ农 て獨 逸の 武力を 後 楣と賴 むこと も 重要で あらう が、 それよりも 怫國の 海軍に 
橫合 から 攻められる ことは、 更に 重大の 問題で あらう。 單に 軍事上の 問題の みで なく 
經濟 上の 必要 も あ. る。 三國 同盟 締結の 結果、 伊 佛兩國 の 間には 激烈な 關税 戰爭が 起り、 
兩國の 貿易は 著しく 打撃を 受けた。 此の 時まで 伊太利には 怫國の 資本が 多く 放 下され 
て 居た が、 玆に 至て 續 々本國 に回收 されて しま ひ、 此か ら大 に發展 しやう とした 伊太 
利の 商工業は、 之に 依て 進 步の路 を 杜絕 される 有樣で あつた。 尙關税 戰爭の 不幸な 結 
果は 財政の 上に も 影響して、 やがて 重税の 賦課と なり、 民心の 不滿 となり、 殊に 植民 
政策の 上に 一-頓挫を 來す こと、 なつた。 一八 九 六 年 ァドフに 大敗して、 ァビシ 一一 ャ經 
畧に不 名譽の 汚點を 印した のは、 實に 其の 著しい もの. である。 されば 之より 先 一八 丸 
一年 三國 同盟を 更訂した 際に、 伊太利は 必要に 應 じて チロ ー, より 二軍 團の 兵を 進め 


て、 怫國を 側面ょり 攻撃すべし との 趣意が 補足され たと 云 はれて 居る。 之を 以て も 伊 
太 利が 形勢の 非なる に悶 々として、 益々 三國 同盟に 倚る の 意志が 强かつ たこと が 察せ 
られ やぅ。  * 

要 之、 ビス マ， ク時代 の 地中海は、 英怫伊 三國の 反目に 依て 維持され 居た、 而して 
英國は 常に 佛國 に對抗 して 地中海に 於け る 伊太利の 利益を 保護した ので ある。  £ 1 
賊 1 ) 此く 地中海が 反目の 海で あつた ことは、 實に ビスマルク 外交の 頂點に 達した の 
を 意味す る ものであるが、 併し 此の 形勢は 永久に 續 くもので はな かつた。 一八 八 九 年 
ビス マ， ク の退隱 した 頃から、 英佛は 從來の 態度を 改めて 漸く 接近し 始めた、 是は兩 
國が 徒に 衝突す るのは 相互の 不利益で あるから、 玆に 兩國の 提携を 見る こと、 なつ 
た。 而 して英 に 一 フン スダ クン 出で、 怫にデ ルヵ ッセの 出た ことは、 此の 趨勢を 大に 助長. 
せしめた ので ある。 さて 英佛が 握手す ると 地中海の 形勢は 大 に變ら ざるを 得ない、. 而 
して地中海の主長たる伊太利の上にも、當然變化は起らねばならなかつた。其のみな 
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らす 、ビスマルクの 退隱は 益怫 露を して 接近せ しめた、 獨逸を して 孤立せ しむる 大方 
針は 夙く も此 頃に 端を 發して 居る。 四周の 形勢が 此く變 化して 來 ると、 伊太利は 地中海 
に 於け る 自己の 不安を 顧みざる を 得ない、 此 くして 彼は 英佛 雨國に 接近す る こと、 な 
り、 三國 同盟. に 對 しては 必 しも 誠實な 味方で ない ことを 示した。 一八 九 八 年の 佛 伊通 
條約に 依 C、 從來の 不幸な 關 ，税 戰爭の 慕を 閉ぢた こと や、 又 モロッコ 問題で 英 佛に與 
みして、 獨 逸の 走狗と なる を肯ぜ なかつ たこと や、 又佛 國と默 契して トリ。 ホ リに對 す 
る伊太利の特殊な利害關係を認めしめたことは、孰れも形勢のー變を示す例證でぁ 
る -' 

是に 至て 地中海. は 反目の 海から ー變 して、 妥協の 海と なつた。 英佛伊 三國は 各自の' 
利益を 保 證すべ く 互に 妥協した ので ぁる。 英の埃 及に 於け る、 佛のモ ロッコに 於け る、. 
伊の トリ ボリに 於け る 皆 それで ぁる。 又 方面が 少し 違 ふけれ ども、 ア， バー ーャを 分割 
しない こと、 卽 ち他國 をして 濫に アルバ 二 ャに 手を 加へ しめぬ こと、 一九 ◦七 年澳 


伊 兩國の 外相エ iv ンター ，及び チ ットニ の 間に 約束した の も、 矢 張 6 以上の 妥協の 
精神から 出た ものと 云へ る。 されば 最近、 パル カン 戰爭の 際に も、 列強は 皆 パ， カンの 
現狀 維持を 主張して 已まな かつた ではない か。 從て獨 逸が モロッコ 問題を 提げて 地中 
海に 波瀾を 捲き 起さう とした 時、 列强は 之を 抑へ て 地中海の 妥協は 遂に 破られす にし 
まつた、 但 、伊太利の トリ ボリ 遠征 竝に 併合の 事件が 起つ たけれ ども、 これは 從來默 
契の あつた ことで、 矢張り 妥協の 結果た るに 外ならぬので ある。 

地中海の 平和は 以上の 妥協に 依て 保たれた が、 此 平和を 攪す べき 禍源は 實にバ >ノ 力 
ン諸邦の自覺と、近年頻に土耳古 (1 向けられた全獨逸主義の侵入と、更に燠國の南下 
とで ある。 其 等の 事情は 今玆に 略す る けれども、 英怫 伊の 三國が 之を 默認 出來ぬ のは 
明かで、特に獨逸をして地中海に手を加へしむることは、やがて地中海の妥協を破る 
こと、 ならう、 殊に 澳國が サロニカ 方面に 南下す る ことは、 アド ソヤ 海から バルカン 
?: 東西に 橫斷 しやう と 云 ふ 伊太利の 經濟的 進路を 妨げる もので、 填 伊の 利害は 玆に衝 
地中海と 伊太利  七 七 
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突せ ざるを 得ない。 此 くして 地中海から 見て 三國 同盟は 甚だ 不和の 分子を 含んで 居 
る。 但 、目下 澳伊 兩國は アド リャ海 沿岸 割讓の 件に 關 して、 頻 に交涉 中の 樣子 で、 其 
の 結果は 甚だ 不安な ものであると 察せられる が、 併し 之に 依て 燠 伊兩國 間には 或る 妥 
協が成立し得るかも知れない。又此の戰亂後獨逸が地中海に活動することは當分無い 
であらぅ と 思 はれる。 然らば 心配すべき はた >バ\ カンの 形勢で ある。 こ、 では 土洱 
古の 衰勢が 著しい 爲め 、之に 乘 じて 露國の 南下は 益 露骨と なる かも 知れない、. 左樣す 
れば 地中海の 新 勢力と して 露國の 活動を 見る に 至る ので、 從來獨 逸に 對する 心配は、 
今後 變 じて 露 國に對 する 心配と な b はしまい か、 地中海の 平和は 或は 此邊 からして 攪 
亂されることが無からぅか。 

地中海は 羅馬 帝國の 昔には 統一の 海で あつたが、 其の後 變 じて 分裂 割據の 海と な り、 
或は 列强 角逐の 海と なり、 更に 最近に 至て 反目の 海と なり、 轉じて 妥協の 海と なつた。 
而して其の中央に在つて自から地中海の主ス公たり得る地位を占めた伊太利は、年來 
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利は 三國 同盟の 走狗は ない が、 又必 しも 同盟を 脫 して 獨澳 と戰 端を 開く もので も ある 
まい。 如上の 獨 伊の 親密な 關 係は蘧 かに 兩國の 開戦を 許さないで あらぅ。 伊太利の 爲 
めに 計る に、 伊太利は. 此 際何處 まで. も 中立を 守つ て、 列國が 戰爭に 忙しい に乘 じて 自 
國の 基礎を 固める の 必要で ある。 伊太利は 統一した とは 云へ、 半島の 南北 兩部は 全然 
協同 一致し 得る もので ない、 氣 候、 風土、 人情 其 他す ベて 南北 兩 部は 異なつ て 居る。 
從て 伊太利 名物の 大地震で も あると、 人心は 稍 動 搖を免 かれない ので、 國王も それに 
は 非常に 心を 勞され て、 直に 巡幸して 慰撫す るに 怠られない ので ある。 されば 昨年 大 
地震があつた時、海外電報は直に『大地震は起りしも、人心は動搖せす』との旨を報 
じて 居る ではない か。 統一 以來日 尙淺い 伊太利は 國內に 於ても 幾多の 問題が ある、 之 
を思ふと國土の基礎を固ぅするのが、伊太利の急務ではあるまいか。(大正四年五月) 
本篇を 草し 終つ て後數 日に して 伊太利は 協商 側に 與 みして 獨埃 側と 開戰 する に 至つ 
た、 人事の 豫 測し 難き の感 一層 深から >るを 得ない。 


バグ ダ ード鐵 道 問題の 推移 

中欧 大 同盟の 計 劃と 伯林 パ ダ タ！ ド 政策 —— パ グダ ード鐵 道 問題の 四 期 丨—— 英國の 孤立と その 態度 動搖 
——獨逸 東方 發展 の始 —— 英の 反獨 政策 厲行 _! 波斯灣 問題 |_ 英の鐵 道 反對 ！ 士耳 古の 革命 II 英 
の 態度 一 變 ！ パ グダ ー ド 鐵道 進步 I 列强の 妥協 I 英獨の 外交 成功— 開戦と 形勢の 變化 

- 

バダ カンは 曲 來歐洲 の 伏魔殿と 云 はれ、 歐洲掘 際關 係の 紛糾は 多く その 禍源を そこ 
に 有した ので ぁるが、 將來 其の 伏魔殿は 漸く 東に 移つ て、 亞細亞 土 耳 古から 波 斯に亙 
.つた 方面が バルカンに ft つて、 世界 列强の 角逐 場と なる 形勢が 認められる。 近 來獨人 
• の 間に 中歐大 同盟の. 意見が 頻に行 はれて、 中歐獨 逸民 族の 存立は 東方 發展を 志 ざ、 す 
んば 到底 望む ベから すと なし、 獨澳相 提携して バグ カン 諸 邦を 味方と し" 土 耳 古と 握 
丰 して 遠く 波 期 灣方 面に 發展を 企つべき ことを 說 くも. の •か 多い ので ぁる。 獨澳の 關税 

パゲダード鐵道問題の推移  八 一 
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同盟は固ょ5.、或者は獨澳兩國の眾隊を統ーすべきことをも主張して居る。かくして 
所謂： 『伯林 バグ ダ ー ド』 政策は 近來 著しく、 彼等の 間に 高唱 され 中 歐諸國 家の 運命は 
懸 つて 一に バグ ダ ー ド鐵 道に ぁりとまで 說 くに 至つ た。 此稀の 意見は クィン テ， ステ ッ 
テンの 『伯林 バグ ダ ー ド』 なる 書中に カ說 されて 居る、 (winterstetten/ w erHn-Bagdad, 
Neue  Ziele  der  Mitteleurop pr ischer  politik、 1 1914 ) 但し 同書の 記述は ま、 園 動的に 失 
する の 嫌は ぁるけれ ども、 獨逸 大政 策の 將來を 東方に 定めん とする の 精神は ょく 窺 ふ 
.ことが 出來 る。 又 中歐大 同盟に 關 する 諸家の 說は シー トン •ヮトソンの 近著 『ゲルマン 
とス ラグと マジ ヤ fseton— Watson。 Gsman,  Slav  and  Magyar》 . 1916 ) の 一節に 
ょく 網羅され て 居る。 

假令獨 逸が 波 斯灣に 進出して. 直に 印度を # し、 或は 印度洋に 活動を 試みて 遠く 和 蘭 
本國 と蘭領 印度 諸島と を 連絡し、 兩者を 併せて 中歐 同盟の 圈内 に收 めんと する 程の 大 
理想を 實現丨 得ない まで も、 彼が 國家 存立の 途を 東方に 求め 亞細亞 土 耳 古の 資源を 開 


發 して、 自給 經濟 の立國 策を 樹立 せんとし つ、 あるは 現代に 於て 確かに 遠大の 計 劃と 
云は ねばならぬ。 小亞 細亞竝 にメソ 。ホ タ ミャの 棉花、 銅、 石油、 穀物 等に 依て、 中歐 
諸國の自給經濟策を立てなば、英米諸國ょり此等物資の供給を仰ぐの必要なきに至る 
べしとの 意見は、 ロー X バッハ 敎授其 他の 人々 に 依て 主張され つつ あるが、 •其の 實 現は 
假令 遠き 將來 のこと であると しても 確かに 有力なる 議論で、 獨人 は旣に 此の方 針に 向 
つて着々步_を進めつ、あ.り、又或程度までは成功をも收めつ、あるのである。 

孰れに せょ、 將來發 達の 餘地 多き 亞細亞 土 耳 古は 獨逸に 取つ て 見逃すべからざる 資 
源 地で ある。 ロール バッハ 敎授は 十九 世紀末に 土 耳 古に 旅して 以來 、該 地方 開拓の 有望 
なる を 熱心に 說いて 居る が、 ユ リス •バ ー 力 ーも亦最近『亞細蓝土耳古の將來』なるー 
文を 雜誌 『十九 世紀 及び 以後』 に 寄せ r、 該 地方が 軍事上 經濟上 重大なる 意義に 富め 
る ことを 論じて 吾る。 (Ellis  Barlsr,  .(Futltre  of  the  Asiatic  Tm-lsv=Ninet^^^ 
nry  and  after.  Jus, 1916 ) 之に 對 して 英 人中には メソボ タミ ャ開發 の 容易で ない こと 
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を說 き、 獨人が 重大 意義を 吹聽 しつ、 ある バグ ダ ー ド鐵 道の 如き も 畢竟 勞 多くして 效 
少き結果に終るならんと云ふ者もある。併し至難の事業にせょ狠人努カの將來は恐る 
べき もの、 ある ことを 豫 期せねば ならぬ。 殊に 獨 人は 中部 阿 弗 利® の獨逸 植民地と、 
東方こ擴張さるべき勢カ圈と相應じて、英國の埃及を威嚇せんことを期して居る、獨 
人は 今 囘の戰 爭に依 b 海外 植民地の 維持 困難を 悟った けれども、 尙 東方 發展の 大政 策 
に對應 して 其の 後備 へれるべき 土地と して、 阿弗利加 植民地の 維持を 必要と する もの 
が 少くな い、 チン メ \ マンの 如きは その 一人で ある。 されば こを 英國 地理 學者ホ ダ デ ソ 
> は 最近 雜誌 『スフ ィ ーャ』誌上に於て、『獨逸は中歐同盟のみならず、中部阿弗利加の 
屬領 に對 しても 大望を 抱きつ、 あり、 この 大望の 實現を 妨ぐべ きものは 英國 の據れ る 
カィロ ー ならざる ベから す、 而し て獨 逸の メソボ タミ ャ經 略を 妨 ぐる ものは 露國の 占 
有すべき コン スタン チノ ー ブグ たるべき な b』 と 云つ て 居る。 (T.  Holdich,  "German 
Eyo  to ? e l$st  こ* Sphere, 一 ^ bi\  1917) 


兎も角獨逸の東方發展を背最としたバグダード鐡道は、將來世界に‘提供さるべき幾 
多の 問題を 包藏 して 居る ので ある。 

ニ 

パ グダ ー ド 鐵道 問題は 旣に云 ひ 古された 問題で ある。 敢て玆 に 事新しく 喋々 する に. 
も及ばないかも知れないが、先般英軍がバグダードを陷れて世界の注目を與びこの方 
面に 牽 き、， 東方 問題の 將來 益' 多事なる べきを 思は しめた 際、 バグ ダ ー ド 鐵道 問題の 過 
去を 一顧して、 其の 經過 のい かに 複雜 であつ たかを 考へ て、 徐に想 像を 將 來に馳 せる の 
も 必要の 一事で あらぅ。 予は 固ょり 近世 外交 交史 の專攻 者で ない、 從 てこの 紛糾し ^ 問 
題を 說 くに 際して 所謂 硏究的 態度を 執る ことを 能くせ ない が、 た V 近時 聊か この 問題 
に 興味を 感じて、 ニ 三の 參考 書を 讀んだ 結果、 玆に 筆を 執る に 至つ た 次第な ので ある。 
殊に 獨人、 > f ファ ー の 近著 『バグ ダ ード鐵道政策处發達』 0 >宏&0’邊 ^ 1|目的 
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der  Bagdadbahn-  politik •パ 1916 ) を 讀ん で、 バグ ダ ード鐵 道を 中心とした 列强關 係の 
變遷が著者に依て巧に叙述されたのに感じた結果で 2) ることが少くない。固ょ&同書. 
は 特に 獨逸の 立場を 辯 護し、 獨 逸の 成功を 吹聽 して、 頻 .(': 英國が 窮境に 懊邋 しつ、 あ 
る狀を 書き立てた かの 嫌が ある。 併し. バグ ダ ード鐵 道 問題に 伴 ふ 國際關 係の 過去を 論 
じた ものと して 決して 一の 良書た る ことを 失は ない と 思 はれる。 

又英人シユミット *> 其の近著『英國と獨逸』 « .£.8 £, 13ま \ ^ 11 ^ 目3目 0| 0 §11| ^ -19 
1 6 ) の 內にバ グダ ード鐵 道に 就て 述べた 章の 如きは、 英 人の 立場から 見た 極めて 穩當 
な 意見で あらぅ と 思 ふ。 其 他 今次の 戰爭に 先 だつ 僅かに して 出版され た 白 耳 義人 ィリァ 
チの 『 V グダ ー ド鐵 道』 (stov e e Cliemin  defer  de  Bagdad/ , 1913 ) の 如き、 雜 誌フォ ー ト 
ナィト リー •リギ ユ ー に 載せられた 英人ォ ー コン ノ， の 論文 『バグ ダー ド鐵 道』 (QCO? 
nor.:The bj aghdadiiailway,,  Fortnightly w eview,-Febr, 1914 ) の 如き、 孰れ も獨逸 乃 著 
しい 成功を 認めない ものは ない。 但し 怫國前 藏相ィ ー、、 ゥ •ギ ー ヨ ー の 著 『大戦の 原因 及 


び 歸 結』 へ Ive  Guiyot, ニ Causes  and  COBSequencs  of  tlie 

後發表された英怫側の論文や書籍の內には、所謂『戰時の心理』に支配されて、殊更 (: バ 
グダ ー ド鐵 道に 對 して ヶ チを 附 ける 樣な 傾向が 認められぬ でもない。 併し バグ ダ ー ド 
鐵道は 英佛露 殊に 英國 をして 强硬な 反對を 試みし めた 程、 それだけ 獨 逸の 成功を 語る. 

- もので あらぅ、 而 して 前に も 述べた 如く 中央 歐羅 巴ょり 波 斯灣に 向 ふ 一大 政策 乃至 一' 
大 理想の 大動脈と して、 獨逸 將來の 運命に 多大の 意義を t せんとして 居る。 少く とも' 
獨 入は バグ ダ ー ド鐵 道に 對して 殊更に 重大の 意義を 附會 せんとす る 傾向が ある。 吾人 
は 今後 益-この 問題に 對し て甚 深の 注意を 拂ふ 必要が あらぅ。 

三 

英國が 十九 世紀末に 阿弗利加 縱貫鐵 道を 計 劃して、 南阿と カィロ ー とを 連結 せんと' 
する 所謂 『ヶ ー フ •カィロ ー』 主義の 實 #, を 期せん とし 又 力 ー ソン®: 派 P 人/、 力： •‘ 
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r カイロ ー •力， カッタ 』 主義を 奉じて、 英國の 印度 政策を 擴 張して 波斯灣 より 亞刺 比亞 
151 細亞 、土 耳 古を 撗斷 して 埃 及 カイロ ーに 達する 線を 英國の 手に 確保 せんこと を 主張 
した 時、 英國の 東方 策は 確かに 遠大な もので あつた •か、 此の 一大 連絡線は 獨逸 •か 『伯 
林 パ グダ ード』 主義に 依て 側面から 撗鎗を 入れた ことに 依て 著しい 危險を 釀した ので 
ある。 固より 西亞細 亞に對 しては 露 國も怫 國も大 なる 利害 關係を 有して 居る。 土 耳 古 
は 云. ふまで もない、 併し バグ ダ ード鐵 道 問題の 主なる 役者は 英獨 兩國で ▼、> 露國が 之に 
次ぎ、 怫國は 更に 其の 次に 位する の 形勢を なして 居る。 而 して 英國は 常に 露 獨兩國 を 
反目せ しめ、 互に 其の 勢力を 相殺せ しめて 波斯灣 に 於け る 自國の 地位を 安固に せんと 
し、 獨逸は 又 之に 對 して、 英露を 反目せ しめて 自ら 東方 發展の 好機を 捉ふ るに 汲々 た 
る 形勢で ある。 今、 年代に 依て 如上の 大勢の 變 遷を區 別して 見れば、 大略 左の 如きち 
ので ある。 

j 一八 九 五 年頃より  ( 英國孤 立 時代 


第一 期. . 


第二 期 


第三 期 


一九 〇 三年 頃まで 
一九 〇 三年 頃より 
U 九 一一 年頃まで 
一九 一一 年頃より 
一九 一四 年 開戦まで 


第 四 期 ニ 九 一四 年 開戰以 降 


四 


i 英の 態度 動搖 
一 獨逸バ グダ ー ド鐵道 策の始 M 

f 英獨 反目の 顯著 
j 英の 反獨 政策 
1 バグ ダ ー ド 鐵道 不進埗 

f 英露 怫と獨 逸との 妥協 
英獨の 交讓及 び 成功 
:7 グダ！ ド 鐵道進 渉 

一英 獨 反目の 復興 
獨逸 東方 策の 高唱 
(土 都處分 問題 


第 I 期は 英國が 孤立した 砖代 で、 東方 問題に 對 して 英國は 露獨の 接近を 妨げ. る こと'. 
に 努めた。 一八 九 五 年 六月には 英國 首相 ソ ー, ス ベリ ー ょり 獨逸 皇帝に 對し 個人的 堤； 
繁 として 土 耳 古 分割の 議を 申込んだ けれども、 (SCI〗 穿 r,  Entw.  d.  R メ gdadbilm  Po 巨^ 
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現代 世界の 史的 ® 察 九 〇 
此時獨帝は土耳古保全を必要として、その提議に應じなかつたが、是れは如上の露獨ー 
を反目せしむる英國の根本主義から出たこと > 認められる。又翌ー八九六年ソー,ス 
ベリ ー は 更に 露國に 接近せ‘ と 試み TT 露國に して 埃 及に 於け る 英國の 主張を 承認せ 
ば、 英國は 露國が コン スタン チノ ー ブ, に據 るを 妨げざる べし』 と 云つ て 誘つ たので ■ 
あるが、 (SCMfer,  pa.?) 露國 は當時 極東に 力を 注いだ 時で 獨澳の 背面 威嚇を 怖れた 際 
であるから、 是も亦 露國の 同意を 得る ことが 出來な かつた。 此 等の 事情を 考へ 合せる. 
と、 英國が 自國の 不安な 境遇に 懊惱 して 已まな かつた 事情の 一端が 察せられる ので あ 
る。 

此頃獨 逸の 東方 政策の 進埗に 好 郡 合な 事情は 少くな かつた。 例へ ば (一) 一八 九 七 年. 
の 希土 戰 役に 年 來衰殘 の老國 とのみ 思 はれた 土 耳 古が、 意外の 抵抗力を 發撢 した J は、 
土 耳 古に 對す る獨 逸の 信用を 增加 せしめた、 獨逸は 自國の 提携 者と して 土 耳 古 ♦か 全然： 
不可能の 者で ない ことを 認め 所謂 『獨土 親善』 の關 係は 此 頃ょり 著しくな つたので 5:. 


る、 (ニ) 又 一八 九 八 年 ファショダ 事件に 依て 怫國が 英國と 敵視した 結果、 獨逸は 怫國 i 
撮 手す るに 便利の 事情が あった。 一八 九 七 年 亞細亞 土 耳 古の 鐵道計 1 に 關 し、 獨逸帝 
國 銀行と 巴 里の ォトマン 銀行との 間に 契約が 成立して、 鐵道布 設を獨 佛の典 同 經營に 
する こと、 なつた のは それで ある。. (三) 尙又英 露の間に 反目の 存 したの も獨 逸には 有 
利で あつた。 露國 *> 旅 順 ロを 租借した 時英は 之を 面白から ず 思 ひ、 獨 i 結んで 露に 當 
らんこと を 說 くもの さへ あつた。 一八 九 八 年 五月 殖民 大臣 チ H ンバレ ンの 演說の 如き. 
は、 英獨 同盟の 意見を 仄かした もので あらぅ。 日く 『大 英國は 露 國に對 して 開 戰し得 
しならん、 され ども 吾人は 同盟 國な くして は、 露國に 大 打撃を 與 ふる 能は ざるべし』 
と。 (SCMfer  a.ab.) 固ょり 英國が 此頃 南阿 戰 役に 忙し かつた に乘じ 露國が 波 斯灣に 
對 する 野心を 曝露して 來た ことは、 英國に 取つ て 不安. の 一事で あつた 故、 英國 には 獨 
逸の 東方 發展 を 利用して 露の 波斯 南下を 抑制 せんとの 考もあ つたので ある。 (四) 要す 
るに 南阿 戰 役は 英國の 力を 南阿に 傾注せ しめたと 同時に 獨 逸の 東方 發展 には 甚だ 好 都 
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合であった，。  . 

されば十九世紀末に於ける英國の孤立的地位を利用して、獨逸.が夙くも眼を東方 !; 
轉じて 『伯林 バグ ダ ー ド』 政策の 胞芽を 養つ たことは 確か 〔に 成功と 云は ねばならぬ。 此ー 
の點から見てー八九八年は極めて意味深ぃ年であった。獨逸.が艦隊條 ^ を讳定して 
大海 軍の 建設に 依て 英國の 海上 權 力に 威嚇を 加 ふる 政策に 着手した のは 一八 九 八 年 0 
月で ある。 而 して 一方に 獨帝自 から 土 都を 訪問し 聖地を ^ 囘して 獨士提 換 の 基礎を 固 
めた の も、 一八 九 八 年 秋の ことで ある。 而し て翌 一八 九九 年 十二月 バグ ダ ー ド 鐵道布 
設の假約定が、土耳古政府と獨人經營のアナトリャ鐵道會社との間に結ばれ、ー九 0 
二 年に 至て 正式に 認可され、 別に バグ ダ ード 鐵道會 社なる も ® が 設立され る こと、 な. 
った。 而して 上述の 如き 外交 上 悲境に 燠惱 して 居った 英國 も、 亦 この 鐵道計 劃を 承認 
する に 傾いて 居た ので ある。 

シ H1 ファ ーは 次の 如き 趣意を 述べて 居る 0 『一八 九 八 年は 世界史の 大勢に 變 化を 生じ- 


た 重要な 年で ある。 米國 はこの 年 西班牙に 捷つて 、太平洋に 活動を 試みる の 新 時期を 
開いた、 太平洋 上に 日米 兩國が 對抗 する の 形勢は この 年に 始まる ので ある。 之と 年を 
同ぅ して 獨 逸は 海陸 共に 英國と 覇を爭 ふの 大政 策を 採用して 印度洋 上に 英國と 角逐す 
るの 端 VJ 開いた』 と。 此 くして 彼は 英獨 の宰覇 と 日米の 對抗 とを 何等かの 意味 ありげ に 
說 明して 居る 0 是は 面白い 觀察 であると 典に、 又 吾人の 注意を 要する 點で あると 思 ふ。 

要するに 第一 期に 於け る 英國の 態度は 動榣 して 居つ た、 國際關 係 上 不安なる 孤立の 
镜厓ょり陡したいとの苦心煩悶は、能くその態度の上に窺ふこと 0> 出來やぅ。バクダ 
1 鐵道 政策の 發 達は 如上の 事情に 負 ふ 所が 少く ない ので ある。 

五 

如上の 第一 期の 形勢は 第二 期に 入つ て變 動を 生じた、 それは 英國 が反獨 策を 厲 行し 
P、 すべて 國際關 係 上に 證を 孤立に 陷れ ると 共に、 バグ ダ 1 ド 霞 問題に 於ても 佛 
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露と 提携して 獨 逸の 計 劃に 故障を 入れた ことで ある。 それが 爲に第 一期の 末に 於て 聊 
- か 進 渉し つ、 あつた 鐵道 事業 も、 一頓 挫を 生じて、 工事は 著しく 遲滯 すする に 至つ た。 
固より 獨逸も 之に 對し て英 露の 離間に 努めて、 英獨の 反目は 著しい ので あつた。 要す 
るに第ニ期は「英獨の反目」のー語で說明することが出來ると思ふ。 

英國の 態度が 此く變 調を 呈しれ ことは、 其の 主因は 波斯灣 問題に ある、 但し 波斯灣 
問題は 單に波 斯灣の 問題の みで なくして、 其の 本體は 印度の 間 題で ある ことは 固より 
である。元來波斯灣に最も夙く經營の手を加へたのは英國で、土耳古がこの方面を放 
任して 顧みな かつた に乘 じて 着々 實權を 握る に 至つ た、 かくして 波斯灣 より メソボ タ 
ミャ 南部 ^ 至る 貿易は 英 人の 獨 占に 歸 した。 然るに 露 國も同 方面に 着目す る ことを 怠 
らす 、夙く も 一八 三 四 年に バスラ (V グダ ー ド 鐵道豫 定終點 地). を 以て 露國の 海軍 根據 
地となす計劃さへあつた *> 、後にはブンデルニ/ッバスを『印度洋のクラデクォストック』 
と稱 して、 頻に 中東に 南下す るの 野心を 示し、 或は 更に オデッテと 波斯灣 との 間に 直接 


航路を 開くな ど 其の 志の 決して 小なら ざる ことを 示して 來た。 (ll p: fer,  a.a.p) 併し 英 
國の苦心は露國に對する警戒ょりも、寧ろ獨逸勢カの侵入 (: 對する手段でなければな 
らぬ。 

獨逸が 波 期 灣に 着目した のは 十九 世紀末で、 他國に 比して 遙かに 後世の ことで ある 
•か、 其の 努力の 勢は 侮， 0 難い ものであった。 獨逸は 夙く から、 波斯灣 頭の 要地 コク f 
トに 垂涎し、 此 地を 手中に 收 めんと した こと も あ. り、 又ブビ ヤン 島を 占領 せんとし、 
或は アブ •ムサ 島を 自家の 有と せんとし、 或は 東方の ヘリ ゴラン ドた るべき、 ノバ 火 島の 
眞珠 を獨占 せんとす る 等、 百方 利權の 獲得に 苦心した が、 此 等は いづれ も 英國が 該地 
方の 藩 王 等に 後援を 與 へて、 激烈な 反對を させた 爲め獨 逸は 遂に 目的を 達せなかった。 
それでも 尙モハ メラ ー に 於て 灌漑 事業を 獨逸會 社の 手に 經營 せし むる ことに 成功した 
0 である。 (schmltt,England  and  Germany) 

形勢 旣に 此の 如くで あるから、 印度 政策の 驍將に して カィロ ー * 力， カッタ 主義の 主 
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唱 者た る 力 ー ゾン 卿は、 一八 九九 年 一月 ミ ー ド 大佐を 波斯灣 頭の コクエ ー トに派 遺して 
該 地の 藩主と 密約を 結ばし め、 間接に コウ 1 丨トを 英國 保護の 下に 置く に 至つ たので ぁ 
る。 又 一九 〇 一 年には 英國は 土 耳 古と 協定を 結んで、 土 耳 古を して 實際 上コク ユート の 
獨立を認めし，〕た。而してー八九九年末に成立したバグダード鐵道協約に依れば、土 
國 政府が 獨人 經營の アナ トリ ヤ鐵 道會 社に 許可した 鐵道 延長の 範圍 は、 小亞細 亞のコ 
ニヤょり 波斯灣 頭に 及んで 居る から、 多年 波 斯灣に 勢力を 扶植せ る英國 としては、 バ 
.グダ ー ド 鐵 道の 將來に 對 して 不安を 感せ ざるを 得ない。 一九 〇 三年 五月 英國 外相 ラン 
スダ ウンが 波斯灣 に 於け る 英國の モン ロ ー 主義を 公言して、 『何國 たりと も 波斯灣 に 海 
軍根據地或は要港を設くるは、英國の重大利害を無視するものにして、英國は斷乎と 
して 之に 反對 せざる を 得す』 と演說 し、 尙 『波 斯灣は 印度 國 境の 一部と して 見ら るべ 
きものな り』 と 云つ たのは， 英國の 波斯灣 政策を 表明した ものと 云 ふべき でぁらぅ。 
而して 英國が バグ ダ ー ド 鐵道の 進埗を 抑へ る 方針を 執る に 至つ た 理由 も 主として 玆に 


# する ので ある。 

英國が 如上の 反對的 態度に 出た ことに 伴つ て、 英國の コン スダン チノ ーブ， 放棄と 
云 ふ 一事 實も亦 認めら る、 に 至っ た。 十九 世紀を 通じて 土 耳 古 保全 論者と して 立った 
. 英國 ♦か、 露 國の代 b に獨 逸を 敵と する に 至つ た 以上、 從來の 方針を ー變 して コン スタ 
ン チノ ー ブルを 露國の 手に 委ねて、 之に 依て 獨 逸の 東進に 當 らしめ やぅと したのは 自 
然. の 結果で あらぅ。 是 蓋し 獨逸を 孤立の 窮境に 陷れ る爲 めには、 露國が 年來 南下の 野 
心を 復活して コン スタン チノ ー ブルに 進出せ ねば 不可能で あるから である。 又 英國は 
日本と 同盟を 結んだ 爲 め、 土 耳 古を 犧牲に 供す る も 印度の 安全を 期す る ことが 出來 る、 
是も亦 土 耳 古 保全を 斷 念した 一理 由で ある。 尙其他 に經濟 上の 理由 も あった。 それは 
從來英國は南露の穀倉たるゥクラィナ地方から多量の穀物を仰いで居たが、ー八八〇 
年以來 北米、 ァ， ジュン チン 及び 印度ょりの 穀物 供給が 著しく 增 加した 爲 め、 ゥタ ラィ 
ナ ょりの 輸入は 大に壓 倒される こと、 なつた。 從 て英國 はもは や ボス。 ホル ス 、ダ, ダ 
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ネル K 兩 海峡の 通航 問題に 對して 深い 利害 關係を 感せな くな つれ 結果、 コン スタン チ 
ノ 1 ブグを 放棄す るに 至つ た 次第な ので ある" (Schafer,  1•0•) 

六 

以上の 波斯灣 問題の 外、 英國 反對の 理由は 埃 及 問題に ある。 埃 及が 英國の 勢力 關係 
上こ重大の意義を有して居ることは云ふまでもないがバ.グダード鐵道の發達は埃及に 
•對 する 危險 を增加 せし むる と 云 ふの が 反對 の要點 である。 彼の ロ ー, ハ. ン敎授 の 如 
きは、 其 箸 『バグ ダ ー ド鐵 道』 の 內で 次の 如き 意見を 述べて 居る。 

陸上ょり して 英國を 打破すべき 唯一の 途は埃 及で なければ ならぬ。 埃 及を 失へ ば 英 
國はスエズ運河を支配することが出來す、從て東洋との連絡を失ふこと、なる。否單に 
それの みで なく 中央 阿弗利加 ◎東 阿弗利加の 英領 も危 險に陷 るに 相違ない、 而 して 印度 
六 千 萬の 回敎 徒が 動搖 する こと も 無論で あらぅ。 併し 現在の 狀況に 於て は士耳 古、 が 埃 


及を 恢復す る ことは 不可能で ある。 その 爲 めには 小 亞細亞 •シ ソヤの 鐵道が 發 達し、 又 
バグ ダード 鐵道が 、大に 進埗 して 之に 依て 土 耳 古が メソボ タミ ヤに 於て 英 軍の 進撃に 
對抗 する ことが 出來た 後でなければ ならぬ。 尙又土 耳 古の 軍備 擴張竝 に 財政 整理 も實 
行され る ことを 要する。 而 して 土 耳 古を して 獨 逸に 加擔 せし むる には、 埃 及は 絕 好の 
M である。 

以上の 如き 意見は 別と しても、 英國は 土 耳 古の 南方 發 展に對 しては 警戒せ ざるを 得 
ない ので ある。 一九 〇〇 年 土 帝 アブ ヅ \ •アミ ドは シリ ヤのダ マス クスょり メッカ 及び 
メジナに 達する 鐵道を 計畫 し、 一九 〇 八 年に 至つ て メジナまで 開通した。 この 鐵道に 
依て 土 耳 古が へ デャス 、ィエメン 地方の 亞 刺比亞 人を 壓 服す る爲め 軍隊を 輸送す るに 便 
利なる ことは 疑 ひない、 從來該 地方の 亞 刺比亞 人の 爲 め、 土 耳 古の 西 亞剌比 亞經營 が 
妨げられた ことは 少なくな かつた。 而 して 又英國 は亞刺 比亞に 於け る 土 耳 古 勢力の 擴 
張を 以て、 埃 及の 將來 に危險 であると 考 へ、 隱然西 剌比蓝 人の 後援者と なつて 土 耳 古 
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に對 する 反抗を 助成せ しめたので あつた。 (Schmitt,  a.a.p  272 ) 殊に バグ ダ ード鐵 道が 
オスマニエょり アレクサンドレッタ 港に 連絡した 今日、 埃 及が 土 耳 古に 依て 威嚇され る 
危險は 更に 增 加した 次第で ある" 而して 土 耳 古の 背後に 獨 逸の ある ことは 云 ふまで も 
なから ぅ。 

以上の 危險の 一例と も認む べき ものは、 一九 〇 六 年 二月に 起つ た 事で ある。 此時土 
耳 古は 軍隊を アカバ gg  口! j Lm の) に 派遣して 對岸の タパ ーの占領 5: 企てたが、英國が 
激しく 反對 して 艦隊を 後方 面に 派遣した 爲 、土 耳 古 も 遂に 讓步 する ことと なつた。 是 
は 埃 及に 對 する 土 耳 古の 野心を 示す ので、 獨逸 の使啵 に 基 •くものと 認められので ある。 
(Schmitt,  a.a  0•  273) 

七 

パ グダ ード鐵 道に 對する 英國の 反對は 、該鐵 道の 資本 問題の 上に 現は れて來 た。 最 


初獨逸は該鐵道事業の費用多額なるが爲め、英佛に向つて投資を勸誘し、英怫獨三國は- 
各自 三〇パ ー セント づ 、を 分擔 し、 殘餘 一 〇パ ーセ ントは 露國 或は 其 他の 國に 委ねる. 
の議を 提出した が、 英國 は該會 社の 理事の 過半 數が獨 逸人に 指定され て 居る 爲 、之に 
同意し なかつ た。 尙 重要な 問題は 次の 點にあ つた。 該鐵 道の 布設に 對し大 耳 古 政府は 
一基 米突 每に擔 保と して 每年 一一、 〇〇〇フランの出金をする辔であるが、その爲め 
には 土 耳 古の 歲入增 加の 必要が ある、 而 して 其の 手段と して、 (一) 土 國の國 債 監理； 
b 生ずる 收 入の 一部を 土國 政府に 與 ふること (ニ) 八 パ ーセン トの 關税を 引上げる こと 
の ニ 法が あつた。 第一に 對し ては 英國の 故障が あつたが、 獨 逸帝國 銀行と ォトマン 銀 
行とがー致して之に賛成した爲め、實行されること、なつた。その結果ー九〇四年第 
一回の 鐵道 債券 五 千 四百 萬 フラン 3 を 行す るに 決した が、 併し 第二の 問題に 於て は 行 
惱 みを 生じた。 元來獨 逸は 關税 引上げ 問題を 條件 として 英國 資本の 參加を 求める 考で 
あつたが、 英國 は關税 引上げに 依て 利す る ものは 獨逸で あるべき を發 見し、 又 土 耳 古- 
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の歲 入を 增加 する も 之を 以て， 內政 改善の 資 とする のでな くして、 收益覺 束な き 鐵道事 
業に投^^するの不可を唱へて同意しなかつた。 

英國が 同意し なかつ た 理由は、 決して 鐵道 そのものに あるので はなく、 獨 逸が 該鐵 
道を 政治的に 利用して" 土 耳 古に 權勢を 扶殖し •亞細 亞土耳 古から 波 斯灣に かけて 其 
の野心を實現せんことを恐れたものもあるが、又ーは鐵道の收益覺束ない點にも存し 
たので ある。 小 亞細亞 から メソボ タミ ャ 方面の 開拓が 大に 有望で ある ことは、 獨 人の 
みならす 英人 さへ も 之を 認めて 居る が、 其. の 主要なる 灌漑の 大事 業には 多數の 人力を、 
要する ので、 現在の 稀薄なる 人口では 不可能で ある。 固ょり 移民の 獎勵 には 努めて 居： 
るが、 風土 氣 候は 歐洲人 •に 適せず、 た > 印度支那 方面ょり 植民 者を 招かねば ならぬ。 
此の 如き 狀況に 於て は V グダ！ ド 鐵 道の 前途は 收 益の 點で は覺 束ない、 されば こそ 一 
基 米突 擔 保の 如き 手段を 執る 必要 も 起つ たので、 この 擔保 の爲 めに 土 耳 古 政府 毎年の. 
負擔は 莫大な もので、 四 三、 〇0〇、〇〇〇 フランに 上る と 云 はれて 居る" 財政 疲弊せ、 


る 土 耳 古が 能く 之を 耐へ るで あらぅ か。 固よりか、 る悲 觀的觀 察は 4 央人の 立場からで、 
獨人の 意見は 之と 異なる が、 兎に角 英國 反對の 一理 由は そこに 存した ので ある。 (S? 
hmitt,  a.a.o.  268 ) 

かくして 一九 〇 五 年 二月 關說を 八 ハ ーセ ント より 十一 パ ー セントに 引 上ぐ るの 議 
は、 土 耳 古 政府から 提出され たけれ ども、 問題は 英國の 反 對の爲 めに 行 惱んで 幾多の 折 
衝を 重ねた 後 一 九〇七 年 四月に 至て 解決し、 愈' 關税は 十一 パ I セントに 引上げられる 
こと、 なつた。 併し その 條件 として 引上げの 結果 土 耳 古 政府の 處理し 得べき 增收 全額 
は、 全然 マヶド ニャ 改善の 財政 的 要求に 使用 さるべき ことが 決定？ れ亿 。この 際露國 
は 英國と 同一の 態度を 執つ たが、 獨人は 之を 評して、 英國は バグ ダード 鐡道を 妨害せ 
ん爲 め、 露國の 後援を 得て 亞細亞 土 耳 古を 財政 的に 去勢した ので あると 云つ て 居る。 
fSdiafer,  a.ab.  64 ) 

孰れに せよ 一九 〇 四年以 後 財政 困難の 爲め 、バグ ダ ー ド鐵道 事業は 頓挫を 來 した。 
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一九 0 四年該 鐵道會 社は 土 耳 古 政府 補助の 下に 第一 回鐵道 債券を 發 行した が、 次で 一 
九〇八年に鐵道をブ,グルょりへリフに延長することが決定されると共に、土耳古政 
府は 一九 〇 三年に 決定され た 國債 監理 收 入ょり 生す る 金額を 該鐵道 工事に 流用す る こ 
ととな り、 其の 結果 一九 一 〇 年に 至て 第二 回鐵道 債券 一億 八 百 萬 フランが 發 行され た 0 
而 して 第一 第二 兩回 とも 怫人 經營の オトマン 銀行が 其の 三十 パ ー セントを 引受けた の 
でぁる。 第二 回 債券の 發 行に 先 だち、 一九 〇 九 年 土 耳 古は 更にへ リフ 、パ グダ ード間 
鐵道布 設の資 に 宛てん 爲 め、 第 三回 債券 發行を 企て、 關税を 四 パ ー セント 引上げ、 其 
の增收 額を 以て 保證 金と なさん との 提議を した ♦か、 英國は 露佛と 結んで 之れ に 反對 し" 
關稅 引上げは 單に 豫算の 不足を 補塡 する 爲 めに のみ 用ゐら るべ しと 主張した 爲 め、 第 
三囘 債券の 計畫は 行 惱んだ 。但し 是は 一九 一四 年に 至て 始めて 英佛露 三國の 承認を 得 
こるとが出來たのである。 

上述の 如く 財政 上ょり する 英國竝 に 露 佛の反 對の爲 め、 バグ ダ ード鐵 道 工事は 僅か 


，田 11 ハ 濟會圖 書 1. 藏肯 12j 
に その 一部を 完成した のみで、 頗る 遲滯 したので ある。 

八 

以上の 如く 英國は 土 耳 古の 關税 引上げを 以て、 內政 改革 卽ち マヶ ドー ーヤ 改革の 財源 
とする ことに 賛成した ので ある。 併し 其の 目的は 兎も角と して 他國が 自 國の內 政に 對 
して干涉がましい態度に出ることは、土耳古として甚だ面白くない。然るに獨逸は英 
佛と 異なつ た 態度を 執り、 其の 立場は 保守的で 土 耳 古 朝廷の 權 勢を 減殺せ しめない こ 
i を 主と した、 英國の 主張す る 如く マヶド ニヤの 自治を 許す ことは、 やがて 其の 獨立 
を認 むる 前提と なる 虞が ある、 從て獨 逸は 土 帝の 中央 集權的 統治に 賛成した、 而して 
土 廷の歡 心を 買 ふと 同時に バグ ダ ード鐵 道の 計畫に 利す る 所 あらんと したので ある。 
この 點に 於て 英國が 如上の 內政 干渉に 類した 立場に 立たねば ならな かつた ことは、 英. 
國 としては 不利で あつたに 相違ない。 
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殊に 一九 〇 八 年 六月 英露兩 帝が レグ ァルに 會 合した 時、 マ ヶド ニャ 改革の 問題 以外に. 
土耳古に對する開戰竝に同國分割の密談が交換されたとの風說があつた。英人は之を 
無稽の 說 として 打消した が、 獨 人は その 事實を 主張して 居る。 (sail,  a.ab.p.  2 82) 
その 事實は 兎も角と して、 土 耳 古の 志士は 躍起せ ざるを 得な い •、靑 年 土 耳 古黨が 同年 
七月 革命を 斷 行した の も、 一は 如上の 陰謀に 激發 された 爲め であつ たと 云 はれて 居る" 
孰れに せょ 英國の 態度 ♦か 士國の 惡感を 助長す る 嫌 あつた ことは、 獨 土兩國 をして 益， 接 
近せ しめたので ある。 

元 來靑年 土 耳古黨 はバク ダ ー ド鐵 道の 認可を 好まな かつた ♦か、 獨逸の 外交官は 巧み 
に 土 耳 古を 籠絡して、 英國の 口にする 土國の 改革が 一 向に 實蹟を 舉げな いこと、 又靑 
年 土 耳 古黨の 希望す る 全 ィスラム 主義に 對する 敵は 英國な る こと を述べて、 :1: 耳古が 
將來國 際 的 紛擾の 煩を 脫すべ き 唯一の 途は 、軍隊 改革と 鐵 道布設 とに 外なら ない、 此 
が 爲 め !: は 獨逸は 充分の 助力を 借まざる べしと 説いた。 固ょり 是は シュミット ♦か 彼の 推 


測に依て其の書中 (: 述べた所であるが、獨逸が此の如き方法に依て土耳古を自家藥 «1 
中の ものと した 次第は、 いかにも 有り得べき こと、 思 はれる。 

始め 英佛 m 國は土 耳 古の 革命を 歡迎 した、 その 理由は 之に 依て 土 帝の 専制政治を 倒 
すの みならす、 尙それ に 伴つ て 土國に 於け る獨 逸の 優越を 打破し 得べき 故で あつた。 一 
說に侬 れば 佛國は 露國 と共に、 獨土 H 提携が 益 < 固くなる のを 嫉んで 之を 妨げん 爲 め、 
ま づ靑年 土 耳 古黨員 中に 佛 國の敎 育を 受けた る もの、 多い のを 利用して、 彼等を 使嗾 
して 土 帝を 廢し 憲法を 發布 せしめた、 而 して 更に 前 帝 時代に 成立した バグ ダ ー ド鐵道 
認可の 協定を 廢棄 せ-^ めんこと を 期した ので あると。 (cd§po’？pp) 然るに 豫 期に 
反して 獨逸の 鐡道 計晝は 少しも 挫折し なかつ た、 是は靑 年 土 耳 古黨の 革命を 起した 目 
的が、國家の統ーと强固とにあつたので、獨逸の提出した軍隊改善、鐵道布設のニ手 
段 i 一致した 故で ある。 

土年占 人は 一般に バグ ダ ー ド 鐵 道の 價 値を 信す る ことが 深い、 蓋し 之に 依て 土 耳 古 
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の 領內に 軍隊を 輸送す るの 便が あるから である。 亞細蓝 土 耳 古 殊に メソボ ダ ミャ、 ア 
.ルメー 一ャ 、アラ ビャ 方面の 住民を 威壓 する こと、 又 反 對に亞 細 亞土耳 古方 面から 軍隊 
を 東歐に 輸送して、 バ火 ヵン 諸 邦に 對抗 する こと、 此等は バグ ダ ード鐵 道の 完成に 依 
て 始めて 期待す る ことが 出來や ぅ" 從て 軍隊 改善と 共に 鐵道 布設が 土 耳 古の 國家 的存 
在に 如何に 急務で あるか > 知られる。 獨 土の 親善と バグ ダ ー ド鐵道 事業とは、 か、 る 
拿 情に 依て 進埗し 得た の. であつ た。 

九 

以上は 第二 期の 形勢で あるが、 是は 第三 期に 入つ て. 一變 した、 その 要點 は從來 反目し、 
た 英獨が 妥協す るに 至つ たこと である。 シ f ファ ー は 之に 就て 次の 如く 云つ て 居る、 
.この 形勢の 變換點 となつ た 箸し き 事件は ニつ あつた、 一は 英帝 H ド ヮード 七 世の 崩御 
で、 他は 獨 逸外 相キデ レン •ク "ヒテ， の 任命で ある。 前者に 依て 極端なる 獨逸 調伏の' 


英國 外交 方針は 衰へ 、後者に 於て 獨 逸の 積極的 東方 策は 發展 する は 至つ た、 而 して 前 
者は 一九  一 0 年 五月七日で 後者は 同年 六月 二十 八日、 共に 時を 同じぅ して 起つ たので 
あると。 

英國が 露佛と 連衡して 獨逸を 孤立の 地位に 陷れん とした 露骨な 反獨的 態度を 改めた 
後、 英國は 主として 露 獨兩國 を 反目せ しめて 歐洲の 均勢を 英國の 手に て 維持す るを 目 
的と した。 之に 對 して 獨逸は 英 露の 兩 大勢 力を 對立 相殺せ しめて、 獨逸の 自由 行動に 
便ぜん とした、 而 して 英露獨 三國の 間に 互に 相 結び 相 離る、 の 形勢を 生んだ が、 やが 
ては 相互の 間に 交讓 する 所 ぁつて 妥協の 時代を 現出す るに 至つ たので ぁる。 一九 〇 七 
年波 斯に 於け る 勢力圏に 關し英 露の間に 協約 ♦か 結ばれた ことは 能く 人の 知る 所で ぁる 
が、 次で 第三 期の 始め 露 獨兩國 の 間に まづ 妥協が 成立して" I 九 一一 年 八月 露 都に て 
_協約 *> 成立した0(^^_|5 |^ §その結果露國は獨逸のパグダード鐵道計 
晝を 認める と共に、 又 露國が 北部 波 斯に鐵 道を 布設 し、 殊に ハー 一 キンに 於て パ グダ ー 
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ド鐵道 支線と 連絡せ しむる こと も 認められた ので ある。 

かくして 露國が 波 斯國內 に 布設し 得べき 線路は 次の 如き もので、 卽ち カスピ海の バ 
ク より テヘランに 向 ひ、 更に テヘランよ り メシエ ッド 及び アスト ラバ 1 ドに 至る 線と、 
タブ リズより カー 一 キンに 至 b、 又 ハー 一 キン、 テヘランを 連絡す る 線で ある。 以上の 線 
路は土 耳 古 領內を 通過せ す 又 土 耳 古に 關係 する 所な きも、 印度に 取て 危險を 感ぜし む 
るの 程度は、 V グダ ー ド鐵 道に 比して 勝る とも 劣る ことは なから ぅ。 しかも 此 等の 布設 
地方は 一九 〇 七 年英露 協約の 結果 露國の 勢力圏に 屬する もので、 英國の 干渉 範圍の 外 
にある。 而し てメシ 5 ドは アフガニスタンの 西 境へ ラ ットを 去る 二百 哩に 過ぎ 中、 又 露 
領の メル フとは 三百 四十 哩を 隔て、 居る。 從て 一朝 事 ある 時、 露 國はメ A フと メシエ ッ 
ドとの兩方面から、兵をアフガニスタンに入れることは容易で、之に對し英軍が赴援 
する ことは 決して 容易で ない、 實に ヘラ ットは カンダハルを 距る 三百 六十 九哩 、ペシ ャ 
ワ， を 距る八 百 八十 一 哩 であるので ある。 (o o 05s”a.pp) 


され X こそ 一九 一二 年 十二月 九日 露 紙ノク ォ工 •クレ ミャに 於て、 次の 如ぎ 說が 載せ 
られた 。『露國が波斯に對して斷乎たる態度を執らば、英國の勢カ如何に 3& 細 35 に盛な 
1C  4V  、波斯 の 運命を 英國 s 手に て 左右す る ことは 不可能で ある。英_ の 海軍 如何に 優 
勢なりとも露軍のテへランに入るを防ぐことは出來ない』と。(0 0 0§另|.0.)之に 
依て れ露獨妥協の結果 *> 、英國に取て不安の源となつたことが知られる。英國が南波斯 
に 著しい 活動を 始めた の も 如上の 形勢に 刺激され たものと 認められる。， 一九 一四 年 六 
月 十八 日英 國 下院で 「ァングロ 波斯 油業會 社」 に 闘す る 件が 議決され、 英國 政府が 該會 
tfc こ 多大の 財政 的 補助を 與 へて、 殆ど 之を 政府 事業の 如くした 際に、 露國 新聞紙の 論調 
は甚： U 銳ぃも のが あつた、 而して その 時、 英國 外相 グレ ーも隱 に 英露兩 大勢 力の 緊張 
を說 いて、 其の 語 氣は荒 かつた ので ある。 かく 英露が 反目す る ことは 獨 逸の 望む 所で 
英國に 取つ ては 甚だ 不利の 形勢で あるから、 英國は 今や 外交 策に 轉換 期を 劃す るの 必 
要が 起つ たので ある。 

パ デ ダ ー ド鐵道 問題の 推移  一一 一 
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露獨の 妥協は 獨逸 外交の 成功で、 バグ ダ ー ド鐵 道に 對する 英佛露 三國の 連盟 的反對 
は 之に 依て 破られた、 而 して 獨逸は 露國の 鋒を 東南に 轉ぜ しめて 英の 勢力圏を 窺は し 
める こと、 なつた。 之に 次で 獨逸外 交の 成功と も 云 ふべき は 佛國 との 妥協で ある。 

元 來佛國 は バグ ダー ド鐵 道に 對 する 主要なる 反對 者では なかつ た、 其の 目的と する 
所は 主として 多年 シリ ャ 地方に 獲得して 居た 優越の 地位で ある、 從てバ グダ ー ド鐵道 
に對 しても オトマン 銀行は 約 五 千 萬 ノラ ン餘の 投資を して 居る" 該 鐵道會 社の 株式 資 
本は 千 五 百 萬 フー フンで あるが、 其 內土耳 古 政府 及び ァナ トリャ 鐵道會 社は 各自 百 五十 
萬 フラン づ 、を 負擔 し、 又 八 百 萬 フランは 獨逸 •澳匈 •瑞西 三 國の並 靜 負擔 で、 殘額四 
百 萬 フランは 怫國 の負擔 である。 又 前後 ニ囘に 亙つ た 該鐵道 債券は 總計 一億 六 千 二百 
萬フランである *> 、怫國は實にその約三十パーセントを負擔して居つた。但し英露兩 


國との 關係上 之と 步 調を 共に して バグ ダ ー ド 鐵 道には 反對を 試みた が、 一九 一三 年ょ 
5 翌年に 亙つ て 怫國は バグ ダ ード鐵 道に 對す る權 利を 全然 放棄して 之を 獨 逸に 委ね、 
自國は小亞細亞及びシリャに於て利權を獲得したのでぁる。其の要項は大略左の如く 
である。 

怫土 協約  一九 一三 年 九月 

佛國の 獲得せ し利權 

小亞 細亞シ ヴァス 4 中心とし T サムスン、 ア ;v ゲナ 、ヴァン、 トラべ ズン ド、べ>9デ、於”等に連ろ 
諸 線路の 布設權  、 

佛國經 營のジ V ヤ鐵 道を 南方 Li 延長し ラヤ ック ふリラムレに連絡マる線路布設權、<ジャス鐵道の《ィ 
ファ、 デラ ァ 支線の 管理 權 

H レグ” •トラ。 へ ズン ド、 トリポリス、 ハィファ、 ヤッファ港の粗借妓に築港 « 
之に對し佛國は土國の關稅引上げ(十五パーセント)を認め、又七億フランの土國外債に應募マ。 

鵪佛 協約  一九 一四 年 二月 十五 日 

獨逸は前記佛土協約か承認マ 

‘ パ グダ ー F 鐵道 問題の 推移  ーこーー 
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佛國 はシ ” ヤの ホムス 三十 五 度の 緯線 11 平行してエウフラテス河に向ふ鐵道布設權か得 
佛國は パク ダ ード鐵 道の 資本 分 擔額約 一 五、 〇〇〇、〇〇〇 フー フンに 對する 一切の 權利か 獨 逸銀行 1- 謂渡 

す 

= 

かく 獨逸が 露佛と の 妥協に 依て 着々 鐵道 政策の 進埗を 圔 つて 居た 時、 英國は 又波斯 
に 勢力を 扶植す る ことに 怠らな かつた ので ぁる。 一九 一三 年英國 經營の 波斯 銀行は 南 

波斯に も モン メラ ー、 コラ マバ ード問及びモハメラ！ょりブンデ火アッバス、シラズ、 

ヶ， マン 等に 達する 鐵道布 設權を 得た が、 翌 一九 一四 年 五月 英國は 更に モハ メラ ー 附 
近に て 有望なる 油田を 得た。 又 一九二 ニ牟 五月 波斯灣 頭の コウ ユ ー トに關 して 土 耳 古と 
協定を 結び、 土 耳 古を して 事 實上該 地の 獨立を 認めし め， 土 耳 古は た V 名義 上の 宗主 
權のみ を 保つ こと、 なり、 尙土耳 古は シャット •ユ， •アラブの 河口 其 他 波 斯灣內 の 二三 
要地に 對する 宗主 權を 放棄して ノその 支配を 英國に 委ねた ので ぁる。 此等 のことは 確 


かに 英國の 成功で、 第三 期は 恰も 英獨 互に 南北に 分れて 各自の 地步を 占める に 成功し 
'た 次第で ぁる。 

之と共にバグダ—ド鐵道に關して英獨の問に協定の ^:; 立'じたことも画ょりで 3).-. る0 
この 協定は 一九 一四 年 六月 十五 日に 成立した もので、： バグ ダ ード 協定と 呼ばれ 、其の 
要項は 左の 如き ものでぁる。 

英國 はパグダード、パスーフ間の鐡道に.對し資本參加な中止し、 ?: >英人ニ名かパグダード鐵道會社の理事と 
な.し、關税の平等取扱を監視せしむ 

兩國 はパスラ ^ 以てパグダード鐡道終點となす 11 同意す、姐しシャット.エ少 . アラプ河ロの浚渫を條件とす、 

又 バスラ 以南 海上 航行の 自由を 認む. 

パス？、 コゥ ヱ ート 間の 鐵道は 英國の 承認 ^ 經 T 國際鐵 道と して葙 設せら るべ し 
パス  一 -; 築港の 資本 分擔 額は 獨逸六 十。 ハ ーセン ト •とし て英國 四十。 C 丨セン ト と-す 

チ r V ス河. 航行に 對する 資本 分擔額 U 英國 五十 パ ーセン ト 、獨土 雨 國各ニ 十芄。 < I セントと マ (工ゥ フラ テス 
河 ^ も 含む ^ るべ し) 

メソボ タミ ヤの： 1業に對する資本分擔額は英國五十パ5セント、獨逸及び和蘭(但し英と共同)各自ニ十五パ 
パ グダ I F 鐵道 問題の 推移  | | 五 
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以上に 於て バスラ 以北の 所謂 パ グダ ー ド 鐵道が 全部 獨 逸の 經營 となつ たこと •か 知ら 
れる 。嘗ては バグ ダ ード鐵道は波斯灣頭にまで及ぶの議が獨土の間に成立したが、そ 
れは 英國の 反對に 依て 成立し なかつ た、 而 して 玆に 至て. バスラが 鐵 道の 終 點 .となる こ 
とに 決定した。 又 其の 代り バグ ダ ー ド、 バスラ 間の 線路を 國 際經營 とすべ しとの 議も 
あつれ が、 此點 では 獨 逸の 主張が 通つ て バスラまで 全部 獨 逸の 經 營に歸 したので ある。 
尙バ スラ ♦か 終點 となつ たに 就て は獨 逸は 能 ふ 限り バスラを 利用して 波 斯灣に 出る こと 
を企て、バスラの築港やバスラ以南海上航行の自由等が條件として決定された次第で 
あつた。 又 英國は 獨 逸の 鐵道 計晝を 認める と共に 水路 卽ち チグ？ ス、 H クフラ テス 兩 
河に て 英國が 旣に得 て 居た 航行 權其 他の 利權を 確保した。 之に 闘して は 一九二 ニ 年 五 
月旣に英土兩國の間に協定が成立したので 2) る。 


ニ 一 

英國が 上述の 如く 獨 逸と 妥協した のは 英國 外交の 巧妙な 點で 、之に 依て バグ ダ ー ド 
鐵 道の 出口を 塞ぐ と共に 波斯灣 及び 南波斯 に 勢力を 扶殖 する こと •か 出來 た。 而 して 中 
東では 獨 逸と 妥協した ことに 依て 露 獨を相 牽制せ しめ、 又 近東では 露國を 後援して 露 
獨を 反目せ しむる 方針を 執つ たので ある。 要するに 一九 一一 年に 成立した 露獨の 妥協 
は 英國の 最も 恐れた 所で、 其 時 以來英 國の對 バグ ダ ー ド 鐡道 策は 注目すべき もの ♦か あ 
つた。 

然るに 第 四 期に 入り 今囘の 大戰が 開かれて、 如上の 妥協は 全く 破れ 英國 は波斯 策に 
益' 力を 注ぎ、 モハ メラ ー、 コラ マバ ー ド 間の 鐵道 布設を 急ぐ と共に、 尙 最近ユ フフ ラ 
*グ スの河 谷に 沿 ふて 鐵道を 布設 する に 決した。 又 バスラには 印度 政府の 經營寧 業と し 
て 東方 銀行の 支店を も 置いた ので ある。 又英 軍は 一時 メソボ タミ ャで 大敗した •か、 最 

パグダード鐵道問題の推移  I! 七 
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近 パ グダ ー ドを 陷れ 、こ、 に 根據 を据袅 て 獨逸 東進の 目標を 奪つ てし まつた。 獨逸も 
亦 開戰以 來鐵道 工事の 進涉に 努め、 一九 一六 年末には 難 工事と 稱 せられた. タク， ス山 
脈の 隧道 も 完成し、 かくて モス \の西北なるーーシビンに至るまで全部開通したので>の 
る'。 今後 獨逸は バグ ダ ード鐵 道を 獨逸民 族 發展の 大動脈と 賴んで 益' その 東方 策に 全力 
^ '» ぐで あらぅ 

但し 戰爭の 結果 英佛獨 三國が 亞細亞 土 耳 古に 獲得した 幾多の 鐵道布 設權竝 に波斯 (: 
於け る 英露雨 國の鐵 道 布 設權の 問題は 如何に 處分 される であらぅ か。 コン スタン チノ 
丨ブル 處分 問題 も バグ ダ ード鐵 道 問題の 一部と して 重要な ものであるが、 更に 刮目し 
て見るべきものは亞細蓝土耳古の鐵道問題でなければならぬ。(大正六年四月) 


露國の 農業 改革と 獨人の 警戒 

大正 六 年 三月 一：：： 發 行の 『外交 時報』 に箕作 博士は 『露 獨國是 の 絕對的 衝突』 なる.' 
論文を 寄せられ、 露國の 南下 策と 獨 逸の 東方 發展 策と が、 ボス。 ホ， ス 、ダ， ダネグ 
ス 兩海峽 附近に 於て、 所謂 『死 十字』 の關 係を 形成し、 兩國 々是の 間に 調和を 求む る 
ことの 殆ど 不可能なる べき 旨を 詳論せられ たり。 而し て該 論文の 第 八 節に 於て 露國近 " 
年の 農業 改革が、 健全なる 中等 社會の 成立を 促進し、 更に 尙國 勢の 積極的 發展 に少炉 
らぬ 貢獻を なし、 從來 理想 上の 運動た るに 止り し汎ス ラゲ 主義 も、 實際 問題と 切實な 
る關 係を 生す るに 至りし ことを 說かれ た り。 此點は 露 國將來 の 發展を 放 ふ 上に 於て、 
特に重視すべき要件にして"やがて露國の國策を支配すべき大勢カたるべきなり。 

想ふに、農業改革は露國々カの基礎をなせる國民そのもの、發達に大關係ぁる問 1 

露國の 農業 改革と 獨人の 警戒  一一 九 
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にして、 やがて 國 家の 政策 も 之に 依て 定めら る、 に 至るべし。 現 時 露國は 極めて 急速、 
に 行 はれし 大 革命の 後を 受けて、 內 外の 國策 共に 著しく ■動搖 し、 外に 强敵を 控へ ，たる 
國家 としては 頗る 悲觀 すべき 情 態に あり。 され ども 現 時の 動搖は 支那 政局の 動 搖と等 
しく、 一大 變革の 後に 免 かれ 難き 現象なる べきを 以て、 刻下の 戰局發 展の爲 めなら ざ 
る 限り、 露國 の將來 は必 しも 悲觀 すべきに あらざる べし" 殊に 農業 改革の 如き 根本 問 
題 U、 政體の 如何に 關 せす、 政府 當简 者の 如何を 問は す、 遂行 せらるべき 性質の もの 
なる が 故に 開戰 前ょり 着々 成果を 收 めつ、 ありし 其の 趨勢は、 假令 一時 頓挫の こと あ 
り， とも、 永き 將來に 於て は 益 ヾ發展 すべき こと 疑な かるべ し。 

要するに、 農業 改革は 露 國將來 の 隆替を 支配すべき 要件な り、 されば 露國と 接壤せ 
る獨 逸は 此 問題に 對 して 至大 •の 注意を 狒 ひつ、 ある •か 如し。 農業 改革 問題の 進埗 如何 
は、 や ♦かて 露 國に對 する 獨逸 政策の 態度を 決定す るに 至らん とす。 『露 禍』 の 語は 獨逸 • 
1部の識者 *> ロにして止まざるものにして、ローババッハの免きは開戰後『露禍』 ^ « ー？ 


Kussische 0 ^ 0111'ご)なる叢書 |: 刊行して、國人を警醒するに努めつ、あり。 5? 作博士 ^ 
.前記の 論文 中に 紹介せられ し アクセル •シュミット 著 『ロ シャ 最終の 目的』 (>M £- so tr* g B: r 
:Das  Endziel  Kllsslands SJ は、 該叢 書の 第二 册な り。 又 其の 第一 册と しては。 ホ ー レ 著 
『露國 の 領土 慾』 ( hj o E e,  =Die  isische  L p: ndergiel •こ あり、 尙 其の 第四册 には ロール 
バッハ 自身の 著た る 『證據 明 白なる 露國』 (0〇 ^ 〇- § ^ \ » §3ぎ15  Selbstzeugnisse  = 191 
6 ) あり、 而 して 第 1 册には ロ ー ダ バッハの 長き 序文を 載せた b。 以上の 兩册を 看れば 
ローパバズ *> 如何に、露國の農業改革を重大視し、獨逸西年の患は實實にそこに存せ 
b と 主張し つ、 あるを 窺 ふに 餘 あり。 

但し 第四册 rc る 『證據 明白なる 露國』 に 於て は、 『露國 の 土地改革』 なる 卷末の 一節 
に 於て、 農業 改策 ♦か 將 來露國 大發展 の根抵 となるべき を 以て、 獨逸は 之に 對して 深く 
馨 【戒 せざる ベから ざる ことを、 一般的に 說 きしの みに て、 獨 逸に 取りて 其の 『露 禍』 
たるべき理由を明白に說明し居らす。されども『露國の領土愁』の序文に於ては、其 

露國の 農業 改革と 獨入の 警戒  一二 一 
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の理 * を 明かに カ說 しつ、 あり。 彼の 所謂 『露 禍』 •か 果して 眞に獨 逸の 國患 たるべき 
や 否や. は、 之を 近き 將來に 於て 決する こと 困難なる ベく、 少く とも 三十 年 或は 五十 年 
の 後なる べき か。 然れ ども 露國は 將來に 富める 國家な ，り、 其の 發展の 勢は 之を 今日ょ 
り豫 側し 難き もの あり、 獨逸 として 其の 將來の 形勢に 注意を 怠らざる は 當然 のこと > 
す。 

蓋し ロ ー, バッハは 獨逸の 東方 發展を 唱道して 已まざ る 論者な り、 彼の 立場ょり す 
れば 露國の 勢力を 能 ふ 限り 東方に 歷 迫して、 獨逸 東進の 途を 安固に すべき ことの 急務 
なる « 云ふまでも無し。されはこそ故らに聲を大にして、露國が獨逸の仇敵たること. 
を 叫ぶ の 嫌な きに あらす、 r 露禍』 叢書の 如き も 亦 此の 例に 洩れざる ものなる べし。 從 
て 或 論者は 彼の 所說を 只て 徒に 祀 憂に 過ぎす となし、 或は 之を 以て 脅迫 觀念性 精神病 
(Zwangsirrsein) の 致す 腺と なす もの も あらん。 され ども 國家 百年の 後を 慮りて、 他日 
憂患に 備ふ るの 必要を、 一般 民衆に 知らし めんと する 彼等の 苦心は 決して 看過すべき 


にあら す。 今玆に 此の 一 小篇を 草せ し 所以 も、 彼等の 所說の 一端を 紹 .介して、 將來露 
獨の關 係を 考察す る 1 : 助 i なし、 且獨 人が 國際 的に も 如何に 遠慮に 富める か、 又 如何 
に 警戒心 強く、 猜疑心 深き かを 窺は ん爲な り。 

以下 述ぶる 所は、 主として 前記の 『露 禍』 叢書 第一 册 及び 第 四册に 載せられし ロー 
声 バッ ぐの 所論に 依り、 尙シユ ミット 著 『不可解の 露國』 ( ^ xel  Schmidt%  Die  —sische 
f s, ^ 帝 國農會 の 調査に 係る 『最近 露國に 於け る 土地改革 i 
(砂 騷年 ¥ の諸書を參考せしものとす 

j 

M 

最近 十 年 來露國 が 農業 改革の 大業を 決行せ し 以前に ありて は、 露 國農段 の 窮狀は 一’ 
方なら ざる もの ありき。 固ょ b 一八 六 一年 アレクサンドル 二世が 斷行 せし 農奴解放は 
旣に 農業 改革の 端緖 として 見るべき ものな れ ども、 農村の 慘狀は 容易に 改善せられ ざ 
露國の 農業 改革と 獨 V の 警戒  = ご 一一 
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b き。 卽ち 五十 餘 年の 改革は 材落 團體に 對する 農民の 關係 及び 村落 團體 に對す る 大地’ 
主 又は 圆 家の 關 係を 改む るを 目的と せし ものにして、 末 だ 村落 團體の 土地 所有 權竝に 
農家 經濟 農業 技術の 改善 等 農民の 實際 生活に 及ばす、 此 等の 問題は すべて 村落 圓體の . 
經營に 一任せられ、 衬落團 體も亦 其の 施設は 實際 生活と 乖離せ る ことのみ 多か^ 'しな 
办。又農奴は解放せられしも土地は衬落團體の其有にして、農民の私有財產となるに 
至らす、 彼等は た > 村落 圑體ょ b 土地の 分割を 受けて 之を 耕作す るに 過ぎず。 從て農 
民は自己の耕地に對して利害を感すること淺く、其の結果農產の增收を望む能はす" 
却て 減額す るの 狀を呈 せり。 加 之、 人口の 增 加と、 外國 農産物の 競爭 と、 更に 生活費 
の 向上とは、 さなく とも 窮困 せる 農民を して 一層 悲境に 陷 らしめ たり。 

農業 不振の 原因は 上記の 數項 のみなら す、 村落 團體の 土地 分割 法の 宜しき を 得ざる. 
こと も 亦 主要な S 一因を なせ，^。 元 來露國 の 村落 團體は 頗る 廣大な る ものに て、 往々 
數ヶ 村を a 含し、 其の 各 村は 數百數 十の 農村に 分裂せ り。 而して 此等巨 多の 農地は 各 


自 地積の 大小、 地味の 肥 瘠、 其 他 交通の便 否 等を 異にすれ ども、 村落 團體は 之を 各 家 
族に 均分したり。 爲 めに 一 農家の 所有地は 極度に 細分せられ、 又 住家と 耕地との 距離 
遠くして、 往復に 不便なる もの 少から す、 斯 くして 土地 生産力の 增加を 望む ことは 甚 
だ 困難な りき。 

此等の 弊害を 改めて 農業の 振興を 望まん には、 まづ 左の ニ 法を 急務と すべし。 

一、 村落 團體の 土地 共有 制を 廢し て、 農民の 土地 私有を 認むる こと、 

ニ、 從來の農地分割を改めて、 區分法 {:. 大^^理を行ひ、 農地細分且澈在の弊を防ぐ 

こと、  、 

露 國當局 者は 固ょり この 改革に 意 ぁりし も、 か、 る大 改革を 一朝に して 行は V， 却 
て 農民の 間に 動搖を 生ぜん ことを 恐れて、 遽かに その 處 置に 出で ざり しも、 一九 〇 五 
年 H 露戰 役の 際に 起 b し 農民の 大 暴動と、 之に 伴 ふ 社 會の不 秩序とは、 遂に 當局 者を 
して 改孽を 斷行 せしめたり。 是卽 ち內相 スト リピンの 功績に 外なら ず。 固ょり 露國政 

露國の 農業 改革と 獨 人の 警戒  一二 五 


現代 世界の， 史的 觀察  一二 六 
府が この 改革に 意を 決せし 動機は、 全く 國內の 政治的 狀 態に 鑑みし 結果に して、 經濟 
上の 見地ょり 出で しに ぁらす。 卽ち スト リピンは 農民に 私 產を與 へて、 彼等が 革命的 
運動に加擔するを防逷する考なりしと云はる。而して彼が土地改革に對する意見は、 
共有地の 存する 限り 農業の 改善は 到底 不可能な りと し、 ク 1A ランド 地方に 在る 彼自 
身の 所有地に 於て、 バ \ ト 沿岸の 住民が 健全なる 農業 狀態を 營 みつ、 ぁるを 見て、 是 
非と も 共有地 制度を 撤廢 すべき ことに 決心し、 單 一家 産制と 農民 土地 私有との 實 行を 
急務と 信ずる に 至りし な り。 

一九 ◦六 年 以後 如上の 方針に 基き て、 農業 改革の 大事 業は 着々 實 行せられ、 一九 一 
1年五月の .1: 地改革法修正に依り、農民の土地獲得は益-便となれり。以上の改革に依 
り 農產 の. 增加と 農民の 收得 i を齎 す： 5 みならす、 尙 土地を 賣却せ しものは 工業 者と な 
りて 1エ業の發達に貢獻すべし。又農耕の進步と農民生活狀態の改善に伴ひ、エ業の販 
路が 村落に 擴張 せらるべき は 固ょ b 云 ふを 俟た す、 殊に 農業 機械の 需要は 旣に .農民の 


: 間に 起り つ' あり。 開戰の 初、 露 軍が 東 普 地方に 侵入せ し 時、 農業 機械を 掠奪し 去り 
しこと 著しき に 徵 しても、 露國 農民の 需要が 那邊 に存せ るかは 明かなる べし。 想 ふに 
，今後 此方 面に 於て 米國が 農業 機械の 供給者と して 活動すべき こと 疑な かるべし。 要す 
るに 農業 改革が 工業の 發逯 に對 し、 健全なる 根柢を 固めつ、 ある ことを 忘る ベから す。 

農業 改革が 齎 T べき 經濟 上の 效果を 、細 說せば 上述せ し 以外に 多々 あるべ し. と雖 も、 
尙 一方 政治 上に 於て 至大の 變化を 生じつ、 ある ことは 看過し 難き 要點な り。 農民は 改 
革に 依て 政府 當 局と 密接なる 關係を 結び 得たり、 從來 政府は 農民に 對 して、 た) 徵收 
誅 求を 事と する のみな b しも、 農業 改革に 依て 多年 農民が 渴 望して 已まざ b し 土地を 
.與 へたり。 是に 於て か 土地に 對する 農民の 利害 關係 深き に 至る とと 共に、 國 家の 領土 
的發展に關しても、農民の利害を感すること少なしとせす。斯くして從來國民と沒交 
涉な b し 官僚 政府の 政策は、 今や 漸く 國民的 政策た らんと する 形勢と なれり。 汎 スラ 
グ 主義の 如き 政治 論は 知識の 幼稚なる 一般 國民に 理解せられ すと する も、 少 くと も領 
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土 獲得の 必要は 農業 改革 後の 農民には 容易に 了解 せらるべし。 卽ち 農民の 政治的 自覺 
は將來 恐し き 結果を 齎らすべく、 若し 現 戰爭に 於て 露 國の權 勢に 著しき 失墜を 生ぜ ざ 
る 限り、 以上の 豫想は 實 現せら るべ し。 要するに 現代 戰爭は 農業 改革の 上に 不利を 釀 
す ものに あらざる か。 されば 今囘の 開戦に 際して、 スト リピンの 後繼 者に して 農業 改 
革に 盡瘁 せし 農相 ク リウ ォシ ィャン 等は、 開戰 に反對 し、 農業 改革 行 はれ 農民 狀態の 改 
善進埗 せざる に 先 だち、 戰亂の 渦中に 投す るを 否と せし 由な b。 ロ ー, バッハは 現代 
戰淨は 農業 改革の 不振を 齎らす ことなしと 云 ひ、 戰後 露國は 支拂 停止と、 對佛 外債の 
延期と に 依て、 財政 上 j 時 休養の 便を 得べ く、 事情は 却て 農業 改革に 有利なる べしと 
主張せ り。 固ょり 此等 の說は 露國 革命の 突發 せし 以前の 論な れば 、今日ょり 之を 批評 
する は當ら す、 吾人は た > 土地改革の 如き 痛切なる 社會的 必要に 基け る 問題は、 革命 
後の 國策 動搖に 依て 左右 せらる、 こと 尠か るべ く、. 今後 益' 露國に 力の 根 紙と して、 國 
家の 發展に 貢獻 すべき こと大 なる を 信ぜん とす。 


農業 改革に 關聯 して 考察すべき は、 露 國の人 ロ 問題な り。 露國の 人口は 現今に 於て 
每年 約三否 萬 人づ 、の增 加を なし、 其の 增加 率に 於て 正に 列國を 凌駕せ り、 而 して 農 
業 改革の 結果、 此 等の 著しく 增 加し 行く 人口を も 國內に 養 ふこと を 得べ し。 殊に 移住 
(: 便なる クラル 以東の 廣大な る 御料地を 農民に 下賜せられ し爲 め、 西 伯利亞 方面に 移 
住する 農民の 數は 夥しち‘ もの ぁり、 露 國當局 者は 此の 移住を 以て、 日本の 西 侵に 對す 
る對杭策となすに怠らざるべしふ 0 是れ實に露國農業改革當事者の意見なりとす。要 
する に 農業 改革に 伴 ふ 露領亞 細亞の 人口 收容 力の 增加は 看過し 難き 現象なる べし。 
.尙 特に 注意すべき は、 近 來亞細 亞の國 境に 向 ふ 移民に 對し 、政府が 單に歐 露ょり 亞 
細亞方面に能ふ限り多くの農エ業者が移住することを獎勵せすして、寧ろ移民が國境 
地方に 新しき 土地を 獲得し、 經營 して.、 其 地に 定住せ しむる の 健全 質實な る 方針を 執 
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るに 至 b しこと なり。 この結果 移民の 數は遞 減せ しと 雖 も、 國境 地方の 開發 ♦か 進步し 
つ、 あるは 事實な りと す。 西 伯利亞 移民の 數は 一九 〇 七、 一九 〇 八兩 年に 於て 其の 極 
に 達せし が、 近 來大に 減じて 其の 半數 にも 達せざる 狀に あり。 


九 〇 八 年 
九 〇 九 年 
九 一 〇 年 
九 一一 年 
九 一三 年 


七 五 〇、〇〇〇- 
七 〇 七、 〇〇〇 
九 〇〇〇、〇〇 
二 ニ 六、 〇〇〇 
三 ニ 七、 〇〇〇 


今一 九 〇 五 年以來 西 伯 利亞に 移住せ し 農民の 數を考 へんに、 約 三百 萬 以上に 達すべ 
し、而して露國が西伯利亞占領以來該地に移住せし者 *> 、總べて四百五十萬人に過ぎ 
ざる 事實に 想到せば、 最近 十 年 來の西 伯 利 亞の發 達は 想像に 餘 ありと 云 ふべ し。 而し 
て 移民の 增加 のみなら す、 之に 伴 ふ 土地の 開發 物産の 增加 等は 更に 注目を 要する 件な 
り。 實に 耕地 增 加の 著しき ことは、 歐 露ょりも 寧ろ 亞細亞 方面に 於て 認めら る、 なり。 
移民 問題に 於て 尙 看過し 難き 新 現象は、 極東に 對する 工業 者の 移住な り。 農業 移民 


の外此等エ業者の移民數は、1九ーー年ょりー九|三年に至る三年間に、ァムー,地 
方の みに て 十三 萬餘に 達せ b と 云 ふ。 彼等は ァム ー ル 地方に て 土地を 所有し、 或は 都 
市 又は 鐵道 沿線に 居住せ り。 而 して 彼等の 送金 高は 一九二 一年の みに て、 三千 萬， 1 
ブルに 及びし と 云 ふ。， 此 等の 金額は 從來 支那に 吸收 せられし ものな れ ども、 今や 露國 
內に留 るに 至りし なり。 かく 西 伯利亞 地方の 發 達し 來れ るは、 獨 逸に 對 してょりも 寧 
ろ 日本に 對 して 意味 ある ことにして、 吾人の 注目を 値する 點な るべ し。 況して 近來米 
國が西 伯利亞 にて 利權を 獲得 せんとして 已ま ざる 際、 特に 意義深き こと、 云は ざるべ 
からす。 

四 

一九 〇 六年以 降、 露國 政府 •か 農業 改革に 努力せ しことは 旣に 述べたり。 而して 此の 
事業は 一九 〇 六 年 三月の 勅令に 基き て 組織せられ し 中央 土地改革 委員 會に 委ねられ" 
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この中央土地改革委，會の下 1: 、各州土地改革委眞會ぁり、更に其の下に各郡土也 
改革 委員 會 ぁり。 この 郡 委員 會は 貴族 代表者を 會長 とし、 其の 委員は 郡會 議長、. 農務 
大臣の 任命せ る 終身 委員、 郡 裁判所 判事、 郡會 議員 等を 以て 組織 せれら、 農民を 助け 

委員 會附屬 の 技術者と 提携して、 土地に 闘す る 一切の 調査に 從事 せり。 一九 一二 年 一 

， , 

月には 此種の 委員 會は 、全國 四十 七 州に 亙り 四百 五十二に 及べり と 云 ふ。 郡 委員 會の 
上には 州 委員 會ぁ b、 こは 露 都の 農業 總務 部內な る 中央 農業 委員 會に屬 せり、 而 して 
州 委員 曾は 每年 事業の 成續を 土地改革 最高 機關 たる 此の 中央 農業 委員 曾に 報吿 する も 
7' とす 

今 改革 事業が 近年 着々 進埗 しつ、 ぁらし 證據 として、 中央部ょり 改革 事業の 爲め支 
出せられ し 金額を 示すべし。 
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尙 土地 整理は 最近に 於て 殊に 著しく 進み、 一 九 一 〇 年ょり 翌年に 亙れる 整理 計 劃は、 

約 八十 三离戶 の 土地 七 百 六十 萬 デシ ャ チン 阶 1 ) に對 する ものな りしが、ー九ー 

ニ年ょり翌年に亙りては約西三十四萬戶の土地一千ニ百萬デシャチンの整理を計劃す 

るに 至れり。 今 土地改革 着手 後 一九二 一年に 至る までの、 事業 成績の 明細表を 示す ベ 
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此の 如く 上記 五ヶ 年間に 於け る 整理の 成績は、 約 一千 0 七十 七 萬 五 千 デシ ャ チン 卽 
ち 約 一千 ニ 西 萬 ヘクト ルに して、 普魯西 耕地 面積の 三分 ニ、 伊太利 全 耕地の 二分 一に 相 
當 すと稱 せられたり。 而して 正に 豫定計 劃の 八 割を 完了せ し 次第な り。 是 實に該 事業 
の進埗 著しき を 示す ものなる べし。 かく 著大の 成績を 收 めつ、 ある 農業 改革が、 露國 
國カの 發展に 深き 關係 ある ことを 悟ら ば、 露國 と接壤 せる 獨逸 一部の 人士が、 その 改 
革の 將 來に對 して 大な る國 憂を 豫想 しつ、 あるは、 至當の 態度なる べきな り。 しかも 
是獨 逸の みに あらず、 吾人に 取りても 亦 緊要の 問題た るに 外なら す。 請 ふ 吾人を して 

口 1, バッハの 言に 聽炉 しめよ o (次のー節はロー少パッハの所說なリ) 

五 

露國の 歷史は 軍事的侵略の 記錄な らざ るは なし、 侵略は 實に露 國史の 根柢を せ り。 

露 國は將 來も亦 同一の 徑路を 踏むべき ものと 信ず。 一九 一 〇 年 クロパトキン 將軍は 


リ .トワ 一一 ャの ド， パット 市を 訪問し、 該 地の 獨 逸人 學 生に 對 し、 左の 如き 意味の 演說を 
なせ bo 

『五年以前露人は日本と戰ひて敗れ ?: り、是該戰爭が露國民に取りて國民的性質を有せざリしが爲め尨”。さ 
れ ども 今後 吾人は 決して 此の 如き ことな、 P るべ し、 蓋し 吾人が 試むべき 次の 戰爭は 全露國 民の 刺 害と 一致す 
る ものな れ It tc リ 。其 際學生 U 敎 M の 下に 圑 結して* 祖國 の爲め に 盡マの 決心な、 でるべがらす。 

と。 クロパトキンが 次の 戰爭と 云 ひ、 又 露 人の 利害と 一致せ る 戰爭と 云へ る ものは、 
獨逸 民族に 對する 戰爭た る こと 推察す る， に 難から す。 

玆に 注意すべき は、 露國 ♦か 年 來國內 に 於け る異 民族を 自國に 同化せ しむる の 拙なる 
ことなり。 斯 くして 露 人は 土地を 征服し、 該地の 異 民族を 威壓 抑制す るには 長す れど 
も、 之を 組織的 有機的に 9 國と 同化せ しむる に 短な り。 是れ實 に 露國內 面の 缺點な り 
とす。 され ども 近年 露國は 此の 弱點の 改善を 企てたり、 但し 其の 改善 法は 異 民族に 對 
する 牽制の 手段と して 國內的 分子の 力を 養 ふに ぁらす して、 年來 把持し 來れる 政治的 
殘忍 性を 更に 發 達せし むる の 手段に 由れ り。 此の 手段は 露國 未曾有の 國內 策た る 農業 
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大 改革と 相關聯 せり。 卽ち 農民は 共有地 制度の 廢 ± に 依り 土地 私有を 許されし か、 尙 
之と 共に 大規模なる 強制的 移住に 依て、 大 露西亞 地方の 農民が/露 國の西 境地 方に 移 
されつ、 ある こと a： 忘る ベから す。 

農業改革が露國の興隆に大意義を有せるは云ふまでも無し：露_は獨逸の餅地に六 
倍せ る 耕地を 有せ り、 しかも 其の 收獲 は獨 逸の 三分 一 乃至 四 分 一に 過ぎす。 此 等の 土 
地に して 開拓せられ ん炉 、莫大なる 人口を 養 ふに 困難を 感ぜす、 三十 年 以後には クロ パ 
トキン の 所謂 四 億の 人口なら ずと も少 くと も 三 億 前後の 人口を 收容 する i 可能なる V 
し。 か、 る發 達と 共に 看過すべからざる 一事は、 露 國の 自由主義が 比較的 平和なる 態 
度を 棄て 、、急に 積極的、 主戰的 態度に 變ぜし J な _り。 露國の 政界に 勢力 ある 汎スラ ゲ 
主義者は、 農民の 地位を 改善せ しのみ に滿 足せす、 更に 西部 地方の 異 民族 居住地に 對 
して" 露國 K の 中堅を なせる 大 露西亞 人を 移住せ しむる の 計 劃を なしつ、 あ h -0 
看ょ、 ク ー.ルランド .|: ては旣に大露西亞農民三十萬人を移住せしむるに決し、尙ジ 


ゲォニ ャ-エ ストランド •ク ー 火 ランドには、 露 人 農民を 移さん 爲め 、該 地方の 大地 主 
ょり 所有地を 沒收 すべし との 議も唱 へられつ 、あり、 リト フニ ャ にも 同樣の 運動 起れ 
るを 認む べし。 是れ獨 逸に 取りて 果して 一大 ® 迫たら ざるべき か。 今次の 大戰に 際し 
西部 地方の 住民は 多く 他ビ 避難せ しが、 戰後此 等の 土地に して 露國に 復歸せ んか 、政 
府は該 地の 避難民を 國內に 移して、 之に 代 ふるに 露 人 農民の 來 住を 獎勵 すべき こと 明 
かなり。 かくして 從來異 民 族 居住せ し 西部 地方は、 全然 露 化せら るべき こと 疑な し 0 
但し 波 蘭の みは 舊來の 住民の 勢力 侮り 難き もの ある 故、 該 地方に 對 しては 如上の 激烈 
なる 露 化 政策を 適用し 難 かるべし。 

要するに 露國の 本土と 全く 融和せ ざる 西 境地 方を、 モス コー 派の 中堅た る 純 露 西 亞 
地方ょり 分離せ しむる にあら すん ば、 獨逸其 他 列國は 將來 起るべき 露 國の滕 迫に 對し 
心を 安ず る 能は ざるな り。 

上述の如く農業改革と西部地方の强制移住とは、露國の國カを著しく增大せしむべ 

!1陶 の 農 m 改革と 獨人 •： 警成  ーーーーセ 
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き 要件な り。 而して 露國が 其の 國カを 如何 に 使用すべき かは 露國 多年の 歷 史に徵 し、 
尙ク口 パト キンの 演說の 如きに 依る も、 明かな りと 云 ふべ し。 卽も 國內 情況の 一新は 
益； 國 家を 驅 つて 戰爭に 赴かし めんと す、 殊に 目 * 主義者の 態度に 變 化を 生ぜし むる 
ことは 重視すべき 點な り。 

露國の 自由主義者は 獨 逸を 以て 保守的 反動的な りと し、 露 國の專 制 主義と 親近なる 
事を駡りて止ます。されども彼等が獨逸を敵視する所以は、か、る理論上の點に於け 
るょりも、 主因は 寧ろ 物質的、 實際 利害の 上に 存 せり。 是れ 卽 ち 獨逸ヵ 露國の 南方 發 
展の障 害た るを 僧む に 外なら す。 露國 近年の 經 濟的發 達は® 由 主義者の 致す 所に し 
て、 彼等は 國民 經濟の 維持 者た るな り。 而して 彼等は 露國の 南方 發展が 必然の 要求な 
るべき を 信ぜり。 然るに 此の 發展 策は 正に 獨 逸の 東方 策と 相容れ ざる ものにして、 彼 
等の 獨逸を 僧む の 情は 愈ノ 深から ざるを 得ざる なり o( この 露獨國 策の 衝突に 關 しては 
箕作博士の論文に詳述せられたるを以て玆に略す。) 


六 

以上の 第五 節は ロ 丨\ バッハの 所論の 要旨な りと す。 露國の 農業 改革 ♦か 露國 の發展 
に 貢献す るの 偉大なる べき ことは 疑 ふの 餘地な し。 され ども 口 ー ルバ ッハの 如く 直に 
之を 以て 侵略的 性質の ものと し。 之を 獨 逸の 國 患と して 仇 敵視 せんとす るは、 僻見の 
謗を 免 かれ 難き もの か。 固ょり 此 種の 意見は ロ ー ルバ ッハ のみなら す、 陸軍 中佐 フロべ 
一一 ゥス も 其の 著書 中に 發 表せし こと ぁり。 但し フロべ 一一 ウスは 知名の 獨 逸主戰 論者に 
して、 今次の 開戰に 先： U つ數 ヶ月 以前に、 ー小册 子を 著し、 列國 ょ、 り 嫉視を 受けつ、 
ぁる 獨 逸は、 到底 戰爭の 手段に 依らす んば 現狀打 破を 望み 難き ことを 主張して、 大に 
主戦論を 絕 P4 せし 者な り。 ロ ー ルバ ッハと 云 ひ、 フロべ 一一 クスと 云 ひ、 孰れ も獨 逸に 對 
する 露國の 敵意を 過大視せ しもの なるべし。 露國の 農業 改革は 果して 上述せ し 如き 戰 
爭意志を有せるものなりや、吾人は是を以て寧ろ獨逸ー部の人士が神經過敏に陷りし 

露國の 農業 改革と 獨人の 警戒  一 三 九 
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結果と 認めん と 欲す。 

され ども兹 に考 ふべき は、 露國が 國內 民族の 統治に 苦め る ことな り。 露國の 民族 混 
清は 燠 匈國に 比して 更に 甚 しきもの ぁり.。 小 露西亞 人を 除けば、 純 露西亞 人は 全人 ロ 
の 半分に 達せす、 しかも 從來 ょく 統一 國， の 體面を 維持し 得 •たるは、 異民 族に 對 tv. 强 
き 露 化 政策を 行 ひしが 爲めな り。 されば 農業 改革に 伴 ふ 農民の 移住が、 民族 政策の 一 
端と して 利用せられ、 異 民族 統御の 一手 段た る 見込な しとせ す。 但し 今次の 革命の 結 
果 、各地の 動搖 著しく、 殊に クク ラィナ、 フィンランドの 如きは、 自立 的 態度を 發揮 
.せし こと 著しき もの ぁり。 從て 今後の 民族 政策が 果して 從前の 如くなる べき やは 大に 
疑 ふべ し 。たぐ 獨逸 としては、 東 隣の 1 大勢 力に 對して 國民の 覺醒を 促し、 大に 『露 
禍』を絕叫.しヤ戰乘準備を整頓するを以て便とすべし。露國の農業改革が將來に大意 
義を 有すべき こと， U 今玆に 贅す るを 要せす、 た >獨 人が 此の 事實の .侵略的 意義を 誇大 
視する點に於て、彼等が徒らに戰举意志 (: 支配せられつ、ぁるを窺ひ得れば足れト，。 


想 ふに 是亦 彼等の 國民 性の 致す 所なる ベく、 國際 間に 於け る獨逸 將來の 態度 も 如上の 
事實 よりして 其の 半面を 推察し 得られざる にあら す。 (大正 六 年 十一月) 
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佛人の コン スタン チノ 1 フ ;v 處分論 

(怫國 史家 ドリ ョ ー ル 氏の 所論)  一 

地中海の 形勢 —— パ少ヵン諸邦の態度 —— 獨逸及 土 耳 古の 失敗 —— 土 耳 古の 末路と 列强 —.1 n ンスタ 
A チノ！ ブルの 處分 —— ダルダネ少スの開放 —— 露怫 同盟の 價値 

甞て 東歐の 雄鎭た タし土 耳 古は、 年來國 勢の 衰頹 著しく、 爲めに 『瀕死の 病人』 と 
して 取扱 はれし こと 久し かりし が、 今 囘の大 戰亂に 際して 國 運は 果して 如何に 開展し 
行くべき か、 抑、 歐洲 第一の 要地た る酋都 コン スタン チノ ー ブ， は、 或は 遂に ォスマ 
ン •トグ コの 手を 離る、 ことなき か。 長 瀨鳳輔 氏は 『太陽』 八月 號 ( 隊 g) の 誌上に 於 
て、世人が多く土耳古を侮蔑するに過ぎぎたりとの旨を述べられたり、予輩も之を讀み 
て 氏の 警吿に 敬意を 表せし ものなる が、 土 耳 古の 運命に 至つ ては 蓋し 世界史 上の 一大 
痛心 事なら ずん ば ぁらず。 而 して 最近 長瀨 氏の 論文に 對す ると 等しき 興味を 以て 讀み 
しものは、 こ、 に 紹介 せんとす る怫國 史家 ド リヨ ー ル 氏の 論文な りと す。 該 論文は 本 


年六月巴里にて發行せられし「ナボレォン硏究雜誌」 9 2§308:£ ^ 368 ^ ロヌ 5- 〇 5. §11 
es,  les  Origines  de  F Europe  Nollvelle.) に 載せられし ものに て、 「コン スタン チノ ー。フ 
ルの 恢復と 露佛 同盟- (La  reprise  de  Constantinople  et  ra s anee  fTanco-rle) と 題す 
る 六十 餘頁に 亙る 長篇な り。 ド リヨ ー ル 氏は 同誌の 主筆に て 史家と して 知られし 人な 
り、 されば 該 論文 も東歐 千有餘 年の 歴史を 囘 顧して、 大勢の 推移を 達觀 し、 更に それ 
を 現代 及び 將來に 推 及 せんとせ しもの なぅ。 故に 其の 說く 所は 歷史 事實に 立脚す る こ 
と 多く、 從て 現在の 事相 14 適切な らんこと を 要と する 政治家の 所論と 大に 異なれり。 
而して氏の目的は大勢の觀取に存するが故に、所說決して周密ならす、動もすれば放 
膽に 失し 空言を 弄する の 嫌な きに あらす。 殊に 氏が 獨 逸の 必 敗を 信じ 土 耳 古の 獨 立を 
認めざる 如きは'  根據餘 りに 漠然たり と 云 ふべ し。 尙 氏の 主張す る 如く 東歐に 露國の 
優勢を 樹立せば、 果して 地中海の 均勢を 破る の 憂な きか、 氏は 地中海に 於け る 英國の 
勢力を 如何に 認めし か、 是予 輩の 疑問と せる 所な り。 要するに 氏の 所論は 現代の 複雑 

rt ンスタ ンチ ノ！ プ か處分 論 一四 三 
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なる 列強 權カ關 係を 論す るに 於て 餘りに 放膽な り、 無雜 作な り。 され ども 史上の 大勢 
より 論じ 來れる 其の 態度に 於て は、 吾人の 參考 とすべき 點 亦少炉 らすと 信す。 就中、 
獨逸が頻に露軍に壓迫を加へつ、、ー方ダ,ダネ,ス海峽を露國に與へて媾和を急が 
んと する 形勢の 見ら る、 今日、 佛 人の 側よ りして 又 ダル ダネル ス 、コン スタン チノ ー 
フ， 等の 東歐の 要地を、 露國に 委ねん とす. る 議論を 聞く は淺 からぬ 興味を 感する もの 
なり。 今 左に ド リヨ ー ルの 論文の 後半 卽ち 現代に 關 する 部分の 要旨を 紹介すべし。 

卿 

現代に 於け る獨 逸人の 横暴なる 侵略は、 恰も 中世 初期 ゲルマンの 蠻族が 歐洲 諸國に 
侵入を 企てし に 似たり。 彼等 獨 逸人は 扰歐 より 起つ て 南の 方 地中海に 出で、 そこに 利 
權を 獲得 せん， と 焦慮し つ、 ぁり。 され ども 地中海 殊に 東歐 方面には 古來 より 傳承 せら 
れて 希臘 、拉 典の 文明が、 尙其の 光を 失は ざる ことを 忘る ベから す。 而 して 囘敎 徒の 


勢力 衰 へ、 土 耳 古の 頹廢 年旣に 久しき 今 H、 希臘 文明は 露國の 手に 依て 維持せられ、 
拉典 文明は 實に 怫國に 依て 代表せられ る、 の狀 にあり。 尙英國 は 其の 經濟 的、 智識 的 
勢力を 以て 兩國の 後援者た る ものと す、 實に英 一 國は埃 及竝に 印度に 於て 古代文明の 
保護者た る こと、 露 佛兩國 の 場合と 等しき もの あ be 而して 今 地中海に 出で、、 此の 
形勢を 攪亂 せんとす る 者は 蓋し 獨 逸人に 外なら す。 今や 聯合 國は 孰れ も 文明を 重じ自 
由を 貴ぶ の國 家な り、 怫國が 其の 北 阿弗利加 植民地に 施し、 政策は 之を 實證 して 餘あ 
る V し。 英國は 又 埃 及、 印度、 波斯灣 方面に 於て 此の 精神を 發揮 しつ、 あり、 露 國も亦 
柔溫 親愛の 態度を 以て 其の 國民に 臨める にあら す や。 

ニ 

今回の大戰亂がべ,カン事件を機として破裂せしは能く人の知る所なり。而して開 
戰に 際し バグ カン 諸 邦は 一九 一三 年 八月の ブカレスト 條 約に 基き、 中立を 固守して パ 
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現代 世界の 史的 觀察  一四 六 
ルカンの 均勢を 維持す るに 努めたり き。 されば， 丨 マー ーヤの 如き I 從來獨 逸と 親密な 
る關係 ぁりし にも 係らす、 夙く も嚴 正中 立を 宣言した るな り。否彼は寧ろ埃匈國の敗亡 
を 望み、 其の 國民黨 比 埃甸國 ょり トラ ンシ， ゲア二 ヤを 獲て、 大， 丨マ ニヤの 實 現を 
期せん とせし なり。 又 希臘は 先年の バ， カン 戰役以 來セダ ビヤと 親善 關係を 結び、 土 
耳 古 及び ブル ガリ ヤに對 して、 ノル カン 三國 同盟 (希 臘 、セル ビヤ、， 丨マ 一一 ヤ) の 
成立を 望みし が 如し、 而 して 彼が 三國 協商の 味方なる べき ことは 固ょり 論な し。 希臘 
は 年來 H1 ゲ海 諸島を 併合して、 自國の 國民的 統一の 實 現を 切望せ る ものに て、 此の 
爲めに は 土 耳 古竝に 其の 後援者た る 獨逸的 勢力の 衰微を 必要と せり。 されば 其の 大宰 
相ヴ工 ネゼロ スの 如きは、 公然 三國 協商に 加擔 せんとせ し 程な b き。 (但 こは 國王 コン 
スタン チンの 同意を 得ず して 成ら ざり き) 又ブ， ガリ ヤが嚮 の ブカレスト 條 約に 不懣 
を 抱き、 常に 三國 協商に 快から ざるは 明白に して、 屢獨 埃に 加擔 せんとし つ、 ぁるは 
事實な り、 た >其の敢て起たざるは兩軍勝敗の決遽かに豫測し難きが爲めのみ。士耳 


古に 至て は 全然 獨 逸の 走狗な り。 彼は 獨澳の 勝利を 信す る こと 深く、 自らは コー カナ 
スに 侵入し、 カルス、 バツ ー ム及び バタの 石油 坑を奪 ひ、 別 軍を 以て 波斯を 脅かして 
テヘランの 政府を して 露國 と 開戰 せしめ 得べ しと 豫 期せり。 され ども 此 等の 夢想は す 
ベて 破られ、 尙埃及 遠征に 多大の 望を 囑せ しも" 是亦 失敗に 終. りし こと 能く 人の 知る 
所と す。 元 來土耳 古は 埃 匈國が 三十 萬の 大 軍を 以て セル ビャを 席捲す るは 容易なる ベ 
く、 更に ブ， ガジャを 味方と して 直接 土 耳 古と 獨澳 との 間に 聯絡を 通じ 得べ く、 從て 
伯林 竝 びに 維納ょ b 自由に 軍需品の 供給を 得べ しと 信じ、 尙 之に 依て 露 國と英 怫兩國 
との 交通を 遮斷 せんこと を 期せし も、 此等 のこと 一 も 成就せ ざ b き。 却て 聯合 軍は ダ 
，ダネ \ スを 砲撃して、 二百 年 來の計 畫に從 ひ、 歐羅 巴ょり 土 耳 古を 驅逐 せんとし つ 
5 あるな り C 

三 
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此の如くにして東歐に於ける獨逸の野心はー大打擊ヒ受けつ、あ6。固より戰局の 
將來を 豫測 する は、 不可能な れ ども、 歷史の 潮流が 如何なる 徑路 1: 向 ひつ、 あるかは 
察するに難からす。此くしてまつ認めらるべき著大の現象は、獨逸が土耳古の無カを 
悟りて、 其の 復興を 封？ 助せ んと する 念を 斷つべ きこと なり。 最初 獨 逸は 土 帝の 力 能く、 
世界 各地の 回敎 徒を 動かして、 西は モロッコより 東は 波 期、 印度に 至る まで 神聖 戰统 
の 一大 蓮 動を 起さし め 得べ しと 信ぜし も、 其の 全く 豫 期に 反せし は 事實の 能く 證する 
所な り。 土 耳 古は 今 H に 於て 旣に 一の 死屍な り、 獨逸が此の死屍’活用して地中海に 
根據を 獲ん とせし は 大なる 誤算と 云は ざるを 得す。 

抑 地中海は 其の 性質に 於て 旣に 非獨逸 的な り、 試に 地圖を 開けよ、 地中海の 沿岸 何處 
にか 獨逸 民族の 土地と して 認められ しもの あ b や。 獨 逸人は 國 民的國 家の 主義を 奉じ 
て、 活躍を 試みつ、 あれ ども、 其の 主義より すれば 獨 逸は 全然 地中海より 除外せ らる 
べき ものな り、 而 して 彼等が 誇稱 する 「 獨逸 文明」 も 亦 地中海 文明とは 沒 交渉の もの 


/ 


たるべし。 是決 して 僻見に あらす、 狹量に あらす、 實に抗 すべから ざる 歷史の 大勢な 
り。 之に 反し 阿弗利加 北岸に 於け る怫英 伊 三國の 位置は 大に獨 逸と 異なれり、 彼等は 
孰れ も 其の 勢力圏に 對し 、文明を 以て 之を 善導し つ、 あり、 モロッコは 全然 怫國 化し 
て 其の 國 人は 兵士と なつて 怫 國の爲 めに 戰ふを 悦び、 又 埃 及は ^ 國の 努力に 依り 土 耳 
古の覊紳を脫して自由を享受するを得たり。西蓝細亞に於ても亦然6、亞刺比亞、メ 
ソボタ ミヤ 地方 其 他 印度 方面に 至る まで、 其の 開發は 英國の 力に 負 ふ 所 多き にあら す 
や。 又怫國 は 夙く ょり 西亞の 交通に 着目せ る ものなる が、 土 耳 古の 勢力を 倒す を 得 ば、 
シジヤょり 波斯 、印度に 通す る 歴史的の 陸上 交通は 玆に 再び 盛と なるべく、 此 くして 
嘗て ナボレ オンが 企てし 東方 經 略の 理想 も玆 に實 現せられ しかの 觀ある べし。 

四 

抑 <小觅 細亞の 南 a： 限れる タク， スの 山脈は 天然の 一大 障壁に して、 古今を 通じて、 
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現代 世界の 史的 觀察  一 五 〇 
民族 其 他 種々 の 利害 關 係の 分界線な b。 今日に 於ても 土 耳 古人は 該 山の 北に 住し、 亞 
刺比亞 人は 山 南 ー帶に 占據 し、 自ら 互に 其 居住地を 區 別せ り。 而 して 該 山より 出づる 
河流は ユゥフ ラトの 大河が 南 流して 波 斯灣に 注ぐ 外、' 多くは 黒海に 流入す る ものな り、 
然も 黒海が 其の 性質 上 露國の 海た る ことは 自然の 理と す。 又 小 亞細亞 の 東部には 白人 
種に して 基督 敎 徒た るア， メニャ 人 ぁりて、 屢 -回敎 徒より 迫害 せらる、 にも 係らす、 
益露國 化しつ、 ぁるは 拒む ベから す。 アル メニャ の 西は アナ トリ ャの 高原に して、 小 
亞細亞 の 脊梁と も 云 ふべき 地方な り、 而し て此 地方 こそ眞 の オスマン 土 耳古領 たるべ 
きものと す 0 卽ち 西は コニャより 東は シグ ァスに 至る 間にして 略-キジ ル 0 ィグマ クの河 
谷に 屬し 、其の 河口に 近きシ ノぺを も 含める ものな り。 オスマン 土 耳 古の 同胞 だる ト 
，コマン 族は、 カスピ海の 東、 アム ダリャ、 シ， ダリャの 河 域に 漂浪せ るが、 オスマ 
ン土耳 古 も 亦 之に 同じく アナ トリ ャの 沙漠に 蟄居す るに 至らん。 而 して 彼等は 宜しく 
全土 耳 古 族と 運命を 共に して、 露國の 治下に 勇敢なる 軍人と して 活動す るを 可とせん 


是從來 の 如く 獨逸將 校の 願 使に 甘す るよりも、 彼等の 爲 めに 遙炉に 利益 多炉 るべ く、 
又 彼等の 末路を 飾るべき 一事た るべき なり。 又 露國は 彼が ト. ル キス タンに 試みし 细 
く、 小 亞細亞 の 交通の 改善に 努力して、 玆に 著しき 經濟的 發展を 見る に 至るべし。 旣 
に佛 國の會 社は バグ ダ ード鐵 道の 重要なる 支線を 讓受 くべき 約を 結べり。 露國が 企劃 
せる オデッサより バグ ダ ー ドに 達する 鐵道竝 び モス コウより 波 斯灣に 出づべ き鐵 道に 
依て、 多年 土 耳 古の 爲 めに 妨' けられし 西 亞細亞 の 交通は、 如何なる 盛況を 呈すべ きか 
察する に 難から す。 

乂伊太 利は 地中海の 一勢 力と して 均勢 維持の 上より 幾多の 要求を 提出 せん。 彼は ト 
リボリ 戰役以 來ロ ー ブス 及 小 亞細亞 沿岸の 島嶼を 占領せ り.、 而して 土 耳 古廢滅 の曉に 
於て 彼は 此等 諸島より して、 更に 對 岸の 陸地を 獲得 せんと 試むべく、 恐らく 小 亞細亞 
の 西部 ア ダリヤ 附近までの 地を 併合す るに 至らん。 而 して 彼は 此 地に 鐵道を 布設し 
て、 コン スタン チノ ーブ »1/ , •バグ ダ ー ド鐵 道の 本線と 連結せ しむる を 得べ し 希臘は 又 
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北 一の 「大 希臘 J の 理想を 實 現せん として ロ L ツスの 島より ィオ 二 ャ 沿岸 ー帶 (I 酸 飾 亞) 
より、 更に 進んで はダ \ ダネ， スの關 門 附近に 至る までを も 要求す るなら ん 。され ど 
も バルカン 諸 邦が 今 H に 於ても 尙 因循して 起たざる は、 却て、 彼等の 爲めに 不利と な 
るべ し。 記憶せ よ、 危險を 胃さず んば 何事を も 得られざる べきを。 彼等. の バルカン 諸 
邦に 緊切の 問題は 云 ふまで もな く 民族 問題な り、 彼等が 領土の 獲得を 欲して 已 まざる 
は、實に民族問題解決の爲めならすや。彼等が徒に躊躇逡巡して、民族問題解決の此 
の好機を逸せんか、紛擾は依然半島の天地を被ふなるべく、獨燠は之に乘じて更 {: 非 
謀を 企つ るの 機會を 摑 む に 怠らざる べし。 三國 協商 殊に 露國は バ /V カン 諸 邦の 聯盟を 
望み、 各自の 國民 性を 尊重し、 た V 彼等が 互に 協同 私 親な らんこと を 切聖せ b o 露國 

炙 

は 決して バグ カン 諸 邦の 存在を 危ぅせ しむる ことなく、 彼等の 獨 立と 自由と を 尊重せ 
り、 彼は 其の 波瀾に 對 しても 彼等の 利權を 恢復せ しむる に 傾けり。 抑 露國の 領土は、 
之を劃ーの統治の下に置かんには廣大に過ぎたり、故に今や領土の諸邦に對して©治 


を 許す の 方針に 向 ひつ、 あ り。 此の 如き 民權 尊重の 精神は 我が 佛蘭 西大 革命の 賜物に 
外なら す、 假令 獨逸學 者の 說く 所は 如何にも あれ、 國 民の 解散と 自由なる 發展 とは、 
實に 拒むべからざる 歷史の 大勢なる ことを 忘る ベから す。 

五 

今や コン スタン チノ ー ブ， を 依然 土 耳 古の 有に 歸せ しむる ことは、 到底 一の 幻想に 
過ぎす、 又獨 逸を して 該 地の 保護者たら しむる こと も、 決して 許され 得べき ものに あら 
す。 然らば コン スタン チノ ー ブ V を 如何に 處分 すべき か、 或は 日く 此 地を 以て タン ジ 
工， 及び 上海の 如く 列 國に開 放せられ たる 都市と すべし と。 され ども 此の 如きは 決し 
て斷 乎た る 解決法に あらす、 幾多 不安の 分子は 依然として 將 來に殘 さるべき な b。 況や 
光榮 ある 歷史に 富める 千有餘 年の 一大 都府は 、如何 ぞタ ンジユ ，、上海の 如き 地に 比 
較し 得べき。 然らば 此都府 を 地理 上 最も 近接せ るブ， ガリ ャ或は 希臘の 手に 委ぬべ き 
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か。 想 ふに こは 土 耳 古が 同地を 占有せ るょりも 更に 危險の 虞 あり、 ブル ガ ，リャ 及び 希 
臘は 何時 獨 逸の 走狗と なるや 測り 難き のみなら す、 兩國 孰れ も此 地を 其の 首府と なす 
べき こと 疑を容 れ す、 是兩國 の 野心を 增大 せし ものにして、 他國の 不利た る こと 明か 
なり。 

され ども コン スタン チノ ー ブ \ が 露國の 有に 歸する ことは、 以上の 場合と 大に 異な 
れ り。 露國 は國土 廣大に して モス コ ー、 キエフ 等の 舊都 あり、 且 亞細亞 方面に 廣き活 
動 範圍を 有す、 されば コン スタン チノ ー ブ， を 握 有する も 之を 首府と する の 要な し、 
要するにた > 一 の 要港と なすに 過ぎざる べし。 元 來露國 が 此 地に 出 でん 5 の 念は 決し 
て 一朝一夕の ことに あらす、 而 して 歷史の 頁を 迎 り 行か ば 其の 間 如何に 深き 關 係の 結 
ばれ 來り しかは 明かな り。 まして や 近年 內國 の農產 著しく 發 達し、 工業 亦 之に 伴ぅて 
.興り、 殊に 高 加 索の 石油 有益 有望に 赴く の 際な れば 、此 等の 天 富を 國 外に 輸出すべき 
門戸を 求めん ことは、 露國に 取りて 實に 死活の 懸れる 問題な りと す。 然る， に 現 時の 戰 


1 _由井. 濟會圖 書 f 擊 i! ^ 

亂 の 爲め 、彼は 今や 海外 輸出の 門 戶を閉 されて、 其の 麥を 外に 運ぶ の途な し、 何等の 
不幸 ぞ や。 

六 

抑 t 黑海は 露國の 海な り、 其の 全 沿岸は 殆ど 露國 的な り、 露國は 宜しく 此 海を 以て 大 
帝 國の玄 關と すべきな り。 此 くして コン スタン チノ ー ブルは 露國の 手に 依て" 自由と 
光榮 とを 享受し 得べ し。 然らば マー 一ャを 如何すべき とは 當然 起るべき 質問なら 
ん 、され ども 黑 海に 於け る ル ー マニ ャの 地位は、 露國の それと 大に 異なれり。 假令コ 
ン スン タチ ノーブ ，を 有せす とも、 黑海に 對する 彼の 門戶は 露國の 後援に 依て 却て 安 
固を 得べ く、 且 ダ， ダネ， ス 及び ボス ボル ス兩 海峡の 通航は 露國の 保證の 下に 目 由な 
るべき を 疑は す。 想 ふに 露國は 此の ニ 大海 峽の 自由 通航を 拒まざる ベく、 又 彼に ぁら 
すん ば 自由 通航を 保護し 得べき 實カな し。 而 して ス H ズ蓮 河の 如く、 列國は 固き 規約 
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を 結びて 海峽の 中立を 尊重し、 又 其 地に 築城し 或は 軍隊ヶ 」 集中す るを 禁すべ く、 或は 
更にガラタへコ。 7> 以^^)又附近の地に英佛人乃至希臘人の居留地を置くも可なるべ 
し、 而 して 露 國も 亦此 等の 條 件を 快諾せ ざるべ からす。 

.固ょり三國協商はコンスタンチノーブ,を露國に與ふるに反對せす。英國は自 [11 が 
地中海の 東南 部に 確保し 得た ると 同 樣の地 位を、 地中海の 東北 部に 於て 露國に 與ふる 
に吝な らず 、英國 外相 グレ ー の 如きは 英國は 露國が コン スタン チノ ーブル の 領有を 望 
める に 同情 マ A 聲言 せし 程な り。 英國が アレクサンドリヤ 及ボ ー トサ イドに 據 て、 其 
の 東洋との 航路を 安固に せる. が 如く、 露 國も亦 ダル ダ、 ネ， ス、 、ボス ボル スの兩 海峡に 
依て 黑 海の 通路を 握 有して 可な り。 然らば 露國が 此の 如く 地中海に 出で し 結果、 彼と 
英 佛兩國 との 間に 權方 競爭を 惹起す る 虞な きか。 蓋し 英佛 兩國 は舊國 家な b、 其の 產業 
的 發展は 他に 優越を 稱する こと 年旣に 久し、 露國 は然ら ず、 彼は 新國 家な り、 其の 文 
ft i 尙 幼稚に して、 農產 出は 莫大な れ 、富 源の 開發 利用に 於て は 機械 其 他の 供給を 外 


國に 仰がざる ベから ず、 殊に 工業 品は 一に 國 外ょりの 輸入に 俟つを 要す、 更に 尙露國 
に 注意すべき ことは、 彼が： = 用の 必需品た る 熱帶產 物を I も 有せざる ことなり。 此 等の 
すべてを供給するに、英怫兩國が最も適當の地位 (: ぁるは固ょり言を俟たざる所にし 
: て、 此 くして 三國 協商は 地中海に 於て 互に 協調を 固ぅ し 得べ く、 利害の 衝突の 如き 雄 
して 夢想し 得べ からざる なり。 

近世 史を 看る に 佛國は 常に 東歐の 優者と して、 特に 此方 面の 利害 關係を 重視せ り。 
而して 從來土 耳 古の 保全を 主と し、 束 歐に事 ぁる や 常に 土 耳 古と 提携して、 地中海の 
平和の 攪亂 者を 抑制す るに 努めたり き。 十六 世紀には 佛王 フランシス 一世は、 當時獨 
帝 チャ ールス 五世が 世界的 政策を 提げて 歐洲を 席捲 せんとす る !: 對 し、 土 耳 古と 結託 
して 獨 帝の 野心を 挫く に 努めし こと ぁり。 其 後 地中海の 權カ關 係に 於て は、 佛國は 常 
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に 土 耳 古の 保全に 依て、 東歐に 於け る 自國の 優越を 防護す るに 怠ら ざ b き。 嘗て 佛國 
は 地中海に 帝國 主義を 行 はんとせ しこ あ れ。 きれ ども 今や 時勢は ー變 せり、 もはや 帝 
國 主義は 地中海に 行は るべ く あらす、 た > 均勢 維持の 問題 あるの み。 されば 今 地中海 
の ;« 原たる土耳古を處分するに當り、佛國は自ら進んで露國の勢カを東歐に誘引する 
を 敢て せし なり。 此 くして 佛國は 嚮に土 耳 古と 提携せ し 如く、 今や 露國と 握手して 近 
東 問題の 解決を 望む に 至れり、 吾人が 露佛 同盟の 活用を 叫ぶ も 亦 以上の 結果た るに 外 
ならす。： 想 ふに 露佛 同盟に 依て 地中海の 均勢は 維持 せらるべく、 更に マルセ ー ユ ょり 
ォデッサ 及び バッ ー ムに 達する 交通は 安固と なり.、 怫國 貨物の 中央 亞細亞 に 入るべき 
道は 玆に 開かるべく、 怫國が 嘗て 西亞に 有せし 優勢は 再び 恢復 せらるべき こと 明かな 
ち '0 嚮にー八〇七年怫帝ナボレォンは露帝ァレクサンド,ー世とチ,ジットに和約を 
結びし 時、 兩帝の 間 自ら 默契あ b て、 露佛各 歐洲の 一半を 支配し、 東西の 南 帝 國相對 
立して 世界に 臨まん とする 風 ありき。 され ども こは 當時に 於て 一の 夢想に 過ぎ ざり き 


然るに 此の 兩國 提携して 全歐の 均勢を 維持 せんとの 精神は、 今や 又 兩國の 間に 實 現せ 
ら るべき 形勢 あり、 西 餘年 前の チルジットは 玆に 再現せられ ん とす。 又 一八 ニニ 年グ 
エロ ナ列國 會議の 開かれし 時、 佛の 使臣 シャ トク ブリア ンは 佛の國 境を ライン 河に ま 
で 進め、 此 くして 其の 天然 國境を 確保 せんとし、 更に 露國に 許す に 東歐に 於け る權カ 
擴 張を 以てせん とせり、 當時 彼の 意見に 賛成を 表せし は 露帝 アレクサンド, 一世の み 
ありき。 然るに 百年の 後 吾人は 今や 此の 理想を 實 行し 得る の 機會に 到達せ り。 

露佛 同盟は 宜しく 以上の 精神に 基かざる ベから す、 卽ち 「ラインを 佛に 、•ホル ボル 
ス 、ダ， ダネル スを 露に」 て ふ 主義に 立脚すべきな り。 嚮に 佛國は 士耳 古と 提携して 
獨 逸を 抑へ、 ラインの 國 境を 固め、 士耳 古を 以て 東方の 防 障と なしたり き。 時勢の 變 
ぜし 今日、 佛國は 東方の 防 障と して 玆に 新しく 露國を 得たり、 此 くして 獨 逸の 野心を 
挫くと共は、ラインの天然國境を獲得すべきなぅ。吾人は野蠻なる土耳古を倒し、橫暴 
なる 獨逸を 抑へ て、 多年 國民的 屈辱を 被りし 諸國に 自由なる 發 展を與 へざる ベから す。 
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往昔、 東 歐に榮 えし 希臘 、ビザ ンッの 文明は 此 くして 苒び 光明を 放ち 得べ し、 巴 里と 
モス コ ー とは 互に 此等 文明の 繼承 者と して、 光榮 ありし 地中海の 地位を 恢復す るの 要 
あり。 是實に 歷史が 吾人に 敎ふる 所に して、 時代の 潮流の 向 ふ 所、 蓋し 堰き止め 難き 運 
^ なりと す。 


以上は ドリ ョ ー, 氏の 所論の 要旨な り。 氏の 說く所 極めて 大膽な り、 史家た る 氏は 
主として 史上の 大勢を 論じて、 直に 之を 現代に 推 及せ しに 過ぎす。 歐洲の 禍源た るべ 
き近東問題が此の如く簡明直裁に論じ去らるべきにぁらざるは明かなり、三國協商の 
各 國は此 問題の 解決に 當 りて、 氏の 說く  •か 如き 公明， S 態度を 取り得べき や 疑 ふべ し A 
想 ふに 現 時の 戰亂が 如何なる 終局を 見るべき や 否や 明かなら ずと 雖 も、 ボルボ ルス* 
ダル ダネ. ルス 兩 海峡の 問題は、 必すや 激しき 論爭の 點とな る. べき こと 疑を 容れ ず。 察 


する に 聯合 軍 側に® 隙を 生す る こと あ りとせば、そぱ恐らく東歐に於ける利害の衝突 
に‘ 起因す る ものな らん。 予輩 は將來 地中海の 多事なる べきを 豫想 すると 共に、 パ， 力 
ン及 び、 ボス •ホ， ス * ダル ダネ' ルスを 包 有せる 近東 問題に、 幾多の 禍根の 藏 せらる、 を 憂 
.ふるものな り。 時勢の 變遷 著しき 現代に 於て、 將來 を豫 測す るは 到底 不可能な り、 た 
だ 予輩は 歷史に 基け る ド リヨ ール氏の意見に於て、少からぬ興味を感せしと共に、之 
に阪て弗人ー部の思想を窺ひ得べきを思ひて、こ、に其の大要を紹介せしのみ。され 
ども 今：：： の 空想は やがて 明日の 實行 となる や も 測られす。 想 ふじ 獨 逸の 窘蹙 、土 耳 古 
の壤滅、而して地中海ょり西 55 に及べる露佛同盟の優勢、此等を以て單に幻想に過ぎ 
すと して 一笑し 去る もの、 亦 短視者 流の 謗を 免 か. れざ るべき 歟 0 ( 大正 四 年 八月) 
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ビスマルクと 現代. 

一 

現代は 國家 主義の 時代で ぁる、 或は 之を 理想の 上ょ b 眺めれば、 ょ b 以上の 主義 思 
想が 無くて はならない のか も 知れない が、 理想は 別と して、 事實に 於て 現代 思想の 大 
部分を 形づくつ て 居る ものは、 國家 主義な りと 言は ざるを 得ない。 

凡そ 理想は 別と して" 悉くの 人類が 尠くとも 一個の 人格と して 世界に 確固たる 生存 
を 認められる 最も 有效な 方法は、 現代に 於て は 何ぅ しても 阈 家の 一員と して その 支配 
下に 屬せな ければ、 不可能な 時代と なつた。 これは 現 時の 歐洲大 戰亂が 明白に 證 明し 
てゐ る。  . 

將來は 措いて、 最早 今日は 個人を 本位と し 中心として 人類の 自由 生存は 許されな く 
なつた、萬事を國家の立場から定めなければならない時代となつれのでぁる、之は戰 


亂 から 影響され た 一時的の 現象で あるか も 知れない けれども、 從來に 於け る國家 間の 
國 際的關 係と か、 萬 國心 等い ふ ものは 極めて 蔭の 薄い ものな つてし まつて ゐる ことは、 
皆が 皆とは いはれ ない けれども、 文明 國と いはれ る 各國に 共通して 現 はれた 現象で あ 
るのは 事實 である。 

その 結果と して 何れ， の國家 も、 何事に 向 つても 現實 的な 要求を 發する やうに なつて 
來て 、理想に 對 する 觀念は 稀薄な ものに なつて しまつた、 卽ち £: 8 (—• では 駄ぼ である、 
real 全盛の、 實際 的に 利害を 打算す る 傾向の 著しくな つて 來た ことを 否定す る ことは 
出來な い、 今次の 戰亂に 際して 北米 合 衆國の 態度は これを 裏書して る やうな ものと 言 
はねば ならない。 

然らば 戰 後は 如何と いふに、 一部の 論者が 主唱す る樣な 、戰 後は 必ず 軍國 主義は 衰 
へて、 各國 共に 平和 思想に 支配され るで あらう 等の 說 は、 實 際には 到底 想像し 得られ 
ない もので、 例 令戰亂 は悲慘 、殘 忍の 極を 盡 して 終決を 見る としても S 軍國 主義 (武 

ビスマ少クと現代  一六 三 


現代 世界の 史的 觀察  一六 四 

力 萬 能 主義、 戰爭 主義、 侵略 主義と 異なる) は 依然として 存續 され、 否な 寧ろょり 以上 
の强い 意味に 於け る國家 主義が 各國 民の 頭を 支配す るに 違いない と 思 はれる。 

~ 

彼の ドィッが 今日の 强大を 致した 原因は 何 處に在 やといへ ば、 時代の 習慣 風潮 なぞ 
に 動かされす、 ひたすら 自己を 硏究し 理解して 自國の 立脚地に 確立し 現實 主義 政策の 
勵行に 努力した に 在る と 言は なければ ならない。 この ド ィ •ッ の現實 的な 國家 思想を a 
て、 而 して 近代 世界の 大勢に 眼を 轉する 時、 世界の 列強には ドィッ 的 思想の 漲ぎ つて 
居た ことに  一 ■を 喫する 程で あらぅ。 

そして この 潮流は 單に 今日の みでは ない、 尙將來 に 向ても 必 す繼續 的に 進む ものと 老 
へることヵ ^ 來るのである。 


三 

この現象を觀て然る後、ビスマ,クを考へてみると、此に重大なる意味が含まれて 
居る、 言 ふまで もな く ビスマルクは 近世 史上に 特筆すべき 偉大なる 人物で あった ばか 
りで なく、 同時に ドィッ 帝國 建設者と しての 第一人者で あるとは 餘 りに 明白な事 柄で 
.あるが.、 又 彼 こそ 實に今 U の國家 主義の 代表者で あったので ある。 

十九 世紀の 歐洲 は大體 から 言へ ば 英國の 自由主義 全盛の 時代で あったと 言へ る、 そ 
れが 十九 世紀の 末期に 至って 自由主義に 代って 國家 主義が。 ホ ッ<  勃興し か、 って 來 
た、 當時尙 自由主義 全盛の 名殘を 止めて 居っ た 際、 彼 ビスマルクは 徒らに この 主義に 
窗從 する ことの 非を 覺って 、先づ 自國の 現實的 利害 觀か らして 英佛 露の 傾向 等には 目 
も吳れす、ロハ管ドィッそのもの、了解にカを注ぎ國策のー姻をドィッに適應せしめ 
たと ころに 彼の 偉大が 表 はれて 來 るので あつた。 

ビスマルクと現代  H ハ 五 
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當時に 於け る ドィッ 國內の 情 態は、 一つの 强カな 中心がなければ 統制す る ことが 出 
來な かつた" 夙く もこの 眞 相を 洞察した 彼は、 ブロシ ャを 中心 力たら しめんと して 力 
を 盡 した。 彼の 政策が 徹頭徹尾 國家 本位で あつた こと も此に 原因して ゐ る、 從つて 彼 
は 又 政黨政 派から 多大の 支配 も 拘束 も 受けす に、 彼等の 上に 超然と して 居つ たの も 了 
解し 得られ るので ある。 

四 

ビス マ， クの 政治の 蹟を觀 ると 決して 巧妙で あつたとは 言へ ない、 かの 所謂 鐵血的 
政策が 自由を 叫び 個人の 權 利を 要求す る國民 一般に 好 印象を 與へな かつた ことは 申す 
迄もなかつたらぅ、同時に政黨の存在に重きを置炉ない結果は彼等の間にも極めて不 
評で あつた、 最初 彼 ♦か 議會に 望んだ 時は 自由 黨を 利用した けれども 後には 之と 離れて 
しまつて保守黨と結んだ *> 、何れの方面からも決して好意を向けられ -^ かつた。 


乍 併、 この 憲法 政治で ありながら も、 黨派 等は 眼中に 置かす、 何處 まで も國 家中 心 
で 押 1通してゐたところに、ビスマルクのビスマ\クたる大特色を發揮して居るふ稱 
すべきであらぅい當時英國が盛に自由貿易主義を採りつ、あつたに對して、彼がドィ 
ッに 保護 關税 政策を 實 施した の も、 自國 農業の 發展を 策した 上での ことで あつた、 又 
各國が 先を 爭 ぅて 植民地 開拓に 力を 傾倒して 居る に對 して、 彼は 之に 向つ て 極めて 冷 
淡で あつた こと も、 時代の 風潮に 乘 する ことを 排 して、 自 國の狀 態に 眼を 注いで 國カ 
の充實 、培養の 先決問題なる を 洞察した 結果に 外なら ない。 故に 若し 彼を して 現代に 
在らし めたならば 或は 植民に 向つ て も、 力を 傾注した こ士 であらぅ と 思 ふ。 

實に當 時の ドィッは 植民ょりも 國 家の 整頓が 先き であった、 『善に も あれ 惡にも あ 
れ、ドィッは强からざるべからす』とは彼がモット 1- 〇 して 常に 奉じた 言葉で あつた、 
何でもい、 先づ强 くなら なくて はいかん、 善惡の 評價は 然る 後に 決すべき ものである 
とい ふ、 國家 主義の 特色の 極めて 鮮か さは、 實に 雄々 にい 武者振りと いふべ しで ある。 

ビス マ シクと 現代  ニ ハセ 


没 ^ 仳 界の 史的® 察 M ハ 八 

五 

晚 年の ビス マ， ク は 皇帝との 不和の 爲に 不遇な 生活を 送つ たけれ ども、 大體 から 見 
て 彼が ドィッの 爲に盡 した 功績は 非常に 大きな ものと 言は なければ ならない、 現 時の 
戰 亂 も觀 察の 仕樣に 依つ ては 彼の 政策の 踏襲で あると も 云 ひ 得る、 或は 又 彼の 如き 偉 
才が 今日に 實際に 若し 居たならば、 戰亂 は發 生せ すに 濟んだ かも 知れな かつた、 何れ 
し もせょ、 ドィッに 統一と 力と を與 へた ものは ビス マ广ク であつ たので ある。 

ビス マ， クは才 氣煥發 した 才物では なかつ た、 可成 頑固な 或點に 於て は 極めて 冷酷 
とも 見られる 性格の 所有者で あつた けれども、 何事に 向つ て も國 家と いふ 立場から 事 
を 行つ てゐ たと ころに、 大政 治 家と しての 資格を 充分に 具へ て 居つ た、 ー體 大人物と 
も稱 せられる 稃の ものは、 物事に 對 しても 客觀 的の 立場から のみ 遣らない、 反つ て 主 
觀 的に 出發 する 方が 多い ものである、 と 同時に 大 熱情が 必要で ある、 主義と か 方針と 


> こ 拘束され ては 何ぅ しても 型が 小さくな つてし まふ、 何時までも 自由に 大膽に 型に 
促れないで行くには熱情の奔流が必要でなければならない。この意味からしてビスマ 
火 クは又 大人物の 有資格者で あつた。 勿論、 彼の 行動には 矛盾 も あり、 非難すべき 個 
所も少くないであらぅけれども、國家に對する大熱情炉ら事を行つたことが I ち 彼 
を 大人物と して 生かす 所以で あつた。 

獨逸 史家 エリッヒ、マ,クスは彼の事蹟を見て評して日く函33写01,|<^5基3!^ 

. & mly •と 又 或 者は 『ビスマルクが ドィッに 盡し S り 方は 君主 的に、 自治 的に、 
雲 的に' 緊縮 的に 而し て眞 面目で あつた』 と 評して ゐる。 又 一八 七 〇s 墨に. 勝つ 
た 時、 英國の 一 外交官は (、 歐羅 巴は 女主 人を 失へ り、 され ども 劣 主人を 得たり) と 評し 
たが、 佛蘭 西を 女主 人に 比 して、 獨 逸— 主人と 見 立 S ところが 面白い。 

要 之 ビスマルクは 現代に 一大 意義を 有して 居る、、 決して 過去の 人では ない 其の 功 
罪 共に 吾 入の 大いに 硏究 すべき 點 •か 多い ので ある。 

ビスマ少クと現代  一六 j 
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戰後の 世界' 

現代 大戰 の戰 後に 來る べき 變動は 果して 如何なる もので、 あらう か、 それは 五十 年 百 
年の 後に 歷史を 顧みて 徐ろに 考 へらるべき 問題で、 現在に あつて 現在を 考へ るのは 雜 
多の 事柄に 促 はれ 易くて 眞相を 看破す る ことは 甚だ 困難で ある、 況 んや將 來の豫 言に 
於を やで ある ◦併し 豫言 でも 宜しい、 諸方 面から 幾多の 觀察 ♦か 試みられる ことは、 吾人 
の 修養の 上に 於て、 現代の 進步の 上に 於て 悅ぶべ き 現象で ある。 但し 蒔 代の 大勢は 多 
く 其 等の 觀 察に 支配され る ことなく、 默々 として 强い步 みを 以て 進んで 行く であらう。 

今囘の 大戰は 確かに 古今 未曾有の 大戰爭 である、 戰 爭に關 して 發 表せられた 幾多の 
計數 は實に 驚歎すべき 程の 額に 達して 居る、 併し r- の 莫大の 計數を 、以前の 幾多の 大戰 
爭に 比較して.、 其の 等差の 著しい のに 驚いて 今囘 大戦の 意義が 舊來の 大戰爭 に 比して 
特に 重大な りと 考へ るのは 果して 正當 であらう か。 舊時の 大戰は 其の 規模は 遙炉に 小 


であつ たらぅ が、 それは 當 時の 國家社 會竝に 文明の 狀態が 然 らしめ た 結果で、 其戰爭 
が當時の世界に及ぼしたる影響或は史上に於ける戰爭の意義としては、その惜値に於 
て 現代 戰爭と 大した 差は あるまい と 思 ふ。 か、 る 理由から して 吾人は 濫に 現代 戰爭の 
外形の 大な るに 驚いて、 其の 意義を 過大視す るに 賛成し 難いので ある 0 

但し 現代 人士は 確炉に 此大戰 の 如き 經驗 は從來 有して 居な かつた、 從て 大戰に 依て 
幾多の 感化を 受けた に 相違ない、 故に 戰 前と 戰 後と では 世界に 少なからぬ 變 化の 起る 
べきは 固ょり である。 併し 歷史は 大河の 流れる が 如き もので、 時代の 大勢は 常に 動か 
すべから ざる 一定の 方向に 流れで t ので ある。 固ょり 時に 應じ 變に處 して、 其の 
表面には波浪も湧き立つこと *> あらぅし、又河道にも多少の變遷はあらぅ併し人エ 
を 以て 全然^ 道を 別 方面に 轉せ しむる 如き 一大 變化 は、 歷史の 上には 起つ て來 ない。 
元 來戰爭 なる もの も 從來の 世界を 支配して 居た 形勢から 生れた もので、 戰爭其 ものに 
は自 から 新しい 勢を 創造す る© 力は 無い ▲はれる。 若し 戰爭 に？ 新しい ものが 生 

戰後の佾羿  一七 一 
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れて來 ると すれは、 それは 戰爭の 力では なくして、 戰爭を 動かしっ、 ある 時代の 力で 

なければ ならぬ。 則ち 時代は 常に 新しい ものを 生みっ、 ある、 而して 其の 創造は 政治 

と 云は す、 軍事と 云は ず、 經濟と 云は す、 文學 美術と 云は ず、 あらゆる 人間の 文化 事 
% 

業として吾人の眼前に絕えす開展されて居る。而して其の開展し來るや、他の方面で 
は 外形的には 徐 々と 靜隱に 起る ことが 多い が、 戰莩の 形式を 採る と 極めて 急激に 驚 天 
動 地 的に 起っ て來 る。 そこで 人々 の 眼は 戰 爭の壯 大と慘 害と に收ん で、 か、 る 一大事 
實の •起った 後には 當然 一大 新世界が 開展 せねば ならぬ と 信す るので ある、‘ 吾人は 之に 
a みしない 

固ょり 戰爭は 人類に 取っ ては 犬なる 奮鬪 であり 又 努力で ある、 殊に 現代 戰爭の 如き 
大規模の 場合に 於て 左樣 でなければ ならぬ、 從て戰 後には 大なる 疲勞が 起り 又大な る 
休養が 必要で ある、 (疲勞 は. 今日 旣に各 交 戰國民 •の 間に 起り っ、 ある) 則ち 戰後 には 戰 
爭に對 する 反動が 起る のは 明かで ある。 平和運動 も 起ら ぅ、 人道主義 も 高唱さ れ やぅ、 


軍備制限の 聲も高 くなら う、 其の 他す ベて に 於て 非 戰論的 傾向が 增進 する ことで あら 
う。 併し 其 等は 戰後に 來るべ き 當然の 反動で、 之に 依-し 新時代が 將來 せられる こと、 
は 信じない、 要するに 休養の 時期に 起るべき 一時的 現象に 過ぎないで あらう。 則ち 此 
時期は事務に忙殺された人が、休憇時間を花園に逍遙して美しい花を摘みつ、あるに 
似たもので、次の執務時間が來れば花を棄て、彼は再び机に向はねばならぬ。 

若し 此の 如き 反動を 以て 戰後の 大勢と 見做すならば、 それは 大なる 誤で ぉらう。 「反 
動」は元來「動」があつて生するもので、た》「動」に對する反動たる激に於て價値があ 
る、 「反動」 が 直に 「動 一 そのもの， こなる J は 出來ぬ 。所謂 平和運動 や 人道主義は 戰後直 
に 時代を 左右す るの 大動 力とは なり 得ない、 蓋し 時代の 大勢は 滔 々として 別 方面を 流 
る、 こと 旣に久 しい ものである、 戰後 起るべき 一時的 反動は、 た > 此の 大勢に 對 して 
調節 緩和の 作用を なし 得る に過ぎない。 但し 戰後五 年 か 十 年 かの 期間に 起るべき 一時 
的 反動を 以て、 戰後の 新しい 形勢と 解す るなら ば、 それは 餘 b に 平凡な 見解で ある、 

戦後の 性 羿 一七 三 
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か、 る 場合は いかなる 戰後 にも 起 6 得る ことで、 決して 今度の 大戰 のみでは ないから 
であ so 而し てこの 一時的 反動を 戰 後の 世界的 形勢と 解して、 我 國も亦 この 世界的 形 
勢に 伴は ざるべ からすと 絕叫 する 人達は、 その 反動 期が 過ぎる と 又もや 我國は 以前の 
世界的形勢を棄て、新しぃ形勢 (: 順應せねばならぬと叫ぶであらぅ。要するに彼等は 
水面に 起つ た 漣 や 渦卷 K 見て、 それを 直に 水流 そのものと 解す る 人々 で、 水流は 健 や 
渦卷を起しつ、、しかも其の流る、方向を變へないことを忘れて居るのである。 

然らば 、戰 後の 世界は 如何、 答へ て 云 ふ、 世界は 依然として 戰前 踏み 來 つた 路を進 
むので あると。 玆に戰 前 踏み 來つた 途と云 ふのは、 各國 家の 分立 對峙の 形勢を 指す の 
である。 蓋し 國家 主義が 著しく 國民 的と なり、 而 して 各國 家各國 民の 對立 競爭を 益 明 
確なら しめた こ纟 は、 十九 世紀 後半に 起つ た 著大の 現象で、 爾來 世界は 常に 此の 徑路 
を 踏んで 變らな かつた ので ある。 膨脹 發展を 專 一とす る帝國 主義が 行は る、 に、 至つ た 
の も、 以上の 國 家の 分立 競爭が 強くな つた 結果に 外ならぬ。 但し 十九 世紀末 以來 、尙 


他に著しい現象があつた、それは國際的蓮動で種々の國際的團體が組織された、併し 
それは 國家を 基と して 組織され たもの たるを 出で なかつ た。 從て 一た び國 家の 間に 戰 
爭が 破裂す ると、 其 等の 國際的 組織は 脆く も 破裂され て 了つ たので ある 。要するに 時 
代の秤は未だ尙分立主義に傾いて居るので、世界的傾向や人道主義はまだ時代を動か 
す 原動力とは ならないで、 唯 傍系の 力と して 調節 緩和の 作用を なすの みに 過ぎない の 
である。 

國家主義が世界的傾向となつたのは、|十九世紀の後半に所謂帝國主義が起つた頃か 
ら のこと で、 新しい 現象で ある。 歐洲 では 列強の 對抗が 夙く から 盛で あつた 爲 、國家 
主義 i 旣に 十七 世紀 頃から 明かに なつて 居る けれども、 それは 規 代の 如き 全國 民的國 
家 主義ではなくて、 寧ろ 王室 中心の 貴族的 性質を 帶び たもので あつた、， ィ十四 世 時 
代の 怫國 及び 十八 世紀の 佛國 文化は 能く 此の 特色を 示す ものである。 則ち 現代的の 國 
冢 主義は 歐洲に 於ても 新しい ので、 其の 明確に 認めら る、 のは ビスマルクの 時代から 
戰悛の 世界  一七 S 
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である 〇 獨逸 は英佛 等の 先進 國 ょりも 遙 に遲れ て 國家 として 形を なした が、 丁度 其 勃 
興 時代は 新 意義の 國家 主義が 行は れんと する 時代で あつた。 獨逸 は此 形勢に 乘 じて 自 
國の 地步を 强 固すべく 所謂 現實 政策 (一 ^ ^ P0 ご so を 奉じて 起つ た、 則ち 自己の 隊家國 
民の 特殊なる 立場から 政策を 定めて、 極めて 實 際に 適應 せる 處 置を 執らん とする ので、 
必 しも 世界の 風潮に 雷同せ ざる ものである。 惡く 云へ ば 極端なる 自我 主義で ある。 

併し 世界の 各國 家が 未： U 完全なる 成形を 得ない 今日、 則ち 世界の 權カ關 係が 平衡を 
得て 居らぬ 時代に 於て、 遽に 統一 平等に 基いた 世界主義を 行 はんとす るのは 不自然 
で、 各自 孰れ も 自國の 立場を 完全に すべく、 國家 分立 主義に 基いて 行動す るのは 已むを 
得ない I と 思 ふ。 玆 に 於て か 現實 政策の 跋扈を 見る 5 となつ た、 而 して 各國 負けす 劣 
らす 自我に 執着し 現 實を專 一とした 結果は、 目前に 見る 如き 世界 大戰 となつ たので あ 
る、 是 蓋し已 むを 得ざる の 勢で、 現代が いかに 缺陷の 多い かを 語る ■ものである。 

現代 戰爭の 由來は 上の 如くで あると しても、 其の 形勢は この 戰爭に 依て ー變 される 


のではなからぅ炉。否、現代戰爭はか、るー大變革を齎すには餘りに現實的に過ぎて 
居る、 現實に 起つ たものは 現實に 終る、 吾人は この 戰爭が 戰 前の 現 實政 策を ー變 せし 
むる ことは 難いと 信す る。 而 して 各 國の對 立 競 爭は侬 然として 變らな いで あらぅ。 但 
し戰後の世界をー新せしめん爲めには現代戰爭がモット徹底的に戰はれ、モット精神 
的こ戰 はれねば ならぬ。 現 時の 戰 局を 看ょ、 露 國の變 動を 除けば 別に 著しい 變化 もな 
いでは ないか。 ただ 戰 後に 起るべき ことは、 從來 の列國 分立に 基い S カ關 係が 漸々 
に 修正され て 行く ことに 過ぎぬ、 又 從來の 國家 主義が 益 全國民 的に 組織 さるべき こと 
である。 一派の 論者の 唱 ふる 如き 平和 襄 人道主義は 現代 戰爭が 生むべき 兒 としては 

D J 

.尙 早で ある、 餘 りに 立派 U 兒 である 

繰返して 云 ふ、 戰後に 當然來 るべき 反動を 以て 世界の 大勢と 解して はならぬ。 深く 
.近代の 歷史 を 察すれば、 時代の 流れは 尙未だ 全然 方向 轉換 をす る ものとは 考 へられ 
: ぬ。 想 ふに 世界の 分立 主義 則ち 國家對 立の 傾向は 今 尙ほ發 育の 半途に ある、 則ち 未だ 

戰 後の世 羿 一七 セ 
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妥冏なる定形を得て居らない。此傾向は將來益成熟の域に向て進むべきものである。 
其 成熟が 極まつ た 時、 そこに 始て 別の 新 傾向が 世界の 動力と なる ので あらぅ。 其 時期 
*> 來る迄は吾人の努カは益國家的に集中されねばならぬ。固ょり各國家が互に存立す 
る 今日に 於て、 國際的 精神 乃至 世界主義の 尊重すべき は 云 ふまで もない。 た >吾 人の 
主張す る 所は、 此 等の 美名に 心醉 して、 自家の 立脚地を 固める ことを 忽 諸に 附すべ か 
.らす と. 云 ふに ある。 而 して 此 等の 立派な 精神を 行 ふに も、 ま づ自國 から 整頓して 掛ら 
ねばならぬ。今後百年の後か千年の後かは知ぬが、繼て來るべき其新時代は發達した 
る國家 主義を 通じて 名實其 に 全き 世界主義の 實 施される のを 看る であらぅ。 

(大正 七 年 五月) 


獨逸學 者の 永久 平和 論 


獨 逸の 中央 歐羅巴 同盟 論の 驍將 として 知られた フリ ー ドリ ヒ •ナク マンは、 自から 主 
宰 して 居る 所の 週刊 雜誌 『ヒ \ フエ』 の 一九 一七 年 八月 廿 三日 號に 『平和主義に 就て』 と 
云 ふ 論文を 載せた。 論文 そのものは 極めて 短篇で、 且っ 學術 的硏究 として 書かれた の 
ではなく、 隨筆 風に 筆を 走らせた ものに 過ぎない ので あるが、 併し 目下 獨逸 知名の 士 
たる ナク マンの 筆で あり、 又 論旨 も 面白い 點 ♦か あるので、 次に 紹介す る こと、 した。 

尸 2>〇 *マ0ンはー派の人の唱ふる如きー’世界平和』を以て、到底近く實現さるべきもので 
もな く、 又 決して 永久 的な ものと 思って 居ない。 彼は 世界の 永久 平和の 不可能な り や 否 
やを、 歷史や 歴史 哲學や 或は 外交 家、 平和論者に 尋ね、 更に 常識的 判斷 にも 訴へて 見 
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た。 而 して 現代が 永久 平和を 實 現すべき 具 體的方 ■便と、 組織と に缺 けて 的る ことを 知 
り、 其の 實 現の 不可能な ことを 說いて 居る。 要 1る (: 永久平和は空想であつて、吾人 
は 現代の 如き 時代から 一足飛びに、 か、 る 立派なる 時代に 入る ことは 出來な いと 云 ふ 
のが、 ナクマ ンの 主張で ある。 獨 逸の 立場から 云へ ば 當然の 議論で ある、 併し 之れ を 
獨逸 流の 僻論との み 解して はならぬ。 世界史の 發展か ら 公平に 觀 察して 來れば 、矢 張 
b 左樣 であると 思 ふ。 吾人 も 此點に 於て 彼の 說に 賛成す る、 現代 及び 近き 將來 は尙國 
家 主義の 時代で あると 信ずる ノ吾 人は 宜しく この 國家 主義の 傾向を 發達し 完成せ しめ 
て、 而して 後に 所謂 永久 平和の 實 現を 考へな ければ ならぬ。 そこに 達する には 尙 幾多 
の 曲折を 要する であらぅ。 要するに 現代に 於け る 人間 生存の 問題は まづ國 家を 基礎と 
して 論ぜられなければ ならぬ ので ある。 以下 ナク マンの 所說を 紹介す る こと、 する。 


永久 平和は、 果して 可能で ぁらう か。 吾人は まづ 之 ^ 歷 史と歷 史哲學 とに 尋ねて 見' 
やう、 更に 又 政治 上の 實際 家に 問うて 見やう、 尙 政治 上に 少 からぬ 勢力を 有すべき 多 
數 者の 常識的 判斷 にも 質して 見たい。 

歷史は果して何事を語 &: 炉。この疑問は餘り單純な問でぁる、蓋し、それは歷史な 
る •ものを 一の 明確な 誰 人に も 分り 易い ものと 考 へて 見る 故で ぁる。 併し 尙 精細に 歷史 
を 調べて 見る と、 歷史は 甚だ 液 雜 錯綜した もので 了解に 苦む ので ある、 而 して それに 
記された ことは 史實 その ま、 であるの か、 又 史家の 考に 依て 着色され た 記載に 過ぎな 
いので あるか、 判 斷に迷 ふ 次第で ある。 

=に云へば、歷史なるものは、畫家が淼林を描くに似たものでぁる。畫家は決しノ 
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た。 而 して 現代が 永久 平和を 實現 すべき 具 體的方 ■便と、 組織と に缺 けて W る ことを 知 
b.、 其の 實 現の 不可能な ことを 說いて 居る。 要 1る (: 永久平和は空想であつて、吾人 
は 現代の 如き 時代から 一足飛びに、 か、 る 立派なる 時代に 入る ことは 出來な いと 云 ふ 
のが、 ナゥマンの 主張で ある。 獨 逸の 立場から 云へ ば 當然の 議論で ある、 併し 之れ を 
獨逸 流の 僻論との み 解して はならぬ。 世界史の 發展 から 公平に 觀 察して 來れば 、矢 張 
b 左樣で あると 思 ふ。 吾人 も 此點に 於て 彼の 說に 賛成す る、 現代 及び 近き 將來 は尙國 
家 主義の 時代で あると 信ずる 0 吾， 人は 宜しく この 國家 主義の 傾向を 發達し 完成せ しめ 
て、 而 して 後に 所謂 永久 平和の 實現 を考 へなければ ならぬ。 そこに 達する には 尙 幾多 
の 曲折を 要する であらぅ。 要するに 現代に 於け る 人間 生存の 問題は まづ國 家を 基礎と 
して 論ぜられなければ ならぬ ので ある。 以下 ナクマ ンの 所說を 紹介す る こと、 する。 


永久 平和は、 果して 可能で あらう か。 吾人は まづ 之を 歷 史と歷 史哲學 とに 尋ねて 見' 
やう、 更に 又 政治 上の 實際 家に 問うて 見やう、 尙 政治 上に 少から ぬ 勢力を 有すべき 多 
數 者の 常識的 判斷 にも 質して 見たい。 

歷史は果して何事を語るか。この疑問は餘り單純な問である、蓋し、それは歷史な' 
る ものを 一の 明確な 誰 人に も 分り 易い ものと 考へて 見る 故で ある。 併し 尙 精細に 歷史 
を 調べて 見る と、 歷史は 甚だ 禮雜 錯綜した もので 了解に 苦む ので ある、 而 して それに 
記された ことは 史實 その ま、 であるの か、 又 史家の 考に侬 て 着色され た 記載に 過ぎな‘ 
いので あるか、 判 斷に迷 ふ 次第で ある。 

重に 云へ ば、 歷史な る ものは、 晝家が 森林を 描く に 似た ものである。 畫家は 決し， 
を 現は す 者では なく" た >森柃 の 一面を 描いた に 過ない、 歷史に . 
史上の 出來斟 ではた V 其の 事實 のみ •か 表面に 現 はれて 來 るので、 


八 ニ 


ノ 、又 戰爭が 起つ たこと を 吾人に 語り 得る けれども" 
^ ばなら ぬと か、 平和が 來るべ き辔 であると 云 ふこと を敎 へる もので 
^ 、 る 問題を 論議す るのは 想像の 範 圍に屬 する もので、 歷史に 通 曉した 思想 
0 一任 さるべき である。 

從て 『永久 平和は 可能な り や』 との 質問に 對して 、歷史 は 次の 如く 答へ るで あらぅ。. 
『予の 知れる 處では 、羅馬 帝國及 び 支那には 確かに 長い 平和の 時代が あつた、 この ニ 例 一 
は史上 5: 實現された平和の內では最も著大なものであつた、而してその平和は國境に 
築かれた 長 城と 中央 集權 とに 基いた ものである。 併し ー步を 進めて 且つ 長 城の 如き 防 
鐵物が なく、 中央 集權 でな く、 民主政治の 基礎の 上に、 則ち. た) 相互の 理解の 上に の 
み 永久 平和が 實 現され 得る か 否か、 その 問題に 就て は、 去て 我が 兄弟の 歷史锊 學に尋 
ねて 吳れ ょ』 と。 


併し歷史哲學とは誰人を栺すのか、又何處に居るのか、それは甚だ知るに困難で 
ある。 蓋し 歷史 哲學は 到る 處に 遍在す ると も 云へ るが、 又何處 にも 無い i も 云 ひ 得る、. 
それは 彼が 人間の 精神から 出る 呼吸の 如き ものである 故で ある。 固ょり 大な る歷 史家 
に就て觀察すれば、彼の上にも歷史哲學を認めることが出來る、又世間で賢明の士と 
云は％る人々の思想中にも存在して居る、尙神學者や之と反對なる自由信仰論者の間 
、にも 認められる。 而 して 吾人が 歷史 哲學を 認め 得る 處で は、 何處 でも 歴史の 場合とは へ 
多少 異なつ た 語を、 彼の ロから して 聞く ので ある。 

歷史 哲學が 現 賞の ものに 對 して、 それは やがて 合理的に 改善され なければ ならな V 
と 云つ て 居る 限り、 彼は 現實の ものを 以て 必然的に 不合理の ものと 見て 居る での ゐ る、 
吾人は實に歷史哲學からして如上の意見を聞くのである。但し『永久平和は可能なり‘ 
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や』 の 問題に 就て 彼に 質さん とする 場合には、 ま づ豫め 次の 如き 諸問題を 決定して 懸 
らねば ならぬ。 

人類 歴史の 變遷の 上に 於て、 大勢の 傾向に 進步が 認められる か 否か。 か、' る 進歩の 
趨勢は 經濟 事情に 依て 起される か、 或は 寧ろ 道德的 原因 乃至 理想に 依て 促される ので 
あるか、 戰爭 ょりも 寧ろ 平和に 依て 發展 が齎されると云ふことが、大勢の目標として 
進展しつ、ある所であらぅ炉、抑もか、る發展の勢は直線的にー本道を進むべきもの. 
であらぅ か、 或は 又 或 原因から して 退步の 起る のは 避け 難い ことで あらぅ かと。 

か、 る 問題から 論議して 懸る 次第で あるから、 い ょ< 本題に 立 入つ て歷史 哲學の ； 
意見を 聽 くまでには、 甚だ 長たら しい 氣の 長い 話で ある。 

四 

さて 歴史家 や、 其 他の 學 者ょりも、 更に 近く 現實 に觸れ 、而 して 面倒な 過去の 事實： 


に 依て、 現在に 對す 判斷を 束縛され ないで た >實 際 家の 立場 力ら 論じ 得る 者は 誰 *- 
又 か、 る 問題に 於て 誰 人を 指して 實際 家と 云 ふべき であらぅ か。 それは 嚮 に戰爭 開始 
の衝に 當 り、 而 して 今と なつて は 戰爭の 結末を 着ける に窮 して 居る 外交官 連で あらぅ 
か、或は之に反して、自ら人類惡疾の治療を以て任じて居る平和論者であらぅか。 

要するに 吾人は 外交官 連と 平和論者と 双方の 意見を 尋ねるべき である。 外交官は 國. 
際 法 上の 問題に 於て、 明確な 廣ぃ 知識を 吾人に 與へ て吳れ る、 彼等は 過去の 平和 會議. 
と 其の 努力 や 結果に 就て 熟知して 居る。 而して か、 る 知識を 有して 居る 爲め 、、彼等は へ 
將 來に對 して 決して 過大の 希望を 抱いて 居らない。 彼等の 判斷し 得る 問題は ^ の點に 
過ぎない、 則ち 戰亂 の猛 $ 1 度び 鎭靜 した 時、 其の後 直に 起るべき 形勢 如何との 點 
である 0 彼等に 取て は 世界 永久 平和の 問題は、 條約 や擔保 制度の 復興 問題， こ 同一な ので 
ある。 彼等の 見解に 從へば 現戰爭 後に 來る べき 世界平和は、 單に 皮相 的の 仕事に 過ぎ- 
ない、 彼等は 世界平和を 以て 根本的 事業と しては 不可能と 信じて 居る、 從て 皮相 的 事. 
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業はやがて破棄せられ易いことを示すのである。 

平和論者が、 之と 全然 反對の 意見を 述べる のは 疑 ふべ くもない。 彼等の 議論は 維納 
列 國會議 や 巴 里條約 偸敦條 約な どから 發 足しないで、 一八 九九 年 海 牙の 萬國平 和會議 
を 以て 發足點 とする。 而 彼等は 古い 外交 術の 破れた のを 以て、 自家の 主張を 援け 
る 有力な 材料と して 居る、 或は 一層 正確に 云へ ば、 條約 締結の 技術は 保存され •て 宜し 
いが、 之を 充實 する に歷 史的の 理想を 以てせねば ならぬ と 云 ふので ある。 則ち 國家的 
精神よりも 更に 高い 人類 的 精神の 價値を 重んぜよ と 云 ふので ある。 固より 彼等は 現代' 
諸國 家の 代表者に 對 して 死刑を 宣吿 する 迄には 至らない けれども、 彼等は 幾多の 困難 
あるに も拘ら す、 彼等の 理想は 是非とも 實 現されねば ならぬ との 固い 自信を 抱いて 居： 
る。 世界の 大 平和は 可能で ある、 蓋し それは 當然實 現さるべき ものである 故で ある。 
若し 實 現されなければ 人類はやがて破滅に陷るであらぅ、意志の存する處には必す道い 
が！！ かれる と。 以上は 實に 彼等の 斷乎た る 信念で ある。 


人々 は 各 専門家の 技術 上の 力量には、 充分 信賴 する ことが 出來 るけ れ ども、 彼等 專 
門 家は 各自 専門の 立場から して 樂觀 的に 傾く 嫌が ある。 ょし 彼等は いかに 樂觀 せんと： 
も、 現代の 國家か らして 一躍 全人 類 的の 組織を 實現 す： のは、 餘 りに 突飛で ある、 餘 
りに 胃 險 である。 而 して 誰 人と 雖も豫 言 者の 如く 確然と して 『看ょ 永久 平和は 眼前に. 
在り』 と 言 ひ 放ち 得る 者が あらぅ か。 成程 永久 平和は 眼前に 來た かも 知れない、 併し 
それは 疑問と して 來た ので ある。 朦朧たる 影の 如く、 祈 禱の聲 の 如くに 來た ので ある 0 

五 

但し 外交官 や 非 外交 家た る 平和論者は、 人間の 數から 云へ ば ホンの 一部の 人に 過ぎ. 
な •い。 彼等の 周圍 には 幾 西 萬の 民衆が 居る、 而 して 彼等の 息子は 出征して 塹壕 內の人 
となり、 又 彼等の 麵麴切 符は 漸く 乏， しきを 吿げて 居る ので ある。 彼等 幾 百 萬の 民衆は 
平和 締結が 如何にして 成される かに 闘して、 何等 滿足な る考を 有して 居らぬ。 航空 船 
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V 新造すべき か、 或は 化學 工場を 建つべき か、 それ以上の ことは 彼等は 毫も 知らない 
けれども、 併し 平和 締結の 事業が 彼等 及び 全國 民の 存立 問題に 重大な 關係が ある こと、 
は、 彼等の 能く 理解して 居る 所で ある。 目下 交 戰諸國 民の 經驗 しつ、 ある 狀態は 、甚 
だ 不快な 物恐しい 狀態 である 實に窮 困の 極に 達した と 云つ て 宜しい。 

この場合 所謂 常識的 見解は 旣に 其の 力の 及び難い ことを 悟らねば ならぬ。 元來 歷史. 
家や哲學奢や、外交家や、非外交家が數多あるにも拘らす、世界に秩序を齎らすものは 
常識の 力で あるべき 箸で ある、 固ょり それは 齎らし 得ない のでは 無から ぅ、 併し 遺慽 
ながら それを 實現 すべき 具體的 事項が 缺けて 居る、 又 明確の 度と、 組織の 機能と を 缺 
いて居る。吾人が今日各國社會黨の努カとして見聞する.事實、或は，目下開かれんとし 
つ、 ある ストック ホルムの 平和 促進 會合の 如きは、 いづれ も 以上の 實 例と 見るべき で 
ある。又社會主義者でなくとも、世界の或團體の人々が後人の爲めに善い模範を示し 
て、 各國 の政黨 、政治家 も 之に 倣つ て 其の 完成に 盡カ する ことの 出 來る樣 になる のを 


希望して 居る。 併し まづそ の 平和の 端緒を 開く のが 非常に 難事な ので ある。 人類 內部 
に存 する 本來の 組織的 機能は 未だ 弱い ので ある、 人類. は 如何にして 組織の 目的を 達し、 
而して 永久 平和を 實現 する ことが 出來 るで あらぅ か。 

六 

繰返して 云 ふ、 永久 平和は 果して 可能な り や。 未開 漂浪 時代の 人間に 取て は 今日の 
國家 組織は 驚くべき 物で ある •か、 永久 平和の 出現は 更に それょりも 一層 驚歎に 値すべ 
きもので ある。 さて それは 期待 さるべき もの か。 實は 世界の 發展 は、 未だ それを 期待 
し 得る の 程度に 達して 居らない。 生存 競爭の 立場から 觀察す れば 、歷史 は 競爭の 終極 
に 到達した のでは 無い、 吾人の 眼前に 撗はれ る國 家は、 旣に 太古の 帝國 ではない、 吾 
人は 却て 次に 來るべ き 時代に 向て 發展の 基礎を 準備して 置き、 而 して 吾人 自身に 正し 
い 地位を 獲得すべき の 義務を 有して 居る、 か く^ ^ て 吾等の 國 民は 互に 孤立せ す、 又 相 
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鬪爭 せす、 將來に 於ても、 今 H の 如く、 彼等の 負 ふべき 責任を 充分に 果たし 得る ので 
ある。 

吾人が 平和に 到達せ ん爲 めには、 先づ 最初の 目的を 以上の 點に定 めねば ならぬ。 而 
してそれ以上に尙宏大なる人類の希望 *> 成熟し來るべきことも、豫想さるべき箸であ 
る。 吾等は 決して 之に 對 して 反對 意見を 述べる もので ない、 併し 現今 如何に 平和 熱望 
の 風が 盛で ある とても、 それに 依て 吾等の 生活し つ、 ある 現代史 全般の 本質を 誤解し 
てはならない。今日吾人は永久平和を享受することが出來ない、吾人は之を知悉して 
居ればこそ、平和を求めて已まない。吾人は將來を慮り、將來ゎが獨逸民族 *> あらゆ 
る 方面で 多大の 貢獻を 爲すべ きを 期待す るが 故に、 吾人は 平和を 求めて 已まな いので 
ある。 然り 吾人は 平和を 求める。 併し 敵の 考が ー變 せぬ 間は、 吾人の 運命と 意思とは 多 
大の壓 迫を 受けねば ならぬ、 此の 如き 場合には、 吾人は 戰爭繼 續を辭 せない ので ある。 

(大正 七 年 六月) 


鄕土 思想の 涵養 

現代 大戰の 破裂以 來 此の 戰亂は あらゆる 場合に 引合に 出されて、 「此の 大戰に 際して 
.宜しく 吾人は 何々 せざる ベから す」 と 云 ふ欉な 風に、 發奮潋 勵の 材料に 利用され たこと 
が 夥しい。 何 I 現代が 戰時 でな くと も 吾人の 發奮 激勵は 固ょり 當然 のこと で、 敢て戰 
. 爭と云 ふ 如き 刺激の 强い 題材を 標榜す る 必要は ない ので あるが、 併し 自分 も 矢張り 此 
の 戰爭か らは 多大の 刺激を 受けた 一人で、 今玆 に鄕土 思想の 涵養に 就て 述べる 場合に 
も、 まづ 現代 戰举を 劈頭に 揭げ 出す の 決して 無意義で ない ことを 感す るので ある。 

現代 戰爭は 世界史の 大勢から 見て 確かに 一大事 件で ある、 時代は これに 依て 著しく 
其の 局面を 轉す るで あらう と 思 ふ。 吾人は 戰 後列 强國 民の 努力 •か、 對 外的に も 又國內 
的に も 益 著しくなる ことを 疑は ない、 吾人は 今から 大に覺 悟を して 掛ら ねばならぬ の 
は 今更 玆に云 ふまで もなから う。 殊に 各國 民が 自國發 展の爲 め益國 家的觀 念を 强 うす 
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ベき ことは 吾人の 注意すべき 點で 、著しい 時勢の 變化 ば國 民を して、 徒に 內容 空虛な 
世界的 親 念 や 平和 思想に 執着せ しむる ことを 許さない ので ある。 要するに 國家 自立、 
國 民團 結の 必要は 現 戰爭に 依て 特に 痛切に 感ぜられた、 此く 云へ ばと て 決して 人間は 
.戰 はんが 爲 めに 生れたり と 云 ふ 如き 戰爭 ー點 張の 議論を する のでは ない、 世界の 國際 
競 宰場裡 に 立つ 國民 は國家 自立、 國民圑 結の 決心を 固めなければ 到底 競爭の 一端に さ 
へ加はることは出來ない。吾人は國民のあらゅる階級が日常其の職務に從事するに當 
て、 絕えす 以上の 決心を 持たん ことを 希望す るので ある。 つまり 吾人の 主張は 愛國心 
の鼓吹であるが、吾人は愛國心振作の要點として鄕土思想の涵養を說くのである。 

鄕土 思想の 涵養に 就て は旣 に屢說 かれた 先輩 も少 くない こと、 思 ふ。 併し 從來我 邦 
で 鄕 土硏究 とか 鄕土 保存と か 云 ふこと が 唱 へられた のは、 多く 趣味の 方面から 必要を 
.唱 へたので あつて、 道樂 的な 嫌がないでも なかつ た、 卽ち 地方に 傅つ て 居る 傳說 或は 
.遺跡の 堙滅を 恐れて、 其 等の 硏究 を獎め 且つ 保存を 圖る のが 趣意で あつたと 思 はれる。 


吾人が 主張す る鄕土 思想とは 更に 廣い 意味の もので、 地方 在住の 人士を して 其の 鄕土 
を 愛し 鄕土に 安住せ しむる のを 目的と して 居る、 而して 國家國 民の 健全なる 發展の 基 
礎を、 鄕土 思想の 上に 置きたい ので ある。 此く云 ふと 或 論者は 之に 反對 して 云 ふで あら 
ぅ。 現代の 如き 國 民の 活動が 世界的と なつて 居る 時代には、 人々 は 宜しく 國內 にの み 
蟄伏して 居ないで、 大に 海外に 出で て 活動せ なければ ならぬ、 此の際 鄕 土に 安住す る 
如きは 國民 をして 萎縮せ しめ 國家 をして 益國際 競爭の 落伍者たら しむる ものである 
と。 それは 如何にも 御尤もな 議論で ある、 現代は 商工業 殷盛の 時代で、 以前の 農業 主 
義の 時代では ない、 從て 國家國 民の 發達が 商工業の 途に 由らねば ならぬ のは 無論で あ 
る。 人口の 都市 集中と 云 ひ、 農村の 工業化と 云 ひ、 其 等は みな 當然の 現象で ある。 併 
し如何に商エ業の時代であるとは云へ、又海外貿易の發達が必要であるとは云ぺ、其 
*> 爲 めに 鄕土 思想の 涵養を 等閑 視 して 宜い ので あらぅ か" 

元來 商工業と 農業とは 並行すべき ものである、 決して 一の 爲めに 他を 犧牲に 供す る 
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ことは 出來 ぬ。 之を 家庭に 譬 へて 見れば 商工業は 外. で 働く 主人の 如く、 農業は 家內を 
預る 主婦の 如き もので あらう。 今は 大に 社會に 活動すべき 時で ある、 人は 外に 出で 働 
かねば ならぬ と 云つ て、 家內を 預る 主婦 迄が 家庭を 飛び出して しまつたら 如何で あら 
う。. 恒產 もな く 恒心 もな き 其日暮 しの 者は それでも 宜か らうが、 併し 國家國 民の 健全 
なる 發達 は、 必す や恒產 あり 恒心 ある 人々 の 階級に 根抵を 有せねば ならぬ。 家庭に 於 
ける 安心と 慰藉と が、 社 會に 出ての 活動に 更に 新しい 元氣 を賦與 する 所以を 考 へたな 
らば 活動と 安心とは 離るべからざる 關係を 有する ことが 知られる 。固より 家庭 あり 係 
累ある *> 爲めに思ひ切つた活動の出來ぬ場合もあらう、何等の係累なき者が身を捨て 
て 働く ことに 依て、 新 天地の 開拓が 成功した 例は 決して 尠くな い、 併し それは 特別の 
場合で 危險を 伴 ふ 新 事業の 計 劃には 必要で あらう けれども、 か、 る 胃險的 方法は 決し 
て 永久に 有效な 手段では ない、 持久 的に 堅實に 事業の 成果を 擧げ やうと すれば、 是非 
i も 恒産 あり 安心 ある もの、 努力に 俟たね .ばなら ぬ。 現代の 歐 洲戰亂 でも、 戰爭が 著 


しく 國民 的と なり 持久 的と なつた 爲 めに、 各國 とも 戰 線の 將卒に 屢歸鄕 を 命じ 交代し 
て 家庭の 慰藉を 味は しめて 居る、 是みな 戰爭 *> ー氣呵 成で 行 はれな くな つた 結果で あ 
る、 海外に 事業を 起す にしても 家族を 伴つ て 永住 的に 遺る のでなければ、 事業の 健全 
なる 發 達を 望み 難いの も 此の 理で ある。 卽も 農業は 商工業に 對 して 安心を 與ふ るので 
ある 0 

農業の商エ業に對する關係は、や *> て海外思想に對する鄕土思思の關係である。自 
己の 鄕 土を 愛し 鄕 土を 思 ふの 情深い 人に して、 始めて 海外に 出で、 健全なる 活動を 試 
み 得る ので ある、 鄕 土を 忘れ 鄕 土の 荒廢を 意と せぬ 者の 活動は、 それは 絕望 的に 近い 
もので、 其の 活動は 如何に 目覺 しく ゐ らぅと も、 それは 一時的に 過ぎない 決して 堅實 
な 永久 的な もので ない。 本邦で も 近頃 農村 振興、 農淋救 濟の聲 が 高い のは 誠に 悦ばし 
いこと で、 農村の 疲弊は やがて 國 力の 疲弊で ある、 農村 不振なら ば 商工業の 盛大 も 徒 
に 內容 空虛な 盛大に 過ぎない ので ある。 英國 は年來 農村の 荒廢 、農業 不振が 著し かつ 
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たが、 今度の 大戦で 國民 食料 問題の 重要な ことを 悟り、 今や 頻に 農業の 振興に 努力して 
居る さう である *.'% 今度の 口 ィド •ジョ ー ジ內間 も 農業 政策の 振作を 標榜して 起つ たでは 
ないか、 實に 農村の 振興は 國家 自立の 問題と 共に、 戰亂が 與へた 敎訓 として 戰後益 重 
要な 問題と なる に 相違ない。 

鄕土 思想の 涵養 も 如上の 趨勢に 伴 ふべき ものである、 何も 獨 逸の 例を 有難 さう に擔 
ぎ 出す 必要 もなから うが、 近來獨 逸では 戰爭を 益國民 的の ものと して、 國民を して 持 
久戰に 耐えし め やうと 努めて 居る、 而し て頻に 鄕土 思想を 鼓吹して 居る 如く 認められ 
る。 それは 開 戰以來 ヵィゼ ，が 國民 又は 陸海 軍人に 下した 數 々の 勅 論を 見る と、 段々 
に 鄕土 愛護を 說 くこと が 强くな つて、 鄕 士の爲 めに 敵と 戰ふと 云 ふ 思想を 國 民 に 吹き 
込む 如く 見える。 元 來鄕土 思想は 獨 逸に 强く行 はれて 居つ た、 獨逸 語の 「鄕 土」 卽ち 
「ハィ マ ート 」 の 語は 獨逸 特有の 語では あるまい か、 英語では 「ホあム 庭」 「 ttr ス」 等の 語を以 
て之に宛て、佛語では「竈」の複數名詞を以て鄕土に.代用して居る、察するに舰 ±7 5{^ 


鄕土 愛護、 鄕 土硏究 、鄕 土藝術 等の 語 もみな 獨逸に 端を 發し たものと 思 はれる。 獨逸 
人の 性情に 一種の 底力 * > あり、 又 執着心の 强い こと も、 彼等の 鄕土 思想と 關聯 して 說 - 
明 せらる ベ きこと であらぅ。 固ょり 獨 逸人 •か 執撤頑 固で 排他 心の 强 い缺點 ある こと も， 
矢張り 鄕土 思想と 關係あ る ものと 認められる。 從て鄕 土 思想に 執着して 他を 顧みる 暇 
のない ことは 避けなければ ならぬ、 卽ち鄕 土 思想と 共に 國家 思想 更に 海外 思想の 價値 
を も 尊重せ ねばならぬ、 併し 鄕土 思想が 國 民の 敎育に 、國 力の 培養に 缺くべ からざる 
ことを 看過して はならぬ ので ある。 

要するに鄕土は家庭と共に自己の安住所である、之を愛し之を尊重するは自己の活. 
動に 有力なる 後 拒を 與ふる 所以で ある、 地方 人士の 鄕土 思想に して 發 達すれば、 地方 
の 振興は 自から 遂げられる であらぅ。 昔 封建時代に 於て は 領主と 領地との 關 係は 極め 
て 親密で、 地方の 繁榮 如何は 直に 領主の 權勢に 關 係す るので あつた、 從て 地方 人民と 役 
人との 關係は 決して 皮相 的で なく、 此 くして 地方の 開拓は 著しく 進んだ ので ある。 今 
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3地方の官史が該地方の風土人情に通じない爲め、施政の上に屢不便な事情を生じ、 
却そ地方の振興に不利を釀す場合がないでもないが、此點に於て吾人は封建時代の民. 
政の 精神に 鑑みる 必要が あるので ある。 地方 人士が 其の 鄕 土を 愛する は 固ょり、 地方 
官吏も亦地方に安住して事に從ふの決心がなければならぬ。殊に或論者が舊領主が舊 
領地に歸て地方の振興を圖ることを主張したのは、地方の社會的發達の上に肝要なこ 
どで、 吾人 も亦舊 領主の 間に 鄕土 思想の 盛に ならん J を 望まざる を 得ない。 例へ ば 福 
井市の如く舊城內に舊領主が果樹園を拓いて、依然として舊城下に居住されることは、 
地方 人に 取て は 甚だ 意味 深い ことで、 何となく 人々 の 心に 安定の 感を 深める 次第な の 
である。吾人は亦地方を旅して舊藩士が舊領內で役人となつて居るのが少くないのを 
見て、 賴 もしい 感に 耐えない ので ある。 

依て 吾人は 地方 人士が 新しい 意味の 封建的 思想を 以て 地方 經營に 從事さ れんこと を 
望まざる を 得ない、 又 敎育者 諸氏は 新しい 意味の 封建的 思想を 以て 鄕土 愛護の 精神を 


鼓吹され ん ことを 切望す るので ある。 玆に云 ふ 新しい 意味の 封建的 思想とは、 海外 的 
發展 、世界的 活爾の 根柢た り後拒たらしめん爲め、地方人士の間に鄕土思想を喚起せ 
しむる の 謂で ある。% 來の傳 說を慕 ひ、 遺跡を 保存す るの 風 も、 單に 其のみ であつ て 
次 一種の 道樂 に過ぎない、 眞の鄕 土 思想は 鄕 土には 各自 誇るべき 歷史が ある ことを 了 
解せ しめねば ならぬ、 而 して 其の 誇を 根柢と して 媒 土の 將來に 於け る發達 .を 企つべき 
で ?) る。 現代は 過去から 繼 續し來 つた もので、 過去の 事物は 其の 形式 こそ 現代に 無效 
であらぅが、其の精神は現代に於ても尙生命を持續して居る、從てー種の好奇心から 
過去の 事物を 弄ぶ のは、 實は 其の物を 殺す 所以に 外ならぬので、 吾人は 之を 生かして 
使は ねばならぬ。 此の 意味に 於て 國 史を學 ぶのは 祖國 將來の 發展に 資する 所以な の 
で、 國史 硏究は 卽ち廣 い 意味に 於け る鄕土 硏究で ある、 鄕土 思想は 要するに 愛國 心の 
縮 圖 に過ぎない。 獨人 リエン ハ， トは 鄕土藝 術は 卽ち藝 術を 人間ら しくす る もので あ 
る と 云つ て 居る。 想 ふに 鄕 土の 人と して 鄕 土の 爲に 働き 得る 人に して、 始めて 國民 i 
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して 國 家の 爲めに 盡し 得る のでは あるまい か。 

地方には 地方 獨特の 生命が ある、 地方 人の 敎育 はま づ此 生命を 把持す る ことを 要す 
る、 統一は 固ょ り必要であるが、單に統ーの尊ぶべきを知り、中央の命令、 75 至大都 
市の 勢力に 屈する のみでは、 地方の 自覺は 到底 望まれない、 而 して 此の 自覺が なけれ 
ば實は 統一 も內容 空虚な ものである。 國家的 統一の 內容を 充實 せし むる ものは、 鄕土 
の自覺 でなければ ならぬ。 吾人は 地方に 在て 敎育 に從事 せら 諸氏が、 常に 鄕土思 
想の 鼓吹を 閑却せられ ざらん ことを 祈る ので ある。 地理 歴史の 敎授の 如きは 單に 之を 
何千 里 彼方の こと、 何百 年 以前の こと、 卽ち該 地方 人士に 無關 係な こと、 して 敎授し 
ないで、 あらゆる 機鲁 5: 促へ て、 其 等の 無關 係らし く 見 ゆる 寧 實と鄕 土と を關聯 させ 
て 說明 せねば ならぬ。 尙又該 地方の 歴史、 遺跡、 傳說 或は 地理 上の 特色に 就て は、 其 
等の 事實と H 本全體 乃至 世界との 關 係を 明かに して、 該 地方が H 本全體 乃至 世界に 對 
し. て 如何なる 地位に 居る かを 特に 說明 する を 要する。 元 來歷史 の 硏究 は自 から 人々 の 


自重 心を 養成せ しむる ものでぁるが、 鄕 土の 硏究も 亦鄕土 人士の 自重 心を 增す もので 
なければ ならぬ。 吾人は 動もすれば 道藥視 せられん とする 所謂 鄕土 硏究 I 地方の 風 
土 •人情 •傅 說 •遺跡 等 S 硏究 ！ をして'  地方 振興の 大方 針に 一致せ しめ、 而 して 更に 
之を 以て 將來祖 國發展 の 根抵た らしめ たいと 希望し、 又 切に 敎育家 諸氏の 盡カを 煩は 
したぃと @> ふて居る。  (大正 六 年 一 月) 
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現代ょり 恩た る 城郭 

意義 ある 一 遺蹟 

城郭 (封建 諸侯の 居城) は 現代に 於て は旣に 過去の 遺物で ある、 其の 實際 的價 値は 
過去に 於て 旣に發 揮され たので あつた。 彼の 蜿 々たる 石垣 や 水 濠、 乃至 城門 跡の 桝 形. 
などは、 交通. の 便利を 主と する 現代 生活し 對し て大な る 障害で ある。 併し 城郭が 日に 
月に 破壤 しながら も 尙其俤 を 止めて 居る のは、 現代に 對 して 何等かの 價値を 有して 居 
る 故では あるまい か、 固ょり 彼の 石垣 や 濠が 直に 實 際の 用に 供 せら. e ると 云 ふ 意味で 
はなく、 彼の 壯大 堅固な 城郭の 外容は 吾人に 對して 何等かの 精神的 意義を 有する 如く. 
思はれる。吾人は日常東京市內を散步しな *> ら舊江戶城の石垣や御濠の松を仰ぎ見る 
時、 何等の 感をも 起さず して 立 去る ことは 出來 ない ので ある。 た > にお 江 戶の 昔が 慕 
はしい とか、 奥床し さに 耐えぬ とか 云 ふので はない、 城郭と 云 ふ 一大 土木に 對した 時、 


近來吾人の、 >1> トに起らざるを得ざる所感 *> ある、然もそれは現代に取つて重要な意義‘ 
ある ものと 思 ふ。 城郭の 石 一個、 芄 一枚と 雖も 古人の 苦心を 語つ て餘あ るので あるが、 
其 等の 苦心は 三百 年の 今 U にも 決して 無意義の ものでは ない。 次に 現代に 對する 城郭 
の 意義に 就て 聊か 述べて 見やぅ と 思 ふ。 

何故の 城郭 か 

城郭は 云 ふまで もな く 軍備の 一つで ある。 何が 爲めに 古人は 城郭を 築かねば ならな 
かつた か、 その 問題は 現代に 於ても 生きた 問題で あつて、 吾人は 何が 故に 軍備を 整へ 
ね X ならぬ か、 と 云 ふのと 同一で ある。 江戶 時代の 諸 候が 城郭と 云 ふ 一大 土工を 起し 
たのは、 全然 彼の 城郭に 據て 戰ふ爲 めの みでは なかつ た、 固ょ. り 一藩の 領土を 防ぐ のか 
主で あるから、 大名の 居城の みを 個め た 所で 役に立つまい 。當 時の 國防ニ 藩の 國防》 
'の 精神から 云へ ば、 國 境の 堅固なる ことを 期す るの が 當然 であつ て、 根 據地た る 居 域 
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に 防禦の 努力を 集注す るのは 本末を 誤つ たかの 觀が ある。 固ょ b 領內の 四民を 威服す 
る 政治的 必要から 見れば、 居城を 壯一厫 にす る ことは 當然 であるが、 軍備の 上から 考 へれ 
ば 築城 術の 精巧を 極めた 城郭は 無用の長物と 云 ふ點が ないでも なから ぅ。 城は 要する 
に 其 人に あるので ある •と 云つ て、 城郭の 堅固を 求めな かつた 武將 (例へ ば 信玄の 如き). 
心 懸けの 方が 勝つ ては 居まい か。 

無用の 用 

然り 、城郭は 或點に 於て 確に 無用の長物で ある、 殊に 江戶 時代の 泰平な 社會 にあつ 
て、 武士の 長刀が 庶民に 對 して 一の 迷惑と なつた 如く、 城郭 も 或 場合には 確に 厄介 視 
せられた に 相違ない ので ある 0: 併し 無用の 用と 云 ふこと も ある、 話しは 少し 違 ふが、 
現今の 東京 市から 見れば 舊江 戸城の 外濠を 彼の ま、 にして置くは 無用の こと、 思は れ 
る。 併し 彼の 外濠は 山の手 方面の 水利に 取つ て輕視 する ことの 出來ぬ 者で、 軍事上の 
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目的で なくと も 外濠の 存在は 必要で あると 云 ふ 說を 聞い， た。 現に 溜池を 埋めた 爲め赤 
坂の 高臺で は 水 放け が 以前ょり 惡 くなつたとも聞いて居る。又東京市內に廣場 *> 漸く 
減少す るの も 外濠を 埋 ると 同様の 仕事で、 無用の 用と 云 ふこと を 輕視 した ものである 
まい か。 

領主の 權 威と 土民の 安堵 

泰平の 時代に 城郭を 竪固 にす るの も 確に 無用の 用で ある。 假令 直接 其の 城郭が 實戰 
上に 役に立つ 場合がない としても、 一藩の 中心た る 城主 居住地に 壯大な 城郭が 儼然と 
構 へられた と 云 ふことは、 領 內の士 民に 安心を 與へる 一大 方便に 相違ない。 元來 「平 
和」 と 云 ふ ものは 「安心」 の 上に 築かれる もので" 不安な 時代に 求めら るべき もので な 
い。所謂文明殊に物質的文明の進步は此の「安心」がなければ望まれないのである。玆 
に 云 ふ 「安心」 とは 恒心と 云 ふ 意義に 似た もので、 退 嬰、 安逸な ど、 云 ふ 意味では な 
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い。， 卽ち 自ら 恃むこ Ly か 强く 、他に 如何なる 事變が 起ら ぅと も、 心內に 毫も 不安の 念 
を 起さない と 云 ふこ i である。 江戶 時代に 於け る 各地の 產業其 他 諸 生活の 進步 は、 一 
に 大名の 力 ある 統治の 下にな された ので、 殊に 江戶 時代の 初期に 至る ほど 此の 趨勢は 
著しく 認められる。 併し 其の 統治 も 領內の 民が 大名の 權 威に 服し、 之に 依つ て 安心を 
保ち 得なければ 到底 不可能で あつた ◊而 して 巍 然として 半 空に 聳えた 天守 閤や 、高い 
石垣、 深い 濠 乃至 番士の 警戒 嚴かな 城門の 有樣な どは、 大名の 權 威を 示して 餘あ ると 
典に、 又士民 安堵の 上に 重要な 貢獻を なし 得た こと、 思 ふ。 要するに 當 時の 城郭は 實 
戰 上の 價値 如何と 云 ふょりは、 寧ろ 領主の 權威を 發 揮し 士 民を して 之に 信賴 せし むる 
ことを 必要と したので ある。 

自彊の 精神 

r 自彊」 と 云 ふこと 程 人間 生活に 必要な ものは あるまい、 自ら 恃むの 念 薄い 國民は 遂 


に 劣敗 者と ならねば ならぬ。 城郭の 意義は 此の 「自 彊」 の 精神を 發 揮した 點に あると 思 
ふ、 而 して 此の 自彊が あれば こそ、 安心 も あり、 又 平和的 事業の 進步も 望まれる ので、 
城郭は 實に 江戶 時代の 平和を 保證 した もので あつた。 併し 之を 以て 所謂 武装せ る 平和 
A 見て はならぬ、 卽ち 所謂 軍國 主義の 眼を 以て 見て はならぬ。 平和と 云 ひ 安堵と 云 ふ 
も、 自彊の 確信がなくて は 到底 望まれない、 個人に 就て 云 ふ も、 自ら 寒暑に 耐え 得る 
自信がなくして、如何にして此世を安く送ることが出來やぅ。城郭は卽ち國防のみな 
らす 更に 一藩 統治の 全體に 安心を 與へた ものに 外なら ない。 

現代に 於け る 軍備 も 此の 城郭と 同じく 批判 せらるべき もので、 軍備の 價値 は實 際に 
用ゐ られ ると 否と に 依つ て 決せられない ので ある、 其眞價 値は 國民を して 自彊の 安心 
を有せしむる點に存する。而して平和を求める念が强い程軍備の必要は益緊切になら 
ねば 方らぬ、 軍備を 以て 平和の 敵と 考へ るのは 誤りで ある。 殊に 戰爭 ょり 生す る慘害 
を 呪つ て、 直に 軍備の 意義を 論せ んとす るは 淺薄な 議論で、 軍備は 其から 生す る 實戰上 
城郭  論 ニ ◦セ 
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の 結果 如何に 依つ て判斷 される もので ない。 所謂 功利主義の 立場から 云へ ば 實戰と 軍 
備とを 離して 考 へる ことは 出來な いで あらぅ が、 吾人は 此かる 立場より 見る ことに 賛 
成 出來な い。 英 人の 言で あつたと 記憶して 居る が、 「巨人た るの 力を 有して 居る ことは 
確に結構であるが、巨人の如く其カを使用することは暴虐である」と云ふ語があつた。 
國家が 充分なる 軍備を 整へ て 居る のは 卽ち 巨人た るの 力を 有する ので ある、 併し 其 軍 
備を 如何に 使用す るか、 又 如何なる 結果を 齎すべ きかと 云 ふことは 別問題で ある。 軍 
備は單 に 巨人と しての 力を 有し 得れば 其の 目的を 達した と 云は ねばならぬ。 要するに 
軍備は 軍備 それ 自身の みで 充分の 價 値を 有して 居る。 戰爭 の慘 害の 如きは 軍備から 生 
する 必要の 結果では ない。 

城郭の 有する 權威 

英人は 獨逸學 者の 「正義」 及 「義務」 に對 する 觀 念の 誤れる のを 指摘して 居る。 卽ち獨 


逸學者が「正義」や「義務」はそれ自身にて價値があるも办で、其の實際生活に於ける効 
果に 依つ て 批判 さ. るべき もので ない と 云 ふに 對 して、 英人は 之を 批難し、 然らば 「正 
義」 「義務」 の 客 觀的標 準は 何處に 求める ので あるか、 此 くせば 「正義」 なる もの も 要す 
るに 人間の 醇化され な' い 感情の 發作 に過ぎない、 實際 上の 目的 や 結果を 無視した 議論 
は 知識を 閉塞す るので ある、 彼等は 內的 認識を 唱道す るが、 其の 內容は 空虚な もので、 
徒に 理性の 衣を 飾つ たに 過ぎない と 云 ふて 居つ た。 (デュク ィ ー 著 「獨逸 哲學と 政治」 
參 照) 又愛國 心に 就ても 英佛 人の 間には、 愛國 心は. 國民 •か 國 家に 期待す る 所 あるに 依 
つて 起る、' と 云 ふ說が 多い 樣に認 めら れる。 (シ .デュ ■クィック 其 他、 「倫理 及 心理 觀 上の 
世界的 危機」 參 照) 併し 此等 の實傺 的 效果に 重きを 置いた 議論に 比すれば、 內面的 考察 
と自 發的價 値と を 尊ぶ 獨逸學 者の 意見の 方が •、遙 に權威 ある ものと 認められる、 吾人 
が 軍備に 對する 見解 も 矢張り 之と 同樣 である。 要するに 軍備 或は 寧ろ 武力の 價値は 其 
の 有する 權 威に 存す るので" 其の 權威 たる や 確に 莊嚴な もの 或は 寧ろ 神聖なる もので 
城郭 論 ーー〇九 
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.ある。 此く 云へ ばと て 吾人は 武力の 萬 能を 唱へ 、所謂 軍國 主義者の 膝下に 跪く のでは 
ない。 文事に 於て •も 商工業に 於ても、 人間 活力の 權威 ある 示現は 多く 存す るので ある 
•か、 古來 軍事が 人生の 榮譽 ある 一面と して 特殊の 尊敬を 受けて 居た のは、 軍事 それ 自 
身に 冒し 難い 權 威が 備は つて 居る 故で ある。 されば 軍備なる ものは 決して 戰爭 の慘害 
などに 依つ て 批判 さるべき もので ない、 城郭 も 亦 軍備と 同じく 其の 發 揮した 權威に 依 
つて、 領土 乃至 領民に 自彊の 念を 確保し 得て 其の 目的を 達した ので あつた。 

强者 たらん とする 努力 

現 時の大 戰爭が 始 つて以 來 、獨 逸の 軍國 主義に 對 t る 世人の 注意は 著しく 喚起 さ 
れ 、其の 是非の 議論は 頗る 喧しい ので ある。 英人は 常に 獨 逸の 軍國 主義を 倒せと 叫ん 
で 止まない が、 果して それは 彼等が 蛇蝎 視す るが 如き もので あらぅ か。 軍國 主義に 對 
する 吾人の 見解は 上に 述べた 軍備に 對する 場合と 同一で ある。 卽ち 軍國 主義 其 ものは 


決して 惡い もので もなければ、 呪 ふべき もので もない。 元來國 家が 强 .者た るの. 權威を 
保たん とする のば 當然 のこと で、 自から 弱者た る 地位に 甘す るのは 國家 として. 一の 罪 

，デ 

惡で ある ノ 固ょり 自ら 强者た る ことは、 他の 弱者を 虐待し 之を 迫害す ると 云 ふこと で 
はない。 弱者は 他から 見れば 憐れむべき もので あり、 又 同情す、 べき 者で ある。 併し 自 
己一 身から 考 へれば 確かに 罪惡 である、 吾人は 決して 弱小 國の 存在を 無視す る もので 
ない、 併し 自國は 益强 者た る ことを 心 懸けねば ならぬ。 

人生が 決して 固着 凝滯 した もので なく、 永久に 絕えざ る 發展の 段階に 過ぎないなら 
ば、 國 家の 上に も 不斷の 努力が 肝要で ある。 國際關 係に 於ても 現狀 維持と 云 ふことは 
理論 上 存續し 得ない 箬 で、 協商 や 同盟は、 國際 局面の 變轉 と共に 變 化せねば ならな 
い。 固ょり 獨逸が 強者た らんと する の 努力は 非常な ものである、 而 して 其 結果 列強の 
不安を 釀し 、やがては 世界を 敵と して 戰は ねばならぬ 窮境に 陷つ たに 就て は、 獨 逸の 
態度に 批難 さるべき 點があ つたことは 疑 ひない。 

城 郭 論 ニニ 
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傲慢なる 獨 逸人 
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公人と しても 私人と しても 獨 逸人の 傲慢な 熊 度" 容易に 人と 相容れない 摯拗な 性情、 此 
等の缺點が强者たらんとする努カと結合して、獨逸に禍したことは1洱でなかった。 
併し それは 强者 たらん とする 努力の. 必然の 結果で U ない、 此等の こ ^ を 以て 獨逸 A の 
努力をまで 抑 へんと する は 間違っ て 居る。 近來獨 逸人は 怫國 に對 して 去 程 ® 惡感情 を 
示さない樣に見受けられるが、それは要する (: 獨逸：か怫國を與みし易いと見た結果 
で、 氣 力の 弱い 佛 人を憐 むべき ものと 考 へた 故で ぁる、 ラ ートゲ ンの小 著 『獨 逸、 列强 
及び 戰爭』 を 見ても、 獨人が 佛人を 輕視 して 居る 樣 子の I 斑 U 知られる が、 彼等は 佛 
人を 指して 無氣 力、 因循、 進取の 風な しと 嘲り、 他 國の 援助な くして は 戰爭す ■る こと 
.の 出來ぬ 意氣地 無しと 云っ て 居る。 戰爭に 依って 刺戟され た 獨 人の 議論には 頗る 過激 
に陷っ たもの が 多い、 グン トの 如き 哲學の 老大家で すら、 隨分 露骨な 或は 寧ろ 下等な 


激語を放言して偉らないのである。併し其の態度が非常識であるからと云つて、彼等 
の 議論の 精神まで も排ボ する ことは 出來な い。 以上の 佛 人に 對する 批評の 如きは 頗る 
無禮な 放言で あるが、 其の 間に 示された 獨 人の 向上心が 如何に 强いか 、と 云 ふことは 決 
して 看過 せらるべき でな からう。 孰れに せょ 列强 互に 相對 立して 國際 競爭の 激しい 芝 
居を演じ 0 、ある時、其の舞臺に立、つべきー員が、自己の技倆に不安の念を抱いて居た 
ら何 うで あらう、 此 くして 自彊の 信念な き國 家は 永久 晴れ' の舞臺 から 退かねば なる ま. 
い。 吾人は 現代の 國際關 係を 思 ふ度每 に、 我が 戰國 時代から 江戶 時代 初期に 屋り 、諸 
侯が 互に 自己の 領土に 據 て、 U 夜權 勢の 擴 張に 苔 心しに 昔を 想起せ ざるを 得ない ので 
ある。 

城郭の 與 ふる 安堵の 念 

彼等 諸侯は 自家の 權 勢を 固み ん •か 爲 めに、 領內 富力の 開發 に 努力した ことは 一通り 
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でな かつた、 江戶 時代に 諸國の 生産が 著しく 發 達した の も、 其の 端は 夙く も戰國 時代. 

にある と 云つ て 宜しい。 彼等は 單に 軍備の 充實を 計つ たのみで なく、 一 國經濟 の 基 ^ 、 

ふ V 

を 固める に少か らす 苦心した、 此 傾向は 江戶 時代 初期から 元祿 、享 保の 頃に 亙つ て 諸 
藩の 藩 政が 盛に 硏究 された ことに 依つ て 知られる ので ある。 城郭が 築かれた の も亦此 
諸藩の對抗が最も著しかつた戰國から江戶時代初期に1る時代であつた。斯かる時代 
に 於て 彼の 莊嚴を 極めた 城郭の 築かれた ことは、 如何に 領主 竝に士 民に 自彊の 念を 與 
へたで あらぅ か。 固ょ b 當 時と 雖も各 領土の 對立關 係は 必中し も 武力に 依つ. ての み 解 
決されたのではない、彼等の外交は隨分複雜で、其の間には微妙な關係が結ばれて居 
つた、 卽ち單 に 戰爭の 歴史の みで なく 又 巧妙な 外交 手段 も 廻らされた ので ある。 併し 
繼ては武カの解决に俟たねばならぬことが多かつたので、城郭の意義は實に輕からぬ 
もので あつた。 前に も 述べた 如く、 其 城郭が 實戰に 於て 發 揮すべき 効果は 別と して、 

か、 る 時代に 於て 安堵の 念は 實に 城郭に 依つ て 保證さ れた 次第で ある。 されば こそ 秀 


吉 、家康 の 如き 天下の 諸侯を 抑えて 立たねば ならぬ 大 諸侯 (或は 諸侯の 盟主) は、 其靖 
城とても亦特に壯大なものでなければならぬ、大阪城と云ひ伏見城(桃 111 城)と云ひ、 
乃至 德川 氏の 江戸 城の 如き、 以上の 意味を 考 へて 見れば、 其莊麗 大規模な こ&は 自然へ 
の 必要に 出た もので 毫も 怪しむ に 足らない ので ぁる。 

列強， 對 立の 時代 

吾人は昔の諸侯 *> 、築城なる大エ事を起さねばならなかつたと云ふ事情を考へる每 
に、 當時 彼等の 間に 自家 存立の 決心が 如何に 强か つた かを 思は ざるを 得ない、 卽ち 彼. 
等の 間に 生存 競爭の 激し かつた ことは 想像に 餘ぁる 次第で ぁる。 彼等が 一 技 一能に 秀 
でた 浪人を 抱へ るに 汲々 とした こと、 殊に 石 田 三 成が 自己の 封祿の 半を 割いて 島 左 a 
を 抱へ たと 云 ふ 如き 話を 見ても、 激烈な 群雄 競爭の 間に 立つ て强 者た る ® ほを 維持し- 
仡 いとの 熱心を 窺 ふに 足り やぅ。 以上の 事情は 最近に 於け る獨 逸の 境遇に 似た 點がぁ へ 
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ると 思 ふ :0 年乘獨 逸が 其 苦しい 境遇の 間から 脫却 したいとの 熱望 及び 之に 伴つ た 異常 
な 努ガは '、却て 列強から 世界平和， の攪 亂游 として 呪は れる 因と な り、 所謂 獨逸 孤立 政策 
の爲 めに 苦しめられる‘ こと ^. なつた。 それは 獨逸 自ら 招いた 罪で も あらぅ、 饼し 彼等 
は 之'. に 依うて 益 國家 自存の 必； 要を 感ずる と共に、 國民經 濟の獨 立に 向つ て 努力し つ、 
ある ,0 開戰の 始め 獨逸， は 食料 問題. の， 爲め 屈すべし とまで 豫想さ れた. のが、 今に 至る ま 
で毫も弱つた形跡が見ぇなぃ‘のは、彼等の努カが如何に强か.つ紀かを示すもので |) 
る？要するに城を築いて封疆を固め允封建諸侯の決心は、軍國主義を振翳し起つた現 
代 獨 逸の 決心と 同一で あらぅ。 エリス 0 バーヵ ー は 今囘の 大戰爭 を 指さして 「民主々 義 
對 封建制度© 戰爭 J であると 云つ たが、 是は 或點 まで 正鵠を 得た 說で ある。 

五六 百年以 來歐羅 巴では 國家對 立の 趨勢が 著しく、 それは 近代に 至つ て 益 甚だしい 
ことくな つた。 固ょり 一方には 種々 の 國際的 運動が 催されて、 世界的 傾向 も 認められ 
ないで はない が、 併し それは 政治的に 各國 家を 統一す ると 云 ふ 古代の 世界主義とは 大 


に里(なったもので、各國家の存立を認め其の獨立國としての體面に觸れること無くし 
て、 各國 民の 間に 或る 共同の 生活を 營みた いと 云 ふので ある、 電信、 電話 其 他の 交通 
機關乃至博愛救護事業の如きは其ー端であるが、要するに此等の運動とて國家主義の 
上に 立たねば ならぬ ので あつた、 卽ち 『分化』 を 基と して 或る 『綜合』 を 求める に 過ぎな 
い。 されば こそ •一方に 於て は英獨 海軍 競宰の 如き 事件は 遠慮なく 起り っ、 あった。 要 
する に國家 •か 互に 對 立して 居って、 而 して 歷史は 常に 不斷 の發展 であ b、 卽 t> 城 濠の 
水 ©' 如く 沈滯 した もので なく、 日々 に 新たなる 水流の 如き ものである 以上、 國家 相互 
間の 競爭は 到底 免れる ことは 出來な い。 

武力を 背景と する 外交 

以上の 國家的 競爭は 外交と 云 ふ 平和 手段で 解決され 得る 場合 も あらぅ、 併し 所謂 外 
交なる ものが、 疆が 誠心誠意を 吐露して、 何等の 腹藏 もな く眞に 胸襟を 開いての 外 
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交なら ば、 問題の 解決 も 不可能で あると 思 はれる が、 個人 間の 關係 •に 於ても 或 程度 ま 
で 虛僞を 交へ ない 者がない 如く、 古來 外交に も 亦虛僞 の辭令 や權謀 譎詐を 交へ ない も 
のが あらう か、 若し 然ら ざる ものが あれば、 それは 寥々 たる 曉 天の 星の 如き もので あ 
らう、 尙又 威力を 以て 壓迫 する 高壓 手段 も 認められる。 孰れに せお 外交と 云 ふ も 其 趣 
は 戰爭と 異なる 所がない、 されば こそ 外交 手段に 依った 不徹底な 解決は、 年月を 經る 
と幾多の破銳を生じて、遂に辭令の假面を脫ぎ棄て戰爭と云ふ露骨な手段に依ること‘ 
となる ので ある。 か、 る 意味に 於. て 吾人は 戰爭 を 以て 政治の 繼續に 過ぎぬ と 云 ひた 
い、 彼の 戰爭を 以て 政治の 墮 落した ものと 見る 如きは 吾人の 與せ ざる 所で ある。 

吾人は 固ょり 外交の 價値を 認めない もの. でない、 併し それは 或 程度の こと. で、 之に. 
依て 戰爭を 避け 得る ものと 思つ ては 居らぬ。 外交は 外交で あるが、 一方に 於て 軍備は： 
軍備で ある。 ビス マ， クは 威力に 目的を 貫かう とする 所謂 威力 政策 (Macllt  pouik) を. 
戒めて、 國 家は 宜しく 自國の 利害 休戚の 問題に 眩て 動かねば ならぬ、 卽ち 所謂 利害 政 


ベ.， vr  ニ • •ば、 r •.づ  メ 


策 (I s- ereln  politik; を 奉すべし との 考へを 抱いて 居た。 (モン ロー •スミス 『軍略 對外 
交』 參 照) 併し それは 威力 政策を 惡意に 解した 場合の ことで、 威力の 濫用を 戒めた に 過 
きないと 思 ふ。 若し 然ら すと すれば 威力 政策と 云 ひ、 利害 政策と 云 ふ も 要するに 其 差 
は 五十 步百步 では あるまい か。 實際ビ スマ， クの 仕事を 見れば、 果して 彼が 威力を 用 
ゐない 場合が あつたか、 それは 頗る 疑は しいので ある。 

獨 逸の 現狀は 自業自得 

但ビ スマ X クは 威力を 用 ふるにしても 之を 被 ふに 巧妙な 外交 手段を 以てした、 彼が • 
戰爭を 開く 際に も 能 ふ 限り 自國 をして 受動 者の 地位に 置かん ことを 努めた、 縱令 それ 
は 表面上に 過ぎない にもせ ょ、 自ら 進んで 平和の 攪 亂 者た る 謗を 受く はこと を 避けた 
ので ある。 從 つて 彼は 獨逸 帝國の 統一を 完成して 歐洲に 於け る 獨 逸の 地位を 確立 1 る 
と共に、 列強の 猜疑 嫉妬を 招く ことを 恐れて、 或は 露 國の歡 心を 求め'  英國に 好意^ 
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表して、其外交手段には頗る巧妙なものがあつたのである。現代獨逸が四面に敵 ?: 控 

為 

へる 様な 窮境に 陷つ たのは、 其の 一因は 確に 獨逸 外交の 拙劣と 云 ふこと に歸 すると 思 
ふ、 併し ビスマルクが 現代に 居つ たと て、 獨逸國 家の 進路を 現代 獨 逸と 異 つた 方面に 
導く ことは 困難で あらぅ。 要するに 獨逸が 最近 軍備 擴張 に努 した ことは 自彊の 精神に 
基いたもので、封建諸候が城を築いたのと同じこと、思ふ。但其の軍備が列國をして. 
壓迫を 感せ しむる に 至つ たなら ば、 それは 軍備の 罪では なくして 獨逸 政府 乃至 國民の 
態度が 産んだ 結果で ある。 彼等に 自負 尊大の 缺點が あり、 其の 行動が 屢 排他的になる. 
ことは、能く人の認める所であるが、か、る嫌はれ者の國家或は國民か軍備に熱中し. 
或は 軍國 主義を 奉す る 時、 他から して 批難を 受ける に 至つ たのは 已むを得ない 事で あ 
らぅ。暴君が城を築いた時其の城郭は惡魔の如く見えるであらぅが$明君の築いた城 
は 却て 國 民を し自彊 安堵の 念を 强か らしむ るので ある。 


昔の 大名と 今の ■逸 

吾人は 威容 壯嚴な る 城郭を 看て、 偶 思を 軍備 及軍國 主義の 上に 馳せ 、而 して 更に 現 
代の 獨 逸に 想 倒せざる を 得な かつた。 獨逸が 軍備を 充實 し軍國 主義を 採用 しれに 當つ 
て、若し野心や非望が其の動機であり、而し.て列强に壓迫を加へて止まないならば、 
列强が 之を 抑へ まぅ と 云 ふのは 當然 である。 併し 繰返して 云 ふが 其の 爲 めに 軍備 や 軍 
國 主#^ の ものを 批難す るのは 間違で ある。 サン デ ー は 其の 著 『獨 英兩國 に對す る戰 
爭の意義』に於て次のことを述べて居る。「濫りに軍國主義の壤滅を叫ぶのは、獨逸 *> 
自國の理您や制法を他國に强ひんとする *> 如く、等しく間違つた考へである。元來他 
國 人の 愛 國心を 排斥して 却て 其の 反抗を 强ぅ する のは 眞の 政策で ない、 寧ろ 之を 善導 
して 狹_な 國家的 思想の 範圍を 出で、 更に 大なる 高き 人類の 理想に 向は しむべき であ 
る I と。 是は 如何にも 穩當な 意見に 相違ない、 併し 之を 實行 する に 如何なる 方法を 取 
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もべき か。 それは 隨分 困難の 問題で あると 思 ふ。 併し 英人' が ロに する 如く 無暗に 軍國 
主義を 倒せと 叫ぶ のが'  果して 當を得 たもので あらぅ か。 要す. るに 吾人は た > 自彊の 
策を 講ずれば ■足れり である。 兎も角 強者た らんと する 獨 逸の 努力は 吾人の 看過す ベ か 
らざる ことで、 目下 獨逸を 敵と し. て戰 つて 居る だけ、 益 吾人の 注意は それに 集注され 
ねばならない。 

彼の 崩れ か、 つた 天守 閤 や、 壘々 た. る 石垣、 或は 腐 水を 湛へた 其の 濠、 今ではた) 
廢墟 に過ぎなぃ 其 城郭を 看て、 吾人は 其 昔 其 等. の 城主が 如何に 此 城を 築く に 努力した 
かを 思 ひ、 彼等に 取つ では 築城は 實に眞 面目な 一生懸命の 事業で あつた ことを 考 へる 
度每 に、 獨 逸の 境遇 及 努力と 其 發展の 偶然なら ざるに 想 例せ ざるを 得なぃ。 而 して 將 
來吾 « 本も如何なる境遇に陷るであらぅか、それを思へば吾人はー日も早く固ぃ『自 
彊』の信念.を抱くこと#.焦眉の急であらぅ。城郭が吾人に與へた敎訓は實に以上の如 
きもので あつたので ある。  (大正 四 年 十二月) 


世人は 城郭の 硏究を 以て、 單に歷 史的 若く は 建築 學的 興味との み 解して 居る やぅで 
あるが、 こは 城郭に 對ず る眞の 理解では ない。 我等は 審かに 往古の 築城 法を 硏究 し、 
更に 其の 背後に 潜む 城郭の 精神に 想到す る 時、 そが 現代に 對 し、 甚 深の 敎 訓を垂 る、 

’ もの ある 事を 知る ものである。 就中、 城郭を 通して 現 はれた 封建時代の 武士の、 寸毫 
の 油斷 もなかつ た 緊張した 精神は、 特に 現代 日本に とつての 痛切な 訓戒で ある 事を 信 
t' る . 

亂 雲の 如き 群雄が 六十 餘 州の 隨 所に 割據 して、 覇を 天下に 競 ふた 所謂 戰國 時代は、 
秀吉 家康の 非凡なる 軍事的 竝に 政治的 手腕に 依りて 統一 せらる、 事と なつた。 

云 ふま. でもな く、 德川 三百 年の 治世は 太平の 時代で 此の間 文藝 •學 ^ •商工業 等 

域郭の背傻に潜む淸神  ニニ 三 
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平和的の 事業は 頓に 興隆し、 萬般の 施設は 所謂 文治主義の 方針に 依りて 行 はれ、 人心 
も 亦た 戰國 s 時代に 見た るが 如き 殺伐 剛毅の 氣風 はやぅ やく 失せて、 和平 華奢の 風潮 
一世に 漲りつ、 あつたのは、 是非 もない 時運の 變轉で あつた。 され ど此 等の 風潮は、 
當 然に當 時の 築城 法に も 影響して、 そは 戰國 時代の 純 乎た る 軍事的 要塞では なく、 一 
■面に 地方 大名の 邸宅で あり、 更に 城下なる 文字が ょく その 眞相を 語る が 如く、 領內の 
四民が集來して平和の生活を營む都會でもあつて、卽ち城郭と云ふ語には、單に軍事 
的で ある 以外に、 社會 的經濟 的の 意味 も 加味せられ て 居た。 

加 之、 時の 中央政府 允る 幕府では、 軍事的には 頻りに 消極 策を 執つ て、 城郭の 新築 

は 思 ひも 寄らぬ 事、 其の 改築 修繕に すら も 色々 の 困難な 條件を 規定し" 極端な 制限 
を諸藩の軍備に加へたので |) る。 

其の 一例には、 德川 氏の 居城た る 江 戶城內 の 天主が、 明曆 三年の 大火に 燒 失した が、 
德川家では之を再建することをゎな炉つた。此の事に關し、慕府の眞意は諸藩に對す 


る 見せしめで あつた 事は 勿論で ある。 されば 當 時の 諸 大名、 中に も外樣 大名が 軍事的 
施設に 關し 、幕府に 依つ て 警戒せられ た 事は 推して 知るべし で、 一度 其の 天主 か燒失 
でもしたら、 絕對に 其の 再建は 不可能で あつた。 

それは 單に 天主の みに 限らす、 櫓 若く は 塀の 改築の 如き も 面倒な 問題の 種と な り、 
石垣の 如きに 於て は 石の 積み直しす らも 精確の 圖 面を 幕府に 提出して 其の 許可を 得る 
に 非 ざん ば、 斷じて 之に 手を 附 ける 譯 (: は 行かな かつた 0 

ニ 

併しな *> ら、 是 等の 寧實を 以て、 直ちに 當 時の 文弱なる 風潮を 象徵 した ものと 速斷 
する は、 犬なる 誤りで ある。 こは 實に 幕府が 地方 大名の 勃興を 恐れ、 萬 一の 變に對 し 
て 未然 こ備 へた 方便で、 地方 大名に 於ても 亦た 幕府に 對す る氣蒹 から、 心なら す も 表 
面 幕府の 方 汁 こ 順 應 して 居た と 見る のが 中つ て 居る。 勿論 當時は 太平の 世で あつたの 
城郭の 背後'」 潜む 精神  一一 ニ 五 
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で、 築城の 眼目と する 所が、 攻擊に 非す して 防備に あつた 事は 賭 易き 道理で あるが、 
城郭は 單に 大名の 邸宅と SQ みでは なかつ た、 旣に 城郭なる 名稱が 示す 如く、 § 
本來の 性質 上、 軍事的の 意義は 依然 備 つて 居た ものである 〇 されば 今 仔細に 當 時の ^ 
城の 跡を 硏究 して 見る と、 實に 我等の 感嘆に 値する 熱心 S て、 諸 大名が 密かに 其の 
設備に 腐心し、 一旦 緩急の 場合に 備 へた 事が 分る ので ある。 

こは 所謂 油斷 大敵なる 訓 言を 最も 忠 實に嚴 守した る もので、 當時 太平 無事の 世 こ あ 
5 ながら、 ょく 一旦の 兵火を 慮り、 其の 準備に 孜 々たりし 一事は、 其の 果して 太平で 
あるか 將た 多事で あるかは 別問題と して、 頹廢 •弛緩* 倦怠の 色 漸く 甚し からん とする 
現下の 我國 民に 對し 、確かに j 大敎訓 たるを 信す るが 故に、 以下 其の 實 際に 爾し 、卯 
か 述べて 見たい と 思 ふ。 


其の 例には、 尾 張 侯は 德川 御三家の 一で あつて、 譜代大名の 隨ー なる もので あつた 
*> 、 其の 居城た るが^ I M^ i:0 至つ ては、 實に 邸宅 式の 趣を 發 揮した 泰平の 大 城郭で あ 
る。併し天主の入ロの通路に、ー面に鉛を敷き詰めた。そはー度び兵亂の勃發するに際 
し、 卽 座に 彈九を 造る の 用意で あつて、 總量百 十二 萬 四千 •八 百 五十 九 貫を 有し、 ー彈 
三 匁 五合の 銃 九に して、 三十 ニ 萬 一千 三百 八十 八發は 立 所に 得られる と傳 へられて 居 
た。 又 天主の 內 部には、 其の 各階の 床下に 無数の 所謂 木ッ 羽と 稱 する 木片を 詰め込ん 
で * る *> 、そは今：=:何の用に供する目的であつたかは解する事は出來ぬが、萬ーの危 
急こ |1 へたものであるだけは明らかである。又同じく天主の最下層には井桁三尺五寸 
四 分、 深き 曲尺 十二 間の 井戶を 掘つ てあつて、 ょし 四面 悉く 敵手に 陷 つて、 天主た け 
にな つても 持ち 堪へ やぅとの 用意が ある。 其他鹽 倉、 食糧 庫 等を 備 へれ 天主 も あるが、 
皆 籠城の. 用意で ある。 姬路 M° の 如きに 於て は、 天主の 第三 層の 四隅に パ さ L 穴* ある 
が'  それは 狹 間と 稱 する 今日の 所謂 銃眼で あ？、 敵 •か 天主の 內に 闖入しても 尙ほ之 
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を防がんとしたものである。銃九を用意した例としては、尙ほ加賀のゲ„が其の屋 
根を 鉛磚で 葺 いた 如き 事實が ある。 

斯 くの 如く 各々 祕 策を 盡 して 城郭の 防備に 苦心した 例は、 一々 枚 擧に遑 がない 。尙 
次に 予は當 時 一般的に 如何なる 防備が 施された かを 槪 括して 下に 述べる。 

當 時の 築城の 精神は、 一般に 防禦を 主と した 事は 前述の 如くで あるが、 其の 頃の 築 
城 上の 用語を 以てすれば、 防禦を 主と する 陰の 築城 法に、 更に 攻擊を 主と する 陽の 築 
城 法を 加味した ものである。 凡て 一城を 築造す るに 當り 、最も 意を 用ゐ て嚴 にせねば 
なる ぬのは 城門で ある。 そは 先づ 外部から 見 ゆる 事を 防ぐ 爲 めに、 城壁に 垂直に、 門 
の內 側に 鍵 形に 折れた 土壘が ある。 此は部 と 呼ばる、 ものである。 而 して 城門の 內側 
に 更に 直交して、 今一つの 門が 構へ て あるので ある。 こは 外面からの 直視を 遮斷 する 
と共に、 外部ょり 城門に 通す る 道路を 迂曲せ しめ ノ 且つ 部の 上の 狹間 からは 弓鐵 砲を 
浴せ て 敵の 侵入を 防ぐ 手段な ので ある。 而 して 第一の 城門と、 第二の 城門との 間には 


かなりの面積があつて、其處を桝形と稱する。攻勢に用ゐらる、場合には、此の桝形 
は 武者 溜りと なつて、 一旦 城兵を 此處 に纒 め、 內 門を 閉ぢて 外 門から 之を 繰り出す も 
ので ある。 

橋梁の 前面は 當時馬 出しと 呼ばれた もので、 今日の 橋頭堡に 當る ものであるが、 こ 
は土壘竝びに堀を以て圓形若くは四角形に壘を築き、其の兩側には門 /*> ある。これも 
前記の 桝 形と 同じく、 防 傷の 用に も 供す るは 勿論で あるが、 其の 主要なる 目的は 攻撃 
にある は 明かで、 出兵の 際の 武者 溜りと なる ものである。 

又 城郭を 出來 得る： U け 敵の 視界から 避けし め やうと して、 色々 の 方法を 講じた 事は、 
當時 一般的に 採用せられ た 築城 上の 要件で あつた e 其の 爲めに は、 城內に 大樹を 繁茂 
させて 建築物を 蔭蔽 したり、 又は 城壁の 外面を 板張りに して、 之を なるべく 目立たぬ 
やうに したりした。 

次に 何れの 城郭を 問は ず" 其の 周圍を 繞る诚 壁は、 一定の 距離 毎に 曲う 目を 附 けて、 
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其處に據って壁面を登る敵兵に對し、側面から射擊する設備がぁる。これは『ひすみ』 
と稱 へられた。 


四 

郭は減內に多數ぁる、平常は各郭は連絡せられて居るが、若し敵が城內に侵入した 
場合には、 其の 連絡は 遮斷 する 事の 岀來る やぅに なつて ゐる 。例へ ば 今日の 皇居の 正 
門で ぁる 二重橋は、 江 戶城西 九の 大手 ロで 郭は ニの 橋に 依て 連絡され て 居た。 若し 敵 
*> 城 間近く 迫つ た 時、 兩 橋を 一度に 切 落して しまへは、 敵の 侵入は 殆ど 不可能の 狀態 
とならねばならぬ。此の方法は郭と郭との間に屢用ひられて居つた。又は敵を城內の 
低地に 導き 入れて 置いて、 やがて 水門の ロを 開いて 水を 引き、 敵を 水攻めに する 手段 
の 施された もの も ぁる。 

通路に 關し ては 色々 の 苦心が 用ゐ られた もので、 城外ょ b 城門に 通す る 路に關 し 


て 


次前にも述べた *> 、ま ^- 嫩內にしつらへた暗道は、更に入念に仕粗まれたものでぁ 
る" そは 本 九に 通す る 凹路の 上に 家屋を 建て、 中は 眞 暗闇で ぁる 上に、 路 は 八幡の 道 
知らす 式に 曲折して 居る ので、 一度び 其の 中に 蹈み 込んだ ものは、 暗中に 道を 失 ふの 
であると 聞いた。 

以上 當 時の 築城 上の 一般の 用意を 述べた が、 以て 防備に まれ 攻撃に まれ、 如何に 彼 
等が 居常 油斷な き 用意を 有？ 居た？ 知る 事が 出來 る。 尙ほ 下の 一例は、 斯 くの 如 
き 封建 武士の 綿密な 硏究 と、 周到の 用意と を 物語る 一 材料で ぁる。 

江州の影まは琵琶湖に面し、敵は舟1て湖水|らねば城に迫る事は出來なか 
つた。 所が 城郭 S 下なる 幾 十 間 かの 前面 水上に 一個の 洲が ぁるが、 此の 糊の 防禦 上 
に 於け る 効果 如何に 一 關 して、 藩士の 間に 論議が 醸さ n た 事が ぁつた。 此の 洲の 不要 
を 主張す る もの、 意見に 依れば、 こは 敵勢が 本 城を 攻撃す る 際、 絕 好の 足場を 彼に 與 
へる もので ぁつて、 5 敵の 爲 めに 之に 據られ たら、 城は 非常の 危險に 瀕する でぁら 
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ぅと 云 ふに あつた。 一方 其の 反對 論者の 謂 ふ 所では、 敵は 此の 洲 までは 必中 ー氣に 乘 
り付けるに相違ない、而してー旦洲に上陸した刹那は、必す心に多少の弛みが生する 
- であらぅ、 其の 弛みに 乘 じて、 すかさず 之を 襲つ たなら、 敵の 潰へ る 事 必然で あると。 

斯 くの 如く 心理 上の 微細な 點に まで 意を 留めた 其の 着眼は、 誠に 我等の 敬服に 値す 
る 所で ある。 更に 太平 無事の 世で あるに も拘ら す、. 一旦 緩急の 場合を 忘れる 事な く、 
常に 緊張した 軍國的 精神を 持續 した 彼等の 心 懸けは、 其れ 以上に 深き 敎訓を 我等に 垂 

丨 i;  , 

•日本六十餘州を三百諸侯が區分して、各々自領に據つて營々孜々、自家5安固に努 
力した と 云 ふ 事は、 之を 現代ょり 觀れば 些か 滑稽の 感がな いで もない。 斯くの 如き 偏 
狹な 封建的 氣分 は、 須 らく 之を 排斥して 可なる ものである。 されば 今日 昔の 城郭の 多 


くは 殆ど 破壤 され 盡し 、或は 鄕土 名所と して 僅かに 其の 存在を 維持す る も あり、 或は 
敗 殘の壘 壁に 風 打霖 雨の 幾 春秋、 ありし 昔の 名殘を 辛くも 留めた に過ぎない。 こは 單 
り 我國に 止まらす、 支那に 於て 然 り、 歐羅 巴の 諸國に 於ても 素より で、 宴に 是非な き 
次第で ある。 

然り 、現代に 往時の 封建制度 又は 城郭 其 者は 何等の 効用 もない。 さりながら、 其の 
裏 (: 潜む精神に至ては、永遠の生命を藏して居るのである。 

試みに 思を 潜めて、 暫く 世界の 現勢を 觀ぜ よ。 彼の 區々 たる 封建 制は、 昔の 夢で あ 
つたかも知れぬ。又は往昔の城郭が如何 (: 其の要害堅固を誇ると雖も、今：！：の戰術と 
兵器の 前には、 或は 鎧釉の ー觸に だ も 足らぬ かも 知れぬ。 さはれ、 そは 單に 外面 程度 
の 差異の みで あつて、 列强對 立の 現勢と 封建時代の 割據 との 間には やがて 何等の 徑 M 
が ない ものでは ないか。 之を 切言 すれば、 甲斐と 越後との 對立が 、より 犬なる 統一 體、 
卽ち國 家と 國 家との 對立 となつ. たものに 他なら ぬ。 より 大規模なる 封建制度が 出現し 
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たものと も 見られる。 而 して 昔の 一城の 代りに、 今 H は ー國 家の 軍備の 全體が 城郭で 
あるので はない か。 されば 今： I： は 組織の 單位が 昔時に 比し、 ょり 廣大 になつ た > けで、 
其の 組織の 精神に 關し ては 昔 2 それに 似た 點が少 くない。 

而 して 是の 如く 廣大な る 列强對 立の 形勢は、 從つて 其の 影響す る 所 も廣大 深刻で あ 
る。 往時は 其の 浮沈の 係る 所、 僅かに 一城 一 國 に 過ぎな かつた ものが、 今 H に 於て は 
實に ー國家 乃至は 一民 族の 興廢が 、一旦の 交戦に 依つ て 決せられねば ならぬ。 我等は 
之を 現代の 歐洲 戰亂に 徵し て、 特に 此の 感を 深ぅ する ものである 0 而 して 現代に 於て、 
獨逸は 殆ど 理想的に 封建時代の 城郭 精神を 體 現し、 且つ 極めて 有效に 之を 遂行した も 
ので ある。 現 戰爭の 初期に 於け る獨 逸の 立場は、 恰も 往昔の 籠城の 槪が あつたが、 其 
の 卓越せ る 科 學的知 織と 組織的 材能 とに 加 ふるに、 平素ょり 非常なる 熱心を 以て 今次 


の 戰亂に 具へ たるが 爲め に、 四面 皆 敵の 中に あつて、 ともかく 戰 局の 優勢を 維持し 得 
たので ある。 然るに 平素 徒らに 平和 •苟安 •偸 樂に嬸 して、 精神的 竝びに 實際 上に、 軍 
國的 設備と 訓練と に缺 如して 居つ た 諸 國の痕 狽は實 に 吾人の 鑑 とする 所で ある。 我等 
は 與 國の捷 利を 望んで 已まな い。 吾人は 獨逸 •か 其の 軍國 主義 ?: 遂行す るに 際して 行つ 
た幾多の非行と撗暴とを批難するけれども、同時に又その平素の準備に對しては幾多 
の 敎訓を 認めねば ならぬ。 而 して 又 怠慢と 油斷 とに 對する 酬いが 何で あるか も考 へね 
ばなら ぬ。 

飜 つて 我國 5 現狀は 如何。 我國 民は 果し r 不斷の 準備に 缺陷が 無い か 果して 怎うで 
あらう。 他人の 不用意を 云 爲す るに 足る 程、 國 民の 精神は 緊張し、 諸般の 設備は 整然 
して 居る か怎 うか。 これは 大なる 疑問で ある。 

我等の 觀る 所を 以てすれば、 現下 我國民 精神は 甚 しく 緊張を 缺い 居る。 國民 生活を 
支配す る ものは 多くは 享樂 主義 •或は 功利主義 •其の 日 < 主義では なから うか。 凡て 
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雄大 果敢の 氣魄は 失？ だれ 切つ S は f 簾に 包まれて 居る。 一顧 すれば 我國 i 
僅々 半世紀に して 欧洲が 三百 年 f •んで 路を疾 驅し盡 した、 而 して 早く も 沈’ 
震 •頹廢 の氣は 人心に 兆し 初めつ、 ある？ ある。 某 外人は 近代 H 本の 絕 頂は 日露 
戰役 であつ たと 云つ た f だ、 i 不都合の 言で ある。 併し 吾人が 大聲痛 呼 其の 不都 

合——、 急 f II みね？ 含。‘ 麗 ISI 明羞 頂と して、 牵 

下の 一— S み 出した ので t ぅか、 否、 吾 八は 然 かぐ 信 t シ 欲せぬ。 萬 ~ にも 不 
吉 なる 兆裊 si 所に 見出される— ば、 吾人は 其 i 掃 •せねば なら®。 併し 偷 
安 姑息、 油斷 をして 居 &、 や？ 天の— に 降—? の— る—— 
ある 力 そは 說 明を 要しないで 明らかで あらぅ。 而 して 遲 かれ 早 かれ、 そは 必 S 民 
の 頭上に 降つ て來る 事を 忘れて はならぬ。 

七 


遮莫 、我等は 絕 望して はならぬ。 

思 ふに 我國 今日の 如き 醜態の 由來 は、 多く 不純なる 異邦 文明を 無批判に 攝 取し k る 
事に 源を なして ゐる 。此の 事は 文明の 進展 中に ある 國 民の、 住々 陷り 易き 陷穽 である 
が 故に、 我等は 一面 新來の 文明 •思潮に 對し 、そが 我國に 適へ るか 否かを 明確に 分別 
し、 其の 正しき ものは 之を 攝取 する に吝な らざ るを 要する が、 其の 不適 當なる ものは 斷 
.乎と して 峻拒せ ねばならぬ と 同時に、 他面 我 自らの 意識と 尊嚴 とを 失つ ては ならぬ の 
である。 されば 我等は 金剛の 意志を 振 ひ 起して、 速へ る國 民には 正しき 進路を 輿へ、 
倦める 魂、 瀕死の 魂に 痛き 鐵 鞭を 加べ て、 醇の 又醇な る H 本 精神の 鼓吹に 努力せ ねば 
ならぬ。 

我等は 近時 頻りに 民主々 義の聲 を 聞く。 而 して 論者は 專ら そが 世界の 大勢なる の 故 
を 以て、 之に 順應せ ざれば 時代に 逆轉 する ものである かの 如くに 說 くので ある。 固ょり 
民主々 義の 風潮には 侮 b 難い 勢力が ある。 吾人は 之に 對 して 盲目で あつて はならぬ。 
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併し 國家國 民が あつて 而して 後に 主義が ある、 吾人は 決して 主義なる もの、 從者 では 
ない。 知らす 各國の 歴史、 各國 の國狀 、各 國の國 家的箇 性は、 東西 悉く 同一 流で ある 
が。 我國は 米國 ではない、 英國 ではない。 將た 又た 獨逸 でもない、 三千 年の 歷 史を經 
とし、 國 土と 住民と を緯 として、 嚴然 として 存する 日本 國に は、 日本 それ 自身 特有の 
事情がなければ ならぬ。 之を 建國の 精神と 云 ふ も 可、 國民 性と 云 ふ も 可、 或は 國體と 
云 ふ も 可な りで ある。 此の 自家 獨特の 珍味 ある ことを 吾人は 固く 忘れて はなら. ぬ。 

\ 

更に 我等は 平和主義、 自由主義、 四海同胞 主義の 聲を 聞く。 我等は 勿論 理想に 肓目で 
あつて はならぬ。 がさりながら、 其れ 以上 事 實に肓 目で あつて はならぬ。 成る 程是 等の 
主義は 理想と して 中分は ないか も 知れぬ。 併しながら、 斯 くの 如きは 現代の 實狀 から 判 
して 當分 其の 實 現の 可能な り や 否や を斷じ難き性質 の ものである。 而も 其の ^ 名に 肢 


惑され て、 早計に も 之を 直 地に 現前し よぅとしたら、 由々 敷き 國 家の 危險で ある。 徒 
らに 高遠の 理想に 馳せて 平和を 夢み、 現前の 事實を 無視して 國家萬 一の 用意に 怠慢な 
國 民は、 竟には 露 西亞と 同一の 軌道を 步む べき 運命を 有つ て 居る ものである。 

而 して 我等の 用心せ ねばならぬ のは、 此 等の 美しき 衣裳は、 多くは 老衰 國 •劣弱 國の 
保護色と して か、 さもな くば 最も 惡辣 なる 野心を 包藏 する 國々 の 欺瞞 色と して 着込ま 
れて 居る ことで ある。 我等は 心して 此 等に 欺かる、 色盲 患者で あつて はならぬ。 

誠に 國際 公約は 武力の 前に 何等の 權威な く、 又 ロに 平和と 人道と を 叫んで、 其の 手 
は 掠奪と 征服の 血に 汚れつ、 あるは、 今日の 世界の 實狀 ではない か。 博愛と 平和と を 
大聲 疾呼して、 他面 黃色 人の 排斥が 依然として 實 行せられ て 居る 事實 は、 抑々 何者を 
意味す る もので あらぅ か。 總 じて 今日の 形勢が 明かに 我等に 吿 ぐる 所の ものは、 將來 
吾人に 對す る壓 迫の 益々 大な るべき ことで ある。 吾人は 平和的に もせよ 武力 的に もせ 
よ、 乾坤一擲の 大競爭 をせ ねばなら ぬと 云 ふ 事で ある。 此が爲 めには 吾人は 國民 全般 

城郭の 背後に 潜む 精神  二三 九 


現代 世界の 史的 觀察  ニ 四 〇 

の 力を 集中して 對抗 せねば ならぬ。' その 力は 武力の みでは ない、 經濟 力、 精神力す ベ 
ての 力を 指す ので ある。 此の 力 4 集中 是れ卽 ち軍國 主義で ある。 軍國 主義とは 武力 濫 
用と か、 軍閥 跋扈と か 云 ふ 意味では ない。 

軍國 主義は 其の 精神に 於て、 古の 封建的 精神と 同じく 油斷 大敵を 以て モット ー とし 
て 居る。 吾人は 油斷 大敵の 舊 精神を 現代に 復活せ しめなければ ならぬ。 そは 取り も 直 
さす 軍國 主義で ある。 我等は 勿論 彼のへ ンダー ソンが 獨 逸の 軍國 主義を 評して T 不道 
德なる 兵力を 不正に 適用して、 世界の 覇權を 得ん とする 努力』 と 云つ た 如く、 侵略的 
意志を 眼目と して 軍國 主義、 又は 意 氣餘り あつて 經 世の 才之に つぐは ぬ 軍人 專 制の 軍 
國 主義は 之を とらす と雖 も、 今にして 內は 弛緩 せんとす る國 民の 魂を 叱 咜策勵 して 國 
家 的 精神を 活 興し、 外は 力の 及ぶ 限り 軍備は 固ょり 其 他 諸般の 設備を 充實 して、 萬 一 
の 場合に 備へ 、且つ 內 外に 發展 する の 策な くん ば、 國 運の 前途は 當に 知るべき であ 
る。 繰返して 云 ふ、 吾人の 急務は すべてを 集中す るに 存す る。 現代の 米國を 看ょ、 米國は 


如何に 大規模に 其の 國 民力の 能率を 發揮 せんとす るに 努めつ、 ぁる 炉 、要するに 是れ 
亦 力の 集中で ぁる。 

往時の 武士は 屋根 茏の落下を慮つて、決して人家の軒7を通らぬ用意がぁつた。單 
b 武士の みに 限らす" 町人 も 亦 所謂 五人組 等と 稱す る自衞 圑體を 組織して 、自ら 守る 
の 精神に 充 ちて 居た。 然るに 今日は 如何、 異邦 文化の 惡 影響と 拉に 文明 的 施設の 完備 
は、甚しく民心を弛緩*儒弱不用意ならしめた。觀じ來れば封建の時代、治に居て亂を 
忘れな かつた 武人の 精神、 其の 精神を 具現した 城郭の 我等に 齎す 敎訓 は、 此際 特に 深 
き 意味を 有して 居る 事を 我等は 思 ふので ある。  (大正 七 年 六月) 
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世界を 支配す る 五大 民族 (青年の 爲 めに) 

一 民族とは 何ぞや 

近來 、民族 問題が 頻りに 喧 ましくな つて 來た 。それは 主として 政治 上からで ぁる •か、 
また 宗 敎上\文藝々術上からの聲も仲々侮ることは出來ぬ。此の際、ゎ *> 靑年諸君に 
『民族とは 如何なる もの か』 『何故に 民族 上の 覺醒を 必要と する か』 『現世 •の 世界 文明 
を 支配し つ、 ぁるは 如何なる 民族な b や』 『世界の 將來を 支配す る 民族は 何れな b や』 
『然 らば 此の際 吾人は 如何なる 覺 悟を 要する か』 とい ふ 諸問題の 解 釋を與 へ、 世界に 
雄々 しい 大和民族の 若き 芽生えに 執るべき 道を 敎示 する ことは 最も 當を 得た る ことで 
あら ラと ® ふ。 

唯、 余は 此の 喧 ましい 問題に ついて、 强 ひて 喧 ましい 學說 上の 論議は したくない。 
極めて 平易に、 そして 普遍的に、 簡單に 、ゆつ く 安らかな 解說 がしたい と 思 ふ。 


さて、 現在 世界の 形勢、 現代の 世界 文明を 支配す る ものは 何とい つても ョ In ッパ 
人とァメソヵ .^ とである0東洋では我 *> 1!;本のみヵ近來漸次頭角を現はして來 ^ けれ 
ど、 未だ 世界の 文明を 自分の 力で 動かして 行く ほどの 發達は して をらぬ。 これは 開國 
以來 日の 淺い からの ことで あつて、 決して 悲觀 する には 當らな い。 とも 角、 現在の 世 
界を 支配して ゐ るのは ヨ^ ロッハ人とァメリヵ人とである。 *> 然し、これをもつて直 
ちに世界の現勢を支配しつ、あるのはヨーロッパ、ァメリヵのニ民族だといふことは 
S3 來な い。 民族の 意眛と 人種の 意味とは 違つ て' ゐ る。 

民族とは 何ぞ や、 民族とは 一箇の 精神的 共通に 基く 團結で ある。 たと ひ 國情や 風俗 
は 違つ てを らぅと も、 同一の 民族で ある ものなら ば 何處か に 互 ひに 相愛し、 相賴 みす 
る だけの 精神的 團結が ある。 然るに 人種と いふ ものは 精神的の ものでは な く. 3 て、 科 
學 上の 實際 である。 されば 民族には II 神 上の 感情、 歷史關 係が 相 繋ぐ 力と なつて ゐる 
が、人種には實際上の體格、容貌が主なる區別の條件となるのである。 

泜 羿 4 支配す る 五大 民族  ニ叫三 
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此の 故に、 同人種の 内には 幾つかの 異 民族と いふ ものが 出來て ゐ る。 歷 史的 關 係に 
依つ. T」 分立した ので ある。 たと へば ョ ー ロッパ 人種の 內に スラブ や ラテンと いふ やう 
な民族があるやうに。しかもそのラーブンとかゲルマシといふ民挨の中に更にイギリ 
ス 、フランス、 ドイッ、 ボ产ト ガルな ど、 いふ やうな 小 民族が 分立して ゐ るので ある a 
又ー方にはアメリカ.合衆國のやうに、アメリカ系の土着人種 *> 居つた所へ、ョーロッ 
パ 系の 輸入 人種が 入つ て 來 て、 自から 中心と なう 而 して 特殊の 國 民的發 達を 遂げて、 
ョ ー订ッパ民族とは異つた新しいアメリカ民族を造つたものもある。 

アメリカ 合衆國 a どは 今擧げ た 例の やうに、 多 數のョ ー ロッパ 民族が 混合して ゐる 
ので、 その ョ！ a ッパ 人の 中には イギリス 人 も あれば フランス A も あ り、 ィス パ 二 ャ人 
も あると いふ やうな 民族 上の 烏 合の 衆で あるので ある。 また 現在の イギリ .K こ， 次、 ゲ 
，マン 系の アングロサクソン 人と、 ラテン 系のス コッド ランド 人、 アイ グランド 人の 
三民族が合ーしてゐる。ドイッの現在にもゲ\マン系もあれば、スラ、ヴ系も交つて 0 


る。 此の 點では 日本は' 一民 族ー國 家の 主義が 大に 明かで あるから" 做界に 向つ て. 誇り 
とする に 足りる ので ある。 

そこで 何が 故に 政治 上、 または 文藝 思想 上に 於て 民族 問題が もち 上つ たので あるか. 
とい ふに、 人種とは 前に 言つ た 通りの 體格 、容貌な どに ょつ て區 劃す る こと、 例へ ば 
猫と 犬と を 區 別す るに 等しい もの. である。 形體 上の 差別で あつて、 精神 上の 差別では 
ない。 しかるに 民族とは 精神 上の 結合で あつて、 異人 種 相 合して 一民 族と なるこ とも 
あれば、 一， 人種 中に 多く Q 民族の 分立す る こと も ある。 此の 精神 上の 歷史關 係に 依つ 
て 團 結した 民族の 結合 力は、®^ 上の 容貌な どに 依つ て 結合す る 人種 力ょりも、 遙か 
に 深刻で あつて 强固 である。 地球の 上に 散布す る大 ざつ ばな 人種 別な どに 依つ ては 何 
も 出來る ものでは ない.。 善良なる 國家は 必す 統一され た 民族 力に 依る の 他は ない。 

古來の 世界に 於け る 歷史の 消長は やがて 又 民族の， 消長 史に 他なら ぬ。 人種と いふ も 
のは 此の 點では 極めて 迂遠な ものである。 此の 民族精神を い： やが 上に も闡 明に し、 强 
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烈に し、 偉大に して ゆく 所に のみ 眞の 人類の 事業が 築かれる ので ある。 政治 上の 民族 
覺醒の 必要な の も、 文藝々 術の 上に 民族と い &こ との 喧 ましく いはれ るの も 故な きで 
ない。 


ニ ヨ^ — ロツパ の三大 民族 

ヨーロ ッパの 諸 民族 中、 現在 最も 勢力を 有する のは ゲルマン、 ラテン、 スラ グの三 
民族で ある。 その他の 群小 諸 民族は 此の 三大 民族の 勢威の 下に 隱され て 了つ てゐ る。 
今、 此の 三 個の 民族が 含んで ゐる諸 邦を 表に して 示す と、 


、ドイツ、 オ 1 スト ジア、 オランダ、 デン マルク、 


ニ、ラテン系=::=:フランス、ィタリャ、ィスパニァ、ボ广トガグ及びス =2 ッ 


uf 


ランド 人、 アイルランド 人。 


三、 スラ ヴ系 H T1 シア、 バルカン 諸 邦、 チェ ッヒ人 (填 國內) ス ロバ ック人 等® 牙 利內) 
此の 大三 民族 中、 歷 史上 最も 早くから 時め いて 居た のは ラテン 民族で あつ ^ 。 さぅ 
して 現在の 狀 態では 大分 精力を 消耗した ので 聊か 下り坂の 觀 •かないで もない。 近世 文 
藝 復興 運動 (これは 世界 文學 史を繙 けば 分る。 近代 文明の 根本と なつた 運動で ある。) 
以來 、大 ナボレ オンの 雄圖に 及ぶ まで、 いかに 此の ラテン 民族が 世界 文明の 華と 睽き 
誇つ たか。 ミヶグ アンジェロ、 ラフ アェ， の ニ 大藝術 家、 ダンテ、 ペトラ， 力、 ボカ 
ッチ オ の三大 文豪を 生んだ のは イタリアで あつた。 『ドン キホ ー テ』 で 長 高い セル グァン 
デスの 生れた のは イス パー 一ア であつ た。 ュ ー ゴ ー 、デュ ー マ、 ドク デ ー、 フロ オべ火 、モ 
ゥパ ッサ ンを 產んだ のは フランスで あつた。 また コロンブスに アメリカ 大陸の 發見を 
させた のは イス パー 一ア であつ た。 後に 至つ て イギリスの 水師 提督 ドレ ーク 等に 撃破 さ 
れた けれども、 アグ マ ダ 大 艦隊を 有して 一時 ョー ロッ パの 海上 權を 握つ てゐ たの もイ 
スパニアであつた。我が日本の種子ヶ島へ銃砲を始めて傳へたのはボ,トガ,人であ 
世界を支配マる五大民族  ニ 四 七 
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つ 尨。 伊達 政宗が その 臣支倉 常 長に 萬 里の 旅を させた の も イタリァの ロ ーマ *> 目的地. 
であつ た。 此の 民. 族は 早くから 南洋な どへ やつて 來て 着々 植民 事業を 進めて ゐた 。大 
ナボレ オンの 雄圖に 至つ ては 兹に 事新しく 說くま でもな からぅ。 然るに 近代に 至つ て 
はどぅで あるか。 イタリァは 早く 勢力を 失つ て 了つ て 目下 休養の 形で あるし、 フランス 
は 普佛 戰爭以 來 その 光榮を 減殺され た、 イス パー 一ァに 至つ ては 二流 以下の 國家 として 
餘 命を 繫いで ゐる に過ぎない 。ボルト ガ ，にも 往年の 面影は 何處 にも 殘 つて をらぬ。 
されば ラテン 民族は 旣に絕 頂と いふ ものを 通り越した 過去の 民族と いふべき であら 
ぅ。固ょり復活は不可能ではないが、現在では聊か望が少ない。 

次の ゲ， マン 民族は 正に 今！！： が 得意の 時代で ある 就中 イギリス、 ドイッの ニ國 は爛 
漫の 域に 達し T ゐ る。 今度の 歐洲 戰爭の 如き も大觀 すれば ゲルマン 民族 中の ニ强國 
か世界的にその霸を爭ぅてゐるのたとも言へるであらぅ。オ^  — スト リャ 、オフ ン. ダ 以 
下の， 同 民族 中の 國家 は餘り 振は ない。 けれども 此の ニ 强國の 盛運を もつ て それを 償つ 


て餘り ある ◊歐洲 戰爭の 結果 •か 此の ニ强 何れの 勝利に 歸す るで あらぅ とも" 尙 暫くは 
ョ ー ロッパ の 文明は ゲダ マン 民族の 手に 支配され るで あらぅ。 

第三. の スラ グ 民族は、 此の 三 民族 中 最も 遲れて 出現した。 その 中心た るは いふまで 
もな く ロシアで ある。 ロシアは 十三 世紀に 蒙古 族に 征服され て以來 ニ 世紀の 間は その 
治下に甘んじて屈辱を甞めてゐたのである *> 、十五世紀に至つて獨立し、十七世紀頃 
から漸次發展して來てゐる。そして今尙日が淺いので世界文明の雄たることは出來な 

r o 

され ども 此の 三 民族 中、 最も 未來を 有する のは 此の スラ ゲ族 である。 ロシアが あの 
尨大な 國 家を 有しながら、 先には 日本に 破れ、 今 また ドィッの 北東 軍を 持て 餘 してゐ 
るのは その 實弱 いからでは なくして 未だ 發育 不完全 だからで ある。 例へ ば、 いかに 體 
格が 大きく とも 年の 行かない 子供は 大人に 比べて 鍛錬が 足りなくて 間が 拔けて ゐるや 
ぅなものだ。三民族中、底に强いカを藏して將來の忖度を許さざるはスラゲ族である。 
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政治 上から 見ても 現在 ロシァの やうに 革命と か 暗殺と いふ やうな 事件の 多い 國家 はな 
い。 これは 日本の 明治維新 頃の やうに、 國家が 犬なる 未 來へ趨 きつ、 ある 過渡期 だと 
いふ ことの 證據で ある。 また 文學 上から 見ても ョ— ロッパ 文學 中、 最も 未來を 有する 
のはロシァ文學で 2) る。トグストィ、ドストィエフスキー、ゴーリキーなどは之れから 
眞に 輝く の だら う。 露國 現在の 大混亂 は將來 いづれ 整頓され るで あらう 0 

以上を 要するに、 ョー ロッパ の三大 民族 中， フー グン 族は 過去の 民族、 ゲ， マン 族は 現 
代の 民族、 スラブ 族は 將來の 民族と いふ ことが 出來 るので ある 。ゲルマン 族 中の ィギ 
ジスとドィッが、今度の歐洲戰爭に於て霸を爭うてゐる.ー方には、スラゲ族のロシァ 
が 漸次 世界の. 將來 遠い 將來に 有すべき 地步を 進めつ、 あるの だと 考へれ ば、 興味は 更 
に 深いので ある。 

此の 三 民族の 特質を 擧げれ ば、 ラテン 民族は 天才 的 民族で ある。 從つて 彼等の 內か. 
らは 古來 異常の 大 天才が 輩出して ゐ るので ある。 天才 的な 輝 やかし さと 敏捷と を 多分 


に 有して ゐる 結果 發明 の才に 頗る 富んで. ゐ る。 しかし 天才には 免れ 難. い 物事に 執着が 
弱く、 そして 輕卒だ とい ふ 病弊は 常に 此の 民族に つき 纒ぅ てゐ る。 m 

ゲルマン 民族は 常識的 民族で ある。 極めて 打算的で あり、 冷たい 理智 ♦か 發 達して 沈 
着で あり、 勸勉 である、 一言に して 盡せば 實務的 民族で ある。 スラ、 ヴ民 族は 之れ に 反 
して 極めて 精神的、 宗敎的 哲學的 民族で ある。 底に 力と 信念と が 燃えて ゐて 、熱情に 
富んでゐて、一方に於ては甚だしく矛盾した性狀を有してゐる。鈍重であつて小才 *> 
利かない 變 りに 執着が 强 い、 併し 實際 的で ない. から 獨逸 風の 組織には 全く 缺けて 居る 
これは スラ ゲ 人の 大缺點 である。 

以上の 三 民族の 特質を 大別 すれば ラテン 民族は 藝術的 民族で、 ゲ パ マン 民族は 科學 
的 民族、 スラ、 ヴ 民族は 宗敎的 民族と いふべき であらぅ。 我々 が 遠い 將來に 最も 注目し 
なければ ならぬ のは 實に 此の スラ ゲ 民族で あると 云つ て 差 支ない。 

舟 界も 支配す ろ 五大 民族  ニ 五 I 
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三 太平洋 岸の 一大 民族 

以上の ヨ—  ロ ツパ 三大 民族と 相 竝んで 大いに 勢力を 振つ てゐ るのは アメリカ 合衆國 
人で ある。. 此の 合 衆國は 先き に 言つ て 置いた 通 b 本 來のア メジ 力 人と、 輸入 ヨ ーロツ 
パ 人との 浪合 である 併し アメリカを 代表す る ものは 云 ふまで なく 歐讲系 の 人種で、 土 
着 人種は 數へ るに 足らない ので ある。 コロンブスが アメリカ 大陸を 發 見して 以來ヨ ー 
口 ツ， パの 各國 では 我も我もと 移民を 送つ た、 その 內ィギ リス 人の 植民地が 今日の 合 衆 
國の始 をな したので ある。 其 後 植民地と 英本國 との 間には 例の 有名 •な 獨立 戰爭が 起つ 
て、 偉人 ワシントンの 出現と なつた、 但し その アメリカ 獨立 軍の 元首た る ワシントン 
自身が旣にィギリス人の後裔であつた。とも角も、此の獨立戰爭に依つてィギリスの 
支配下から離れたー個の國家が出來た、それがアメリカ合衆國である。 

以來、ワシントンに次いでフランクリンが出で(フランクジンは獨立戰爭の時には> 


フランスへ 獨立 援助を 請 ふ 使者と して 赴いた。 從 がつ て 合 衆 國の獨 立は、 その 黑 幕に 
イギリスの 勢力を 僧む フランスが 後押しを したので ある) 次いで、 幾多の 名大 統領が 
出で、 例の 名高い モン 口 ー 主義を 振り翳し れ。 そして 國運は 着々 と 進んで、 今では 特 
殊の 文明と 特殊の 國民 性と を 發揮 する に 至つ た、 是に 至て アメリヵ人は 純 粹のア メリ 
カ民族として、全くヨーロッパ系統から離れて居るのである。 

此の アメリヵ 民族、 卽ち 我等には 太平洋の 彼方なる 此の 一大 民族 もまた 北方に 於け 
る スラ、 ヴ 民族と 共に 頗る 注目すべき 好敵手な ので ある。 諸君 も 『排 H 問題』 とい ふこ 
とを 聞いた ことがある であらぅ。 彼等は 獨 り 我々 日本人に 對する 『排日』 ばか b- では 
なく 他の イギリス、 ドイッ 其 他の ヨー口 ッパ 人に も斷 じて 干涉 はさせ まい、 不利益は 
.受けまい とする 霸氣に 燃えて ゐ る。 この 外人 排 ^ 問題は皮膚の色の異なつた 35 細 35 人 
に對 して 特に 著しい. ので ある。 そして 又 一方に 所謂 全米 主義と いふ ものを 振り翳して 
先づ メキシコに 向つ て 野心の 手を 擴げ てゐ る。 

舟 羿を支 配す ^ 五大 民族  ニ 五三 
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ァ メグ 力 民族 も歷 史的には 日尙ほ 淺く、 1 '目下 漸次 盛運の 頂點に 達せん としつ、 ある 
の だから、 その 本領の 發揮は 正に 將來 にある と 見ねば ならぬ。 今度の 歐洲 戰爭に 於て 
'彼は 一層 その 面目に 重きを 加へ た。 此の 民族の 特質は 最初が さぅ いふ 工合に 寄り 集つ 
た 所謂 烏 合の 衆で あつ ~i *> ために、 今でも その 面影を 殘して 極めて 自由 平等で ある。 
世界の 共和 國中 ァメリカの 如く 理想的な のはない。 貴族と か 平民と かいふ 階級 もな 
い。 富豪は 貧民の ために 喜んで その 財を 投げ、 遺產一 i 分割 分配され て 不自然な 富を 徒 
らに 盛る やぅな ことは しない 。何人の 子弟と 雖も 子供の 內から 甘やかされる とい ふこ 
ともなく、 浮世の 辛苦と いふ もの、 中に 鍛 へられる。 されば 國 民は 擧 つて 活動的で 若 
々しく 元氣 である。 た>斯 る 自由 國の 弊と して、 槪して 無遠慮で 物質的に 走る のは 吾 
人のとらない所である *> 、吾人がまづ第ーに注目すべきはァメダカ人である。 

.四 東洋 唯一の 大和民族 


歐 米には 以上の 四大 民族 •かあつて、 いづれ も 現代 世界 文明の 支配者と して 動いて 
ゐ る。 然なに 東洋に 在つ ては どぅで あるか。 三千 年の 昔に 文化を 誇つ た 印度 も 支那 
も、 さては ァフ ダカの エデ ブト も 今 H に 至つ ては 徒らに 榮枯 盛衰の 跡を® ぶば かりで 
ある。 ヱ デ ブト も 印度 も 今は ィギリスの 領有に 歸 した、 支那は 古い 老大國 、幸 ひに 幾 
多の 覺醒者 ありて 現在 國 運の 挽 囘に 力を 注いで ゐ るとは い； もの、、 その 復活して 世 
に 時め くのは いつの ことで あらぅ か。 此の間に 在つ て 唯一の 獨立國 として、 ひとり 不 
甲斐なき東洋のために大氣焰を吐いてゐるのは我が日本の大和民族である。 

世界の 各國 中、 交り 氣の 少ない 純粋の 一民 族の みで 國 家を 組織し、 しかも 開闢以 來 
I 系の 皇統を 以て 貫いて ゐ るのは 日本の 外には ない。 日本 民族が 九州の 一角に 起つ て 
漸次 東方 大和に 本據を 定める に 至つ たのは、 世界の 文明 史上に 於け る 民族 運動と して 
は その 第二 期に 屬 する。 メソ。 ホ タ ミャに 建國 した セム 民族、 ユデ ブト 帝國を 起した エ 
デ ブト 族の 運動は 今から 五 千年 以上の 昔の ことで ある。 其 他へ ブー フィ、 フュー 一 キャ 放 
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© 運動も第ー期に屬する。，日本民族の出現前後にはぺルシャにィラソ民族 *> 起って印 
度の 西 境ょり 地中海に 渡る. 大帝 國を 建てた。 次いで ィンド、 ゲルマン 族の ギリシャが 
.起 り、 同族の ローマ 大帝 國が 起り、 また 支那は 春秋 戰國の 時代から 漢の 天下と なっ 
た。 此の間は 正に 第二 期で 日本 民族は 歷 史的に いへ ば 今日 盛運を 極めて ゐるゲ ル マ 
ン ，ラ-グン、 スラ、 グ 、アメリカょ り も 何の 位 古い か 分らない。 

此の古い歷史を有してゐて、世界の大民族中に列することの今日漸く出來るやぅに 
なったのは鎖國政策に負ふ所 *> 少くない。神功皇后の三韓征伐、阿部比羅夫の黑龍江 
沿岸の 征討、 豐 臣秀吉 の明韓 征伐の 如き 民族 進展の 運動 も往々 あつた けれども、 夙に 
日本人の 頭を 占めて ゐた のは 保守 思想であった。 その上、 德川 時代に なつてから 鑛國 
令が 布 かれ、 大船を 造る こと さへ 禁じられる やぅに なつた ので、 海上 國 でありながら 
鰭 や 尾を 切られた 魚の やぅ. になっ て 了つ たの だ。 

それが 一朝、 浦 賀灣 頭の 黒船に 目を 覺ま され K 以來 、維新の 大 改革と なむ.、 開國 


五十 年の 間に 今日の 盛運を 見る に 至つ たのは、 一に 長い 長い間、 國 民の 心 內に 眠つ て 
ゐ た雄圖 ♦か 一時に 突發 したからで ある。 之れ 歴史の 古いに 以合 はす 國 運の 新しく 潑刺 
たる所以である。されば：1:本民族の有する時代も將來に在るのである0開國以來日の 
淺いがため -{: 、今日直ちに世界文明の覇となることは出來ないけれども、それは可善 
悲觀 する 必要がない。 進んで 我々 自身の 手で、 將來に その 運動の 扉を 開かねば ならな 
いので ある。 

五 各 民族の 將來 如何 

さて、 此の 以上の 五大 民族の 將來 は、 どんな ことになるで あらぅ か。 之れ は 極は め 
て興味ある問題である。 

民族問題が喧ましくなりかけたのは十九世紀の中葉からである。何が故に民族問題 
が 起つ たので あるかと いへ ば、 ョ ー ロッ パの 各國が 、國內 に 幾多の 民族を 集合して ゐ 
# 界な支配マる五大民族  ニ 五 七 
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るが 故に、 頗る 統治に 苦しみ 始めた からで ある。 ォ ー スト リアの 如きは、 七十 有餘の 
種族を 含んで ゐ るの だから 無理 もない。 ドィツは ゲルマ、 ン 系と スラ、 ダ 系と を 抱 含して、 
しかも聯邦帝國ではあるけれども、特殊のドィツ民族としての、强固な精神的團結 *> 
出 來てゐ るから 現在の やぅに 强い ので ある。 

バ火 カン 半島が いつも ョ ー ロ ツバ 政治問題の 淵源と なり、 今度の 歐洲戰 爭の導 火と 
なつた の も、 スラ、 ヴ 、ゲルマン、 ラー グン 三 民族の 交叉 點に當 つて ゐる からに 他なら な 
い。ィギリスのやぅな大帝國でさへ半面には常にアィルランド問題に苦しんでゐる *> 、 
之れは中心をなしてゐるアングロサクソン人がゲルマン族であり、スコツトランド、ア 
ィルー フン ド 人が ラテン 族 だからに 起因す るので ある。 

異つた幾つかの民族を統治してゐる國家には、常に民族主義と國家主義とが矛盾し、 
銜突 する。 そして 從來 は國家 主義が 民族主義を 壓 倒して 行く ので、 常に 國內に 不平の 
聲 が 絕えな いの ある。 そこで、 一民 族を 以て j 國家を 組織す る やぅに したいと いふ 听 


から 民族 問題が 生れた。 

けれども 日本の やぅな 一民 族で ー國 家を 組織して ゐる國 家に 在つ ては、 民族と 國家 
とは調和の必耍さへないほどの異稱同義の事に屬する。卽ち國家主義がふりも直さず 
民族主義であり、民族の發展がやがてまた國家の發展となるのである。か、る國家は 
幸福なる かなで ある。 從 つて ドィツ 民族、 ロシャ 民族 アメリカ 民族、 日本 民族の 四國 
家は 現在 世界の 五大 民族が 有する 諸國 家中、 最も 未來を 有する とい ふことの 合 點も行 
^であらぅ。 

た >、今度の歐洲戰爭に於てーつの看過出來ないことがある。それは旣に過去の民 
族に 屬 して ゐる箬 の ラテン 民族に 復活の 曙光の 現 はれた ことで ある。 ラテン 民族の 復 
活 その 急先鋒と なつて 活動して ゐ るのは フランスで ある。 

戰爭 とい ふ ものは、 赤裸々 に、 國 家の ベストと ベストと を 打ち合は せる ものである 0 
從つ て、 蓮 動の 血液の 交換を する やぅに、 老境に 入らん として ゐた フーフ ンス も、 戰爭 
世界 ^ 支配す ろ 五大 民族  ニ 五 九 
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に 依って 大いに 苦 返っ た。 從來の 不生産的なる 虛榮 、虚飾の 愚劣に 目覺 めて、 凡ての 
不純なる ものを 洗 ひ 落して、 眞の フランス 民族と しての 自覺に 生きて 來 たので ある。 
自分は フランスの 現在ょり 將來 にかな り 興味深い 目を 向けて ゐる 者で ある 0 

同じ ラテン 系で 同じく 戰 爭に參 加して ゐる けれども、 ィタリアの 將來 について i 何 
とも 云 ふこと が 出來な い、 但し 徐 々と 復興の 途を たどる こと、 思は れ る。 

思 ふに 今後 五 年、 十 年、 五十 年、 百年と いふ 歲 月の 間には、 先づ ゲルマン 系の ドィ 
ッ 、それに アメリカ、 日本の 四國 家が 全盛を 極める 時が くるで あらぅ、 ロシアの 發達 
は 遠い 將來 では あるまい か。 

(大正 六 年 二月) 


東洋 文明と 西洋文明との 根本的 差異 

I • 

東洋 文明と 西洋文明 とを 比較す るとノ 大體に 於て 次の 如き 差異を 發見 する。 卽ち西 
•洋 文明は 分立 的割據 的で、 明確を 貴び、 一面に 向つ ては 非常に 徹底的で ある。 又 東洋 
文明は 之に 反して 統一的で 何となく 茫漢 として、 悠揚 迫らす、 從 つて 不徹底の 趣を 免 
かれぬ。 併し 東洋 文明の 大をな す 所には 其の 點に存 する か i 思 ふ。 西洋の 政治的 關係 
を 規定す る ものは、 同勢 力の 對立か ら 生れる 對々 關 係の 國 家主 羲 であり、 東洋は 一の 
優勢 力を 認むる 天下 思想で ある。 彼れ を 覇道と 稱すれ ば、 此れは 王道と 謂ふペ きで あ 
る 0 

此の 差の 來る 原因は 主として 地理 的條 件が 多き に 處 る。 卽ち國 土の 形狀 地勢の 如何 
に 由る。 東洋は 槪 して 大 平野が 連り、 大 沙漠 •かあつて、 小勢 力の 分立を 許さない のに 
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西洋は 槪 して 山岳が 交錯して、 自然に 小 邦の 分立を 來た さしめ てゐ る。 

メソボ タミ ャの 南部に 出現した 古代 バビロンの 壯大を 傯ぶ 時は、 誰か 東洋の 天地が 
帝王の 業に 適する ことを 痛切に 感じない ものが あらぅ か。 

而 して バビロンの 生命は 實に 治水 事業に あつた。 あの 尨大な 國 土を 一貫した チ グリ 
ス 、ユゥ フラ テス 兩 大河の 治水を 行 ふのに は、 どぅしても 中央の 大勢 力に 賴らな けれ 
ばなら なかつ た。 一地 方ー鄕 土の 力では 到底 不可能で、 是非とも 専制君主の 大なる 手 
に俟た ねばならな かつた。 

吾人は之を亦古代支那に於いて見ることが出來る。堯舜が名君と稱せられ賢主と云 
はれた. のは. 何の 爲かと 云 ふに、 主として 治水の 功績に 因つ たので ある。 言語 學 者の 說 
明に、 『治』 なる 字は 水を 修む るの 義で 、政治なる 語の 主成分は 治水の 意な bi あるの 
は、 宜な りと 謂つべし である。 是れ 明かに 大 平野は 大河を 有し、 大河は 大 治水を 要し、 
大 治水は 英 君を 要して、 大國を 出現す るの 理を說 明す る ものでは あるまい か。 


由來東洋の大帝國は、東に於ては支那、西 (: 於てはバビロン及び波斯を以て其尤な 
る ものと する。 而 して 是等の 國の 君主の 觀念は 、單に 一個の 王た るに 止ら すして、 實 
に 王 中の 王た-るに ぁつた。 支那の 『天子』、 波斯の 『シャ ー』 なる 王稱 は、 共に 王の 王 

たる 意義を 示して ゐ る。 

y 

ニ 

飜 つて 西洋は 如何にと 云 ふに、 先づ 之を 希臘に 就て 見る 時は、 一都 市 卽ー國 家と 云 
ふ有樣 で、 バビロン 市を 首と して 古代 東洋の 都市 か、 規模の 雄大 結構の 壯麗當 時の 西 
洋に見ることが出來なかつたばかりでなく、現今の大都市にも劣らないのに比較して 
其 國家卽 都市の 甚だ 小規模なる の感に 堪へな い。 

賢哲 アリス トー トル •か 『國 家は 小なる を 可とす』 と 小國家 主義を 主唱した のは、 能 
く當 時の 思想を 表は して ゐ ると 思 ふ。 

東洋 文明と 西洋文明との 根本的 差異  ニ 六 三 


現代 世界の 史的 觀察  一一 六 四 
西洋に 於け る 帝王の 主義 創始者と も 見るべき アレクサンド， 大王 も、 決して 獨創的 
に 帝業を 行つ たのではなくて、 實に 東洋 文明の 感化に 負 ふ 所が 非常に 大で あつた。 彼 
は 先例を 波斯 大帝 國に 採つ たので あると 云つ て も 宜しい。 次いで 興つ た 羅馬帝 國の覉 
業 も、 必す しもシ ーザー 等 ニー 英雄の 事業では なく C、 正しく アレクサンドル 大王以 
來絕 へす 流れつ、 あつた 大 統一 思想の 發現と 謂つ て も 差 支ない。 要するに 是皆 東洋ょ 
り 學んだ 思想で あつた。 

斯 くの 如く 西洋の 大統 一思 想は、 悉く 其の 源を 東洋から 求めた ので あるから、 其の 大 
統ーは何れも內部の異分子3爲に崩されて、分裂するの此むなきに立ち至つてゐる。 
則ち 東洋 流の 大 統一 主義は、 分立 割據 主義た る 西洋には 永續 しな かつた ので ある。 

從て 中世 以降は 西洋に 於て 帝王 主義を 敢行す る 者始ん どなく、 僅に 基督 敎會が 羅馬 
の 遺志を 繼いで 統一的に 活動した のを 著しい とする に過ぎない。 


三 

之を 要するに、 西洋の 國 家は 分立 主義で あつて、 是 こそ 實に 西洋文明の 根柢で ある。 
近代に 於け る 西洋 諸國の 發展は 內に 溢れた 自己の 力を 四方に 推し 廣め 、發 揮す るの 外 
的發展 で、 近代の 帝國卞 ：義な る ものは 是 である。 則ち 自國の 國家生 義を 根柢と して 之 
を 他に 及ぼさん とする ものである。 之を 四方の 來朝 入貢を 待つ 昔の 東洋 式の 帝國 主義 
に 比すれば 全然 趣を 異にして ゐ る。 

西洋文明の特色は積極的で、その國家主義は極ガて團體の固い銳い作用をなすが、 
之に 反して 東洋 文明は 消極的で あり、 其の 國家 思想は 茫漠 として 居る。 彼れ は 銳角式 
で 此れは 鈍角 式で ある。 之れ を 同じ 西洋 諸國の 中に 例を 取つ て 見れば、 現在の 獨逸帝 
國は 西洋式で 大英 帝國は 東洋 式で ある。  ★ 

西洋式が 是か 、東洋 式が 非 かは、 俄に 之を 斷 す る ことは 出來な いが、 由來 東洋の 國 
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家は 大 であるが、 圑 結の 脆弱な ことは 其の 通弊で ある。 東洋 諸國は 宜しく、 獨 逸近來 
の 勃興に 鑑みて 自覺 せねば ならぬ。 而して 其 •の 自覺 たる や、 まづ 部分的 國家 的なる 自 
覺 であらねば ならぬ。 最後の 目的は 勿論、 東洋 文明 全部の 協同 的 運動に あるが、 其の 
道程と して、 現在の 西洋に 於け る ♦か 如く、 東洋に 力 ある 國家が 簇生す る 必要が あると 
思 ふ。 

我が 日本 帝國は 其の 東洋 諸强 國自覺 の先驅 者と して、 東西 兩洋 文明の 長短を 取舍 し、 
鞏固 無比の 先天的 團 結の 下に 立脚して、 東洋 諸國の 指導者と して 步武 堂々 と濶步 し、 
以て 最後の 成功者た る こを 期せねば ならぬ。  (大正 七 年 1 


米 獨の國 交 斷絕に 際して (青年の 爲め s 
米 獨ニ國 潜水 艇戰 ょり 國交 危殆 

最近 世界に 於いて、 最も 元氣 あり、 最も 新興の 素に 富んで ゐる 著名の 國は 、米國 と 
獨逸とである。所がその米獨ニ國が頃者國交斷絕に及んで、爾後の風雲急ならんとす 
る もの ♦か ある。 元 來米獨 の 兩國は 親善の 間柄で あつた 。現に 獨人が 米 國に歸 化した も 
の、 卽ち 所謂 『獨系 米 人』 なる ものは、 その 數 一千 萬 ロに 及んで ゐる とい ふこと であ 
る。 のみなら す、 米 獨兩國 の 經濟關 係は 最も 親密で、 獨逸は その 輸入の 大部分を 米國 
から 仰いで ゐた 。斯 くまで 親密な 兩國が 、國交 斷絕に 逮んだ のは 何う 云ふ譯 であらう 
乎。 無論 米國 との 國交 霞は、 獨 逸の 望む 所でない に 相違ない、， 獨 逸の 眞 目的は、 依 
然として 英國の 屈服に ある。 獨 逸は 何う しても 英國を 屈服せ しめなければ 今囘 の. 
戰の目的を達すること *> 出來ない。元來英國が多年、その優越せる海軍カを利用して 
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海上に 跋扈して ゐる ことは 著明の 事實で .、戰 時 禁制品 拿 補 や 海上封鎖の 如き •は、 獨逸が 
特に 英國を 恨んだ 原因で ぁつた、 啻に 獨逸 のみなら す、 和 蘭の 如き も 此の英 國 の海ヒ 
跋扈には 面白から ぬ 感情を 懷 いて ゐ る。 

海軍 力に 於ぃて 英國に 及ば SS、 何ぅ かして 英國に 打 擊を與 へんと して、 所謂 
=接ガ 艇戰』 を 始めた 而 して 遂に 潜水 艇に ょつ て 商船を も擊 沈す る やぅに なつた 結 
果 、米國 と 葛藤を 惹き 起す に 立ち至つ た。 事の 起り は 千 九 百 十五 年 二月、 證が 英國 
の 周 海を 交 戰區 域と して、 その 區域內 に 於て は 中立 國の 商船と 雖 も、 潜水 艇 攻撃に 對 
しての 安全を 保し ない と宣莨 したる に 始まり、 同年 五月 ル シタ 一一 ァ號 が擊 沈せられ、 乘 
客の 米 人が 多數 溺死した ことにょ つて、 米國の 輿論は 非常に 沸騰し、 續 いて 同年 八月 
に ァラ ビック 號が擊 沈せられ たので、 米 國の能 度は 益々 強硬と なつた 。特に 昨 千 九 百 
十六年サセックス號擊沈の爲め、米獨關係はー時甚だ危かつた次第でぁるが、此の 
時は 獨 逸の 方で も讓步 して、 無警告に 商船を 擊沈 しないと いふ ことを 明言した 。併し 


ぞの後獨逸の態度は屢々米國との公約を輕んじて之を蹂讓する傾がぁ>、公海交通ヵ 
危險は 、決して 減じな かつた ので ぁる。 

英國の 屈服は 潜水 艇に 由る 外な し 

所が英國では持久的のァスクィス內閤に代つて、急進的のロィド*ジォージ內閣が 
起り、 それ 以來獨 逸に 對 する 封鎖は 益々 嚴重 となり、 從 前ょりは 更に 露骨なる 手段を 
取つ て、 獨 逸の 海岸を 封鎖す る HU となつ た 結果、 それまでは 或る 程度まで 成功して ゐ 
ヤ 中立 國と獨 逸との 貿芴 も、 殆ど 全く 斷絕 して、 獨 逸は 全然 同盟 國だ けで 物資を 始末 
し、. 最早 中立 國を恃 みに する i は 出來な くな つた。 然るに 獨 逸は 先頃， 1 マー 一 ャを席 
卷して 、パ， ヵン 半島に 優勢を 占めたので、 その 機に 乘 じて 講和 問題を 提出し、 自國 
の 有利なる 條件を 以て 平和の 局を 結ばん としたが、 聯合 國の意 氣込が 太 ?： 熾んで、 その 
申込を 顧み だに せ ざり し爲 め、 米國の 仲介 も その 功な く 講和は 遂に 不成功に 終つ た。 
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乃で 獨逸は 何ぅ しても 當の 敵た る 英國を 屈服し なければ ならな かった。 從 前は 中立 
國に對 する 遠慮が ぁったから、 潜水 艇戰 にも 幾分の 手加減を 加へ てゐ たが、 今日では 
最早や中立國の必要を感ずることが少なくなったので、獨逸は益々自暴自棄的に陷り、 
狂暴なる 態度を 採って、 遮二無二 英國 屈服の 手段を 最大限に 實 行す るの 決心を 定め、 
その 結果 最近の 潜水 艇戰 敢行の 通吿 となっ たので ぁる。 その 當時獨 逸 宰相の 帝 國議會 
に 於いてな したる 演說 は、 此の 決心の 動機と 目的と を 明らかにして ゐる 〇 宰相は 日は 
く 『政府は 今後 無制限の 潜水 艇戰を 開始す る こ IJ に 決した。 獨 逸の 潜水 艇は 昨春以 來 
著る しく その 數を增 加した。 予は 本年の 世界 穀類の 減收 にょっ て、 リ 協商 國 側の 困難を 
增大せしめ、伊怫兩國の石炭問題をー層危急に陷らしめ、將た又英國から協商國に對 
する 軍器 用の 地金 炭坑 用の 木材 等の 供給を 絕たん ことを 期す る。 若し 夫れ 今後 行は る 
べき 無制限の 潜水 艇 戰に侬 て、 獨逸に 齎らすべき 危險は 何ぅ かと 觀 るに、 予は 寧ろ 著 
るし く 減少せられ たと 考へざ るを 得ぬ』 •と。 


無制限 潜水 艇戰 の區域 

獨逸は 開戰 以來 、潜水 艇戰を 以て 得意と なし、 獨 逸の 海上に 於け る 手段は、 此の 新 
戰法を外にしてはーもあるなしと誇つてゐた程である。現に潜水商船ドィッチュランド 
號が 、米國 にまで 往復した 如きは、 獨 人の 大成功と して 誇る 所で、 ドィッチュ ランド 號 
航海 記の 如きは、 盛んに 獨逸で 出版せられ てゐ る。 現に 予の 眼に 觸れた 丈で も 五六 種 
は ある。 これを 以て 觀る も、 獨逸に 於け る 潜水 艇 熱の 如何に 强度 であるかと いふ こと 
が 分る。 

こんな 次第で、 獨 逸は 二月 二日から 次に 述ぶ るが 如き 區 域に 對 して、 一切の 商船を 
無差別に 擊沈 する 旨を 宣言した ので ある。 その 無制限なる 潜水 艇の 封鎖 區 域は、 

(一) 北海 方面に 於ぃては 白耳義 、和 蘭の 國 境ょり 始まり、 蘭國の 海岸 十 海里を 離れ 
て、 テ ダシェ リング 島に 至り、 北 折して 諾威國 西岸 二十 海里 (北緯 六十 二度) に 至 
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り、 西 折して ファロ ー 諸島の 南端を 過ぎ、 南西に 折れて 北緯 四十 三度に 至つ て 衆 折 
し、 西班牙 フ ^ ー1ステル岬沖ニ十海里に至り、两國海岸ニ十海虽沖を西佛國境に至つ 
て 終る。 而 して 一週 ー囘 ファ， マス 港に 出入を 許さる、 米國 定期 旅客 船は、 北緯 五十 
度西徑 二十 度の 點から 、一直 線路を 航行す る ことを 得 可く、 又 和 蘭 フジ ーシン ゲン 港 
と、 英國サ クス クオ \ ド 港との 間には、 蘭 船の 出入を 許可す る。 

(ニ) 地中海 方面に 於いては、 東 徑六度 北緯 三十 八 度の 交叉 點ょ り-一は 西佛國 境に 
一は モロッコ、 ァル ゼ リア 國境に 至り、 更に ーはシ シリ ー 島、 チュニス 間を 過ぎて、 希 
臘 領海に 達する 三 線ょり 成り、 而 して 希臘領 海から 前記の 交叉 點 までの 間に、 幅員 ニ 
十 海里の 自由 航路 ぁつて、 交叉 點以 西は 西國 海岸に 沿ぅて ジブ ラル タ， 海峡に 至り 得 
るを 以て、 中立 國 船舶は 該 線路に ょつ て 地中海を 航海す る ことが 出來 る。 

實際英 國の前 ァスク ィス 內閤の 如き、 悠長な 持久戦 的 態度を 採らないで、 之に 代つ 
た ロィド •ジオ ー ジ內閤 の 如き、 急激な 突貫 戰的 方針を 採る ことにな れば 、獨 逸は 連 


合國 屈服の 爲 めに 如上の 露骨な、 狂暴な 潜水 艇戰 政策に 出なければ ならぬ ことは 素ょ 
り 怪しむ に 足らぬ。 實際獨 逸は 恁の 如き 絕望的 態度に 出なければ ならぬ 程 焦慮つ てゐ 
る。 之を 以て も 現今 戰爭の 將來が 獨 逸に 於て 如何に 暗澹たる もの か > 分らぅ。 

中立 國 として 米國の 保つ た 位地 

米國は 建國以 來 人道主義を 標榜して 世界に 處し來 つた ♦か、 今囘 の戰爭 にも 嚴正 中立 
を 守つ て 公平の 態度を 採つ た。 元來 現代は、 中立 國と雖 ども 武力がなければ ならぬ 時 
代で、 假令平 和を 唱道す るに しても、 そ， の 背後に 武力がなければ その 主張を 貫ぬ くこ 
と *> 出來ぬのでぁる。西班牙、和蘭、瑞西、その他ニ等國以下の國家は、中立してゐ 
て も 世界の 大局の 上に 大關 係を 及ぼす ことは ない •か、 米國の 如き 一大 國家が 儼として • 
中立を 守つ てゐる ことは、 世界 戦局の 上に 甚だ 賴 みぁる こと、 云は ねばならぬ。 それ 
が各國人に取つて心强き『中立』を守つてゐた米國が獨逸と、國交絕斷に及んだことは、 
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世界の 平和の 上に 悲むべ きこと である。 

併し 米國の 立場から 考へ ると •、開 戰以來 、交戰 國に對 する 軍需品の 供給で、 米國は 
方 外の 利益を 得てゐ るので ある。 最近には 聯合 國の 軍需品 供給が、 自國內 で 間に合 ふ 
丈け 進步發 達した 爲 め、 當 初の 如き 大 儲けは なくなり "且つ又 是 まで 間接の 方法に 依 
つて 試みた 獨逸 その他への 輸出 も、 英 國の嚴 重な 封鎖の 爲めに 不可能と なつた から 此 
の 際、 米國が 獨 逸と 斷 つに 至つ たのは 或は 時機を 得た のか も 知れない。 

又 米國は 最近に 海軍 大擴 張を 行 ひ、 又 陸軍を も 大に增 加 T る 計畫が ある。 米 國の此 
.© 軍備 大擴 張は、 決して 侵略 主義の 上に 立脚した ものでは なく、 平和を 保障す る爲 めに 
企てられた 軍國 主義 的 運動で あると 云つ てゐ る。 或は 今 囘の獨 逸との 國 交斷絕 も、 之 
に 由つ て獨 逸を 威嚇して 媾和を 促進せ しめる 精神で あるか も 知れない。 卽はち 金力と 
武カとに秀でた米國の重錘を以て、獨逸を平和といふ薄板に壓搾しょぅといふ考へヵ 
も 知れない 。吾人は 今 囘の國 交 斷絕が 、恁 くの 如き 意味の ものである ことを 希望せ ざ 


るを 得ない。 

それは兎に角、米國の世界政局 (: 對する活躍は、今後益々著るしくなることでぁら 
う。 曩に 講和 問題の 仲介者と なつて、 その 目的を 遂げな かつた 儘で 引 込んで 了つ たの 
は、 世界に 於け る 米國の 地位を 辱し める やうな ものでぁるから、 今度 無制限なる 潜水 
艇戰の 宣言を 好機 會 として、 獨 逸と 國交を 斷絕 して 准 交戰狀 態に 入つ たのは、 他日 世 
界平和 會議の 際に ロを 揷ん で、 或る 利權の 分配を 要求し、 以て 米國の 世界的 地位を 高 
くしょうと いふ 意味では なから う 乎。 

尙ほ 今度の 事變 にょつ て、 若し 獨 逸と 交 戰する こと、 なれば、 米國の 艦隊は 自炉ら 
大西洋に 集中せられ るで ぁらう が、 それを ロ實 にして 米國は 海軍 大擴 張を 行 ふこと が 
出來 はしまい か。 卽ち米 國元來 の 目的た る 太平洋に 活躍す る爲に 、必要なる 大海 軍の 
建設が、 今囘の 事變で 完成され る譯 となる。 

米國 には 獨系米 人が 多い から、 米 國の國 論は 始終 その 爲 めに 左右せられ てゐ るとは 
米 獨斷交  ニ 七 五 
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よく 人の 云 ふ 所で あるが、 それは 如何な もので あらぅ。 無論 一部の 獨系米 人の 爲 めに 
兵器エ場などが爆發されたこと *> ある。併しながら在米獨人は、ー部分を除いては大 
分米國 化された と 認められて ゐ る。 ー體 現代は 民族主義の 時代と 云 ふけれ ども、 最近 
に於ては寧ろ民族は國家に壓倒される狀態で、何方かと云へば國家主義的の時代に近 
い、 從 つて 如何に 獨逸 種で あるとは 云へ、 米 人なる 以上は 米 化されす に 居られない。 
同時に 獨系米 人の 爲 めに、 米國 政府が 動かされる とい ふよぅな ことは 信じ 得られない。 

獨の 東方 策と 米の 太平洋 策 

今囘の 國交斷 絕に關 して 痛切に 感じられる ことは、 今度 獨 逸の 東方 策が 益々 頭を 擡 
げ はしまい かとい ふこと である。 從來獨 逸は 食料品 その他の 原料. 品の 大部分を、 米國 
から仰いでゐた。若し今後米國と親密關係を保つこと *> 出來ぬとあれば、獨逸は勢ひ 
バ \ ヵンより 亞 細亞ト \ コに かけて 發展を 策し なければ ならぬ。 パク ダ ー ド鐵 道は 此 


の 政策の 大動 豚と もい ふべき もので、 獨逸は 此の 鐵 道に よつ て 東方の 富を 吸收 し又自 
國 工業 品の 販路を 東方に 求めようと いふ 意 圖を懷 いて ゐ るので ある。 思 ふに 從 來米國 
に 移住した 多 數の獨 人は、 今後 必 f や 東方に 移住す るに 相違ない。 而して 此の 東方 策 
の實 現に 際して、 當然 邪魔物た るべき ロシ ャに對 して、 何等か 妥協の 手段を 講中る こ 
と •か あるか も 知れない。 若し 假 りに 露 國內の 親獨 派が 勢力を 占めて、 獨 逸と 單獨に 和 
親を 結ぶ ことがある としたなら ば、 獨 逸の 鼻息は 今後 益々 荒くなる であらう。 果して 
然らば 彼は 將來 ペルシャ 灣から 印度洋に 向つ て、 その 活動の 手を 磺げ るに 相違ない。 

ー轉 して 米國の 軍備 大擴 張と その 太 梁 洋に 於け る 將來の 活動と を 思 ひ、 一方 獨 逸の 東 
方策を 想望して、 わが n 東 帝國の 世界的 地位に 想到したならば、 吾人は 心中 自か ら會 
得する 所が あるで あらう。 若し 夫れ 現に 米 國の諸 州に 起れ る 排日 運動に 考慮せ よ。 五 r 
A は樂觀 してば かりに 居られまい。 吾人の 緊襌 一番して 起つべき 秋は 今で ある。 若％ 
諸君は 刮自 して 此の 危殆なる 世界の 大勢を 觀 よ。  (大正 六 年 二月) 

米 獨斷突  ニ 七 七 
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日米 關 係の 囘顧 (青年の 爲 めに) 

石 井 特使と ハ ーデ ー 翁 

大正 六 年 九月 日本の 石 井 特使は 米國に 使して、 非常な 大歡迎 を 受けた。 此際に 於け 
る米國 の歡迎 振りは 實に 仰山な もので、 米國 官民の 熱誠は 其 極に 達した とまで 新聞紙 
上には 吹聽 された。 而して 十一月 二日 遂に 日米 協定の 覺書が 交換され て、 日米の 親交 
は 益々 厚き を 加へ たと 稱され て 居る。 以上の 事實を 看て 誰か 慶賀し ない 者が あらう か、 
併し 歡樂は 悲哀に 變じ 易く、 喜悅 はや、 も すれば 怨恨に 變す る。 海洋は 常に 平穩で .あ 
， るとは 云は れぬ 。諸子ょ 太平洋の 波は 長へ に 太平で あるで あらう か。 

諸子ょ、 新春の 劈頭、 吾人が 好んで 不祥の 言を 爲す 者と 誤解して はならぬ。 吾人は 
ただ 事實を 語る ので ある。 其の 事實の 裏に 潜む 者は 平和の 神 か、 戰爭 の惡魔 か、 歡樂 
か 悲哀 か、 それは 神と 雖も 知る 由は なから う。 ただ 諸氏が 『日米 關 係』 に 就て 等閑視 


せ ざら •か 爲め 次に 聊か お 話を すると 云 ふこと を 忘れないで 居て 貰 ひたい。 

日米 協定の 公文が 發表さ れてか ら 間もなく、 十一月 十五 六日の 頃、 米國 から 古ぃ 水 
兵 服を 着た ハ ー ディ ーと云ふ老人が到着した。而して日本の新聞紙は筆を揃へて彼を歡 
迎 し、 彼 も 亦淚を 流して 悅んだ と 云 ふ。 云 ふまで もな く 彼は 六十 六 年 前に 日本に 來朝 
した ペリ ー 提督の 部下の 一水 夫で、 大正の 今日 再び 日本に 來て 、熱誠なる 歡迎を 受け 
て懷舊 の淚に 咽んだ ので ぁつた。 この 老 船員の 來 朝に 依て 我等の 米 國に對 する 感じは 
更に深からざるを得ない、之と前後して我が石井特史は異常な歡迎を米國で受け、彼 
の 日米 協定は 成立した。 是に 於て か、 日米の 交 歡何ぞ 夫れ 厚き やと 云 ひたくなる。 否 
實に 左樣斷 言して 宜しぃ。 併し 之が 爲 めに 我等は 過去を 忘れねば ならぬ と 云 ふ 理由は 
決して 無い。 

ペリ ー 來 朝の 眞相 

日 来 •關係 の 同 顧 二 七 九 
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日本が德川時代に.鎖_の長夜の夢を貪つて居た時、先づ來て我が門戶を訪れた外國 
は 米國 であつ た。 『起きよ、 起きよ、 世界の 形勢は もはや 汝の 鎖國を 許さす、 世界 貿易 
の 波は 汝の 岸に 打 寄せつ、 あ 5。』 と 云つ て、 我等の 父祖に 一大 覺醒を 奧へ たものは 實 
に 彼れ 米國 であつ た。 嘉永六 年 二八 五三 年) 六月、 米 國水師 提督べ リー 艦船 四隻を 
率 ゐて 浦賀に來り ^ 交貿易を求めたことは能く諸君の知る所てあらぅ。當時のロ本 
人の 大痕狽 は 非常な もので、 黑船騷 ぎと 云つ て 有名な もので あつた。 而 して 幾多の 交 
涉の後 ペリ ーの勸吿と威壓とが功を奏して、我_は外國との通交に決定したのである 
米國に 次で 英怫露 蘭の 諸國 とも 同 樣の條 約 •か 結ばれた。 假令 ペリ ーが 如何なる 威壓を 
用ゐ たにせ よ、 n 本の 開國が 米國に 負 ふ 所は 少くな い。 米國は 日本の 恩人な りと 云 ふ 
の も 決して 外交的 辭令 のみでは ない ので ある。 

併し米國_が卒先して日本に開國を勸めたのは、小供が朝寢をして居るから學校に行 

<のが遲くなる"早く起きなければいけぬと云つて、愛兒を叩き起す慈母の愛廣と同 


1視してはならぬ。固ょり米國の好意はあつたらぅが、他に重大な理由がある、それ 
は 十九 世紀の 中頃以 殊 、世界の 海運 *>• 大に發 達し、 各國は 孰れ も 政治 上、 經濟 上に 世 
界的 活躍を 始めた。 此の 場合 米國の 如きは 太平洋から 東洋 方面の 航海 貿易に 努力す ベ 
きは 明白の ことで、 其が 爲めに は 日本の 如き 交通の 要路を 占めた 國 •か 『我は 鎖國で ござ 
る。 外國 船は 一隻た b とも 近海に 立奇 らば 直ちに 打ち 拂ふの で ござる』 と 云つ て嚴然 
と 構へ て 居て は、 米國に 取て は 一 非常な 迷惑の ことで、 自國. の 發展上 是非とも = 本 レ •し 
て 開 國 せしめなければ ならな かつた ので ある。 但し 其の 動機は 兎も角、 日本に 取つ て 
開國は 必要な ことで あつた 次第で、 米國の 好意は 好意と して 感謝して 置くべき である。 
其の 意味に 於て 老 船員 ハ ー デ ー を 歡迎 する、 大に 可な りで ある。 

dw 

海の 彼岸の 新興 國 

其 後明 治の 御代に なつて 日米の 間は 益 親密で あつた。 此 時代に 於け る 米 國の發 達は 
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實 に目覺 しい もので、 太平洋に 於て 着々 地步を 固め 來つ たので ある。 諸子 も 知らる、 
如く、 米國 大統領 モン ロ ーは 一八 二三 年 モン ロ ー 主義なる ものを 宣言した。 是は米 合 
衆國は 他國が 米 大陸に 干渉す るを 拒む と共に、 米 國も亦 米 大陸 以外に 干渉す るを 欲せ 
すと 云 ふ 主義で 『亞米 利 加は 亞米利 加の 亞米利 加な り』 と 云 ふ 精神を 發 揮した もので 
ある。 此の モン ロ ー 主義に 從へば 米國は 米 大陸 以外には 侵略的 態度は 固よ り、 干渉を 
もせない 窖で あるが、 それは 米國が 未だ 充分に 發 達しな かつた 時代の 話で、 十九 世紀 
後半に國カが内に充溢し、而して歐洲列强が爭つて拓地植民に熱中する樣になると、 
米國だ とて 獨り 端然と 行儀よ くして 居る ことは 出來ぬ 。 

米國は 若い 若い 新興の 國 である、 內に 溢れた 活力を 外に 發揮 せねば ならぬ 事情に あ 
る、 此點に 於て は 日本 も 同一で ある。 そこで 米國は 古臭い モン ロ ー 主義の 衣を 脫ぎ棄 
て、 新しい 衣を 着換 へた。 其の 新 衣 こそ 海外 發展、 國勢發 揮と 云 ふ 恐し く景氣 のよ い 帝 
國 主義で ある。 米國 の帝國 主義が 太平洋に 實 現された 第一 步は 、布哇 の 合併で あつた、 


之は 一八 九 三年 (明治 廿六 年) に 提議され： 一八 九 A 年 (明治 卅 一年) に 決定され た。 
次で 同年 米國は 西班牙と 戰端を 開いた、 而して 戰捷の 結果、 太平洋に 於て は 西班牙 か 
ら比 律賓を 獲得した ので ある。 此 ょり 先日 本は 明治 廿七 八年戰 役に 淸國を 膺懲して、 
1 に 於け る 日本の 地位を 確立した、 今まで 日本を 支那の 屬國 位に 考へて 居た 西洋人 
等は 驚異の 眼を 以て、 日本の 發 達を 看た。 而 して 更に 十 年の 後、 日本が 大國露 西亞と 
の 戰爭に 捷つ て、 愈々 世界 大强國 の 列に 伍して、 英米 獨佛露 等と 世界の 檜 舞臺に 立つ 
こと、 なつた 時、 彼等 西洋人の 眼は 益々 驚異の 輝きに 滿ちた ので あつた。 

太平洋の 東に 米國 、西に 日本、 等しく 是 新興の 國民 である、 而し て 支那と 云 ふ大國 
土は： n 本の 最も 利害 關 係の 深い 所、 而 して 米 國も亦 そこに 勢力 V 扶殖 する に 努めて 居 
る。 兩雄竝 び 立たす と 云 ふ 語は、 果して この場合 にも 適用され るで あらぅ か。 日露 戰 
役以前までは兩國、の間に葛藤を惹起すことも稀であつた。而して日本が露國と戰つた 
際、 米 國は少 からぬ 同情を 日本に 表した ので ある。 然るに 日露 戰役 後、 日米 戰爭 の聲 

日 来關係  二八 三 
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は。 ホ ッく吾 等の 耳に 響いて 來た、 『サァ 今度は 米國だ 』 と云 ふ感 は、 時として 吾等の 
念頭に 起って 來た 。諸子ょ、 之を 以て 直に：：： 米 戰爭と 想像して はならぬ。 日本は 今後 
米國 との 關係を 最も 麗視 せねば ならぬ。 假令 其の 關係が 戰爭で あると 平和で あると を 
問は す、 兎に角 日本が 對手國 として 最も 注意すべき ものは、 太平洋の 彼岸に ある 米國 
であると 云 ふ 意味な ので ある。 

米 國人氣 質 

果して 日露 戰 役の 後、 日米 間には 幾多の 紛議を 釀 した。 明治 四十 年 (一九 〇七 年) 
には、 在米 日本 兒 童の 入 學 禁止の 事件が 起っ た、 之と 前後して 太平洋 沿岸 地方では、 
日本人 排斥の 聲が 頻りに 高まっ た、 日本人の 商店が， 窓 硝子を 破壤 された 如き 事件は 屢 
々起っ た。 日本人 勞慟 者の 渡航 制限 も此 頃に 起っ た 問題で ある。 此 等の 排 ：：：的問題に. 
依て直に日米兩國の國際關係が反目して居たと速斷してはならぬ"米國.は.統}された 


國でな い、 從て各 州 いづれ も 議會を 有して、 其の 州內の 件に 關 しては 中央政府と 雖も命 
令す る ことが 出來な い、 排 = 問題は 主として カリフ ォ X 一一 ャ 州に 起つ た 事件で、 中央 政 
府の 勸吿が あつたに 拘ら す、 氣勢は なか {强 かつた。 是はニ 三の 政治家が 自己の 野 
心を遂げん爲め新聞紙を買收して民衆を煽動した結果でもあつたが、ー面に於て東洋 
人が 自國の 社會に 勢力を 得て 來た のを 好まぬ 事情に も 基く ので ある。 而して 大正 ニ 年 
(一九 一三 年) には 加州 土地 法案が 通過して、 在米 日本人の 土地 所有は 不可能と なつ 
てし まつた。 

併し 排日 問題の 一面には、 在米 H 本人の 內に U 品 牲 野卑の 者が 無いでも なく、 又 H 本 
人が米國で何處までも國粹主義を奉じて、米人と胸襟を開いて交際する風が缺けて居 
る こと も 認めねば ならぬ。 元來米 人は 潑测な る 元氣に 富んで 居る、 心に 思つ たことは 
ドン^/- 之を ロに 出して、.. 少しも 遠慮し ない 牲質 である。 日本人の 如く 無暗に 禮讓を 
尊んで、 云 ひたい 事 も 十分 ロに 出さず、 而して 心內に 不平の 念を 抱いて 居る 如き不 徹 
m 来關係  ヱ八五 
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底な 態度は P 彼等 米 人は 嗤ふ べき ものと 考 へて 居る。 從て 排日 問題な どの 交渉 も、 嚴 
しく 形式を 整へ て 正面から 廻り 諄く 談じ込む ょりは、 排日 運動の 主腦 者と 差 向 ひで、 
『排日 運動は 困ります がね、 君 一つ 何とか 考 ベて 貰 ひ 度いです』 など 云 ふ 調子で、 大 
に 胸襟を 開いて、 懇談す ると、 ソコは 流石 ャン キー氣 質の 元氣 ょい 米 人の こと、 て、 存 
外 話が 早く 運ぶ ので ある i 云 ふ點も ある。 米國は 決して 老大國 でない、 ソレだ け氣品 
に 乏しく 野卑な 趣 も ある。 併し 世界 第一の 物は 何でも 米國に 置きたい と 云つ て 居るな 
ど 愛すべき 點もあ る。 

軍國 化せる 米國 

明治 四十 一年 (一九 〇 八 年) 米國 は、 滿 洲の鐵 道を 中立に したい 云 ふこと を 提議し 
た。是は實に滿洲に於ける日露兩國の特殊の利害關係を無視した亂暴な提議 1? 、日露 
の 抗議に 逢つ て 直に 撤囘 されて しまつた。 併し 米國 はか、 る 提議を なした 程 無遠慮な 


國で 2) る、 而 して 若し 反對が あれば 『ァ 、左樣 です か、 反對と あれば 止めます』 と 云 
つて、 自己の 主張を 放棄して 平氣で 居る、 『成功し なければ それ迄の こと、 マ ァ出來 
る所まで遣つて見るのさ』と云ふのが、米國の態度である。是は米國なる國家に對し 
て も、 各個 人と しての 米 人に 對 しても、 吾等の 心得て 置くべき 點で ある。 

諸子ょ^; 今囘 の大戰 (: 對 する 態度は 何ぅ であるか。 『自由の 爲 め、 平和の 爲 め』 と 云 
ふ語は、米國の常にロにする所で、米人は如何にも平和を熱愛する國民である如く思 
つて 居る 人 も少く あるまい。 成程 米國は 最初 中立を 巖 守して、 幾度 か獨 逸の 潜水 艇が 
米 國其他 中立 國の 船舶に 危害を 加 へても、 隱 忍して 能 ふ 限り： 牛 和の 態度を 持して 居た 
に 相違ない。 而して 一九 一七 年 二月 獨逸が 極めて 露骨なる 無制限 潜水 艇戰 の勵 行を 宣 
言す るに 及んで、 遂に 堪忍袋の 緖を切 つて、 彼の 橫暴な る獨 逸を 膺懲せ すん ば 已ます 
と云つて起つた彼米國の態度は如何にも立派なものであつた。恰も是平和の神が降魔 
の劎を 揮 ふ 如き 觀が あるので * る。 併し 飜て考 へて 見 給へ" 米 國は現 戰爭 開始以 來、 

日 米 關係  ニ人七 
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歐洲交 戰國の 軍需品 供給を 引受け、 且又 交 戰國の 從來の 販路を も獨 占して 非常に 利益 
を收 めて 居る。 其 利益は、 ：！1本人そして驚歎せしむるに餘ある、『サァぅんと金は儲つ 
た、 此處で 一つ 軍艦を 造り、 陸軍を 擴 張して 國防 設備を 充實 したいが、 それには 參戰 
が 適當 では あるまい か』 と。 是は 想像に 過ぎない が、 米 國參戰 の 裏には、 か、 る 理由 
が全然存して居ないと云ふことを斷言し得る人があらぅか。要するに米國をして軍國 
化せし むる には、 其の 參戰は 最も 時宜に 適した もので あつた。 何も 米國 人の 血を 歐洲 
の戰場に濺ぐのが目的であるまい。西洋人の心理は恁る點に於て吾等ょりも遙か (: 複 
雜 である。  ， 

明治四十ー年ニ九0八年)：11米兩國の間に太平洋及び支那に關する協定が成立し 
た、 太平洋の 現狀を 維持し、 支那の 領土保全、 機會 均等 主義を 奉す ると 云 ふの ♦か 其の 精 
神で ある、 高 平 (社) ル ー ト (細 務) 覺 書と 云 ふの がそれ である。 後 九 年を 經て 大正 六 年 
(一九 一七 年) 石 井 ランシング 協定が 成立して、 前囘 協定の 意義は 益々 明かに せられ 


支那に 於け る 日本の 特殊な 地位は、 特に 明かに 聲 明せられ た。 實に 結構の ことで ある。 
併し 協定 だの 條約だ の 云 ふ ものは 或 程度まで 有效の ものであるが、 戀 人の 誓で さへ も 
變 り 易い 世の中に 何で 國際 間の 一片の 約束が 賴み になら ぅ。 日英 同盟と 云ふ大 磐石の 
樣な 儼として 搖 がぬ 箸で ある 條約が ありながら、 英國の 吾人に 對 する 態度は、 賴も 
しい 盟邦た る感を 起さし むる には、 餘 りに 冷靜に 過ぎた 點がな いで もなかつ た。 併 L 國 
際關 係を 以て 同志の 友が 肝膽相 照す 如き 場合に 比較す るの が 間違 ひで、 遙かに 實際的 
物質的の ものである。 米國 公使は 先頃 北京の 列國 外交官を 出し 拔いて 支那 政府に 單獨 
警告を 試み 大に 物議を 釀した ことがある、 實に外 交の MJ U 油斷が 出來な い。 又 米國は 
近 來頻に 露國に 接近して、 西 伯 利 亞で大 なる 利 權を收 める とか、 又 勘 察 加 半島に 勢力 
を 扶植す ると か 云 ふ 噂が ある。 茫洋 して 居る と、 何時の間にか 意外の 邊から 恐し い壓 
迫ル來ないとも限らないのである。 
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獨 逸と 米國 

獨 逸の 發達は 頗る カ强 いもので あるが、 寧ろ 徐々 として 地步を 固める 健實な 態度で 
ある。 併し 米 國の發 達は 極めて 突飛で ある。 屢々 人の 意表に 出て 端 睨すべからざる も 
のが ある。 獨 逸の 軍 國 主_が歐洲の平和を害すると云ふならば、米國の軍國主義 *> 太 
平 洋の浪 を騷が す ことは、 恐らく 獨逸 以上で あらう と 思 ふ。 米國は 今や 順風に 帆を 揚 
げ發展 向上の 路 を濶步 しつ、 ある。 諸子が 社 會に 立たれる 頃、 米國の 活躍は 實に 著し 
いもので あらう。 而 して 之に 對 する 吾人の 態度 も 更に 大 に活潑 に、 更に 大 にカ强 いも 
ので あらねば ならぬ。 若し 他日 米國 海軍の 艨艟 幾 百隻 飛行機 幾千 臺 、水と 空と を 被う 
て來る 時が あらう とも^, 吾人は 其 際 六十 有餘年 前に 吾人の 父祖が 黑 船の 渡來に 痕狽し 
た 醜態を 繰返して はならぬ。 吾人は 濫りに 戰爭 熱を 煽る もので ない。 唯 元氣に 充溢した 
新興國民 *> 、太平洋の彼方に在つて、平和にも戰爭にも、諸子の好敵手であることを 
述べて 置きたい ので ある。 (大正 六 年 十二月) 


シ ベリ ヤの 今昔 (青年の 爲めに ) 

世界の 一大 邦土 

シべ リャと 云へ ば 從來 あまり 歷史の 上で 重視され て 居な かつた。 處が 今度 露 西亞に 
一大 變動が 起つ て、 あの 一大 帝國が 支離滅裂の 有樣 となると、 尨大なる シ ベリ ャの平 
野 も安穩 では 濟 まされない。 虎視 耽々 たる 列強は 忽ち 手を 加 へんと する に 至. つた。 日 
本 も默視 する ことが 出來 ぬ、 そこで 目下 出兵 問題が 八 釜 敷くな つたので ある 以下 シべ 
リャの 今昔に 就て 知つ て 居る 二三の 事柄を 書いて 見やぅ と 思 ふ。 

東西 約 千 七 百 里、 南北 約 八百虽 、面積 約 八 千 萬 方里の シ ベジャは、 確かに 世界に 於 
ける 一大 邦土で ある、 この 一大 地域は 約 三百 年來露 西亞の 領土と なつた。 露 西亞が 一 
大强國 として 世界に 臨む ことが 出來 たの も、 このシ ベジャと 云 ふ 一大 領土を 有して 居 

y ベ” ャの 今昔  ニ 九 一 
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る爲 めで あつた、 恰も 英國が 五大洲に 普く 散布した 海外 領土を 持つ て 世界に 雄視 して 
居る 如くに。 露 西亞は 如何にして 此の 大 領土を 占有す る ことが 出來 たか。 獨逸が アル 
サ r;  ローレ ーンニ 州を 得る爲 めには、 一八 七 〇、 七 J 年の 獨怫戰 爭と云 ふ 一大 戰爭 を. 
經ねば ならな かつた。 又 一九 一一 年には モロッコ 問題が 喧しくな つて、 獨佛 兩國が 開 
戰 すると 云 ふ 嘷が高 く、 歐洲に 一大 危機を 釀 さんと した 騷動が あつた。 この 大騷 ぎを 
遣つた結果、獨逸は中央阿弗利加の怫領コ、ンゴーの僅かー小部分を獲得することが出 
來た 。否、 そんな 獨逸の 例を 引かす とも、 明治 三十 七 八 年 日本が 滿洲の 野に 幾 萬の 生靈 
を 犧牲に 供した 結粜 、領土と して 得た 所は 僅かに 樺 太の 南半に 過ぎな かつた。 

北半球の 大濕原 

領土の 獲得は 此 くまでに 困難で ある、 然らば 露國は 如何にして 彼のシ ベリ ャ大 平原 
を獲得したか。人間の運命に幸と不幸とある如く、國家の上にも天惠の厚いと薄い 


とを認めねばならぬ。歐洲の東隅 (: 建國した露國は、西方歐洲の中心に向つて發展す 
る ことは 非常に 困難で あつたが、— 嬰 陸には 著しい 强 敵が 無 かつ 爲め 發展は 容易 
であつ た。 それの みならす、 シべリ ャー 帶の大 平原は 殆ど 障害物が 無い 爲め 、一 瀉千 
里の 勢で 進む ことが 出來た ので ある。 固ょり シ べリャ は淼 林と 原野と それから 北方の 
大濕 原から 成つ て 居る。 地中に 潜む 富 源は 奠大な もので あらぅ が シ 從來餘 り開發 され 
ては 居らぬ。 況や 三百 年の 昔、 そこは 全く 不毛の 野で あつたに 相違 ^ ゝ 但し ^/ 在ジ 
村落にゥィグル其他の民族が居住して居たことは固ょりである。  • ， 

毛皮を 追ぅて 

露西晉 十一 1 以讓 古人 s 支配 Q 下に 在つ 5 、十五 世告？ て 其の 支配を 
脫 して 自立した、 近代 露 西 亞の發 達は こ、 に 始まる ので ある。 當時 ゥラル 山 東トボ , 
スク 附近の 地を シビルと 呼んだ、 シ ベジャの 名 も それから 起 つれので ある。 その シビ 
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グ地 方は 十五 世紀の 未 モス コー 大公 (後 露帝と 稱す) .ィグ ァン 三世に 服從 した。 是が露 
國がシ ベリ ヤに 君臨した 始めで ある。 其 後 シビ， の會 長は 露帝の 臣下と なつた が、 東 
方 民族の 爲めに 常に 亂擾が 絕えな かつた。 そこで 十六 世紀末、 コサ ック の會長 ィエ X マ 
クが 、コサ" ク兵 八百餘 名を 率ゐて 東方 遠征の 途に 登つ た。 この 遠征に 依て シビ A 地方 
は 全く 平定され、 ィユル マ クは 其の 地を 露帝 ィグ ァン 四 世に 獻じた ので ある" 

ィヱ ル マ ク以來 コサ ック 人は 着々 東方へ と 進んで、 到る 處に 市府を 開き 十七 世紀 中頃 
には 旣にオ ホック 海にまで 達した。 やがて 露 人の 勢力が 日本に 接觸 する の も 間 も 無い 
こ、 となつ た。 かくして 彼等は 十七 世紀末には カムチャッカ半島を 探檢 した。 彼等の 
進む有樣は恰も水が平地を流る、如くで、如何にも迅速であつた扒、何故に彼等はか 
くも 東方へ 遙 々と 遠征した ので あらぅ か。 彼等は 所謂 探 檢慾や 好奇心 じ 驅られ て 不毛 
の大野を進んだのであらぅか。否、そこには理由がある。彼等を誘つたのも矢張り 
『利 慾』 であつ た、 卽ち 毛皮で ある。 ジベ リヤ には 黑狐や 黒貂の 毛皮 獸が 多く 產す る、 


其 等の 毛皮は 當 時歐羅 巴人の 非常に 珍重した もので、 其の 商賣は 著しい 利益を 收める 
こと •か 出來た 。利 慾は 何處 まで も 人を 誘つ て 行く、 往 々にして 十 萬 億 土の 彼方まで も 
導いて 吳れ る。 況やシ ベリ ャの 荒野 何の そのと 云 ふ 勢で 露 人は 東方へ と 進んだ。 而し 
て 毛皮を 獲て は 歐 洲に賣 捌いた ので ある。 從つ てシ ベリ ャの 開拓は 一面から 云へ ば 毛 
皮獸 狩で あると も 云へ やぅ。 處がシ ベジャの 東端に 達して 太平洋に 顔を 出す と、 露 人は 
臘虎や 腽肭獸 が 澤山 居る のを 發 見して、 今度は 海獸の 捕獲を も 始める に 至つ た。 而し 
て 太平洋に 活躍を 始める と、 勢 ひ 日本と も接觸 しなければ ならぬ。 德川 幕府の 末に 露 
人が日本に通商親交を求めたのは以上の事情に基くのであつた。 

尨大なる 北海 熊 

又十八世紀には露人は黑寵江沿岸の.經略を始めたが、それが南に進むに從つて支 
那と 衝突す るに 至つ た、 當時 支那は 淸の 聖祖の 時代で 國勢が 盛んで あつたから、 露 _ 

V ペリ ャ 問題  ニ 九 五 
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と 尼 布 楚に條 約を 結んで 國境を 定め、 露 人の 進 勢 も 一時 頓挫した。 併し 十九 世紀に 入 
っては 將軍 ムラ、 グィ H フが 盛んに 黑寵江 沿岸を 侵略して、 遂に 支那に 迫って 無理往生に 
黑龍江以北の土地を全部割讓せしめた。更に進んでは沿海州を取って、浦鹽斯德港を 
開いた、 この 沿海州 割 取は 露國が 淸國 と英佛 との 間に 和議を 成立させる に 骨を 折っ た 
から、 其の 報酬に 貰 ふとい ふので 如何にも 甘い 話で ある。 今頃 過激派が 無 併合 無 賠償 
を 宣言して 居る のに 較べる と、 誰か 今昔の 感に堪 へ ざらん やと 云 ひ 度くなる 。しかも 
浦 鹽斯德 とは 『東方の 指揮者』 と 云 ふ義 である 相 だ、 六 七十 年 以前の 露國が 如何に 野 
心 滿 々であつ たか、 現 カイゼル 處の騷 ぎで なかつ たこと が 分る。 

尨大の ジベ リャは 露國の 有に 歸した 、恰も 是れ 北海の 大熊か 蓝細亞の北半に蹲って 
南方 印度から 支那、 朝鮮を 一呑みに せんとす るの 形勢で ある。 支那の 如きは 常に 北海 
熊の 威嚇を 受けて 居た。 此の 大 熊の 鼻息を 一段と 荒く した ものは、 シ ベリ ャ鐵 遣の 開 
通であった。 この 大鐵 道は 十九 世紀の 末年から 二十世紀の 始めに 厘る 約 十五 年の 歳月 


を經て 完成され た、 露國の 極東 經營は 之に 依って 大に 進んだ。 殊に 露國 一流の 减嚇と 
懷柔 との 外交 手段で、 巧に 支那を 說き附 けて 北滿洲 を橫斷 して、 シベ リャ鐵 道を 浦鹽 
斯德に まで 敷いた ので ある。 

孰れに せょ、 亞細亞 の 南半は 此の 北海 熊に 依っ て 非常に 威嚇され た。 印度を 大切の 
寶物 として 死んでも 離さぬ 決心の 英國は 、この 形勢を 見て 驚いた こと 一通で ない、 日 
本 も 亦 著しく 露 國の壓 迫を 感じた。 そこで 兩國の 握手と なり、 日英 同盟と なり、 更に 
日露 戰役 となつ て、 露國の 極東 跋扈は 一頓 挫を 來 したので ある。  - 

北半球の 大富源 

シ ペリ ャも 其の 開拓の 進まない 間は、 主として 流謫の 地で あった。 十九 世紀の 後半 
は 露國 (: 無政府主義が 行 はれて、 虛無黨 其 他の 過激 論者は 盛んに 君主 其 他 當局 者 ？: 呪 
つて已ます、陰謀と暗殺と之に對する壓服とは、互に負け.す劣らすの勢を以て繰返へ 

y ペリ ャ問匯  ニ 九 七 
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されれ。而して之 *> 爲めに縲鍊の辱を受けた自由主義の人々は、老若男女を問はずシ 
ベリ ャ へと 追 ひ 遣られた。 コサ ックの 長 槍と 銃劎 とに 追 ひ 立てられて、 暗雲 底く 垂れ ^ 
雪解けの 曠野を、 トボ < と步み 行く 哀れなる 一群は 實に 彼等 自由主義者で あつたの 
である。 恰も 昔 我が 國 でも 東國が 流人の 國 であった 如くシ ベリ ャも 亦左樣 であっ た。 
而して 流人の 國なる 伊豆から 起つ た賴 朝が 天下を 取つ た 如くに、 シべ 9 ャに 放たれた 
自由主義者が帝政の露國を覆したのであった。 

併しシ ベリ ャの 開拓 も 漸次 進埗 した、 而 してシ ベリ ャ鐵 道の 開通と 共に、 そこ ♦か 世 
界大 交通の 要路と なった から 益々 開けねば ならな かつた。 歐露 方面から 移民が 續 々遺 
って 來 る、 農業 も 益 興りっ、 あった、 A ロの 殖えた 結果、 やがて シ ベリ ャ防衞 の 軍隊 
は、同地の在住民の內から組織することが出來るだらぅと云はれた程である。今一寸 
人口を 調べて 見る と 左の通りで ある。 

(一八 九 七 年〕  (一九 一 1 年) 

全 露 人口  ニー 五、 六 四 〇、 〇〇◦  一六 三、 九 一九" 〇〇◦ 


1 歐 露 九 三、 四 四 三、 0〇〇  一二 〇、 五八 八、 〇〇〇 
f 1 V ベ” ャ 五、 七 五 九、 〇〇〇  八、 七 一九. 〇〇〇 

卽ち全露國の人ロは以上の約十五年間に約三千八百萬人の增加であるが、其の內約 
三百 萬 人は シべ .リャ に 於て 增 加した ので ある、 之を 一年に 平均 すれば シ ベリ ャの 人口 
增加は 毎年 二十 萬人づ 、であつ た。 而 して 前記 十五 年間に 歐 露の 人口 增加 率は 約 二割 
八 分で あるが、 シ ベリ ャは五 割 弱で、 遙か に歐 露を 凌駕して 居る。 此の 計數だ けで も 
シ ベリ ャの發 達は、 將來大 に 注目すべき ことが 知られ やぅ。 人口の 增 加に 伴 ひ 森林 鑛 
山等の富源が開發さるべきは明かである、尙沿海州の漁業も奠大なものであるが、そ 
の 漁業 權は 日露 戦役の 結果 日本人の 占有に 歸 した、 併し 露國 革命の 結果 この 條 約は 破 
棄され る 憂 ♦か ある、 甚だ 殘念な 次第で ある。  • 

現今の シベリア 

y ペリ ャの 今昔  1 一九 九 


現代 世界の 史的 觀察  三 0 0 
露獨 講和の 結果 露國內 には到る處に獨逸勢カが侵入した、シべリャも益獨逸化され、 
獨 逸の 商品 乃至 資本 等は シべ リャに 入 6込 むこと であらぅ 。そこに 夙く も 着目した の 
は 米國 で、 米國が 近來 頻りに 露國 政府. の歡 心を 求めつ、 あるのは、 實に油 斷出來 ぬ 次 
第で ある。 その 點は 某々 國の尻 馬に 乘つて 過激派を 敵視して、 無晴に 其の 惡ロを 叩い 
て 居る 隙に、 撗合 から 出た 他人の 爲めに 着々 利權を 占められて 行く 國 など、 は 全く 趣 
を 異にして 居る。 又獨 逸勢 力が シべ リャに 侵入した とは 云へ、 或は 獨澳 の俘鼙 が 解放 
された とは 云へ、 獨軍が 飛行機 や 潜水 艇を以 て、 直に も 押 寄せて 來る かの 樣に騷 ぐの 
は 何ん な もの. か。 吾人は 輿論を 栺 導すべき 操觚者 諸氏が、 今少しく 國際 政局の 機微を 
了解され ん ことを 望む ので ある。 好んで 孤立の 境遇に 陷る ことは 少く とも 愚で ある。 
諸君は 戰 後に 來る べき 日本の 難 境を 覺 悟して 居らねば ならぬ ので ある。 

兎も角、 將 來のシ ベリ ャに 注意すべき は 米 獨兩國 の 經濟的 侵入で ある‘ ふ 思 ふ。 

恰も 亞細亞 土 耳 古で 英獨が 衝突した 如くに シべ リャの 富 源開發 に # ふ 抗爭は 、米獨 


の 間. に 起る であらう。 東亞の 强國た る 日本は 此際大 に 輝を 緊めて 懸ら ねばならぬ。® 
入と 云へ ばと て 直に 大砲 や 劍戟を 想像して はならぬ。 恐るべきは 所謂 平和的 侵入で あ 
る？ 吾人の 活動は 決して 出兵 や 領土 併合の みでは 無い。 他に モット 重要なる 活動 ♦かな 
ければ ならぬ。 濫に 干戈を 動かして 好んで 孤立の 窮境に 陷る 如きは、 絕對に 避けねば 
ら 0:。 殊に 信を 支那 四 億 萬の 民衆に 失 ふことは 最も 恐るべき ことで ある。； 

M 亞に 於け る 帝國の 地步を 固めて、 來るべ き 活動に 應ぜ ん爲 め、 國 力の 充實を 圖る 
こと、 是 吾人の 爲すべ き 急務で ある。 今後 世界の 形勢は 主として 英米 獨の 三國に 依て 
支配され るで あらう。 而 して 東洋には 日本 ♦か 在る、 陸には 支那 大陸、 海には 太平洋、 こ 
の ニ 大舞臺 に 於け る 英米 獨三國 の 勢力 關係は 、吾人に 重大なる 利害 關 係を 有して 居る。 

而 して 期の 如き 際にして 若し 彼の ビスマルクの 如き 機略と 鐵腕 とを 併せ 有しれ 一大 
政治家が 出たならば、 巧みに 以上の 形勢を 利用し、 操縦す る ことで あらう に。 

(大正 七 年ニ另 ) 

V ベ” ャの 今昔  三 〇 一 
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r 鎌 獨佛國 境の 要塞 戰 
震天動地の 大戰亂 

パル カンの 一 小國セ V ウィ ヤが 投じた ー彈が 動機と なつて 端な くも 歐洲 列強の 平和 
が 破れ、 露獨佛 澳の四 大强國 が 互に 于 戈の 間に 見える ことと なつた のみなら す、 由來 
平和を 主義— した 英國 さへ も、 輿論は 近年 稀に 見る 興奮の 狀を呈 し、 遂に 獨 逸に 向つ 
て戰を 宣す るに 至つ た。 此の 危機に 際して、 甚だ 不利の 地位に 立つ た 如く 見える 獨逸 
は、 如何なる 奮鬪を 試みる でぁらぅ か、 其の 同盟と 賴む は澳太 利の みで、 東に 露 西亞、 
西に 怫蘭 西の 兩國 から 挾み 擊ちに され、 海上では 英國の 優勢なる 海軍に 依つ て壓迫 さ 
れ ょぅとして ゐる獨 逸は _方に四面楚歌の裡にぁるものでぁるが、此の窮境を脫して獨 
逸民 族の 名聲を 維持せ ん爲 めに、 カィゼルを 始 として 獨 逸の 國民は 非常なる 決心を 以 
て、 死物 狂の 奮鬪を 試みる ことと 思 はれる。 固ょり 窮通 は歐洲 國際關 係に 常に 認めら 


わる ことで、 極度までに 緊張した 現 時の 國際關 係 も、 或は 意外の 邊に穩 和な 解決が 遂 
げられることが無いとも限らぬ。然し今度の戰爭は餘程突發的であり、又感情的であ 
つて、 常識的の 推測を 許さない 點も あるから、 或は 思 ひ 切った 大戰爭 が 演ぜられる か 
も 知れない。 孰れに せょ、 常に 軍事の 雄と して 人 も 許し、 自ら も 任じて ゐる獨 逸の 事 
であるから、 其の 活動は 必らキ 目醒 ましい ものが あらぅ と 思 ふ。 若し 戰爭が 始まれば 
陸戦では 露 獨の國 境と、 獨 佛の國 境と が 重要な 戰場 となる ことは 無論で あつて、 現に 
露 軍の 一隊は 獨 逸の 國境を 超えて ョハネスブルグに 向っ たと か、 又獨 軍の 一隊は 怫國 
の國 境を 越えて シレー に 侵入した とか 云 ふ 報知が ある。 これ 等は 固ょり 前 衞の 偵察 戰 
位な もので あらぅ。 然し これ 等の 國境に は 平時から 互に 要塞を 築いて 嚴 重に 警戒して 
居る し、 又獨怫 共に 得意な 飛行機を 利用して 偵察に 怠らず、 けた、 ましい ブロ ペラ ーの 
音は國境の天地を震慽して居ること、思はれる。從って獨佛の國境が今囘の戰爭の重 
要なる 方面で ある ことは 明らかで ある。 若し 獨逸が 攻勢を 取る とすれば、 國 境の 何の 
1 i 佛國 境の 要塞 戰 三〇三 
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方面ょり 佛國に 侵入す るが、 容易に 判斷は ill 來兼ぬ る けれども、 獨逸軍 十 萬 人は ル ク 
セン ブ K グ大 公領に 入 つれと 云 ふ 報' が あり、 又獨 逸が 頻りに 臼 耳 義に壓 迫を 加へ て 居 
る所から考へると、獨逸は或は此の方面から侵入するのではあるまいか。 ^. それは兎も 
角、 獨佛 境を 接して 居る 附近に 配置され た 兩國の 要塞で も、 必ず 激烈な 要 寒 戰が 試みら 
れる ことで あらぅ。 暫 らく 血に 飢袅た 歐洲列 强の斌 器は、 最近に 改良され た 幾多の 結 
果 を、 此の 戰爭で 試驗 す る ことで あり、 各國 人の 意氣 天に 沖す るの 有樣 であるから、 
必ずや 目醒 しい ものが あるで あらぅ。 此際 四十 餘 年の 昔を顧みて、 獨佛 兩國が 國 運を 
賭して 戰 〇 た 有名な 獨怫 戰爭當 時の ことを 想起す るの も、 亦 興味 ある こと、 思 はれる 

四十 餘年 前の 獨佛 戰爭 

獨佛 戰爭は 千 八 百 七十 年 夏から 翌年 一 月末までに 亙つ たもので、 今から 丁度 四十 四 
年前に當つて居る。其の 01! に兵器は固ょり戰術も交通機關も著しく進步して //; り、又 


一! 由 11 ハ 興 會圖書 f. ー眷种 I 

軍人の 精神 や 修養に も少 からぬ 變 化が あるか も 知れぬ。 然し 國を愛 する の 心は 孰れ も 
一っで あらぅ。 氣 力に 富んだ 御國 自慢 9 獨 逸人と、 積年の 國辱に 憤慨して 止まぬ 愛國 
心の 深い 佛國 人と ■の 戰爭は 、依然として 四十 餘年 前の 激し さを 苒現 する かと 思 はれる。 
一た び此 事に 想到す ると 海山 萬 里を 隔て、 も尙肉 躍り 血 湧く の感が ある ◦實に 九十 度 
の 炎暑 も 忘れられる 次第で ある。 

獨佛 の國 境は 獨佛 戰爭當 時-こ 現今と では 相違が ある。 これは 佛國が ユ， ザス、 ロ ー 
トリン ゲン ニ 州を 割いた 結果で ある ことは、 能く 人の 知つ て 居る 所で、 つまり 現今の 
國 境ょりは 遙かに 東に 寄って 居た ので ある。 從 て獨佛 戰爭當 時に 佛軍が 守って 居た ス 
トラスブダグ、メッッのニ要塞は、今は却つて獨逸に屬して怫國に對して國境を監視し 
て居る次第である。千八百七十年七 >1 獨佛兩國の平和が破れると、獨軍は參謀總長モル 
トヶ將 軍の 計晝に 依っ て、 八十 餘 萬の 大 軍を 三軍に 分けて 怫國に 侵入し" 其の 行動 U 
極めて 迅速 機敏な もので あったが、 佛軍は 軍の 集中が 敏速で なく、 此の 點に 於て 旣に 

11 逸 國境ッ 要塞 戰 三 〇 五 
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獨軍に 一籌を輸した 次第で あつた。 今度の 戰爭 でも 獨 軍の 行動は 甚だ 機敏で あるかの 
如く 見える。 戰爭 は獨 軍が 連戦連勝の 有樣 で、 千 八 百 七十 年 八月から 翌年 一月に 至る 
まで、 壯烈を 極めた 戰 爭は數 多く あるが、 獨佛國 境の 要塞 戰 として 著名な のは、 メッ 
ツ 、ストラス ブルダ、 及びべ ル フオー ルの の 三者で ある 〇 ナボレ オン 三世が 降服した 
セダンの 戰は、 淡白 耳義 と怫國 との 境で あるの みならず、 要塞 戰と 見る ことは 出來 ない 
であらぅ、 殊に 以上の ニ 要塞は 今 も 獨佛の 境 上に 近く 相對 立して、 軍事上 重要の 地點 
. を 占めて 居る から、 此 等の 要塞は 今度の 戰 爭に挥 び 其 名を 揚げる ことで あらぅ と 思は 
れ る" 

メッツの 要塞 戰 

メッツは， クセ ンブ， グ 大公 國 ょり 南に ある 要塞で、 獨怫國 境の 北部を 守. り、 且 ラィ 
. ン河 中流 方面から 巴 里に 進む 路を扼 する 重要の 地點 である。 要塞は メッツ 市街の 周圍 


に 堅固な 城壁を 繞 らした ばかりでなく、 市の 附近 數 里に 亙って 形勝の 地點 には 數 多の 
堡壘が 築かれて 居る。 怫の 元帥バ ゼーヌ は 約廿 萬の 大軍 と共に メッツ 附近に 壓 迫され、 
やがては 全く 包圍 されて しまつた。 此時佛 軍の 行動が 一致と 敏活と を缺 いた 爲 め攻圍 
軍に 對 して 有力な 出撃を なし 得な かつた のは 遺慽 のこと でぁつ た。. 固ょり 佛軍 も屢出 
擊を 試みて 東南 及び 北方の 怫 軍に 合せん とした、 而し て獨 軍の 攻圍 計晝も 此の 爲めに 
妨げられた ことは 一再で なかつ た。 然し 此 等の 出擊は 孰れ も 撃退され て 一 も 成功し な 
かった 0 若し 怫軍が 攻圍の 始めに 總出擊 を 決行したら 或は 戰況を ー變 しかた も 知れぬ。 
而して パ ゼ ー ヌも 一度 之を 實行 しょぅと して、 總 軍を 率ゐて 出動し 懸けた が、 諸 將の意 
見 一致し ない 爲 めに 中止して しまつた。 是は 誠に 殘念な ことで、 敵の 參謀總 長 モルト 
ヶも 之を 以て 奇怪 千 萬の 行動 だと 言っ て 居る。 元來獨 軍の メッツ 攻圍は 普 王 クィ ジャム 
一世 f 後に 獨逸 皇帝と なる) の 意見で、 濫 に砲擊 をし ないで 封鎖 線を 嚴重に して 兵糧 
攻の 方針を 取っ たので ぁる。 此の 結果 佛軍は 八月 末に 攻圍 されてから 十月 末まで 凡 七 

獨逸國 境の 要塞 戰 三 〇 七 
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十 H の 間、 能く 要塞を 維持した ので あるが、 凯锇 には. 如何な 猛將扔 卒も 敵す る ことが 
出來す 、敵に 降服す る もの さへ 少くな いので" 遂に 十月 廿七 H 白旗を 城 頭に飜 して ^ 
軍降參 する こと、 なつた。 此の 十月 廿七 日は 當時 から 六十 四 年 前卽ち 千 八 百 六 年に、 
佛帝 ナボレ オンが 獨 逸の 都 伯林に 侵入した 日と 同：：： であるから、 獨人は 其の 復雖 でも 
した かの 樣に メッツ 陷落を 祝した ので あつた。 此時獨 軍に 降參 した ものは 怫軍約 十七 萬 
其內 士官 以上 凡 六 千 人と 云 はれて 居る。 

ストラス ブルダの 要塞 戰 

メッツの 陷 落ょり 凡 一ヶ月 前に ストラブ スル グ も亦獨 軍の 手に 落ちた 。ストラス ブル 
クは メッツょりも 遙か 東南に あつて、 ラィン 河に 臨んだ 要地を 占め、 眞に獨 佛の國 境に 
位して 當時は 南獨 逸を 威嚇して 居た ので ある。 ストラス ブググ は メッツの 如き 廣 い範圍 
に 亙つ た 築城で なく、 又 之を 守つ た 兵 も メッツに 比すれば 甚だ 少 く、 凡そ 六 分の j 位な 


もので あつた。 此の 要塞が 獨 軍の 攻圍を 受けた のは 八月 末で あるが、 始め 攻圍眾 の 司 
令官 クュル デ, は 開城の 勸吿 をした けれども、 守將ゥ ー リツ ヒは 斷然 之を 拒絕 した。 そ 
こで 獨軍 はいょ < 攻撃を 加へ る， ととな つたので ある。 ストラス ブ， ダの 攻城は メッツ 
の 場合と 反對 で、 獨軍は 優良な 砲を 多く 集めて 猛烈な 砲擊を 行つ た。 此の 爲に スト ラ 
スブル グの 要塞は 固ょり 市街 や 寺院 や 其 他の 建物は 多く 破壤 されて、 市民の 死す る も 
のも少 くな かつた。 餘り 其の 慘狀 の甚 しいのに 驚いて、 ストラス ブ火グ の 僧正は 自ら 
獨 軍の 前衞に 赴き、 市民の 迷惑 一方ならぬ ことを 述べて、 頻に 哀願した けれども、 獨 
軍は 之を 拒絕 して 依然として 砲擊を 繼續 したので ある。 獨 軍の 攻城は 益々 進埗 して 優 
良な 兵器に 依つ て 敵に 多大の 損害を 與 へつ、 且つ 堡壘 やら 塹壕 やら、 益々 攻 圍計畫 を. 
密 にして 要塞に 肉迫した。 要塞 內には 兵器 も 糧食 も 十分で あつたが、 守備兵は 諸方 面 
から 集めた 雜駁な 分子から 成つ て 居た から、 之を 糾合して 一大 集團 となして 橾縱 する 
に 不便で あつた 爲め 、有力な 出撃を 試みる ことか 出來な かつた。 然し 夫で も怫 軍は 屢 
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々出撃を 決行した ので あるが、 孰れ も獨 軍の 爲 めに 撃退され て 成功し なかつ た。， 獨軍 
の 砲撃が ストラス ブ， ダに 與 へた 損害は 非常な もので、 重な 建築は 悉く 破壤 されて し 
まひ、 家屋は 崩潰して 市民は 住む に 家な く 雨露を 凌ぐ に 苦んだ。 市街は 一目 荒凉 とし 
て 恰も 廢墟に 立つ 感 *> あつたと 云 はれて 居る。 此の やぅな 悲慘は 日 j W と 加は るのに 
獨 軍の 砲撃は 益々 威力を 發 揮して 來る 。夫の みならす 怫軍は 他から 援兵が 來る 望も絕 
えてし まつた ので、 遂に カ盡 きて 九月 廿七 日の 夕、 敵 彈の痕 蜂の 巢の 如き 大寺院の 塔 
に 白旗を 飜 して 降參 する ことと なつた ので ある。 此時 捕虜と なつた 佛 軍は 總數 凡そ 一 
萬 八 千 人で、 籠城の 期間は 凡そ 一ヶ月 餘で あつた。 

ベルフ ォ丨ル の 要塞 戰 

メッッもストラスブ,グも此樣にして陷落したが、唯ーつべルフォールのみは首府の 
巴 里と 共に 勇敢な 抵抗を 最後まで 續け たので ある。 ベルフ ォ ー ルは ボージ ュ山 派と ユラ 


山脈との 間なる 狹隘を 扼して 居る 要地で、 ラィン 上流から 佛國に 入る 道を 監視して 居 
る 要塞で ある。 現今では 方に 獨怫國 境の 最南 部に あつて、 兩國々 境の 要塞 中で も 重要な 
地位を 占めなければ ならぬ ものである。 勝ち誇つ た 獨逸 軍は ベ， フォ の 如き ー擧に 
して 拔くべ しとい ふ 勢で、 此の 要塞に 殺到し 十一月 初 凡 一 萬の 兵を 以て 攻圍に 着手し 
た。 要塞の 司令官は ダン フエ！ パと 云 ふ 工兵 大佐で あつた •か、 夙く から 防禦に 苦心して 
ベ 火 フォ ー, 附近の 要地に 多くの 煲壘を 築いた のみでな く、 あらゆる 機會を 利用して は 
出擊を 試みて 敵の 攻圍 計晝を 妨げた 爲めに 、獨 軍の 攻城 も 容易に 涉 取らな かつた。 そ 
こで 獨 軍は 大に兵 數を增 加して 三倍と し、 尙 砲の 數を增 して 二百 門と なし、 又 攻城 砲 
臺を 五十 餘も 築いて、 ー步づ 、徐 々と 要塞に 肉迫す る こと、 なつた。 此時 守將ダ ンフ" 
丨广の 奮鬪は 實 に目覺 しい もので、 其の 防禦 計畫は 殆ど 間然す る處が なく、 破損した 
馔 壘を 修繕す る やら、 屢々 出擊 して 敵の 攻圍 線を 擾 亂す る やら、 あらゆる 手段と 機會 
I を 利用して 防禦に 努めた ので、 流石の 獨軍も 十一月 初旬から 翌年 一月に 至 つても、 
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此 要塞を 陷れる ことが 出來な い。 然し 攻圍 線は 益々 兵數を 增 加して 正攻法に 依て、 攻 
圍 線を 進めた から 漸く 二月 初旬に 重要な 支堡 である ペルシエ ー の 砲臺を 拔 くこと が 出 
來た 、此 くして ベルフ ォー广 の 運命 も危險 に陷つ たもので あるから、 攻圍 軍司令官は ダ 
ン 7 エー， に對 して 開城を 勸吿 したが、 ダン フエ ー. ルは 巴 里 政府の 命な き 限り 此地を 去 
る 能は すと て 健氣 にも 之を 拒絕 したので ある。 此時巴 里 政府は 獨逸 軍と 休戰條 約を 結 
んだ ので、 ベルフ ォ 要塞 も獨 軍に 明け渡す ことに 決した。 そこで W 餘 U の 攻圍に ，耐 
えた 此 要塞 も 開城す る こと、 なつた。 いょく 二月 十六 U ダン フュー ル 大佐は 巴 里 政府 
の 命に 依つ てべ， フォ ー ルから 退 城す るので あるが、 此時 大佐は 一切の 兵器 其 他の 軍需 
品を 携帶 し、 隊伍を 組んで 大佐 自身 殿軍を 率ゐて 堂々 と 要塞を 出た ので ある。 普通の 
開城 式には 敵軍の 前で 分列式を 行ふ箬 であるが、 ダン フエ ー ルは 之を 拒んで なさす 獨軍 
も 大佐の 勇敢な 防 儀に 敬意を 表して 分列式を 強いな かつた。 此のべ， フす ー ルの 開城 
は 實に 名譽な 開城で、 怫國の 名 譽の爲 に 萬 丈の 氣熘を 揚げた ものである。 ダン フユ！ ル 


大佐の 如きは 後世 軍人の 龜鑑 となるべき であらぅ。 

千 八 百 七十 年の 獨佛 戰爭炉 らもは や 四十 四 年を 經た今 日では あるが、 擧國 一致の 決心 
すさまじい 獨 逸人と、 愛 國の情 燃 ゆる •か 如き 佛蘭西 人との 間に 起るべき 戰爭は 更に 益 
々激しいで あらぅ。 吾等は 日々 の 新聞紙に 依つ て 戰況の 發展を 注目しつつ、 限 b' なき 
想像を 遙に 歐洲の 天地に 馳せて 居る ので ある。  (大正三年八月五旦 
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軍國の 代表的 人物  ( ジョ ッフダ とヒン デン ブル グ其 他) 
戰爭は 一種の 防腐 劑 

『國 治っ て 武夫の 忠も 武勇 も隱 る、 は、 譬へば 星の 晝見 えす 夜は 亂れて 現は る、、 例 
を こ、 に 假名 書きの：：』 とは、 假名 手本 忠臣 藏の 劈頭 第一の 文句で あるが、 今度の 
歐洲 大戦 も 亦 光 あざやかな 幾多の 星を 見出した ので ある。 お 濠の 水は 腐る 如く、 平和 
は 人間を 腐らせる。 戰爭は 一種の 防腐 劑で ある、 否 淸凉劑 である。 長袖 緩帶は 『平和』 
の裝 飾には 適當 かも 知れぬ が、 人間と 人間、 國 民と 國民が 、其の あらゆる 力を 傾け 盡 
して 赤裸々 の 鬪爭を 試みる 時、 そこに 新しい 『戰爭 の 人』 が 現 はれて 來な ければ なら 

歐 洲大戰 始まって 以來 方に 三年 有半、 海に 陸に 戰度か 戰爭は 起っ た、 幾 十 萬の 生靈 
は失はれた、或は國土を喪った不幸な國民さへある。而して大戰の局に當る人物も、 


文と 武 とを 問は. ず 新陳代謝して、 新しい 名は 屢 i 吾等の 耳に 頃いて 來る 。併し そこに 
現 はれて 來る 卓越した 人物は 孰れ も 『決心の 人』 でなければ ならぬ、 『熱誠の 人』 でな 
.ければ ならぬ。 所謂 才子 や 所謂 敏腕家は、 みな 『戰 爭』 の 一大 威力の 前に 吹 飛され -; 
しまつた ので ある。 

• 政治の 主腦と 軍事の 主腦 

獨 逸は 戰爭に 於いて 殆ど 常勝で あつた 爲 め、 國内 民心の 動搖も 少なく、 能く 擧國ー 
致の 籠城 戰に耐 へて 居る が、 それでも 宰相 以下の 大臣には 屢 i 交迭が あつた、 多年 宰 
相であつたグ41トマン、ホグクヱッヒが罷めて、ミハエ火スが代り、次で又へグトリン 
グが代つて宰相となつた。冷靜にして物に動ぜぬ遲重な英人も、ァスキス內闇の生溫 
い 遺り 方に 慊らな いで、 ロィド、 ジョ ー ジ內閤 の 出現を 見る こと、 なつた。 怫國は 固ょり 
文武官には著しく隆替があつた、大統領は依然としてボァンヵレーであるが、內閤は 

交 戰國の 重要人物  三！ 五 


現代 世界の 史的 觀察  三 一六 
ウィ クィ アー 一力ら フソア ンへフ リアンから リ ホ**  — へ リボ . ^ から ハシ 八ヴュ 1 へ、 パン 
V ダ ヱ ー から クレマン ソー へと 四度變 つた。 又 軍人の 方では 獨逸は 相變ら すヒン デン. ブ 
少 グ 元帥を 主腦 として 居るノ 英國 では 陸軍は キ ッチナ ー 元帥 橫 死して 後、 フレン キ元 
帥からへ ーグ 元帥へ と 移り、 海軍は ジェリコ ー 提督が 艦隊 司令長官から 軍令部 長に轉 じ 
ユト ランド 沖 大海 戰の 猛將ビ ー ッチ ー 提督が 代っ て 艦隊 司令長官と なった 。怛 し 最近に 
ジュリ コ ー が 罷 めて 新進の 人が 之に 代っ たので ぁ ^ 。 佛國 では 開戰 當時ジ ョッ フル 中將 
(今は 元帥) が 參謀總 長と して、 佛國 東北 戰 線の 總 司令官と なった が、 次いで 佛國全 
軍の 總 司令官と なって、 佛國の 安危を 雙肩に 負ぅて 居た。 然るに 將軍は 其 後、 一九 一 
六 年 十二月に 元帥に 進む と共に、、 ヴ P ダンの 防戰に 勇名を 轟かした 一一 グ r ユ將 軍が 
之に 代った。 

固ょり 此等 文武 高. 官の 更迭は、 或る 意味に 於て 新陳代謝の 必要 上 結構な ことか も 知 
れ.ないが、國政の衝に至る主腦人物が度々更迭することは、軍國多事の際決して慶す 


V きこと であるまい。 殊に 怫國 內閤の 更迭 が最近 (: 如何に頻々として起つた炉、パン 
V グ f 內閤の 如きは 僅かに 一ヶ月と 十 H しか 保たな かつた ことを 考へれ ば、 怫國 々內 
の擧國 一致に 多少の 動搖が あつた ことを 拒まれないで あらぅ。 今度 代つ た 首相 クレマ 
ンソ ー は 以前から 獨逸 反對の 老勇將 として 知られた 人、 今後の 佛國が 戰爭 目的を 達せ 
ん爲め の 努力は、 必ずや 目覺 しい ものが あらぅ、 否目覺 しい もの •かなけば ならぬ。 

靴屋から 出世した ロィド ジ ョージ 

そこへ 行く と、 英國は 一九 I 六 年 十二月 ロィド •ジョ ー ジが 首相と なつて 以來 、彼は 
恰も 軍國 ¢7) 宰相と して 獨舞臺 を 背負つ て 立て 居る 觀が ある。 『紳士』 の 語が 貴ばれる 英 
國に 於て 彼は 決して 『紳士』 ではない、 靴屋の 職工から 立身した 彼は、 自由 黨の 猛將 
として 議會 場裡に 奮闘した が、 一九 一 五 年 軍需 大臣と なつて 以來 、益々 鐵腕を 揮 ひ、 
更に 首相と なつてから は 事 ある 度每に 『戰爭 目的の 達成』 と 『獨 逸軍國 主義の 打破』 
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とを 叫んで、 『自由』 と 『個人主義 J の英國 とを 着々 軍國 化して 居る。 新聞紙 上を 見て 
も 分る 如く、 ロイド •ジョ ー ジ 程長廣 舌を 揮つ て、 軍國の 宰相の 特色を 發 揮して 居る も 
のは あるまい。 彼は 米 國の學 者 大統領 クィ ル ソンな どょりは 遙に 態度が 簡明 直截で あ 
る。 併し 餘 り 長廣 舌を 揮 ふ爲 めに、 ウッカ リロが 滑つ て屢 i 物議を 釀す こと も ある。 併 
し戰爭 目的を 貫徹せ ん爲 め軍國 宰相と しての 彼の 態度と 手腕とは 極めて 鮮やかな もの 
である。 但し 彼が 獨 立獨步 の有樣 で、 手腕の 人と して 又 口舌の 人と して、 目的に 向て 
ー氣に 邁進して 行く 態度は、 一部の 英 人には 少から ぬ 反感を 起さし めて 居る。 或 者は 
彼を 呼んで 民主的 専制君主と 云つ た、 又 或 者は 自由 黨の 出身で 居ながら 專 制と 壓 服と 
を听ふ自由主義の叛逆者とまで叫んだ。今後戰況が英國に取つて有利でない場合でも 
あれば、 彼の 御 得意と する 獅子吼 も 空しく 『長廣 舌』 に 終る の 憂は ないで あらぅ か。 

それは 兎も角、 現代 戰爭が 生んだ 最も 色彩 鮮明の 明星は、 彼れ ロイド •ジ ョージ でな け 
ればな らぬ。 一 部の 英人は 彼は ジヱ ント产 マンでは なく、 た > の マンで あると 惡 ロして 


居る さぅ であるけれ ども、 大敵 獨 逸を 打倒さん 爲めに は、 悠長な 貴族的 態度は 決して 
戰 時の 空氣と 一致し ない ものである。 孰れに せょ 快 ^ 兒 ロイド •ジョ ー ジの 健在は 英國 
に 取つ て 確かに 强味 である。 併し 先頃の 講和 問題に 關 する 彼の 演說を 見る と、 例の 獅 
子吼も 少し 勢が 弱い かの 觀が ある。 若し 彼の 態度に して 多少な b とも 妥協 的に 傾いた 
とすれば ノ英國 の 內部 にも 平和 論が 漸く 勢を 得て 來 たのでは あるまい か。 ともあれ" 
ロイド •ジョ ー ジは 今尙ほ 健在で ある、 吾人は 彼が 英國の 爲め 、否、 世界の 爲め 光榮あ 
る 平和を 成立せ しむる の 日 あるを 期待す る ものである。 

軍神 ジョツ フルの 進退 

英國の 政界は 兎も角 ロイド •ジ f ジの鐵 腕に 依て 纒め られて 居る ♦か、 怫國は 前に も 
述べた如く、政局の變轉實に著しいもの *> ある。しかもそれが近來同國の有カ者中に 
不都合な 行 爲を する 者が 少くな い 結果 だと か 云 はれる のは、 怫國の 爲 め遺慽 に耐 へな 
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い 次第で ある。 但し クレマ ツソ ー が 出馬す る ことにな つたから 佛國 今後の 形勢は 左の 
み 悲觀 する に 及ばぬ かと 思は れ る。 併し 怫國民 上下の 信望を 一身に 集めて、 怫國の 軍 
神とまで 仰がれた ジョ ッフ, 元師が 、國 軍總 司令官の 地位を 去つ て 閑職に 就いた ことは 
甚だ 物 足らぬ 感 •かせられる。 

固ょり 後任と しては 一一、 ヴ f ユ將 軍が 代つ た、 是は 新陳代謝の 意味に 於て 慶賀すべき 
ことで あらぅ、 而 してジ ョッ フルは 從來 巾將で あつたの が、 總 司令官を 罷め ると 共に 元 
帥の 榮 職に 昇せられ た。 他國 では 元帥は 多く あるけれ ども、 佛國は 共和政 府以來 軍人 
が 政界に 跋扈す る ことを 恐れて、 元帥を 置かない こと 旣に 三十 餘 年に 及んで 居る。 然る 
に 今や この 慣例を 破つ てジョ ッフ火 を 元帥に 任じた ので あるから、 怫國 としては 破天荒 
のこと でジ ョッ フルの 偉大なる 勳 功に 對する 至當の 酬 ひと 云は ねばならぬ。 併し 一派の 
說に依ると、元帥の榮職は誠に結構である *> 、それはジョッフルを敬遠したに過ぎない 
ので、彼の威望が上下に遍くゃ *> ては政治上にも權勢を揮ふに至らんかを恐れた結果、 


彼を 實戰の 重要 地位ょり 退けて、 元帥に 祭り込んで 了つ たの だと も 云 ふ。 果して 眞炉 
否か 若し 眞と すれば 佛國 の爲め 不幸の ことと 云は ねばならぬ。 

輿望を 一身に 貴ぅた ヒン デン ブルダ 

ジョッ フルに 比すれば ヒンデ ンブ， グ 元帥が、 一昨年 以來獨 逸の 參謀總 長と して、 日 
.夜 晝策を 怠らす、 獨逸 陸軍の 爲め 益ょ 重きを なしつ、 ぁるのは、 敵ながら も 何となく 
賴 もしい 觀が せられる。 今度の 大戦では 佛國 も獨逸 も、 幾多の 名將を 出した。 マ， ヌ 
の 大會戰 や、 グエ ，ダンの 要塞 戰 は、 怫國 陸軍に 多くの 新しい 將 軍を 輩出せ しめた。、、 ク 
エダ ダンの 防禦に 大功を 奏した 今の 參謀總 長 ペタン や、 ふ、 グ f ユや 、フォッシュ や、 力 
ステ ル ノ ー 等數へ 立てれば 際限 ♦かない。 獨逸 にぁつ て も同樣 、マッケンゼン、 ファルケ 
ン ファィン 、ル ー デン ドルフ、 クルック 諸將 軍の 名は、 現代 戰爭の 花形 役者と して 謠 U 
れて 居る。 併し 怫のジ ョッ フル、 獨 のヒン デンプ， ダ 兩 元帥 ほど、 國民 上下の 輿望を 一 

交 戰國の 重要人物  三 ニ 一 
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身に 集めた ものは あるまい。 

ヒンヂ ンブ \ グは 開戰以 來遽 かに 有名と なつた、 今や 彼は 獨 逸人 殊に 少年の 崇拜の 
的と なつた、 彼の 名は 恰も 武將 としての 淸 正の 名の 如く、 獨 人の 頭 腦に 響いて 居る。 
開戰 後間 もな く 伯林では ヒンデ ンブ \ グの 大木 像が 造られた、 而 して 有志の 人々 は 金 
を 納めて、 その 巨像に 釘を 打 込んだ、 鐵釘 一本 ニ圓 五十 錢銀釘 一本 五圓を 納める。 但 
しそれ 以上 納めても 毫も 差 支ない ので あつた。 是れ戰 時 寄附の 一種で その 金は 軍費と 
して 寄附され たので ある 。處が .その 巨像は 僅かの 間に 全身 釘で 埋められて 了 ひ、 而し 
て之に依て莫大の金子を募集することが岀來たが、此のー話を見てもヒンデブ\グの 
人望の大なることが察せられょぅ。怫國に於けるジョッフルの人望の恐しいことも決し 
てヒン デンプ >ノ グに 劣らない、 彼は 一般 佛人 から 『祖 國の權 化』 なりとまで 崇められ 

た、 彼が 敬遠され て 元帥に 祭り込まれ たと 云 ふ 評が あるのを 見ても、 其の 人氣 の素晴 

§ 

らしかつたことが分るではないか。 


佛國を 救ぅた マルヌ 戰 

ジョッ フダの 偉大なる 勳 功は、 まづ 第一に マ， ヌ の戰捷 でなければ ならぬ。 一九 一四 
年九月白耳義を蹂躪した獨軍は潮の如く佛國に侵入した、都の巴里も危いと云ふので 
政府は ボル ド ー に移轉 した。 此の 一大 危機に 處 してジ ョッフ 火は 毫ぢ 痕狽 しな かつた、 
國 內に獨 軍が 侵入す るのを 强ひて 防ぎ 止め もしないで、 ドシ^^ 佛 軍を 退却せ しめた 
而 して 勝に 乘 つて 追撃して 來る獨 軍の 右翼が 旋囘 した 際、 味方の 左翼に 優勢な 新兵 力 
を 集中して 敵の 右翼を 包み、 又 敵の 中堅に 裂 隙を 生じた 處に 猛撃を 加へ て 左し も 勝 誇 
つた 獨 軍に 致命傷を 輿へ、 遂に 之を ヱ ィヌ 河の 線に 退却せ しめた。 以後 西部 戰線 には 
兩軍の間に幾度炉、進退がぁり、勝敗がぁつたが、大體に於て西部戰1の狀況はマ, 
ヌの ー戰に 依て 決せられた。 この 戰爭に 依て 怫國は 全く 困難から 救は れた ので ぁる。 
國人 が' ジョッ フルの 勳功を 謳つ て已ま ない の も 當然で ぁる。 單に それの みで なく 其 後 

交 戰國の 重要人物  三 ニ 三 
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そニ年半ひ間、シッフルヵ軍總司令宫として日夜活動した$は非常なものであつた0 

ジョッ フル 元帥の 面目 

ジョ ッフ， は 開戰以 來絕 えす 戰線を 巡視す るを 怠らな かつた 0 朝 夙く 起きる と 間 もな 
く 彼は 味方の 陣地を 巡囘 する 爲め 出掛けて 行く、 この場合は 多く 自動車で あるが、. 徒 
步 のこと も少く ない。 彼が あの ドッシ ジ とした 體軀を 運ぶ 其の 步 みは 如何にも 確かな 
もので、 其の 健脚は 屢纟 部下の 參謀官 を も 閉口させる 程で ある。 彼が 開戰以 來ニヶ 年 
間に 自動車で 巡囘 した 道程は、* 約 十五 萬キ ロメ ート， 卽ち三 萬 七 千 五 西 里に 及ぶ と 云 
はれて居る。之をーヶ月にすれば平均千六百六十ニ里、ー日に割つて凡そ五十ニ里、 
隨 分と 長い 旅行では ないか、 しかも 著しい 疲勞を 感じた 樣子も 見えない と、 彼の 健康 
の 偉大な こと も 之に 依て 察せられ るので ある。 戰線 巡囘の 外、 軍總 司令官と しての 彼 
が 如何に 多くの 仕事を 有して 居る かは、 推察に 餘ある 次第で あるが、 彼の 食事を 見て 


も其の一端は窺ふことが出來る。彼は食事をするに場所と時間を選ばない、何時でも. 
又何處 でも 食事を する。 而 して 食事の 時間は 決して 十五 分 以上を 費さない さぅ である 
彼は 又 軍人と して 虛飾 は大 嫌で ある。 其の 一端は 次の 話で も 分る。 彼は 部下の 將校炉 
ら 提出され る報暂 に 對して も、 其の 極めて 簡明 正確な ことを 要求す る、 若し 形容詞 澤山 
の報吿にで6接す 0 と非常に御機嫌が惡い。彼は容易に怒らぬ質であるけれども、この 
形容詞 ほど 彼を 怒らせる ものは ない、 而 して 彼は 常に 云 ふので ある 『ソンな 事は： 牛 和の 
時の話だ』と。彼は夜遲くなつてー日の仕事を終ると參謀連と共に晚餐を遣る *> 、そ 
の 時は 戰爭 のことは 全く 忘れた かの 樣 子で、 た> モゥ 一箇の 好々 爺と なつ 面白く 快濶 
に談笑する、此の老人が猛威を逞ぅする獨の大軍を引受けて、祖國の爲めに彼の長い 
戰場を 守つ て 居る 總 司令官とは 思 はれない さぅ である。 彼は 大食は する けれども 酒 も 
嗜ます 煙草 も 好まない、 併し 滑稽 新聞を 見る のは 大好物で、， 自分を 題材に した。 ホン チ 
繪など を 見出す と大悅 びで ある 相 だ。 祖國防 衞の 大任を 双肩に 負つ て、 人間以上の 努 

交 戰國の 重要人物  三 ニ 五 
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力を 餘儀な くされて 居る と 云 ふ 六十 五六の 老將 軍と、 滑稽 新聞の ボン チ繪と 、何と 興 
味 ある 對照で はない か。 

沈着 剛毅の ヒン デン ブル グ 

g 陣中 多忙な こと、、 質素な 點に 於て は、 ヒン デン ブルダ も 決して ジョッ .フ， に 劣らな 
い。 陣中の 日課の 如きは 今玆に 煩を 厭ぅて 略す るが、 要するに ジョッ 7 , の 勸勉勵 精と 
相似た ものと も 云へ ょぅ。 玆に 看過し 難い ことは ヒン デン ブ, グ が 軍司令官と して 陣 
地にある際、其の日課 *5: 能ふ限り平常の場合と同ーにして居ることである。戰場であ 
るから と 云つ て、 遽かに 平常と 異なつ た 齷齪した 生活を しない ことで ある。 事情の 許 
す限りー定の時間には散步もする、淇他食事も就眠も出來るだけ平常と異ならぬ樣に 
して居る"而して戰宰のことを全く忘れた樣子で心靜かに精神を養つて居る、朝は大 
抵六 時に 起き、 朝餐を 終つ てから 始めて 仕事に 就く、 それは 陣中 も 平時 も 同樣で あ 


る。 夜は 慕 僚と 晩餐を 共に して 罪のない 諧謔に 興す る こと もジョ ッフ， の 場合と 同樣 
である。 一 言に して 之を 蔽へば 彼は 極めて 落着いて 居る。 戰況が 急に 變 化して 將士 •か 

.周章て 騷ぐ 時、 彼は 冷然と して 顔の 一つの 筋肉す らも 動かさない、 恰も 身 戰爭の 渦中 

f , 

にある を 忘れた かの 觀 が ある。 此の 落着き こそ 一軍の 主將 として 最も 肝要な 資格で あ 
る。 之に 就て はジ ョッ フルに も 一つの 話が ある。 或 時 西部 戰線で 怫 軍の 戰線が 動搖 して 
非常に 危 險に陷 つた 時、 ジョ ッフ， の 許へは 戰報 櫛の 齒を 引く が 如く 遣つ てく る、 參謀 
連は 蒼皇 として 右往左往 する、 電話 係りは 眼の 廻る 樣に 忙しい。 その 時老將 軍は しば 
らく默考して居たが、やがてロを開いて徐ろに云つた、幕僚連はいづれ重大な命令で 
あらぅ と 思つ て、 耳を 澄して 聞けば、 『マ ア飯 でも 喰は ぅょ』 と 云つ て ニ ショ ッフ ，は 食 
堂へ 行つ てし まつた と 云 ふ 話が ある。 

この 餘裕 この 落着き こそ、 彼が 將軍 として 大をな す 所以で ある。 

交 戰國の 重要人物  j 一三 七 
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恐ろしい 仁王と 懷 かしい 老爺 

荒削りの 仁王の 如き 武骨 ー點張 b のヒン デンプ， グは 、外見 上に 於ても 獨逸 軍人の 
典型 かと も 思 はれる。 長大の 體軀 、四角張つ た 顔、 睨み 附けた 樣な 恐し い 眼光、 釣り 
上つ た 太い 眉毛、 叩き 附けた 様に 平たい 後頭部、 太い 襟首、 いづれ も 優れた 健康と 體 
力と を 示して 居る。 要するに 總べて が 獨逸 式で あり、 軍人 型で ある、 如何にも 三軍を 
叱 咜すべ き 武將と 思 はれる。 之に 比すれば ジョ ッフ， の 外見は 何と. なく 優しい 老爺の 趣 
*> ある、 武將で こそ あれ、 彼は 南方 生れの 佛人 である ヒン デン ブル グの 如き 頑固 ー點 
張りの 人間の 多い 北方 普魯 西の 產で はない、 其 處に怫 人と しての 床し さが 傯ばれ る 次 
第であらぅ0ジョッフ\は肥大の體驅ではあるが、容貌に於てはその眼ざしは恐しきょ 
りも懷しさに富んで居る。ヒンデンブダグの輪郭は四角であるが、ジョッフルのは圓い。 
た >ジ ョッフ A の 特色は 房々 と 垂れ 下つ た 白い 眉毛と、 便々， こした 大きな 腹が 前に 突 


き 出て 居る ことで あらぅ 。其の 眉毛に 隱れた 眼 ざしには 云 ひ 知れぬ 深さ •か ある、 又 其 
の 便便たる 大 腹には ー國 の國 防を 負ぅて 立つ. べき、 十分の 力を 藏 して 居ん 如く 見える 
彼の 自信、 彼の 力、 彼の 勵 精、， 而して 彼の 捷利 、いづれ も 彼の 巨 腹に 藏 されて 居る。 
吾人は 寫眞を 見て 彼の 巨 腹に 接する 每に 、何となく 心强 い感 ♦か 起らざる を 得ない ので 
ある。 

併し ヒン デン ブルダ もジ ョッ フル も 決して 才の 人では ない、 俊敏と 云 はんょりは 寧ろ 
遲重 である、 但し いづれ も 意志の 人で ある、 强い 確信を 持つ た 人で ある。 軍國の 人物 
として 彼等が 重きを なすは 此の 點に存 する ので ある。 現に マルヌ 會戰の 際獨軍 右翼の 
旋囘を 探知して、 遽かに 攻勢に 移轉 する 際、 夙く も 此の 形勢を 看破した のは、 ジ ョッフ 
ル自身ではなくガリエニ將軍と巴里の市長とであつたと云ふ。併し此の如きことは軍 
の總 帥た る、 ジョッ フ， の價 値を 毫も 減す る 所以では ない ので ある。 又ジ ョッ フルは 決 
して 傲慢の 質では なく、 何人に も 能く 接する ので あるが、 所謂 交際上 手では ない。 之， 

交戰國 。重要人物  三 ニ 九 
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*> 爲めに 國人の 同情を 得られな かつた 場合 も あった さ. ぅで ある。 

ヒン デン ブル グも亦 沈默で 無愛想な 一人で ある、 彼が 二十 年 以前 ォ ，デン ブ， ダの： 
聯隊 長で あった 時の こと、 思 ふ、 一日 該 地方 知名の 土が 集って 詩の 會合を 組織した。 
而 して ヒンデ ンブ， ダに 彼 も 亦該地 第一流の 人物で あるから、 會の 幹事に なつて 貰 ひ 
たいと _込ん だ。 處が 彼は 日く 『予は 軍人で ある、 詩に 關 しては 何等の 理解を も 持た 
ない、 然るに か、 る 會に 名を 列す る ことは 虛僞に 外ならぬ、 自分は 今戰 術の 硏究 に沒. 
頭して居る、他を顧るの暇がない』と云つて、不愛想にも拒絕してしまつたことがあ 
る 0 

兩 元帥の 生 ひ 立ち 

さて 最後に 兩 元帥の 略歷を 述べて 此話を 終る こと、 する。 

ジョ ッフ， ル 元帥は 一八 五 ニ 年 一月 西班牙 國境に 近い 地方で 生れた、 今年 丁度 滿六 十六 


歲 である。 一八 •七 〇 年 彼の 有名な 獨佛 戰爭の 際には 彼は 夙く も 少尉 i して 從 軍した が 
戰 功に 依て 中尉に 進み、 二十 四歲の 時には 旣に 大尉に 任ぜられた ので ある。 彼は 又 極： 
東にも關係がある。ー八八四年卽ち彼が大尉の時、佛國と支那と戰端が開かれて、ク 
丨 V、 へ ー提督が臺灣を攻めた時彼も亦臺灣に上陸して戰つたこ.とがある。それから軍 
人として種々の經歷を重ね、遂にー九九ー年卽ち六十歲の時參謀總長に任ぜられ、ー 
九 一四 年の 開戰に 際して 怫國 東北 部の 軍司令官と なつた。 而 して マルヌ 大會戰 以下の 
諸戰に 偉勳を 奏し、 次で 佛國軍 全 體の總 司令官と なつた が、 一九 一六 年末、 元帥に 榮 
轉し總 司令官を 罷 めて、 陸軍々 事 顧問 竝 に列國 軍事 會議の 委員長と なつて、 現に 目下 
は 比較的 関 職に 居る ので ある。 

ヒン デン ブル グ 元帥は J A 四 七 年普魯 西の ボーゼ Z 州に 生れた 9 今方に 七十 ニ 歳の 
高齡 である。 彼は 士官 學 校を 卒業して 少尉と なつて 近衞 聯隊に 入つ たが、 一八 六 六 年 
の 普 填 役 及び、 一八 七 〇 年の 獨佛戰 爭に從 軍して 功を 立てた。 而 して 以後 軍人生活を 

. 交 戰國の 重 ^ 人物  三 三 一 
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送つ て、 一九 一一 年 卽ちジ ョッフ K が 參謀總 長と なった 年に、 彼は 陸軍 大將 となっ た。 
而 して 休職と なつた ので あるが、 現戰爭 開始と 共に 拔擢さ れて 東部の 司令官と なっ' 
た、 開戰 後間 もな く 彼は 東 普 方面に 向っ て、 そこに 侵入した 露 軍を 追拂 ひ、 タン ネン 
ベルグで 非常の 大捷を 博した、 之に 依て 彼の 武名は 遽かに 高くな った、 彼が 元帥に 任 
ぜられ たの も、 此頃で あった。 

其 後 彼は 主として 露西亞 方面の 戰 線に 向って 居た が、 遂に 參課總 長 ファルヶ ンハィ 
ンと更迭して、彼が愈1參謀總長となること、なった。この更迭は一九ー六年に獨軍 
の •クェルダ ン 攻撃が 失敗し、 又， 1 マニ ャが 聯合 側に 參 加した こと 等の 爲め 、獨 帝は 民，. 
心の 動搖を 防ぐ 爲 め、 武名 嚇々 たる ヒン デン ブルダを 參謀總 長に 任じた ので あった。 
而 して 彼は 今 も 尙獨逸 全軍の 畫策を 掌っ て 居て、 軍人 派の 代表者と して、 常に 强硬な • 
る 意見を 主張して 居る。 


今や ヒン デンプ， グは多 數の獨 軍を 西部 戰線に 集中して、 春に 近づく 頃英佛 軍に 一 
大 打撃を 與 へる 決心ら しく 思 はれる。 而して 嘗て 獨軍を マルヌ 河畔に 撃破した 佛國陸 
軍の 首腦ジ ョョ ッフ ，は、 もはや 總 司令官た る 重要の 地位を 去つ てし まつれ。 此際 多少 
の感な き 能は ずで ある。  (大正 七 年 二月) 


交 戰國の 重要人物 
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獨逸 皇太子 (靑 年の 爲 めに) 

吾 儘 乎 果斷乎 

寫眞で 見ても 分る 通り 獨逸 皇太子は 痩せた ヒヨ 口 長い 軀で 、胸 や 胴も狹 く、 決して 
强健な 質とは 見られない、 た >怜 利な 機智に 富んだ 靑 年との み 思 はれる。 併し 實際は 
非常に 運動 好で 殊に 尙武 の氣 象に 富み、 獨逸 軍人から 少から ぬ 尊敬を 受けて 居る と 聞 
いては、 人は 實に 見掛けに 依らぬ ものである。 世界を 震慽 しつ、 める 歐洲 の大 戰爭！ 其 
の 大戰爭 を 一人で 背負 ふて 立つ た 欉な觀 の ある 獨 帝、 否 獨逸國 民の 奮鬪は 確かに 目覺 
しい ものに 相違がない、 彼の ヒヨ ロ 長い 花 車な 貴公子 姿の 皇太子 も、 矢張り 其の 目覺し 
い 奮闘の 著しい 部分を 擔 任して 居る ので ある、 彼は 少年 時代から 身を 軍籍に 置いて 近 
衞 聯隊の 將校 となつ て 居た が、 頗る 馬術に 長 じて 屢胃險 的な 乘 馬を 試みる 相で ある 0 
而して 彼は 自から 一隊の 龍 騎兵の 先頭に 立つ て、 得々 として ボッッ ダムの 宮殿の 階段を 


上下すると云はれて居る。甞て危險な野外競馬に加はつて賞を得たこと *> ぁったが、 
父の皇帝の怒に觸れて謹愼を命ぜられたこと *> ぁった。又誰人の許可をも得ないで、 
ッ？ ヘリンの 飛行船に 乘 つたこと も ぁる 0 孰れに せょ 彼はジ ッ として 居る ことの 出來ぬ 
質で、 常に 何 か 活動して 居なければ 承知が 出來な い。 併し 又 我儘な 貴公子の 特色を 現 
して、 自分勝手に 思 ふま、 のこと を 仕出 來 して、 父 帝の 不興を 買つ たこと も少 くない 
固ょり無能の豚兒ではない *> 、遺り過ぎて不始末を惹起す弊を免炉れないので |) る。 
彼を 惡ロ する ものは、 遊び 好きの 荒々 しい 貴公子、 傲慢に して 徒に 大言壯 語す る 我儘な 
坊 チャンな ど、 罵倒す るが、 又 一部の 人からは 杲斷に 富んだ 有爲の 皇太子と して、 獨 
遝帝國 の 武威を 輝かすべき 未來の 皇帝と して 崇拜 されて 居る ので ぁる。 

他人の 意志を 顧みざる 武斷 主義の 人 

一昨年 サラエボで 橫死を 遂げられた 埃國 皇太子 フェ> ノデ ナン ド 大公は、 有爲の 質で 燠 
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國將來 の 興隆は 此人に 俟っ 所が 多い とて 囑 望され. て 居た が、 獨逸皇 太子に も 此の 趣が 
ないでも 無い。 殊に 兩皇 儲と も 軍人に 擁せられて、 武斷 主義の 人た るに 於て 一致して 
居る。獨逸皇太子が有爲の人物であることは、其の地位が自から然らしめるのであら 
ぅが、 少く とも 彼が 碌々 の兒 でない ことは 明かで ある、 一九 〇 五 年、 二十 四歲で 彼は 
結婚したが、其の妃たる獨逸メクレンブ\グ.シユクニジンの公女セシ9アは、實に彼 *> 
自身で選擇したのであった。ともかく彼にはー種の强い自信があつて、他人の意志に 
關せす ド シド シ 事を 斷行 する の 勇氣が ある、 從 つて 屢父 帝の 不興を 買 ふこと を 免れな 
い。 例へ ば 一九 一一 年 モロッコ 事件の 喧しかった 時、 主 戰黨の 面々 は 議會で 政府の 腰の 
弱い ことを 攻撃した が、 當時 皇太子は 片田舍 の ダン チッ ヒの騎 兵隊に 大佐と して 左遷 的 
に遣られて居たが、議會の喧しいことを聞くや、彼は無斷でダンチッヒから議會に來 
て、 主 戰黨の 演說に 同情を 表した ので ある。 又 一九 〇 七 年 彼の 雜誌ツ ー クン フトの 主 
筆と して 有名な パ， デンが、 獨 帝の 寵臣と して 帝の 左右に 待した 一 團の內 で、 オィ レ 


シブ， ダ 公とモ 火 トヶ 伯と に 對し惡 評を 加へ た 時、 當路の 人々 は 其の 記事を 祕し て皇 
帝の 眼に 觸れ しめな かつた が、 皇太子は 父 帝の 機嫌を 損ねる ことを 顧みないで、 斷然 
其の 記事を 皇帝に 示した ので あつた。 此 等は 彼の 確かに 凡庸 兒でな い證據 であらぅ。 

相反せ る兩 面の 性質 

彼が軍人黨の中心となつて戰爭主義を鼓吹したことは人の知る處であるが、彼の周 

園には 主戦論 者が 多く 集つ て 所謂 皇太子 黨を 形成して 居り、 獨帝が 平和的の 政策を 行 

& 

ふとす ると 常に 之に 反對 する ので ある。 從 つて 獨帝 父子の 間柄が 圓滿 でない とい ふこ 
とは、戰爭前に屢々唱へられて居た。英人の如きも獨逸が軍國主義を鼓吹して世界に 
不安を讓す、其の中心は獨帝ょりも寧ろ皇太子であると云ふ程である 彼の 有 ^ な ッ 
f ベ， ン •事件の 際、 卽ち工 V ザス 州ッァ ー ベルン 市で 同市 駐在の 獨逸將 校 •か 佛國 生れ 
の同市民某を斬つた爲め、非軍人黨が政府を猛烈に攻擊した時、皇太子はッァーべ,ン 
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,の將校に電報を發して、『遠慮なく.ドシドシ遺るべし』と云つた、次で同事件 *> 軍人側 
の 勝利に 锡した 時、 更に 電報を 送つ て 『萬 歳』 と 叫んだ、 此等 の點 から 考へ ると 彼は 
ナカ ナカ惡 戲 好と 見える が、 又 反 對黨の 者に 電報を 發 して 其の 好意を 買 ふ 樣な 味な こ 
とも 遺る ので ある。 父 帝 も 南阿 戰爭の 際 トランス グァ ー, 大統領 クリユ ー ゲ， に 電報を 
送つ て、 世界の 耳目を 聳動 させた こと も あり、 又 日露 戰爭の 時には 旅 順 ロの 攻圍軍 司 
令官た る 乃 木 大將に 勳章を 贈る と共に、 防禦 軍司令官た る ステ ッセ， 將 軍に も勳 章を 贈 
ると云ふー寸面白ぃ直似をしたが、皇太子も亦父帝に似た點があると云ひ得るのであ 
る。 又 彼が 國 民から 賞 讃され て 居る 點は 、邁往 直進を 事と し 簡潔 明快を 貴ぶ 軍人 氣質 
を 備へた 故 のみでな く、 尙父 帝が 毛 嫌 ひして 居る 社會 黨に對 しても 時として 好意を 示 
.す ことがあり、 ま、 平民 的な 態度を 取つ て 庶民と 伍す る 例も少 くないからで あつた。 

.死傷 十 萬の マルヌ 敗北 戰 


此の 如き 性質の 皇太子は 今 囘の大 戰爭が 破裂す る 以前に、 筆を 執って 頻 に主戰 熱を 
煽っ たのみで なく、 諸方に 奔走した 其の 努力は 決して 尠少な る ものでは なかつ た。 例 
へば 開 戰に先 だっ こと 數 ヶ月、 獨 帝が 燠 帝 及び 埃國皇 儲と 會見 して、. 世人を して 怪訝 
の 念に 耐え ざら しめた 時、 皇太子は 參謀 旅行と 稱 して 幕僚を 隨 へて、 獨 佛の國 境に 自 
働 車 旅行を 試みた ので ある。 されば いょ < 開戰 となる や、 彼は 獨 逸の 第五 軍に 將と 
，して、 メッツから グ ダンの 北方に 侵入す る こ、 となつ た。 之を 考へて も獨 逸が 開戰 
の準備に怠らなかつたことが察せられやぅ。然らば開戰後彼は如何なる活動をなした 
か。 戰將 としての 彼の 價 値は 明らかで ない、 世評に 依れば 彼は 血氣に 逸る 若武者の 例 
として、 徒に 無理な 戰爭を 遣つ て 人命を 損する に 過ぎな かった 樣 である。 但し 一九 一 
四 年 九月 六日から 七日に 至つ た マ \ ヌ 河の 大會戰 で、 彼の 軍が 敗北した ことは、 單に 
彼のみ の 敗北で なく、 實は獨 軍 全線の 退却で あったので 已むを得ない こと、 思 はれる。 

マルヌ 河 會戰の 時、 獨軍は 退却に 退却を 重ねた 佛軍を 急追し、 其の 中央を 突破して 
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大打擊を與へる策を立て？ゥュルダンと巴里兩要塞の中間地帶に五軍の大兵圓を突入せ 
しめんと したが、 此時 マルヌ 左岸の 地に 足場を 定めた 佛 軍は 其の 左翼の 優勢なる を 利 
用して、 獨 軍の 右翼 クルック 將 軍の 兵團を 側背から 威嚇した 爲 め、 獨 軍の 右は 支え 切れ 
.ないで形勢頗る不利に陷つた。夫にも拘らす獨軍は佛軍の.中央突破を企て、猛烈な進 
擊を斷 行した ので ぁるが、 怫 軍の 爲め擊 退され、 殊に 右翼 軍の 敗退の 爲め 、之に 連 繫 
して 獨軍 全線に 亙 b H ィヌ 河の 線まで 總 退却を 行 ふこと、 なつた。 此の 戰の際 皇太子 
，の 第五 軍は 重要な 地位に 立った もので、 若し 怫軍 突破 策が 功を 奏した 曉に は、 皇太子 
は 彼の苻 名な 『死人 頭』 鰾 騎兵. の 服装 堂々 と 陣頭に 立つ て、 巴 里 進撃の 花々 しい 役目 
を 承つ たこと、 思 ふ。 獨 帝は 彼に 此の 重任を 託し 其の 成功に 依て、 國民の 間に 皇太子 
の 信任を 增 S しめる 考へ でぁつ たと 云 はれて 居る。 併し マルヌの 進 擊は獨 軍の 失敗に 
歸し 、シャロン 方面から 猛烈な 進撃を 試みた 皇太子 軍は、 優勢な 怫 軍の 逆 撃に 逢つ て、 
森林の 多い 凹凸 定まりない 困難な 地域を 急に 退却す る こと、 なつた。 殊に 雨天と 夜間 


との 爲め 其の 退却は 實に 悲慘を 極めた もので、 三十 秒 間に 砲 彈 三十 發 を 放つ たとい ふ 
怫軍砲 兵の 猛射と、 步 兵の 急進と に 依て、 皇太子 軍は 死者 ニ 萬、 傷者 八 萬と いふ 大損 
害を 受けれ ので ある。  . 

グエル ダン 要塞 戰と獨 逸 皇太子 

其 後 皇太子の 活動は 暫 らく 聞かれなかった が、 最近 二月 下句に 至 b 皇太子は 五十 萬： 
の大 軍を 率ゐ 、へ セレ， 將 軍の帮 助に 依り 彼の 大要 塞グス ダンの 攻略を 企てた。 其猛 
烈 果敢な 攻撃に 依り 獨 軍は 屍の 山を 築いて、 辛ぅじて 要塞 線の 一角を 奪取した が、 其 
後兩 軍の 間に 屢爭 奪戰が 繰 返される のみで 著しい 變化は 示されない。 然るに 間もなく 
皇太子は 召還され て、 ゥュ ，テンべ 火 ヒ 王子 ♦か 之に 代つ たとの 噂が ある。 是は 皇太子の 
主張した 強襲 策が 失敗した 爲 であるか 否か 判然し ない。 併し 獨軍は 更に 大 準備を 整へ 
て 彼の 大要 塞を 陷れ て、 西部 戰線に 決勝 的の 大戰を 捲き 起す に 相違ない と 推測され て 
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居る。 グュグ ダン 要塞の 運命は 分らない •か、 此の方 面の 戰爭は 皇太子と 緣が 深いので あ. 
るから、 いづれ 戰爭 好きの 皇太子は、 再び 活動を 試みる ことで あらう。 

此 くして 獨逸 皇太子は 戰爭を 以て 生命と し、 勇武な 軍人 氣質 を發 揮し マ-居る。 併し 
將來獨 逸 皇帝と して 帝國の 興廢を 一身に 負うて 立つ の 時、 彼は 單 に好戰 王た るに 止る 
ことは出來ない。若し好戰王たる彼が我意のま、に獨逸帝國を支配するならば、それ 
は 彼 一身の 不幸 のみでな く、 實に獨 逸 全 帝國否 世界の 不幸で ある。 彼は 眾 に 我儘の 貴 
公子の みで ない、 冷 囘 の開戰 は獨逸 皇帝ょりは 寧ろ 皇太子に 多く 責任が あると さへ 云 
はれて 居る。 彼の 相棒た るべき 燠國 皇儲フ ュ,デナンドは橫死を遂げたが、彼は野心に 
富んだ 三十 五 歲の壯 者と して 活動して 居る。 併し 將來獨 逸の 指導者た るべき 皇太子と 
して、彼が幾多の反省を要することは勿論であらう"恰もビスマルクに比較して現皇 
帝の 缺點が 認められる 如く、 現 皇帝に 比較して 皇太子の 短處が 窺 はれる ので ある。 

かくして 諸子 も 亦 必らす や獨逸 皇太子の 上に 就て、 諸子 自身の 學ぶべ き 長處と 反省- 
すべき短處  とを 見出さるべき であらう。  (大正 五 年 四月) 


算 誤の 逸獨 


直、 らす こつ 思と す こつまして しら 枯も 花の 野 度 一が (逸 獨) 鷲 
、す: 來 てい 咲く し 美て し增も I こ 前い’ （側 合聯） 花い し 美 又 じ 


繪入 統計 — 世界の 現勢 

(I) 歐洲 列強の 軍事費 

人は 能く 獨逸を 軍國 主義の 國だと 云つ て 居る。 成程 陸軍の 精銳は 其の 誇る 所で ぁる 
力 も 知れぬ 又 軍人の 尊敬され る ことの 最も 著しい 國家 でぁるか も 知れぬ 併し 軍國 
主義の國たからと云つて、國民のすべて *> 軍寧にのみ呑み込まれて居るものと解して 
はならぬ。卽ち戰爭ー點張り、軍人萬能主義、何か事がぁるとすぐサーべルを振り廻す 
國 民と 見て はならぬ。 獨逸の 軍國 主義と 云 ふのは、 國家社 會の諸 機 關を戰 時の 必要に 
適合し 得る 如く、 平時から 準備して 置く の ♦か 特色な ので、 決して 平時から 莫大の 費用 
を 軍事に 投じて 居る と 云 ふ 意味では ない。 卽ち 平時に 於け る 平和的 設備が、 戰時 にな 
ると直に戰時の必要に適應することの出來る準備が出來て居る。此の意味に於て獨逸 
の軍國 主義は 世界に 冠たる ものと 云つ て 宜しい。 

繪入統計—报界の現勢  三 四 三 
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今軍事 # 1戰爭前)の狀態に就て見らと、獨逸の軍事費が近年非常に增加して來な 
こは事實で"其の點は著しく目につく次第である。卽ち獨逸で軍事 *> 重要視されて居 
るのは 無論の ことで あるが、 併し 軍事費の 全額は 左の 諸國 ょりも 少なく、 且つ 國 家の 
全歲出入との割合も獨逸は英佛露の以下にあるのである。又國民ー人の負擔を見ても 
英佛兩國人の負擔ょりは輕いことが分る。又敎育費を見ると普魯西だけの敎育費でも 
全帝國 軍事費の 半分 以上を 占めて 居る。 英國 の敎育 費は 其の 軍事費の 四 分の 一位に 過 
ぎす、 怫國 の敎育 費は 同 軍事費の 四 分の； 位に 過ぎない。 獨 逸の 强大 は敎 育の 賜物で. 
あると 能く 云は れるが 、成程と 肯かれ る 次第で ある 〇 吾人は 獨 逸を 軍國 主義の 國 家と 
稱す のは 宜しい が、 併し 之を 軍事 熱に 浮かされた 國 家と 云 ふ 意味に 解して はならぬ P 
其の 一例と して 玆に 軍事費に 關する 統計を 示した 次第で ある。 


費 軍 海陸の 國 强洲歐 

(圓 位單） 額擔 貴の 人 一民 國 
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(開戦 前) 極めて 槪數を 示す 


全 歳出と 
の 割合 
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(參考 ) 日露 戰役 頃の 情況 
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{ニ) 歐洲 諸國の 人口 增加率 

歐洲 列強の 人口は、 其の 絕對數 から 云へ ば 無論 膨大なる 露國が 第一で、 以下 獨 、燠， 
匈、 英 、佛 、伊 等の 順序で、 白耳義 、セル ビャ、 ブ ，ガジャの 如きは、 やがて 以上 諸 
國の 十分 一位な ものである。 併し 國 民の 力は 單に 人口の 多寡の みでは 定まらぬ、 假令 
人口は 少く とも 其の 發 達の 勢の 盛な 國民は 、最も 將來に 富んだ 國民 でなければ ならぬ 
是に 於て か 人口の 增加率 •か 大に 注意 ^ 要する 點な ので ある。 固ょり 大人 ロの 場合と 小 
人口の 場合と では、 增加 率が 常に 同一で ある ことは 困難で、 小人 ロの 方が 增加 率が 多 
くなる のは 自然の 勢で あらぅ。 併し セル ビャ、 ダ •1 マニ ャ 、ブル ガジャの 免き 小國の 
人口 增加率 ♦か 他の 大國を 凌駕し 居る こは、 面白い 現象で、 殊に 最近 バルカン 諸 邦 •か 自. 
立の 運動を 起して、 小 國の價 値 決して 侮るべからざる こと 世界に 示した 事 實を考 へ 合 
せれば、 必 しも 偶然の ではない と 思 はれる。 バ， カンは 歐洲の 伏魔殿と 云 はれて 居 


(甲） 歐 洲列强 人口の 增加 
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(乙） 歐 洲列强 人口 增加 率の 比較 

(1902  i V)： 19111 こ 至ろ 十 年間の 增加 率な 示す） 
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(丙） 佛獨 人口 增 加の 比較 

(平均 一年 1000 人 1こ 就き） 
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るが、そこに將來有爲な國民 *> 勃興したならば、歐洲の形勢はいかに變ずるであらぅ 
か。 大國で 人口 增加 率の 多い のは 露國を 第一と し、 獨逸が 之に 次いで 居る。 人口の 點 
に 於いて 最も 悲慘の 情 態に あるは 怫蘭 西で ある 0 其の 人口 增加 率は 如何に 少いか 0 しか 
も增加 率は 年來 減少し つ 0 あるので、 出 產數が 死亡 數に 超過す る ことは 甚だ 少 い。 近 
代 獨逸の 隆盛は 人口 增加が 其の 一因で あるが、 二十世紀に 入つ てから 增加 率は 段々 に 
減少に 傾いて 來た 。最近に 獨逸で はこれ が 大 問題と なつて、 增加率 減少の 防遏は 同國 
識者の頭 5:- 惱して居るのである。之に比較すると、最近に日本の人ロ增加率が著しく 
增 加して 歐洲 列強を 凌ぐ に 至つ たのは、 祖國の 前途の 爲め 甚だ 悅ぶべ き 次第と 信す る 
ので ある。 日露 戰爭 時代には 日本の 人口は' 五 千 萬と 云 はれて 居た、 處が內 地の 人口 增 
加ゃ朝鮮等の領土が增加した爲め、最近では七千萬を越ぇて居る。今後日本はこの人 
ロ增 加の 趨勢を 利用す るに 拙で あつて はならぬ ので ある Q 


(三) 歐洲戰 局の 趨勢 

左に 揭げ た地圖 は、 歐洲 西部 戰線が 過去 一年間 (一 1 j s : fl M に 何程の 變動 •かあっ 
たかを 示した もので、 太い 點 線と 實 線と がー 年間の 差を 示す ので ある。 之に 依っ て兩 
軍が 一進一退 共に 大なる 優劣の 無かった ことが 知れょぅ。 此の 如き 僅かの 戦線の 變化 
に對 して 兩軍が 拂った 犧牲は 何程で あらぅ か。 それは 次の 表で 知る ことが 出來 る。 兩軍 
の 死者 約 四十 三 萬、 傷者 其 他 約 百 四十 五 萬、 戰費 合計 約 十六 億圓 、而 して 之に 對す る戰 
線の 變化 は圖の 如き 僅少の 程度に 過ぎない。 之を 以て も 現代の 戰爭が 如何に 容易の も 
のでない かが 悟られる。 戰爭が 單に 君主 や 大名の 爭に 過ぎない 場合には、 甚だ 簡單な 
もので 其の 期間 も 短 かいので あった。 又 ナボレ ォンの 時代には 一度び 彼 1 敵地に 侵入 
する や 向 ふ 所 敵な く、 瞬く間に 敵國を 席捲し •更に 急に 軍を 斑して 戈を 他國に 向ける 
と 云ふ樣 な 極めて 目覺 しい 働を したので ある ♦か、 準備せられ たる 現代の 戰爭は 決して 
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此の 如き ことを 許さない ので ある。 蓋し 現代 戰爭は 全國 民の 協力 一致の 下にな された 
眞の國 民 的 戰爭で あつて、 又戰爭 として 最も 組織的 性質を 發揮 する に 至つ た 故で ある。 

又 現代 戰爭 > :: し 注目すべき ことは、 一度の 戰 ひに 十 萬 二十 萬と 云 ふ 恐し い 數の 捕虜 
.が 出來る ことで ある、 日本人は 之を 聞いて 西洋人の 腑甲斐ない i を嗤 ふので ある •か、 
それは 戰爭の 大規模と なつた ことを 知らぬ 爲め ではなから ぅか。 西洋人が 戰死を 厭つ 
て捕_となると云ふ事情もあるであらぅが、戰線が廣くなり軍の運動が大規模となつ 
た爲 め、 軍の 一大 集圑 *> 知らす-^の間に捕虜となつて居ること *> あるのである。 

右の 圖表を 見て 諸君は 徒に 戰爭 の慘 害を 呪 ふの みで. はいけ ない。 想 ふに 將來 の戰爭 
は 必すや 此の 如き 國民的 戰爭 となる であらぅ。 諸君は 之に 依つ て戰 時と 平時と を 問は 
令 益擧國 一致の 決心を 固めねば ならない。 
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(西) 驚くべき 米國の 貿易 額 

歐羅 巴は 大戰 «L の 渦中に ある こと、 もはや 三年 越しで ある。 其の お蔭で 米國か ら歐 
洲に 輸入され た 軍需品 其 他の物 品は 遽かに 著しい 增加 をな した。 今や 米國は ドン^^ 
大工 場、 I 大 製造業を 起して、 戰亂に 伴 ふ 奠大な 需要に •對 して、 ドン < 供給を なし、 

而 して 又 ドン^^ 金を 取， り 込んで 居る。 元來 大規模な ことの 大好きな 米國人 世界 

第一と 稱する ものは 何でも 米國 から 出さねば 承知し ない と 云 ふ、 或 意味に 於て 稚氣滿 
々たる、 併し 興國の 元氣蔚 然として 昇天の 勢 ある 彼等 米國 人は、 此の 古今 未曾有の 大 
戰爭に 際して、 ドレ 程 大規模な 貿易を 營ん で、 ドレ 程 莫大な 富を 握らん としつ、 ある 
か、 而 して 之に 比較して 我が 日本の 貿易は、 ドンナ 狀況に あるか。 次に 揭 げた 表は 卽 
ち 以上に 對す る說 明な ので ある。 見 給へ、 開戦 前. 一年の 米國 貿易は 一ヶ月 平均に して 
輸出 一億 九 千 七 百 萬 弗に 對 し、 輸入 一億 五 千 八 百 萬 弗、 卽ち 輸出超過 約 四千 萬 弗で あつ 


最近の 米國 貿易 


n 778) 


同上 輸出 先の 割合 


最近の 日本 

1919— 月 ぶ v) 八月まで 


貿易 


同 一 夕月 平均 
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たの •か、 一九 一 五 年では 一月 平均に して、 輸出 ニ 億 九 千 六 百 萬 弗、 輸入 一億 四千 八 百 一 
萬 弗、 卽ち 輸出超過 一億 四千 八 百 萬 弗で、 之を 前に 比較す ると 輸出超過は 約 三倍 半に 
及んで居る。日本ではー九ー六年分のー月平均 *> 輸出四千ニ百萬弗(八千四西萬圓餘 . 
輸入三千ニ西萬弗(六千三百萬圓餘)輸出超過ー千ー百萬弗である。之企米國に比して 
數 字の 上に 夥しい 差の ある ことが 分らう。 又 輸出 先では 歐羅 巴が 開戰後 著しく 輸出 額 
を 增した のを 見ても、 米國の 富が 歐洲戰 役の 賜物で ある J は 明瞭で ある。 (而 して 米國 
貿易の 順調な S は 一九 一六 年から 一九 一七 年に 亙つ て實に 驚くべき 有樣な ので ある) 

此 くして 米國は 益々 富む のみで あるが、 今や 彼は 海軍 擴張に 熱中して、 向 ふ 三年 間 
に 五 億 八 千 萬 弗を 投じて、 戦艦 十 一隻、 巡洋戰 艦六隻 以下 大小 艦艇 百 五十 七 隻の 建造 
を 決議した と 傅 へられて 居る。 歐洲 の戰亂 に乘 じて 急に 成金の 增 加した 米國 •か、 近來 
軍備 擴張 熱に 浮かされて 來た のは、 我々 の 輕々 に 看過し 難い 現象で あらう。 嗚呼" 太： 
年 洋の 波は 長へ に 太平で あらう か。 


驟2ハ 151 ,垂書雜藏畲坪一 

(五) 大英帝 國の 領土 

英國の 領土は 五大洲に 普く、 其の 全 領土の 上には：：： 沒を 見る MJ 無しとは、 英 人の 誇 
稱する 所で、 諸子 もょ く 御存知の ことで ぁらぅ。 然 b 世界に 於け る 英國の 勢力は 確か 
に偉大でぁる。其の領土の全面積は全世界陸地の約五分のーを占めて25る。併し其の 
本國の大きさは僅かに英國全領土の |7 分一位に過ぎなぃ。又人 [-1 から云へば"本國は 
全領土の約八分ーでぁる。此の面積人1=:共に少なぃ英本國が、廣大な海外領土を維持 
して 行く ことは、 英人に 取つ て 非常に 重大な 難問題で ぁらぅ。 此等の 領土は 無論 統一. 
されないで、 其の 重な ものは 自治を 許されて 居る。 從つて 本 國と植 K 地との 間には ® . 
利害のー致しなぃ場合が起る。目下大戰亂中でぁるから本國と植民 11 とはー致協カし 
•て居るけれど、何時如何樣な問題が起らなぃとも限らなぃ。殊に全帝國人 11 の七割を. 
占めた 印度の 如きは ク屢 不穩の 態度を 取つ て、 本國に は 頭痛の 種と なつて 居る、 實に 
繪入 統計— 世界の 現勢  三 五 五 
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印度 三 億馀の 人口の 內英 人は 其の 百 分 一位な ものに 過ぎぬ ので ある。 

是に 於て か， 英國が 、此の 廣大な 、併しながら 分散した 統御し 惡い頒 土を 維持せ ん爲 
めには、 其の 大海 軍は 是非とも 缺くべ からざる ものである。 英國が 海上に 覇を 專らに 
する ことが 出來す "ユー 一. オン ジャツクの 旗が、 世界の、 海上から 驅逐 される 樣な ことが 
あつたなら ば、 それは 英國の 滅亡で ある。 植民地と 本國 との 貿易は 英國に 取つ て 重大 
の 意義 ある ものであるが、 其の 安全の 爲めに は 大海 軍がなければ ならぬ。 若し 海上の 
連絡を 斷たれ たなら ば、 本國の 民は 早速 锇死 しなければ ならない。 英國が 近 來獨逸 海 
軍の 發展を 恐れて 已まな いのは 誠に 無理なら ぬ ことなので ある。 

英國領土全體の統御が困難なのみでなく、英本國の內でも愛蘭の如き不統ーの分子. 
*か あり、 又 スコットランド 人は 英 人の 中堅た る アングロ  •サクソン 人とは、 啊 *> 善くない 
ので ある。 此 等の 事情を 思 ^ 合は せる と、 英國と 云 ふ 一大 勢力の 立つ て 居る 基礎は、 甚 
•た 不安定で あるかの 如くに 思 はれる。 吾人は 濫に 英國の 衰微を 叫んで はならぬ。 併し 
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民族主義の 著しい 現代に 於て、 英帝國 の 結合は 如何に 變 化する であらぅ か、 固ょり 英 
帝國の 解體を 信ずる ことは 出來ぬ 、如何に 不純 雑多の 分子の 多い とて、 全 領土の 英人 
には 英國と 云ふ觀 念が 强く 保持され て 居る。 此の 歴史的 民族的 感情は 英帝國 の 結果を 
固める 楔 子で あつて、 是ある 限り 英帝國 は 濫りに 衰滅す る ものでは ない。 併し 地理 上 
非常に 隔絕 した、 異分子の 多い 國土 は、 其 結束 上に 缺 隙の 多い のは 云 ふまで もない。 
少く とも 全 帝國の 行動に 支障を 起す る ことの 多い のは 免が れな い。 平和の 時代に 於て 
は 此の 缺陷が 屢々 現 はれて 來る ので ある。 枭は英 帝國の 一大 缺點 である。 それは 同盟 
國たる 日本人の 特に 注意せ ねばならぬ ことで ある。 


(六) 農産物から 観た 英獨の 競爭 

英國 は數西 年來 商業 國 として 世界に 濶步 して 來た 。之に 反して 獨逸は 由來 農業を 主 
i した 國家 であつ た。 英國が 獨り 海上に 跋扈し、 獨逸が 農業 主義を 奉じて 居た 間、 兩國 
の 間には 刹 害の 衝突は 起ら なかつ たので ある。 併し 獨逸は 一八 八 〇 年代から 商工業が 
.發 達して、 國家 經濟は 益々 商工 主義に 傾いて 來た 。一八 八 ニ 年には 獨 逸の 農業 者 (I 以族) 
は 全人 ロの 四十 ニ％ であつ たが、 一九 〇 七 年には 二十 八 ^ に 減じて" 其の 代には 商工 
業者 殊に 工業 渚が 增 加した ので ある。 今 獨逸商 業の 發 達を 見る と、 商船の 總噸數 に 於 
ては 到底 英國の 敵では なけれ ども、 其の 增加 率は 英國を 凌いで 居る。 又 貿易 額 も 其の 
增 加の 割合は 矢張り 英國の 上に 出て 居る。 固ょり 英國 は旣に 膨脹を 遂け た舊國 家で あ 
り、 獨 逸は 此か ら大に 膨脹し ょぅと 言 ふ新國 家な ので あるから、 其の 發 達の 割合が 獨 
逸に 於て 著しい の も怪む に 足らない。 併し 獨逸が 此く 進步の 度を 高めて 來 たことは、 

繪入 統計— 世界の 現勢  三 五 九 


現代 世界の 史的 觀察  二 二 六 〇 
英國に取つて確炉に不安の種でなければならぬ。現今戰爭のー因も實はそこにあるの 
1: ■ある  < 
近代獨逸が商エ主義に傾いたことは旣に述べたが、併し之を以て獨逸の農業が衰へ 
たと 解して はならぬ。 發 達を 遂げて 居る ことは 農業 も 商工業 も同樣 であるが、 た >發 
達の 割合に 於て 農業が 劣つ て 房る のみで ある。 別表に 見える 通り、 獨 逸の 農産 額は 著 
しい 增. 加を なして 居る。 之に 比する と英國 農業の 不振に 驚かざる を 得ない。 固ょり 英 
國は 農業 國でな い、 其の 農村は 多年 荒廢 に歸 する の 傾向が あつた。 夫で あるから 農業 
上獨 逸に M 倒された とて、 英國は 痛痒を 感じない としても、 商工業 上で も 新興の 獨逸 
..が 英國 商工業の 得意先た る外國 市場に 侵入して 來る ことは、 英國 の默視 する 能は ざる 
點であ る。 

英國が 此 くまで 獨 逸を 警戒せ ねばならぬ 程、 獨逸 商工業の 發達は 驚くべき t ので あ 
る。 單に 商工業の みならす、 農業 上の 進步 改善 も 亦 著大な ので あつた。 左に 揭げ た統 
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計は 其 等の 著しい 發 達の 一端を 示さん 爲 めの ものである。 孰れに せょ 精力に 富んだ 獨 
逸人の 奮闘 努力は、 此 等の 發 達の 根本 原因で ある、 其の 奮闘 努力に 對 しては 吾人は 敬 
意を 拂は ねばならぬ。 近代 獨 逸の 發達は 一に 奮闘 努力の 結果で ある。 此の 統計を 揭げ 
た吾人の本意は諸子の緊襌ー番を求めん.'が爲めに外ならぬのである。但し獨逸人が自 
國 民の 發 達の 爲め努 力した ことは 偉大で あるけれ ども、 餘 りに 自己の みに 注目して 他 
を 顧みな かつた 結果、 誇大妄想に 陷 り、 目から 世界 第一と 信じて、 他國を 蔑視し 自己 
の 力を 過信して、 遂に 世界の 平和を 擾 して 萬 民呪咀 の 的と なる に 至つ たことは、 吾人 
の 殊に 戒むべ き點な ので ある。 


(七) 列強と 鐵 

鐵が國 家に 取つ て 如何に 重要な ものである かは 今更 玆に說 くに も 及ぶまい。 殊に 現 
時の 如き 戰爭の 場合には、 自國內 に鐵を 多く 產する ことは、 實に 其國に 取つ て 無上の 
强味 である。 銃砲 其 他 兵器の 供給を 充分に する 爲 めには、 鐵の 供給を 他國に 仰いで 居 
る ことは、 誠に 不安の こ、 と 云は ねばならぬ、 獨逸が 今囘の 戰爭に 兵器の 供給に 困ら 
ない のは、 自國が 世界 有數の 產鐵國 である 故で ある。 世界の 產鐵國 としては、 何と 云 
つても 米國が 第一で、 全世界の 産額の 三分の. 一 以上は 米 國の產 である。 次に 獨逸 で、 
米 國の約 六 割、 次は 英 國で獨 逸の 半分 弱、 次は 佛國で 英國の 約半分、 露國 は佛國 ょり 
僅か少ない。以上は主要なる產鐵國である、ロ本は殘念ながら米國の !| 分の一位なも 
のである。而して各國とも產鐵額は近年著しく增加して居るが、殊に米、獨兩國が著 
しい、. それは 左の 世界 全 産額と 各國產 額との 割合 表を 見れば 分る。 最近 約 七 年間に. 米 
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獨露は世界全產額との比が各約一倍半の額に達して居る、併して英國の比は少々減じ 
て 居る、 之を 以て も 新興 國の產 業 •か 如何に 長足の 進步を 遂げて、 舊大國 の 英國產 業を 
凌駕し つ、 あるかぃ 知られる。 

怫國も 固ょり 產額 は增 加して 居る、 併し 其の 增 加の 割合は、 到底 米 獨ニ國 に 及ばな 
い。 殊に 佛國に 取って 殘念な ことは、 四十 餘年 前獨 逸に 割譲した ロ ーレーヌ地方が重 
要なる鐵の產地であることで、獨逸 *> 世界に產鐵國として濁步し得るのも、此のロー 
レ ー ヌの鐵 の 御蔭な ので ある。 從て 佛國は 是非とも 此の 地方を 獨逸 から 取 返さねば な 
らぬ と、 目下 一生懸命に 戰 って 居る、 又獨 逸では 開戰以 來鐵の 採掘は 益 盛に 行 はれて 
戰 亂 の爲 めに 毫も 頓挫す る樣な ことは ない。 日本の 產鐵 額は 少ない、 併し 海を 隔て、 
彼方.の支那は將來鐵の國として重要なものとなるであらぅ。吾人は支那の開發者とし 
て大に 活動せ ねばならぬ 地位に 居る。 世界の 列强が 、所謂 『鐵 の獨 立』 を 得ん と 努力 
しっ、 ある 時、 吾人 も 亦 其の 大勢に 遲れ てょ いで あらぅ か。 


(1 屮舜裤 啦嚮） 

國 藤陳粞 WS 钥沣 

怖 1>1 
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現代 世界の 史的 觀察  . 三 六 六 

(八) 世界の 鐵道 

鐵道は 各國 家の 發 達を 測定す る 一の 尺度で ある、 鐵道 線路の 長短は やがて 文明の 長 
短を 示す もので あらぅ。 併し 國 家の 面積 上から して、 何しても 哩數の 短から ざるを 得 
ない 場合 も ある" 是に 於て か 別圖 (甲) に 示す 如く 各 百： 半 方 哩內の 線路 延長を 比較し 
て 見る 必要が ある。 この 點に 於て 白耳義 *> 著しく 頭角を 擢んで 、居る のは 注目すべき 
で、 小 國と雖 もい かに 能く 國內 の發 達して 居る か > 知られる、 同國が 工業 國 として 世. 
界に 立って 居る 所以 も 成程と 點頭 かれる。 次は 英獨佛 の三國 、これは 全 哩數に 於ても、 

: 白 平方 哩の 平均 哩數に 於ても、 共に 世界で 第二 位 乃至 第五 位を 占めて 居る。 此の 如き. 
國家 こそ 世界の 强國と 云 ふべき もので あらぅ。 米國の 如きは 全 哩數は 英國の 十倍 餘 で、 
他國はとても足許にも及ばない程であるが、否平方哩の平均哩數は、第九位を占めて 
居る。 これは 同國が 如何に 將來發 達の 餘 地に 富んで 居る かを 語る もので、 鐵道だ けを 


見ても 米國が 二十世紀の 一大 勢力と して 刮 0 すべき ものである か > 分る。 この 點に 於. 
ては 露國も 相似たり である、 ロ本は全哩數に於ても西平方哩の平均哩數に於ても甚だ.. 
劣つて居る、殊に全哩數は白耳義を凌駕して居ながら、百平方哩の平均哩數はそのニ 
十分の一に 近いので あ' 9 。それは 地勢の 關係上 已むを得ない 事情 も あらぅ が、 白 耳 義. 
に對 しても 餘 り 威張れない 次第で あらぅ。 併し (乙) を 見れば 約 五十 年 前には ー哩の 
鐵道 さへ なかった H 本が、 五十 年後には 同期 間に 於け る 英國の 延長 增加 哩數に 近い 鐵. 
道を 布設し 得た のは 長足の 進 步と云 って 宜しい。 

又 (丙) に 依れば 全世界 鐵道 哩數の 半ば 以上は 米 大陸に ある、 併し 面積の 割合から 見’ 
れば 最も 狭小なる 歐羅 巴が 三 割 三分を 占めて 居る ことを 見て、 流石に 歐羅 巴の 進歩し • 
て 居る に 驚かざる を 得ない ので ある。 亞細亞 の 如き 尨然 たる 一大 陸が 僅かに 一割に 過 
ぎす、 更に 阿弗利加が 亞細亞 の 三分 一 以下なる のは、 其の 不振に 驚く と共に 又 その 將來. 
*> 如何に 多望なる かを 思は しむる ので ある。 併し 努力して 止まない 彼等 歐人 は此 等の. 
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多望なる 大陸に ド シ <鐵 道を 布設 しては、 自國の 勢力圏を 擴張 する に 日夜 怠らない 
ので ある。 將來亞 細亞や 阿弗利加の 鐵道は 列強の 勢力圏を 示す ことに 依て 美しく 彩色 
される であらう。 其の 適例は 隣邦の 支那で ある。 (丁) を 看ょ、 支那の 鐵 道は 果して 支 
那の鐵 道と 云 ひ 得る であらう か、 其の 大部分は 歐 人の 經營 である。 是卽 も鐵 道に 依る 
•支那 分割では ないか。 土 耳 古 も波斯 もやが ては 鐵 道に 依て 分割され るで あらう。 彼の 
■蜿々 たる 長蛇の 如き 鐵路に 沿うて、 歐 人の 勢力は 全世界に 蔓り つ、 あるので ある。 

日本 も遲れ 馳せな がら、 支那に 對して は 聊か 勢力を 扶殖 して 居る、 殊に 現代 戰爭で 
歐洲 諸國が 東洋を 顧みる 1が 出來ぬ 爲め 、日本の 勢力 擴大 には 多少 好都合で あつた。 
併し 戰亂 一た び 靜 まつた 曉に は、 歐米 人の 活動は 又もや 目覺 しいで あらう。 
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(九) 出版物と 敎育 

諸君 ま づ甲圖 を 見 給へ。 出版物 (圖書 及び 雜 誌) の 部數の 多い ことは 日本 も ナ カナ 
力 馬鹿に 出來な い。 世界で 第三 位を 占めて 居る。 第一位は 獨 逸で 流石 學 問を 以て 誇と 
して 居る 國： u け ある。 次は 米國 、それから 露 佛英の 順序で ある。 而 して こ圖を 見る と 
最近に 於て H 本の 出版物は 益々 增 加して 方に 五 年 前の 獨逸を 凌駕して 居る。 併し：！： 本 
の 出版物が 多い ことは 文明の 向上して 行く 證據 で、 誠に 結構の 次第で あ， るが、 外形の 數 
字 ばか ゎ 仰山で も 其の 內容が 之に 伴は なければ 自慢は 出來な い。 聞く 所に 依れば 外國 
人は n 本は 雜誌國 だと 云つ て 居る 相で ある。 コレは 日本の 出版物に 輕薄な ものが 多い 
ことを 嘲け つた ものと 思 はれる。 兎も角、 乙圖に 依つ て も 最近に 雜誌 (定期刊行物) 
の數が 普通 圖 書ょりも 多い のを 見ても、 雜誌國 の稱は 必 しも 不當と 云 はれない。 英佛 
獨い づれ も雜 誌の 數は 普通 圖 書の 半分 乃至 七 八 割で ある。 固ょ b 其の 發行 册數は 莫大 


であらぅ けれども、 玆に はた) 其の 種類 卽ち 部數だ けに 就て 云 ふので ある。 從 つて 諸 
子は 內容の 勝れた 出版物を 選擇 する の 必要が ある。 毎月 新刊の 雜 誌は 書店の 店頭に 山 
と 積まれて 居る が、 其の 景氣 のょ いのを 見て 直に 文運の 進步を 叫んで はならぬ。 將來 
の國 民は 敎 育と 科 學とに 依らす んば 發展を 期し 難いと 云 ふ 事が 痛切に 感ぜられれ 今日 
•諸子は 眞 面目に この 問題を 考 へて 貰 ひたい。 

丙圖を 見ても 敎育は 流石に 獨逸 ♦か 勝れて 居る、 固ょり 今次の 大戦に 依て 獨逸敎 育の 
長所と 短所と を自覺 した 彼等は、 戰 後益敎 育の 改善 進步に 努力して、 等しく 覺醒 した 
英佛諸 國の敎 育と 競 爭 する ことで あらぅ。 敎 育の 力、 學 問の 效 能は 今 囘の 大戰で 十分 
に經驗 された。 獨逸が 四面に 敵を 引受けて 容易に 負けた 色を 見せない の も、 一は 科學 
のカで籠城準備を整へたからである。從來獨逸は實に其の敎育費はやがて軍事費と相 
等しいのであつ乜。然るに世人は獨逸の軍國主義をロにする者は多いが、それにも劣 
らぬ敎 育 主義の 國で ある ことは 比較的 注意され ない ので ある。 固 敎 育の 事 も數字 
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のみで‘は論すること *> 出來なぃけれども、科學のカを實際に應用して偉大の貢獻をな', 
したことは、戰時の獨逸に於て確に認められた。諸子ょ、軍備が整頓したとて國家は 
決して 强く はならない。 國 民の 敎育 こそ 國家 富強の 基で ある。 吾人は 一冊の 書籍の 選. 
擇にも諸子が十分に注意を拂はれんことを槊むのでぁる。 
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二 〇) 飛行機 自働車 潜航艇 

『ソラ 飛行機が. 來た』 と 云つ て 外に 飛び出し 
『自働 車が 來た』 と 云つ ては 目を 聳 てる、 そ 
れ程 H 本では 飛行機 や自働 車が 珍しい ので あ 
る。飛行機はまだ 0 本では曲藝視せられ、自 
働 車は 贅澤 品と 考 へら. れて 居る、 又實 際贅澤 
品な の. である。 物質文明の 上で 先進 國た る歐 
米の 飛行機 自働 車の 進步が 著しい ことは、 敢 
て 喋々 する 必要 も あるまい が、 日本に 於て 贅_ 
澤品 に過ぎない 自働 車は、 彼に あつて は 全然 
實 用品で ある。 今囘の 大戦に 於て、 其 等の 自 


№1 


自 

70 

け 
<1 
ニ ハ 
: 

偷 | 

UX- 
8 罕 


11 ビ 


繪入 統計— 世界の 現勢 


働 車は 如何に 活動し つ、 ぁるか、 一個人の 私 
有 自働車 乃至 乘合自 働 車の 類は、 多く 徵發さ 
れて戰 線に 於て 運搬 用に 供せられ た。 殊に 獨 
逸の 如きは 戰前か ら萬 一の 際の 準備と して、 
政府炉 ら 多大の 補助 費を 支出して、 個人の 自 
働 車 使用を 獎勵 し、 開戰 と共に 其を 徵發 して 
軍用に 供した、 從て 自慟 車の 構造 K も 軍用に 
も 便なる 樣に 作られた。 

今や自働車は戰爭に缺くべからざるものと 
t なつた、 戰 場を 縱 撗に馳 せて、 兵員 物資の 輸 
送 補給に 遺慽な からしむ る ものは、 今後 自働 
車で なければ ならぬ。 佛軍が 其の 戰場 後方に 

、 三 七 五 


現： 代 lit •界の 史的 觀察 ，.、  三 七 六 

無 數の自 働 車を 配備して 迅活な 行動を 取らし めた 結果、 獨 軍の 進攻を 沮止す る ことが 
出來 たのは、 今囘 の大戰 中で も 注意せ ねばならぬ 一例で あつた。 現 時 歐洲戰 場に 使用 
されて 居る 各 國の自 働 車は 大略 圖の 通りで、 此 等の 內には 純 軍用の 裝甲自 働 車 も あれ 
ば、 荷物 連搬 車、 病院 車 等 も 含まれて 居る。 日本では 何ぅ か、 東京 だけで 自働 車が 約 
千 三百、 全國 では ニ 千 五百餘 、恐らく 三千 輛には 達しまい。 しかも 其 等の 大部分は、 
成金が 藝 妓を乘 せて 用 もない のに 無暗と 都 大路を 飛ばせる 贅澤品 と あつて は實に 心細 
いでは ない 炉 。軍用 自働 車では 獨逸が 第一位を 占めたが、 飛行機では 先進 國： TI' けに 怫 
蘭 西が 雄視 して 居る。 怫國 飛行 術の 優秀な ことは、 獨 逸の 飛行機が 佛國の 空に 飛ぶ こ 
との 出來ぬ ので も 知られる。 併し 飛行船に 於て は獨 逸が 獨步 して 居る、 彼の 巨大なる 
軍用 飛行船は 殆ど 獨逸の 特哲 とも 云 ふべき ものである。 圖に 示した 飛行機は 歐洲戰 場 
だけの もので、 總計 三千 臺に 及んで 居る が、 歐洲以 外の 戰場竝 に 國內に 準備され た數 
を 加 へれば、 約 五 千臺に 達する であらぅ。 日本の 飛行機は 殘念な が ら 、此 等と 比較す 


るには 餘 b に少數 である。 自働 車と 云 ひ、 飛行機と 云 ひ、 吾人が 如何し も 貧弱で ある 
i は 諸子の 充分 記憶すべき 點で あらぅ。 

次に 潜水 艇は獨 逸が 潜水 艇戰を 御 自慢して 居る だけ、 獨逸が 最も 多い。 併し 開戰一 高 
時には 獨逸 には 僅かに 三十 隻位に 過ぎな かつた ので ある。 處が 英國を 相手に 海上で 堂 
々と 戰 ふこと が 出來な い 結果、 何でも 水 潜り 戰 術に 限る と 云 ふわけ で、 ドシ^^ 潜水 
艇を造 つた。 いづれ 遠から す 二百 隻には 達する であらう。 他國も 潜水 艇は必 しも 少く 
はない が、 獨燠 側の 艦船が 航海し ない 爲め 、活動す る機會 ♦かない。 從て 、獨 逸の 潜水 
艇 活動の み ♦か、 馬鹿に 景氣 よく 評判され て 居る ので ある。 
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(一 I) 歐洲 の戰線 

慑 と 犠牲者 

>? 歐 洲戰爭 はいょ—- 其の 三 週 年 

を 過ぎて 第 四 年に 入つ た。 媾和 風 

ミは 時々 生溫 かに 吹いて 來る樣 子で 

r は あるが、 しかし 戰爭の 局面は 未 

だ ナカ ナカ 決着.. f 附 きさぅ もない 
H 

g 今日歐 洲の交 戰國は 互に 何れ 程の 
戰 線を 維持して 居. るので あらぅ か 
城 其の 戰 線の 長さを 日本の 鐵道 延長 
r と 比較した ものが 卽ち 上の 圖 であ 
, る。 西部 戰線卽 ち白佛 方面の 防禦 


白佛 方面 

(佛 軍） （120 師團) 


(1) 歐洲戰 

伊太利 方面 


東京  名古屋  大阪  姬路 一の 關仙臺 


<> は佛 軍が 主として 之に 當り 、東部 

ハ金戰 線は 露 軍の 受持ち、 伊太利 戰線 

Tii は 伊 軍の 獨舞臺 、バルカン 方面は 

聯合 各國の 寄. 合 ひで ある。 ( 此外亞 

細 亞土耳 古 及び 阿弗利加 方面 も あ 

る) パ， カンの 戰況が 渉々 しく 行 

灶かぬ もの も、 此の 寄 合 ひの 爲めで 

ある。 又獨澳 側は 何ぅ か、 全戰線 

京 の 長さは 陸 中 盛 岡から 東京、 下關 
東 

を 經て 朝鮮ょり 滿洲長 春に 至る ま 
補での 鐵道 線と 等しい。 この 一大 戰 
I 線には 獨軍が 主動 者と なつて 頑張 
繪入 統計—. 世界の 現勢  三 七 九 
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つて 居る。 諸子よ 考 へて 見 給へ。 獨逸は 撗暴だ とか" 英國は 緩漫だ とか、 我々 は ソン 
ナ 事を 云つ て 居る 場合 だら うか。 か、 る大 距離に 亙つ て 長 城の 如き 一大 戦線を 三年 以 
上 も 維持す る ことは 國 民に 取つ て 如何に 苦しい ことで あらう か。 非常の 決心と， 非凡の 
忍耐 心がなければ 不可能で ある。 我等を して 濫に 彼等の 缺點 短所を 指摘せ しむる を 止.. 
めよ、 我等は 敵 味方 いづれ に 於ても 彼等より 學ぶべ き 事が 夥しい ので ある。 小國 民は 
長期の 戰 爭に耐 へられない けれども、 大國 民の 遣る 戰爭は 小 國民が 考へた より. は遙か 
に 長いので ある。 我等は 交戰國 民で ありながら 戰亂の 外に 立つ. て、 (極めて 一部の 人を 
除く 外) 平和の 樂を享 受しつ \ ヶ チ 臭い 戰举 成金の 浮 雲に も 等しい 贅澤に 目を 峙て 
て 居る。 假令 何で あらう とも、 彼等 歐洲 交戰國 民の 努力は 實に 著しい。 獨燠 側は 固より 
『國 難』 に發 奮した 佛國の 上下 一致の 奮闘、 英國 民の 覺醒 、國 論の 統一に 苦心 慘儋た 
る露國、國土の恢復に努むる白塞兩國、孰れか吾人の鑑でなからう。しかも彼等が今 
まで 戰線に 於て 犠牲に 供した 死傷者は 莫大な 數で ある、 彼等の 內で 最も 少ない 白耳義 '.+ 


です らも、 日露 戰役に 日本が 犠牲に 供した 數の約 二倍に 及んで 居る。 露國の 如きは 死 

傷者の 數實に 日本 本土の 人口の 十分の一に 達した (固ょり 死傷者の 內に は數囘 負傷し 

» 

た 者を 重複して 數 へて 居る けれども)。 戰後歐 洲諸國 は 疲弊して 暫くは 目覺 しい 活動 も 
出來 まいな ど、 は、 大國 民の 心事を 理解した 者では ない。 吾人は 歐洲戰 線の 長さを 見 
て も、 一大 覺 悟を 固めなければ 吾人 將來の 運命は 決して 大國 民の それでは ない ので あ 
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目 書 刊新社 佑 天 


V 再版 ® 來 (、初版 旬日なら すして 賣 S 


四六判© 箱 入 美本 

定價 金壹圓 七十 錢 
送料 金八錢 

東京 H 々新聞の 批評に 日く。 『最近 論壇の 權威を 以て 推さる、 王 堂 氏の 論議、 徹底 個人 
主義 以下 九篇を 集めて ー卷 とせる もの、 何れも 皆 氏が 最近の 執筆に 係 り、 各篇 S に議 
論の 對 象を 異にすと 雖も歸 する 所は 共に 徹底せ る 個人主義、 若く は 個人主義の 徹底を 
閼 明せ るに 在り、 獨立 自足の 論說 として 著者が 試みた る 此の 「思想 上の 胃險 」は總て 
亦 時代思潮の 精華な らん 云々 J 以て 本書の 價値を 知る に 足る。 


田 中 王 堂 氏 著 

.徹底 個人主義 


目 書 刊新社 佑 天 


II ■グル モン 氏 ■■石 川戯庵 氏譯 ■藤 島武こ 氏裝幀 

四六判 金箔 押 
箱 入 クロ ース 美本 
定價金 一圓 三十 錢 
郵称 金八錢 

東京 朝日 新聞 本書を 評して 日く。 『グル モンの 名作 「ジユ クサ ンブク •ルの 一夜」 を飜_ 
せる もの 曾て ァ、 ボロン 徒に 基督と 稱 せられし ふ謂ふ神が今日の通常人の服裝にて現は 
れ一 新聞記者と 散步の 途上 廣く 人生 問題に 關 して 問答す ると 云 ふ 作意に して 配す るに 
美しき三人の少女を以てす、小說にして同時 {2 詩歌、哲學といふを得べく感情と理智 
との 理想的に 綜合せられ たる 傑作 也。 譯者は 曾て ル ソーの 懺悔 錄を譯 して 世に 知られ 
たる 人な れば譯 文の 流麗なる はいふまで もな し 0 』 云々。 


目 書 刊新社 佑 天 


正宗 白鳥 氏 著 正宗 得 三郞氏 装幀 

四六判 箱 入 

クロ ー ス 美本 

定價金 一圓 五十 錢 
送料 金八錢 

現下 小說 壇の 最高級に 立てる 大家と して 近來其 筆致の 愈渾 熟し 其 観照の 益々 透徹し 來 
れるは 白鳥 氏 也。 人間の 世紀末 的 苦 惱と寂 寥と 倦怠と を 描破して 深刻、 魂を 嚙破 るが 
如き至境に滲入せ.るはチヱホフの再生，とも云ふべく、文情の精銳冷嚴にして而も詩味 
を 含蓄せ るは モヮ— パ サンを 髪 髴せ しむ、 特異の 個性と 特異の * 術を 表現せ る 氏の 最 
近 小說の 傑作の 精粹を 輯め て敢て 江湖に す、 む。 


烈日の 下に 


天 

佑 


i 


中 村 吉藏氏 著 圍岡本歸ー氏裝圔舞臺面コ。タィ1 

四六判 箱 入 

定價 金壹圓 六十 錢 
送料 金八錢 

本書 {: 對する萬朝報の批評に日く『诋間』と『白隱和尙』は帝劇に上演されて好評を博せ 
る もの 脚本に て 譲めば 又 別種の 味 ぁ 5 『肉 店』 『金力』 『小山 田 庄左衞 門』 等 何れも 奇警に 
して 著者が 新社會 劇に 於け る 創作の 技倆が 益々 圓 熟の 域に 達せる を 見るべし 云々。 

田 11! 花袋氏著國津田靑楓氏裝幀 

四 六 版 極 彩 布表裝 
箱入頗 美本 
定價 金壹 圓 卅五錢 
送料 金 八 錢 • 
寫眞 八葉揷 入 

田 山 花 袋 氏の 紀行文 大家と して 名聲嘖 々たるは 夙に 江湖の 知る 處 也。 本書は 氏が 最近 
の 紀行文を 輯めた る ものにして、 淸 新の 情調と 流麗の 行文は 眞 'に 讀者 をして 恍惚たら 
しむ。 氏の 紀行文 集 多し と雖も 本書の 如く 最新の ものを 集め、 鏤心彫 骨の 名 什を 網羅 
したる ものは 他に ぁらす 。希く は 一本を 購ぅて 無限の 興趣を 掬した まは らん 事を 0 


I 書刊 新社饴 天 


谷 崎 潤ー鄭 氏 序 

佐 藤 春 夫 氏 著 同氏 装幀 

四六判 箱 入 美本 
定價 金. 一圓 六十 錢 
郵送料 金八錢 

近時 文壇の 新人と して 一躍 第一流の 地位を 占めたる ものは 佐 藤 春 夫 也。 氏の 作品は 文 
壇の 新しき 驚異 也 。巨匠 谷 崎 潤 一郎は 氏を 目して 得 易から ざ ♦る 天才な ぅと 極 賞し、 或 
批評家は 明治 大正 年間に 涉 6 自然を 取扱 ひたる 文 學中佘 の 知れる 限に 於て 佐 藤 春 夫 氏 
の 作品は 最も 正道を 踏み 最も 高所に 達した る ものな b と 激賞せ bo 熱情 炎の 如く、 才 
藻 花の 如く、 氣品 高く して 眞 摯の氣 全篇を 貫く。 悉く 是無 韻の 詩と 謂 ふべ し。 本書は 
氏の 新舊 傑作の 全部を 網羅し 一 も剩す 所 無し。 切に 江湖の 愛讀を 要請す。 


吿豫刊 近 社 佑 天 


十 社 

に 働 


與謝野 晶子 女史 新著 津田 靑楓氏 装幀 

四六判 布表裝 
頗美 本箱 入 


草 


當代女 詩人 中 第一人者と して 盛名を 擅に する 晶子 女史が 近作を 集めた る ものにして、 
論 あ b 說話あ り、 詩 あ o スケッチ あ 6豐_ なる 女史 心頭の 雜草 、抑 も 如何なる 美 花を 
開きて 爛熳 たるを 妍を呈 する か、 乞 ふ 發刿の 日を 待て ー. 

岡 本 綺堂氏 新著 小倉淳 氏裝幀 


十 上 

に 發 


土 


^ 


四六判 箱 入 美本 

; —定 價至廉 

千古の 傳奇 を、 近代的 精神と 老練 絢 1 の 筆を 以て 叙述した る歷 史小說 にして、 婦人 公 
論 誌上 十 數號に 涉りて 連載し 數 萬の 士女を 熱狂せ しめたる 大 傑作 也。 

オス 力.- — ワィルド 氏 原作 


谷 崎 


一郎 氏譯 


へ 一句 

に 發 
月 行 


クイン タ^  — ミヤ 夫人の 扇 


四六判 箱 入 美本 
定價 未定 


文壇の 巨匠 谷 崎 潤ー郞 氏 椽大の 筆を揮 ふて 本書を _ す、 氏の 創作 多し と雖も 未だ 飜譯 
の 出で たる 事な し、 文豪 ォスカ ー ワィ V ドの 傑作を 譯す るに 谷 崎 氏の 筆を 以てす、 其 
價 値の 如何は 固ょり 謂 ふの 要な からん。  I 
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